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			プロローグ

			


			　目覚めて最初に思ったのは、暗いということだった。

			　何だ？　夜？

			　だが次の瞬間、左側から光が差し込んでくるのを感じた。

			　俺は光に誘われる様に、そちらに視線を向ける。

			　そして、俺の目に飛び込んできたのは、あまりにも美し過ぎる光景だった。

			　薄暗い空の下、見渡す限りの地平線。その縁から、後光の様に光が差している。

			　太陽が昇ろうとしているのだ。立ち上る来光は、まるで虹の様に煌めき、俺はガラにもなく感動してしまった。

			　じゃあ、逆側はどうなっているんだ？

			　右側に目をやる。こちらでは地平の向こうに月が沈もうとしていた。

			　驚くほどに巨大な銀の円盤。その天辺が、今まさに地平の向こう側に消えようとしている。すでに全体像は見えないが、僅かに見える部分だけでもその巨大さは理解できた。

			　圧倒される光景だ。

			　三〇年間生きていて、これほど美しい光景は見たことがなかった。涙が出ないのが不思議なくらいだ。

			　いや、待てよ。三〇年間生きていて？

			　俺、今も生きてるのか？　っていうか、俺、死んだよな？

			　俺が記憶している最後の光景は、猛スピードで突っ込んでくる真っ赤なオープンカーだった。運転席のチャラい男は、スマホ片手に明後日の方を向いて、何やら馬鹿笑いをしていた。

			　はい、ながら運転ですねー。楽しそうに笑っていますねー。でもこっちは全然楽しくないんだよこのクソ野郎！

			　という、心の叫びを上げたところまでは覚えているんだが……。

			　あれは死んだはずだ。いや、死んだよな？

			『うーむ。どういうことだ……？』

			『よう。ようやくお目覚めかい？』

			『うわっ！　誰だ！』

			　突如響いた声。だが、人の気配はない。

			　いや、なんか頭の中に響いてないか？

			『これから大変だろうが、がんばれよ』

			『え？　え？』

			『じゃあ、またな──』

			　そうして、男の声は聞こえなくなった。

			『あれ？　もしもーし？』

			　呼びかけてみるが、返事はない。一体なんだったんだ？　幻聴？　にしてははっきりと聞こえたが……。

			　そして、周辺を見回すために、身じろぎしようとして気が付く。

			　体が動かん。

			『む？　なんでだ？　というか、俺どうした？』

			　縛られているのかと思ったが、そんな単純なことじゃなさそうだ。

			　体の感覚がおかしい。まず、手と足の感覚がない。いや、そもそも手も足も、それ以外の感覚も全てがおかしい。

			『目蓋もないな。目も……。目の感覚がないのに、どうやって物を見てるんだ俺？』

			　俺は自分の体を見下ろした。少し不安だったが、視線は多少なら動かせる。

			『……剣だな』

			　視線の先にあったのは、台座に突き刺さった、一本の剣だった。

			　何故かその剣が自分の体であると、俺は自然と理解できてしまった。

			　理解の範疇を超えている事態。

			　なのに、剣＝自分であると、疑う余地もなく理解できた。

			　目──っぽい何かは、刀身の根元。鍔と刀身の間にあるようだった。剣の体でどうやって物を見てるんだろうな？　謎だ。

			『死んで……剣に転生とか？』

			　どこのトンデモラノベだ。

			　夢だと思いたいが、この体ではほっぺを抓ることもできやしない。

			『一応、皮膚感覚？　的な物はあるが』

			　自分の刀身が、下にある台座に突き刺さっていることは、理解できている。皮膚の触覚とは違うが、触れた感覚があるようだった。

			『まじで異世界なのか？』

			　少なくとも地球じゃない。

			　なにせ、月が沢山浮かんでいる。真上を見上げると、赤、青、緑、紫、黄、桜色の六つの月が、天で薄らと輝いていた。
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あとがき

		

	
		
			第一章　大草原のぼっちな剣

			


			　地球では考えられない光景に驚きつつも、俺は自分の状況確認を始めた。

			『普通、異世界転生物のラノベなんかだと、チート能力が身に付いたりするんだけどな』

			　剣に転生した俺が、そもそもスキル的な物を扱えるのか。まさか剣に転生っていうこと自体がチート扱いとかないよな。いや、そもそも転生したらチート能力を得るとか、そんなご都合展開が俺にもあるとか考えること自体が甘いのかも。

			『転生チートの定番は、鑑定眼なんだが……。おぉ、まじで？』

			　どうやらご都合展開だったらしい。

			　自分のステータスがばっちり確認できてしまった。

			


			　　名称：不明

			　　装備登録者：なし

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：１３２　保有魔力：２００／２００　耐久値：１００／１００

			　　自己進化〈ランク１〉

			　　スキル：鑑定６、自己修復、念動、念話、装備者ステータス上昇【小】、装備者回復上昇【小】、スキル共有、魔法使い

			


			　なんか、凄そうだ。個別に確認できそうなので、見てみる。

			


			　　鑑定６：目にしたものの情報を、表示する。

			　　自己修復：武具自身の破損を自動的に修復する。完全破壊されない限り、復元可能。

			　　念動：魔力を使い、肉体を使わず物体に干渉する。

			　　念話：魔力を使い、精神で他者と会話する。

			　　装備者ステータス上昇【小】：装備者の全ステータスを、微上昇させる。

			　　装備者回復上昇【小】：生命力、魔力の回復速度を僅かに上昇させる。

			　　スキル共有：現在セットしているスキルを装備登録者と共有し、付与することができる。

			　　魔法使い：魔力の流れを感じ取る。魔法使いの証。

			


			　スキルの後についている数字はスキルのレベルの様だな。いきなり鑑定６って、俺って結構凄いんじゃないか？　いや、上限が９９９の可能性だってあるし、まだ喜ぶのは早いか？

			　だが、少なくともただの武器じゃない。いくつか意味が分からない項目やスキルもあるが、凄そうな雰囲気だけは伝わってくる。どう考えてもレア武器とか、ユニーク武器に分類されてもいい能力だ。

			　ただ、名称が不明だな？　鑑定のレベル不足か、元からないのか。剣なのに生前の名前って言うのもおかしいし──。あれ？　生前の名前？　俺の名前って何だっけ？　あれ？　まじで思い出せないんですけど。え？

			『えーっと……。本当に思い出せないな』

			　他のことは思い出せるのに。

			　三〇歳。男。会社員。一人暮らし。趣味はアニメ、マンガ、ＶＲＭＭＯ、読書（ラノベに限る）。性格は周りからはポジティブと言われることが多い。好物はカレー、嫌いな食べ物なし。彼女もなし。というか、女性と付き合ったことがない。

			『なんか悲しくなってきたな……』

			　まあ、他の記憶はあるんだし、その内思い出せるだろ。なにせ人間から剣に転生しちゃったわけだし。記憶の齟齬くらい　起きてもおかしくはない。

			　記憶に関してはどうもできないし、とりあえず置いておこう。

			　次は外見のチェックだ。

			　刀身は、白く輝く不思議な金属に青い三本の縦線が入った、贔屓目に言っても美しい外見をしている。形はいわゆるロングソードってやつだろう。

			　抑えた色合いの金色の鍔には、銀に輝く勇ましい狼の彫り物と、青い飾り紐。柄には、青と白の組み紐で格子模様が編みこまれている。

			　自画自賛だが、どう見てもただの量産品ではない。相当に価値のある剣だと思う。

			　ただ、攻撃力１３２っていうのがどれくらい強いかわからないな。ただの装飾過多な成金ソードという可能性だって、ゼロではないのだ。スキルもあるから可能性は低いとは思うけど。

			　もしそうだったら、最悪だな。成金ソードだったら、自分から炉に飛び込んで、死のう（？）。

			　しかし豪華な剣だよな。ＲＰＧだったら相当後に登場する感じの、神秘的な姿である。

			『ただ、剣なんだよな』

			　心の中で、ため息を吐く。

			　生前、特に美形だったわけじゃない。と言って、目立つほど不細工だったわけでもない。まあ、どこにでもいる、モブオタだったわけだ。なので、生前の肉体に未練はない。転生して違う体になったとしても、特に文句はなかった。むしろ生まれ変わり希望だったのだ。

			　とは言え、剣はないだろう。剣は。

			　もう食事もできないし、ゲームもできない。童貞だって、捨てられない。

			　そ、そうだ。俺ってば、賢者確定だ！　もう一生、この十字架を背負って生きていかねばならないのだ。

			『……』

			　絶望だ。手足があったら、嘆きの五体投地確定コースだったろう。

			　というか、スキルの魔法使いって、そういうことなのか？　そう言えば。あのスキルだけ他と毛色が違う感じだし……。ふざけんな！　笑えないんだよ！

			


			　どれくらい落ち込んでいたか、自分でも分からない。五分だったのか、一時間だったのか。暫く呆然としていると、なんか段々と馬鹿らしくなってきた。

			『今の俺は剣なんだから、そんなこと気にする必要ないよな？　なにせ剣なんだし』

			　決して現実逃避ではないのだ。本当だよ？

			　それに、転生しなければあの場で死んでいたことも確かだ。

			　よくよく考えてみれば運が良かったのかもしれない。死んでいたはずなのに、こうして意識だけでも残せたわけだからな。

			　そうだ。剣になるなんて誰でもできる経験じゃない。楽しまなきゃ損じゃないか？

			　そう思ったら、何か色々吹っ切れた気がする。

			　降ってわいた第二の人生。いや、剣生。どうせなら剣として頂点を目指してみるのもいいかもしれない。

			　剣としての頂点とは何か？　まあ、まずは誰かに使ってもらわないと、話にならないよな。例えば勇者とか？　でもな、勇者の剣とか苦労も多そうだ。魔王なんかと戦ったり。場合によっては折れちゃったりして。そんでもって、伝説の鍛冶師（ドワーフ）に直してもらう訳だ。それに勇者って言ったら、正義馬鹿の暑苦しい細マッチョ。多分イケメン。俺とは対極の存在だな。正直、仲良くできるとは思えない。

			　どうせなら、女性に使ってもらいたい。可愛かったらベストだが、不細工じゃなければいいや。脳筋勇者よりは数段ましだ。

			　あとは、剣の腕だな。凄腕の剣士で、俺を使ってバッタバッタと敵を薙ぎ倒し、英雄になってもらう。そしてその愛剣として数百年後の教科書に載ったりするんだ。

			　……まあ、夢なんだし、語るだけならタダなんだ。でかくてもいいよな？

			　とりあえずは、この平原からどうやって脱出するかだけど。

			　さっき聞こえていた男性の声はどうやっても聞こえないし、今は考えないでおこう。

			


			　さて、まずは周辺の状況を確認するか。

			　俺がいるのは、古びた遺跡の様な場所だ。屋根なんかなく、だだっ広い大平原に、ポツンと存在している。俺は、その中心に設置された台座に宝剣よろしく突き刺さっていた。とりあえずは、この平原からどうやって脱出するかだけど。

			　さっき聞こえていた男性の声はどうやっても聞こえないし、今は考えないでおこう。

			　さて、まずは周辺の状況を確認するか。

			　俺がいるのは、古びた遺跡の様な場所だ。屋根なんかなく、だだっ広い大平原にぽつんと存在している。俺はその中心に設置された台座に宝剣よろしく突き刺さっていた。その台座の四方には祠の様な物が鎮座している。苔生す――どころか屋根の亀裂から立派な木を生やした祠もあり、人々に忘れ去られ、放置されてきた時間の長さを感じることができた。

			　これはあれか？　たどり着いた者に与えられる伝説の武具的ポジションなのだろうか？　　にしては、周辺にダンジョン感はないが。

			　台座のせいで振り向くことができないので、背後のことは認識できない。だが、見渡す限り高い木の存在しない茂みと低木だけの平原が続いていた。

			　目を凝らせば、遠くに時折動く影もある。動物だろうか。

			『人っ子一人見当たらないんだが』

			　自力で動けないか。

			　いやまて、スキルに確か念動があったはずだ。もしかしてこれで動けたりしないか？

			『むん』

			　集中だ。念動念動。

			　すると、俺の体がふっと軽くなった気がした。

			　台座から刀身が僅かに離れた感覚がある。

			　その感覚を大事に、剣が空を飛ぶイメージを思い浮かべた。

			『おおお！　浮いたぞ！』

			　イメージすれば自由自在だ。台座を離れた俺は、空中をスイスイと動き回った。

			『アイ・キャン・フラーイ！』

			　速さはあまり出ないが、今はこれで十分だ。自力で動き回れることが分かったしな。

			　台座の周辺を動き回ってみた。やはり遺跡みたいに見える。

			　元は煉瓦の様に茶色いブロックで組まれていたのだろう。

			　だが、長年風雪にさらされてきたせいか色は黒ずみ、所々を苔が覆っている。

			　広さは直径三〇メートルくらいだ。

			『一体誰が作ったのか。俺の製作者だとは思うが……』

			　これだけ古そうだってことは、俺は相当長い間放置されていたのだろうか。

			　剣に転生と言っても、何もないところから剣がオギャーと生まれる訳もない。俺の体を作った人間がいるはずだ。まあ、肉体が何かの事故で剣に変質したとかじゃなければ、だが。

			　その製作者が使用者の第一候補ということになるのだろうが、製作者がすでに死んでいたりしたらその可能性は消えてしまう。

			　だが、俺の体である剣自体と、俺の刺さっている台座や、その台座の飾り布などには苔やほこりが付着していない。まるで、昨日今日ここに設置されたみたいに。

			　という事は、製作者はまだ生きているのか？

			『うーん？』

			　周辺を観察しながら色々考えていたら、体に違和感が走った。

			『……あれ？』

			　なんか疲れが……。力が抜けていく感覚が剣の体を襲う。

			　そして、落ちた。

			『まじか！』

			　必死に念動を使おうとするが、全く反応しない。

			　高さは、推定で三〇メートルはある。

			『浮け！　浮いてくれ！』

			　だが奮闘虚しく、俺は地面に思い切り叩きつけられた。

			　ガイイィィィーン！

			　大きな金属音が響く。

			『いた──……くはないけど。どっか割れたりしてないか？　ひびとか』

			　慌てて体を見てみるが、どうやら無事なようだった。

			　体の感覚にも、おかしなところはない。

			　あれだけの高さから落ちて無事とは、やはり名剣なのかもしれない。

			『でも、どうして落ちた？』

			　急に倦怠感の様なものが生まれ、念動が使えなくなった。

			　異変の原因を探るべく、ステータスをチェックしてみる。

			　原因はすぐに分かった。

			『保有魔力がなくなってるな』

			　保有魔力：０／２００となっていた。多分、念動を使っている間、魔力を消費し続けるのだろう。

			　倦怠感の原因もこれに違いない。

			　魔力切れになっても、意識を失わないのがせめてもの救いか。

			『五分は飛んでなかったよな。多分三分くらいだったはずだけど』

			　俺は石畳の上で、暫く待ってみた。

			　すると魔力が僅かに回復する。周辺から少しずつ魔力が流れ込んでくるのが感じられた。大気中の魔力を無意識に吸収しているみたいだな。

			　頭の中で時間を数えながら待ってみたところ、どうやら一分で１回復するらしい。

			　一時間待って６０まで回復させると、俺は再び念動を行使した。

			『よし、浮くな』

			　問題なさそうだ。俺はそのままステータスをチェックした。ガンガン魔力が減っていく。

			『念動を使っている最中は、一秒で１消費かな？　それだと魔力２００で三分程度っていう計算も成り立つし』

			　また地面に叩きつけられてはたまらない。

			　俺は魔力がなくなる前に急いで台座に戻った。

			　刺さってみると、妙に落ち着く。

			　


			　

			　


			『ふぅ。戻ってこれたか』

			　だが、これで下手に動き回るのは危険だと分かった。

			　暫くは台座周辺から出るのは避けて、平原を観察して過ごすとしよう。

			　平原を見ていると、色々な生物の姿がある。

			　地球のサバンナの様に、哺乳類ばかりかと思いきや、どう見ても昆虫だったり、不定形だったりする奴らもいた。しかも、その大きさはまともじゃない。

			　例えば、最初に見つけた蟻っぽい姿の影は、大型犬くらいの大きさがあった。もちろん、牛っぽかったり、蝙蝠っぽかったりする奴もいるけどね。大きさはやっぱり巨大だが。

			　剣でよかった。少なくとも、餌として襲い掛かられることはなさそうだし。

			『改めて、地球じゃないな』

			　もっと遠くを見ると、より大きな獣の影もあった。

			　目測でしかないが、一〇メートル近いだろう。

			　少なくとも、ゾウよりはでかいと思う。

			『いわゆる、魔獣って奴か？』

			　それらを見ていて、一つ気になることがあった。

			『あんなデカイ魔獣がいて、人間がここにたどり着くこととか、あるのか？』

			　相変わらず、人の姿はない。

			


			　転生二日目。

			　なんか来た。

			　台座の後ろから、足音が近づいてきている。それも複数。

			「ゲヘゲハフ」

			「アギャギョ」

			「ゲギャ！」

			　会話か？　会話してるのか？　意味は分からないが、何やらコミュニケーションを取っているようだ。

			　声からすると、猿とか、そんな感じに思える。

			　気配が近づいてくる。もう、真後ろだ。

			　よし、もう少しこっちにこい。そしたら姿が分かるのだ。

			　ザッザッ。

			　あとちょっと。

			　ザッザッザッ。

			　あと一メートル。

			　ザッザ──ピタ。

			　ちくしょう。真後ろで止まりやがった。

			「ギャギュ？」

			「ギャルガガ」

			「ギャンガ？」

			「グルッハ～」

			　なんだ？　何を言っている？　相談しているようにも聞こえるが……。

			　そして俺の柄に、何かが触れた。

			　明らかに柄を掴んでいる。その感触はごつごつしすぎているものの、人間の手の感触にも思える。

			　どうやら、俺を台座から抜こうとしているようだ。

			　ただ、何故か俺は姿も分からぬ相手に抜かれることに、妙な抵抗感を覚えた。

			　別に抜かせてやってから姿を確認すればよいのだろうが……。

			　なんとなく、念動を使って抵抗してみた。

			　俺が抜けないことにより意地になったのか、謎の相手はさらに力を込める。

			　だが甘い。全力で抵抗だ。絶対に抜かせてなるものか。

			「ギャギャ！」

			「ギュガガガ……！」

			「ハガハフ！」

			　仲間を応援するように、他の奴らも大声で騒ぎ始めた。そして、俺を抜こうと挑戦している個体の周辺を、踊るように回り始める。

			「ギャルガ！」

			「ゴルギャル！」

			　そのせいで、こいつらの姿がばっちり目に入った。

			　まじか。

			　緑の皮膚。ゴリラをより凶悪にしたような醜い顔。頭部には短めの角が生え、身に着けているのは毛皮と棍棒。

			『ゴ、ゴブリン？』

			　そう、奴らはまさしくゴブリンだった。

			　ゴブリンどもが俺を引き抜こうとしていたのだ。

			　待て待て、ゴブリンはない！　ゴブリンはないだろう！　ゴブリンに使われる魔剣とか、終わってる。せめてゴブリン・キングとかなら良かったのに、どう見ても下っ端ゴブリンだ。

			　俺は念動で抵抗しつつ、視界に入る二匹のステータスを確認してみた。

			


			　　名称：ゴブリン

			　　種族：邪人

			　　Lv：５

			　　生命：１７　魔力：６　腕力：８　敏捷：１２

			　　スキル：棍棒術１、穴掘り２

			


			　　名称：ゴブリン

			　　種族：邪人

			　　Lv：５

			　　生命：１９　魔力：４　腕力：９　敏捷：１０

			　　スキル：剣術１、警戒１、毒耐性１

			


			　ほほう。同じ種族でも、微妙に違いがあるのか。

			　まあ、そうだよな。武器も違えば、得意なことだって違うんだろうし。

			　中々抜けないことに焦れて、正面に回ってきたもう一匹も鑑定だ。

			


			　　名称：ゴブリン・リーダー

			　　種族：邪人

			　　Lv：２

			　　生命：２４　魔力：６　腕力：１１　敏捷：１３

			　　スキル：剣術１、生存術１、解体２、指揮１

			


			　お、こいつはゴブリン・リーダーだ。Lvが低いのは、進化した影響か？　まあ、少し強いな。本当に少しだけだが。

			　どうするか。

			　奴らが立ち去る気配は微塵もない。何とかして俺を抜こうと、今度はガンガンと叩き始めた。

			　それでも駄目だと分かると、選手交代である。

			　どうやらもう一匹死角にいたらしく、そいつが俺を掴んでいるようだ。「フンヌガガー」という、暑苦しい声を上げながら、必死に力を込めている。

			　最大パワーで抵抗だ。

			　力では無理だと悟るとリーダーは仲間の棍棒を借り、台座を叩き始めた。台座を壊して俺を手に入れようと言うのだ。だが、台座には傷一つ付かない。それがより一層苛立ちと怒りを煽ったのだろう。リーダーの顔は怒りに染まり、もはや抜こうとしているのか八つ当たりなのか分からない状況だ。

			　所詮はゴブリン。行動が馬鹿過ぎる。

			　暫く悪戦苦闘していたゴブリンだったが、苦し紛れに台座に蹴りを入れた。

			　だが台座が予想以上に固かったらしい。つま先を押さえてコミカルに飛び跳ねている。

			　くくく。いい気味だ。

			　怒り状態のリーダーは、死角にいたもう一匹に棍棒を投げつけた。おいおい、仲間に当たるなよ。

			　なんて思っていたら、ゴブリンの野郎。なんと俺に向かって唾を吐きかけやがった。

			　刀身に汚い唾液が付着したことが感じ取れてしまう。

			　ネチョっとする！　ネチョーって！　気持ち悪っ！　そして、屈辱だ。

			　よし分かった戦争だ。やってやろうじゃないか。

			　自分でも不思議な程に戦意が湧いてきたぞ。

			　最初の標的は、目の前のこいつだな。

			　俺は、ゴブリン・リーダーに代わって剣を抜こうと近づいてきた、剣術ゴブリンに狙いを定めた。力を込めたタイミングを計り、念動での抵抗を止める。

			　スッポーン。

			　急に抵抗がなくなった剣は、ゴブリンによってあっさり引き抜かれる。すっぽ抜けた勢いで、ゴブリンはバランスを崩し、無様に尻餅をついた。

			　馬鹿め。隙だらけだぜ！

			　念動を使って、さり気なく刀身を動かす。

			　その刃は、無防備なゴブリンの喉笛をあっさりと掻き切っていた。

			　事故に見せかけて、一匹撃破だ。

			　驚いたことに、初めての殺しに、全く不快感を覚えなかった。むしろ、テンションはアゲアゲだ。

			　というか、目の前のゴブリンを切ることが当然と思える。

			　やべぇ。もしかして俺ってば呪われた魔剣とか、血を吸わずにはいられない妖刀とか、そう言った類の剣なのか？　でも、もう止まれん。だったらこの勢いのまま行ってやる！

			「ギャ、ギャゴォ？」

			　事態が呑み込めないのか、残った奴らは慌てて駆け寄ってくる。

			　そこに、俺の体当たりが炸裂だ。

			　まあ剣なので、体当たり＝必殺技なのだが。

			　喧嘩の常とう手段として、強い奴を先に叩く。

			　狙ったのはゴブリン・リーダーの方だ。

			　まさか、剣が独りでに動くとは思っていなかったのか、リーダーは避けることもできずに俺の体当たりを食らっていた。

			　腹から背中に貫通した俺の刀身を、茫然と見下ろしている。

			　ズル。

			　そのまま地面に倒れる。

			　あと二匹だ。

			　やはりゴブリンを殺しても良心が疼くことはなかった。

			　敵を斬り裂き、体内を切り開く感触も全然気持ち悪くない。剣の体のおかげだろうか、相手を切り捨てるということに関して忌避感が全くなかった。

			　それどころか、妙な充実感がある。

			　剣として仕事をしたという満足感なのだろうか。

			　俺は背を向けて走り出そうとしていたもう一匹を背中から襲い、やはり一撃で葬った。

			　あと一匹はビビって腰を抜かしている。葬るのは簡単だった。

			


			　　名称：ゴブリン

			　　種族：邪人

			　　Lv：２

			　　生命：１２　魔力：９　腕力：７　敏捷：１０

			　　スキル：剣術１、コボルトキラー

			


			　しかし、凄いな俺。奇襲とは言え、全部一撃だし。

			　攻撃力１３２はだてじゃない。まあ、それが強いかどうかは分からんが、ゴブリン程度は楽勝らしい。

			　ただ一つ気になったことがある。

			『俺、今光ったよな？』

			　そう、三、四匹目のゴブリンに止めを刺した時、刀身が一瞬光を放ったのだ。

			　実は、二匹目の時にも光った気がしていたのだ。気のせいだと思ってスルーしたが。

			　気のせいではないらしい。

			　だが、一匹目を倒した時には光らなかったように思う。

			　まあ、とりあえず異常がないか、ステータスをチェックしておこう。

			


			　　名称：不明

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：１３２　保有魔力：１６６／２００　耐久値：１００／１００

			　　自己進化〈ランク１・魔石値３／１００・メモリ１０〉

			　　スキル：鑑定６、自己修復、念動、念話、装備者ステータス上昇【小】、装備者回復上昇【小】、スキル共有、魔法使い

			　　セットスキル：なし

			　　メモリスキル：穴掘り１、解体１、剣術１、棍棒術１、指揮１、生存術１、コボルトキラー

			


			　なんだ？　ステータスに新しい項目が増えた。まず目に付くのは、自己進化に追加された項目だ。

			　魔石値？　３／１００とあるな。光ったのは三回。魔石値も３だ。関係あるのか？

			　そして、メモリ？　これも意味が分からないな。ただ、その後に追加された、メモリスキルというものと関係あるのは確かだろう。

			　よく思い返してみると、メモリスキルに追加されているのは、殺した時に光ったゴブリンのスキルだ。一番目に倒したゴブリンの持っていた、警戒ち毒耐性が表示されていないので、確かだと思う。

			　倒したゴブリンのスキルを吸収した？

			　メモリスキルを選択してみると、インフォメーションの様なものが鳴り響いた。

			〈現在の残メモリは１０です。スキルをセットしますか？〉

			　もちろんセットするぞ。するとスキル選択画面に突入した。

			　上から順に選んでいく。

			


			　　セットスキル：穴掘り１、解体１、剣術１、棍棒術１、指揮１、生存術１、コボルトキラー

			　　メモリスキル：なし

			


			　これでセットできたのか？　良くわからないな。

			　良くわからないと言えば、光る基準だ。何故最初の時は光らなかったのか？　そこでヒントとなるのが、魔石値という言葉だ。

			　魔石。異世界召喚物のラノベでは、よく聞く言葉だ。魔獣の体内に存在する魔力の結晶である。俺の想像通りなのだとすれば、だが。

			　倒し方の違いで言うと、最初の一匹は喉を切り裂いただけ。後の三匹は胴体を貫いている。この差かもしれない。

			『ふむ。試してみるか』

			　俺は、最初に倒したゴブリンに再度突進した。

			　倒れているその死体に、思い切り自らの刃を突き立てる。

			　そして三回目にして、俺は目的の反応を得ていた。僅かな硬い感触と共に、刀身が光ったのだ。

			　何かが流れ込んでくる感覚と、不思議な満足感が湧き上がってくる。あれだ、空腹の時に好物を口にした時みたいな、そんな感じだ。

			　やはり魔石を刺し貫くと、その魔力か何かを吸収できるらしい。ゴブリンの魔石は、腹にあるのだろう。

			　魔石吸収欲求なんて物があるのかどうか分からないが、俺がゴブリンに対して妙に好戦的な気分になったのも、ゴブリンの体内にある魔石に反応していたのかもしれないな。

			『まあ、それも今後検証していくか』

			　今は魔石値の確認が先だ。

			　やはり魔石値が４／１００に増え、メモリスキル欄には、警戒と毒耐性が追加されていた。

			　あと気になるのは、スキルのレベルだろう。

			　ゴブリン・リーダーは解体２を持っていたし、下っ端の一匹は穴掘り２を持っていたはずだ。でも、ゲットできたスキルはレベル１である。どうやら、レベルがリセットされるみたいだった。

			　これらのスキルはレベルアップするのか。それは使用することでか？　それとも、魔石を吸収していけばよいのだろうか？　今後も検証が必要だった。

			　とりあえず、警戒と毒耐性もセットしておこう。

			　うーむ。それにしてもゴブリンたちの死体が邪魔だな。

			　台座の目の前に倒れていて、台座に刺さったらこいつらを見続けることになる。

			　俺は念動を使って死体を引きずりながら、遺跡の外に運んだ。

			　地面に血の跡が残ってしまったが、死体よりはましだ。

			　そして死体を埋める穴を掘る。

			　得たばかりの穴掘りスキルが仕事をしてくれるとよいのだが。

			　うん。掘れるね。

			　細い刀身で、ザクザク掘れる。まるでシャベルでも使っているかのようだ。ただ、穴掘りスキルのおかげなのか、念動が思ったよりも器用なのか、判断できなかった。多分何かしらの効果があったと思いたいが。

			　まあ、俺に相応しい装備者を待つ間の新たな目標として、スキルの収集ができたのは良いことだ。魔剣として、より強くなれるってことだしな。

			　ということで俺は、早速獲物を求めて探索を開始した。

			　念動を使い遺跡の周りを飛ぶ。魔力が減ってきたら、着地して休む。

			　ここは平原なので、多少離れても台座を見失うことがなくて安心だ。

			　最初に発見したのは六本脚の小さな鼠だった。

			『早速か。鑑定鑑定っと』

			


			　　名称：六脚鼠

			　　種族：動物

			　　Lv：１

			　　生命：２　魔力：０　腕力：１　敏捷：７

			　　スキル：なし

			


			　弱い。弱過ぎるな。スキルもない。

			　しかし、魔石を吸収できるだけでも良い。

			　現在の魔石値は４／１００。あと９６集めたら、ランクがアップすると俺は予想していた。

			　俺の成長のために、死んでくれ。

			　俺は鼠に急降下した。思いのほか簡単に、俺の攻撃は鼠にヒットする。鼠は真っ二つである。

			　しかし、俺の体は光らない。

			『あれ？　どうしてだ？』

			　もう一回、鼠の死骸に刃を突き立てた。だが、光らない。

			　今の攻撃で魔石を吸収できなかったのか？

			　俺は原因を探るため、鼠の死体を慎重に切り開いた。

			　結構グロい光景だが、剣の体で助かった。気持ち悪くて吐いたりすることもないしね。

			　その結果、鼠の体内からは魔石の痕跡が発見できなかった。

			　そして気づく。

			　この鼠のステータスを確認した時、種族に動物と表記されていた。もしかして魔獣しか魔石を持っていないのではないだろうか。地球だって動物にそんなものはないし。

			　俺はその説の検証のため、鼠殺しの魔剣と化して鼠たちに襲い掛かった。

			　結果、三匹仕留めて魔石は発見できない。

			　次に魔獣を狙う。

			　実はすでに一匹見つけてあったのだ。

			　最初に殺した鼠の死体を食い漁る、五〇センチ程の大ムカデだ。

			


			　　名称：ジャイアント・センチピード

			　　種族：魔獣・妖蟲

			　　Lv：４

			　　生命：１８　魔力：７　腕力：６　敏捷：１４

			　　スキル：振動感知１、登攀１、毒の牙

			


			　種族は魔獣。問題ない。

			　俺はまず最初に頭を刺し貫いた。

			　だが、暴れる暴れる。

			　口から黄色い液体を吐き出し、ビタンビタンとのたうち回っている。

			　止めを刺すべく今度は胴体を切り裂いた。

			　前後に分かれた大ムカデはそれでも蟲特有の生命力を発揮して蠢いていたが、ほどなくしてその動きを止めていた。

			　あー、気色悪い。

			　ただ、倒した甲斐はあった。

			　動きを止めたムカデの心臓付近を再度貫くと、俺の刀身が光ったのだ。

			　魔石を吸収する時の、満足感にも似た感情が湧き上がってくる。

			　やはり魔獣は魔石を持っているようだった。

			　ちなみに、得たスキルは振動感知１と登攀１、毒の牙だった。

			　俺には牙なんてないが……。毒の牙をセットして使ってみると、魔力が５減り、刀身から微妙に液体が浮き出てきた。多分毒液だろう。まあ、使用可能ならそれでいい。

			　次に、登攀をセットし、さらに振動感知をセットしようとしたが、できなかった。

			〈セットスキルの上限を越えます〉

			　どうやら、得たスキルを全て使えるという訳ではないらしい。

			　ステータス項目の、自己進化〈ランク１・魔石値５／１００・メモリ１０〉という表記だが、メモリ１０というのは、装備できるスキルの数の様だった。

			　確かに、現在は穴掘り１、解体１、警戒１、剣術１、棍棒術１、指揮１、生存術１、コボルトキラー、毒耐性１、毒の牙の一〇スキルがセットされている。

			　試しに棍棒術を外して、振動感知をセットしてみると、問題なくセットできた。まあ、棍棒術は一番いらないし、新たなスキルを得るまではこのままでいこう。

			　明らかに俺に必要なさそうなのは、指揮、生存術、毒耐性、登攀だろう。これに替わるスキルを手に入れたいものだ。

			


			　という事で探索再開です。

			　次に発見したのは、俺に背を見せて歩く二つの影だった。蟹股で、二足歩行のチンパンジーのようなシルエットで、緑色の肌の、醜いあいつらだ。

			『ゴブリンだな。しかも、手になんか持ってるし』

			　鑑定したゴブリンのステータスは、ここまで出会った奴らとほとんど変わりない。ただ、その手に握られた奴らの獲物であろう大きな鼠は初見の相手だった。

			


			　　名称：ポイズンファング・ラット

			　　種族：魔獣・牙獣

			　　Lv：１

			　　状態：死亡

			　　生命：０　魔力：３　腕力：４　敏捷：１４

			　　スキル：警戒１

			


			　あれはいただきだ。

			　気づかれないよう、茂みの影を利用して近づく。

			　距離はあと二メートル程。

			　まずは、Lvが高い方だ。

			『ヒャッハー！　魔石よこせぇ！』

			　うん、本当に血に飢えてるわけじゃないんだよ？

			　ただね、言ってみたくなるっていうか。

			　ドス。

			　鈍い音と共にゴブリンの背後から俺が突き刺さる。抵抗は全くない。

			　刀身が光るのに気づきつつ、俺は即座に体をゴブリンから引き抜く。

			　そして、呆然とするもう一匹に襲い掛かった。

			　これで二匹。スキルも投擲術と狩猟を問題なく獲得できた。さっそく入れ替えよう。

			　そして新しい魔獣だ。ただ俺は、おかしな点に首を傾げた。いや、首はないけどね。

			『ポイズンファング・ラット？　なのに、スキルは警戒しかないのか？』

			　どう考えても、スキルに毒の牙がなきゃおかしいだろ。名前とあってない。

			　とりあえず、念動で鼠の死体の唇を捲ってみた。長い犬歯。そして、その先端から、黄色い液体がプチュと出てくる。毒液か？

			　ふむ。どうしてだ？　ムカデには毒の牙っていうスキルがあって、名前にポイズンファングって付いている鼠にはない？

			　悩んでみても、ヒントが少な過ぎるな。もう少し魔獣を狩って情報収集だ。早速、スキルが反応しているようだしな。

			　振動感知と狩猟のお蔭だろう。俺は草むらの向こうで微妙に動く、何かの存在を感じ取れていた。あまり大きくはなさそうだ。

			　草むらの反対側にゆっくりと回り込む。

			


			　　名称：腐肉あさり

			　　種族：魔獣・魔鳥

			　　Lv：５

			　　生命：１３　魔力：５　腕力：９　敏捷：１５

			　　スキル：毒耐性１、消化強化

			


			　鳥か。感知能力が凄そうだよな。ここは慎重にいこう。

			　俺は地面スレスレを飛びつつ、音で感知されないよう草むらを慎重に避け、一気に腐肉あさりに襲い掛かった。

			　腐肉あさりは飛び立つ間もなく俺に首を斬り落とされ、地面に横たわる。

			『ふぅ、飛ばれたら厄介だった。その前に倒せて良かったぜ』

			　俺は腐肉あさりの体を数度突き刺し、魔石を吸収する。

			　消化強化を覚えた。しかし消化強化とか最高にいらないな。なにせ、消化器官がないし。そもそも、このスキルをよく覚えられたな。自己進化さんの節操のなさに感心するぞ。

			　それにしても魔石を吸収する瞬間は、やはり充実感があるな。魔石吸収欲求は冗談じゃなくて、本当に存在している様だった。もっと魔石が吸収したい。

			　さてさて、次の犠牲者はいらっしゃいますかね。できれば持っていないスキルを所持してる奴がいい。

			　そうやって獲物を探していると、俺は妙な影を捉えていた。

			　凧の様なものが、低空をふわふわと浮遊している。移動速度は速くないがその動きは不規則で、奇妙だ。空を飛ぶ緑色のクラゲにも見える。

			


			　　名称：エア・フローター

			　　種族：魔獣・魔植物

			　　Lv：５

			　　生命：１４　魔力：１０　腕力：６　敏捷：４

			　　スキル：魔力吸収１、鷹の目、浮遊

			


			　近づいてみるが何の反応もない。俺の一〇メートルほど前をふわふわと漂っているだけだ。

			　攻撃していいのか？

			　俺はとりあえず斬りつけてみることにした。その目標はキノコの笠の様にも、クラゲの頭にも見える胴体の中心部分。目の様な模様が付いた場所だ。

			　何があっても反応できるように、ゆっくりと近づく。

			　そして、二メートル程度の距離に近づいた途端だった。

			　エア・フローターが、想像以上に俊敏な動きを見せた。

			『うぇ、気持ち悪！』

			　一〇本ほどの触手が俺に向かって伸びてきたのだ。ウネウネと動く赤黒い触手は、ミミズや蛇を連想させる。メチャクチャ気色悪い。

			　しかも、そのおぞましさに一瞬動きを止めてしまった俺は、触手に絡みつかれてしまった。

			『う、魔力が吸われてるのか？』

			　触手を通じて、魔力が吸い上げられていくのが分かった。

			　気持ち悪い上に、危険だ。

			　俺は無我夢中で脱出を図る。

			　幸い触手の強度は大したことがなく、少し動いただけであっさりと切り払うことができた。

			『ふぃー。危なかったー』

			　ステータスを確認すると魔力が１０吸われていた。

			　あのまま掴まっていたらどうなっていたことか。

			　こいつは危険だ。全力で仕留める。

			　俺はエア・フローターの頭上に回り込むと、最大速度で突撃した。

			　やはり触手の力や強度は大したことがない。

			　再度伸ばされる触手を切り飛ばし、胴体を刺し貫く。

			　固い物を貫く感触と共に刀身が光った。急所である魔石を破壊した証拠だ。

			　力を失ったエア・フローターはドサッと地面に落下した。

			　スキルの力で浮いていたため、死んだその体が浮力を失ったのだ。

			　そして、俺には浮遊と魔力吸収と鷹の目のスキルが追加される。どれも便利そうなスキルだ。特に浮遊を使ってみたところ、念動と非常に相性が良かった。

			　なにせ何もしなくても浮いていられるスキルだ。もちろん魔力は消費するが、念動で無理に浮かぶよりも断然少なくて済む。念動と組み合わせると、今までの五倍以上浮いていられることが分かった。魔力吸収も組み合わせたらもっと時間は伸びるだろう。

			　そうやって浮遊を検証している時、俺はあることに気が付いた。

			『そう言えば、エア・フローターには浮遊っていうスキルがあったのに、腐肉あさりには飛行系のスキルはなかったな。鳥タイプの魔獣なのに』

			　ポイズンファング・ラットと同じだ。あるべきスキルがない。

			　何か共通点でもあるのだろうか。毒の牙や、飛行がスキルにない理由。まあ、飛行は翼が無くては使えないかもしれないから、得ることができるかどうかは分からんが。

			　うん？　まてよ、翼がなきゃ飛行スキルが使えない？　そもそも、飛行はスキルじゃないのか？

			　例えば、ゴブリンに歩行や呼吸っていうスキルはないよな。

			　それと同じで鳥が飛ぶのは当たり前だ。

			　それはスキルでも魔術でもなく、肉体の持つ当たり前の機能である。そこには魔力や技能は関係していない。

			　そう考えるとポイズンファング・ラットの毒の牙は純然たる肉体の機能で、毒腺や毒牙と言った、それ専用の器官が無くては使えない体の仕組みの一つなのだろう。地球にもいた毒蛇などと同じだ。

			　逆に、大ムカデの毒の牙は、魔力で作り出した毒なんかを使った、ファンタジー的な特殊能力なのだろう。

			『剣術とかは鍛えて得た後天的な物だから、スキルとして吸収できるのかね？』

			　まだまだ分からないことが多いな、俺の体は。もっと検証が必要なようだ。

			　残った鷹の目スキルの効果もかなり良い物だった。このスキルは俯瞰で物を見られるようになるというスキルだ。おかげでほぼ全周囲を見ることができるようになった。今までは柄に固定されたカメラの様な視点だったのが、今はファン〇ルみたいなカメラを自由に動かして物を見ているような感覚だ。まあ、体から遠くへ離すことはできないけどね。

			『よし、もっといろんな種類を狩るか！』

			


			　剣に転生して四日目。

			『おらおらぁ！　お前の魔石は何色だ～！』

			　本日、一二匹目の魔獣を血祭りにあげた直後だった。

			〈自己進化の効果が発動しました。自己進化ポイント１０獲得〉

			　ステータスをチェックしてみる。

			


			　　自己進化〈ランク２・魔石値１０２／３００・メモリ・１２・ポイント１０〉

			


			　魔石値が１００を超えていた。

			『あれ？　早くないか？』

			　今朝、確認した時には魔石値は８０だったはずだ。

			『うーん、昨日と違うのは、狩り場を移したくらいだけど……』

			　遺跡周辺の魔物相手には、問題なく戦えることが分かったので、さらに遺跡から離れたところまで狩り場を移したのだ。

			　遺跡から離れる程に敵が強くなるようで、槌の様な鼻を持つ大猪のクラッシュ・ボアや、岩さえ噛み砕く巨蟻の魔獣であるアイアンアント、石の様な硬い甲殻を身に纏ったロック・バイソンの様な、やや大きめのモンスターが出没するようになっていた。

			　Lvも高く、所持スキルの数も多いし、魔石も一回り大きい、そんな奴らだ。

			『そうか、魔石の大きさ……。もしかして、強い魔獣の魔石から得られる魔石値は、１じゃないのか？』

			　多分そうだ。そもそも二メートルを超えるクラッシュ・ボアと、雑魚のゴブリンの魔石が同じ値なわけがない。

			『もう少し詳しく確認しとこうかな』

			　するとステータスもアップしていた。しかも想像以上に。

			


			　　攻撃力：１６２　保有魔力：３００　耐久値：２００

			


			『おお！　こいつはご機嫌だ！　魔石を吸収しまくれば、世界最強の剣も夢じゃないってことか！　はっはっは、やる気が出てきたぞ！　地味に、メモリ数も増えてるし』

			　よし、目指せカンストだな。

			『それと……自己進化のポイント１０っていうのは何だ？』

			　ランクアップした時にもらえたみたいだが。そこをさらに詳しく調べてみる。

			　お？　なんか色々な項目が出たな。スキル一覧？

			


			　　ポイントボーナス一覧

			　　攻撃力上昇【小】、耐久値上昇【小】、念動上昇【小】、念話上昇【小】、保有魔力上昇【小】、メモリ増加【小】、スキルレベルアップ、魔獣知識、植物知識、鉱物知識

			


			　おお？　色々あるけど、あれか？　ボーナススキル的なやつなのか？

			　とりあえず一番気になった保有魔力上昇【小】を選んでみた。

			〈ポイントを５使用し、保有魔力上昇【小】を獲得しますか？〉

			　本当に獲得できるのか？　俺は頭の中でハイと答えてみる。

			〈保有魔力上昇【小】を獲得しました〉

			　すると、自己進化のポイントが５に減り、スキルの項目に保有魔力上昇【小】が追加された。さらに保有魔力が１００も上昇する。自己進化先生スゲー！　つ、次はどうする？　全部欲しいがポイントが足りないだろう。

			　今度はスキルレベルアップを選んでみる。なんとこれは現在所持しているメモリスキルをレベルアップさせることができる様だった。ただし、スキルを個別に選択しなくてはならないらしい。

			　試しに剣術を選んでみたら必要なポイントは２だった。全部試していくがほとんど２だ。ただ、毒の牙、浮遊のレベルアップには５ポイントもかかるようだった。

			　この差は何なのか。毒の牙と浮遊がレベル表記のないスキルだという事が関係しているのだろうか。

			　うーむ、色々迷ってしまうがここは攻撃力上昇【小】にしておこう。魔獣に対して一番効果が出るだろうしな。

			　そして、スキルに攻撃力上昇【小】が追加され、俺の攻撃力が５０上昇した。

			　いいね。これで魔石値を溜めるのがより一層楽しみになった。

			『よぅし、やる気出てきたぞ！　この辺りの魔獣を、狩って狩って狩りつくしてやるわ！』

			　そうと決まれば早速行動だ。

			　俺は意気揚々と平原を滑空する。

			　そして上空から魔獣を探し、発見次第突撃していった。

			　餌を探す猛禽類の様に、発見した魔物に向かって急降下して刀身を突き立てる。

			　ほとんどの魔獣は高空からの一撃で絶命し、生き延びた魔獣も瀕死の状態だ。

			　あとは無残な殺戮しかない。

			　そして魔石の吸収を確認すると、再び大空に舞い上がり、獲物を求めて徘徊するのだ。

			　まさに血に飢えた魔剣状態。サーチ＆デストロイなのだ。

			　やはり罪悪感はない。生きるための狩りと言うか、食事に近い感覚と言えば良いのだろうか。

			　まあ、それに加えてスキルが集まっていくのが嬉しかったというのもある。

			『よしよし、新しいスキルゲットだぜ』

			　スキルは着実に増えている。中には俺にとっては全く意味のないスキルもあるけど。

			　消化強化とか、味覚強化とか、どこで使うんだって話だ。

			　将来的に装備者が現れたら役立つとは思うが、今は完璧に無意味だった。

			　とは言え、スキルの収集は俺のオタク心を非常にくすぐるのは確かだ。魔石値の増加よりも嬉しい程に。

			　できるだけスキルを沢山持っている魔獣と戦いたいのだが……。

			　そうして考えるとある魔獣が思い浮かぶ。

			『実はゴブリンは結構美味しいな』

			　集団でいることが多く、魔石値もそこそこ手に入る。そして何よりスキルが多彩だ。

			　手先が器用なゴブリンは、生活の中で後天的にスキルを得ているのだろう。獣形の魔獣に比べ手に入るスキルの幅が広かった。

			『こりゃあ、ゴブリン狩りだな』

			　幸い奴らは台座の周辺に多いようだし。探すのに苦労はしないだろう。

			　暫くはメインにゴブリンを狩りつつ、魔石値を溜めるとしよう。

			　だが、すぐに壁にぶち当たった。

			『ゴブリン全然いねーじゃねーか！』

			　全くいない訳じゃないんだが、湧いて出ると言うほどでもない。

			『うーん……そうだ！』

			　閃いた！

			『ゴブリンの巣を探して、一気に殲滅すればいいんだ！』

			　となれば、まずは巣を探さないとならない。

			　まあ、こんな遮蔽物がほとんどない平原なんだし、ほぼ確実に地面に掘った穴だろう。空から探せば、見つけるのはそう難しくないはずだ。

			


			　そう思っている時期がありました。

			『全然見つからないな』

			　二日間、どれだけ探してもゴブリンの巣を発見できなかったのだ。

			　ゴブリン舐めてたぜ。

			　仕方ない、ここはゴブリン自身に案内させるしかないか。

			　下っ端ゴブリンを倒さず少し泳がせて、巣穴に案内させる。そして一網打尽にするという、素晴らしい作戦だ。

			　俺は低空を飛びながらゴブリンたちの跡をつけた。

			　抜き足差し足忍び足。

			　いや、足はないけど、気分はそうだった。

			　一時間ほどストーキングしただろうか。

			　ゴブリンたちは急にその場で踊り出したり、蟻の行列に夢中になったりと、時間を無駄にしまくりだった。

			　そもそもこんなに長い間ゴブリンを観察したことはなかったが、いちいち癇に障るというか、イラつかせてくれる。

			　遅々として進まないその歩みに、何度も殺っちゃおうか迷った。

			『俺ってば、ゴブ・即・斬が染みついちゃってたからな』

			　よく我慢したと自分を褒めてやりたい。

			　俺は茂みに隠された巣穴にこっそりと侵入しながら、笑いを抑えることができなかった。

			『くっくっく。もう我慢しなくて良いんだな？』

			　溜まった鬱憤と魔石吸収欲は、ゴブリンたちにぶつけさせてもらうとしよう。

			『魔石いただきー！』

			「シュギャギャー！」

			「ギュハー！」

			『やっぱ、巣穴は美味しいぜ』

			　魔石から流れ込んでくる魔力に、自分の中の渇きや飢えの様な物が癒されていくのが分かった。

			　俺はできるだけ気配を消して、さらにゴブリンを探す。

			　そうしてアサシンプレイを続け、一時間ほど経っただろうか。

			　すでに三〇匹以上は始末しただろう。それにしては騒ぎが起きていない。

			　まだ気づかれていないのか？

			『お、広い通路に出たな』

			　そのまま進んでみる。

			　すると、角を曲がった先に体育館くらいある広い部屋があった。

			　その広場にひしめき合う、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリンだ。五〇匹以上いるだろう。

			　一匹一匹は雑魚でも、あれだけの数が集まれば相当な脅威だった。

			　そこらへんの中型モンスターでさえ、簡単に圧殺することができるだろう。

			　そしてその部屋の奥に、一際目を引く存在がふんぞり返っていた。

			　顔には沢山の傷が刻まれ、体格も他のゴブリンに比べて二倍近い。まさに歴戦の勇士といった風貌だ。

			　冒険者からでも奪ったのか、身に着けているのは鉄製の鎧だし、その傍らには巨大な剣が立てかけられている。

			『おお！　ビンゴ！』

			


			　　名称：ゴブリン・キング

			　　種族：邪人

			　　Lv：２１

			　　生命：９７　魔力：２６　腕力：５７　敏捷：２６

			　　スキル：威圧２、剣技２、剣術４、指揮４、士気高揚３、盾術２、挑発１、投擲１、覇気１、気力操作

			


			　他のゴブリンとは比べ物にならない程のステータス。ゴブリン・キングだった。

			『侵入者に気づいて、王の守りを固めたってことか』

			　俺はステータスをチェックしながら、歓喜に震えていた。まるで食べ放題のバイキング料理を前にした時の様な、高揚感が湧き上がってくる。

			　しかも奴らの中には上位種が複数確認できた。ソルジャー、アーチャー、ナイト、メイジ、シーフ、ウォリアー、モンク、メディック、シャーマンという、そうそうたる面子だ。

			『やってやろーじゃないか！』

			　俺はじっくりと力を練り上げる。念動も、イメージ次第では力の加減が可能だった。最大限に魔力を込めて念動の力を爆発させれば、凄まじい加速を生み出すこともできる。

			　名付けて念動カタパルトアタック！

			　くっくっく、まずはお前だ！　ゴブリン・キング！

			　俺は曲がり角から飛び出すと、ゴブリン・キングに照準を合わせて力を解き放った。

			　一瞬で最高速へ到達した俺は、ふんぞり返るキングの顔面に凄まじい勢いで突き刺さる。

			　念動は無音。

			　なのでゴブリン・キングは全く反応できていなかった。

			　ドボン！

			　キングの頭部を爆散させた俺は、そのまま壁に突き刺さる。

			　我ながら恐ろしい威力だ。もはや大砲だね。

			　遅れて、ゴブリン・キングの体が傾ぎ、ゆっくりと倒れた。

			　ドシャッという音と共に、血が床を濡らす。

			「────」

			　広場を支配する一瞬の静寂。

			　そしてゴブリンたちの悲鳴とも、怒声とも思える叫びがドォォと湧き上がる。

			「ギャオオオオオォ！」

			「グルウウァァァァ！」

			「ゴルルゥゥアァァ！」

			　オロオロと慌てふためく奴。

			　キングの死体に駆け寄る奴。

			　ただただその場で咆哮する奴。

			　反応は様々だ。

			　するとキングの傍らに侍っていた副官的な奴が、周りのゴブリンたちに向かって何かを指示するように叫ぶ。その声に反応した五匹のゴブリンが部屋の入り口に向かって走り出した。

			　剣が勝手に動いているとは思いもしないゴブリンたちは、部屋の外から誰かが剣を投擲したと考えたようだ。

			　全てのゴブリンの視線が通路に向かっている。

			　馬鹿め！　そっちに行ったって誰もおらぬわ！

			　自然に抜け落ちた風を装い、壁から抜け出る。

			　俺はその勢いのまま副官を襲った。

			　むしろ俺的にはこいつが本命と言っても過言ではなかった。

			『魔術スキルよこせぇ！』

			　戦術としてキングを最初に狙ったが、俺が一番倒したかったのはこのゴブリン・メイジだ。最初に鑑定した時からこいつのスキルに目が釘づけだった。

			


			　　名称：ゴブリン・メイジ

			　　種族：邪人

			　　Lv：９

			　　生命：２７　魔力：３６　腕力：１４　敏捷：２０

			　　スキル：鉱物学１、指揮１、杖術２、戦杖術１、火魔術３、魔力上昇【小】、魔力操作

			


			『ふはははははは！　これで俺も魔術が使える！』

			　異世界で魔術。オタクの憧れの一つだろう。

			　俺だってぜひ使って見たかった。

			　その魔術が今まさに手に入ったのだ。ちょっとだけはしゃいでしまったとしても、仕方ないだろう。

			『魔術を試す前に、こいつらを片付けないとな！』

			　そこからは、一方的だ。

			　キングの持っていた士気高揚スキルが失われた反動なのだろう。ゴブリンたちが恐慌をきたして、メチャクチャに騒ぎ始めたのだ。

			　指揮するメイジもいなくなり、もう混乱を鎮める者もいない。

			　上位種はさすがに反撃をしてくるが、個別に行動していては俺の敵ではない。

			　ノーマル・ゴブリンでは、上手く直撃でもしない限り俺にダメージを与えることさえできない。

			　集団としての特性を失ったゴブリンたちは、烏合の衆でしかなかった。むしろ固まっていたせいで、互いの動きを阻害してさえいる。

			『よし、こいつが最後のアーチャーだな！』

			　遠距離攻撃ができそうな奴は全て先に片付けた。残ったゴブリンたちでは天井近くにいる俺に手を出すことができず、ただ見上げることしかできない。もはや経験値の群れだ。

			　俺は群れの周辺を飛び回りながらゴブリンたちを倒していった。

			　逃げ出したものを優先的に狙い、逃がさないように気を付けながら。

			　かなりの数のゴブリンは逃がしてしまったが、それでも三〇匹は狩っただろう。

			　驚いたのがスキルのレベルアップだ。

			　ゴブリンの魔石を吸収した際、剣術、棍棒のスキルが立て続けにアップしたのである。

			　持っているスキルの魔石を吸収すると、その熟練度のようなものも吸収できるらしい。もしくは、敵のスキルレベルによって一定の熟練度が溜まっているのか。ともかく、スキルをレベルアップさせられるというのは非常に嬉しい情報だ。

			『ふははははは！　経験値をよこせぇ！』

			　残ったゴブリンたちの魔石を吸収しつくした俺は、満腹感にも似た感情に包まれながら巣を後にするのだった。

			


			『うーむ。台座はどっちだ？』

			　ゴブリンの巣を潰して意気揚々と穴から飛び出したまでは良かったのだが……。

			　すでに夜の闇が辺りを包み、方向感覚が失われていた。

			『えーと、月があっちだから……？』

			　わからん。こっちの世界の月の昇る方角とか、知らんしね。

			　月明かりを頼ったとしても、当然のことながら昼間程には見通すことができない。

			　完璧に迷子だった。

			『今日は帰宅を諦めようか……』

			　台座は俺にとって、一応家認定の場所だ。できれば毎日帰りたい。

			　それに台座にスポッと収まっているとなんだか安心できるし。

			　だが、どうやっても帰れそうにはなかった。

			　しゃーない、夜の狩りとしゃれ込もう。俺は剣だから睡眠も必要ないしな。

			　今まで、夜の平原の探索に出るのはちょっとだけ怖かったので躊躇ためらっていたのだが……。

			　こうなっては選択肢が残っていない。

			　俺は魔獣の姿を探して舞い上がった。

			　空からの奇襲を受けた際には、素早く地表に降りることができる高さを維持する。

			『遠目で見た感じ、空を飛んでる奴には結構デカイのもいたしな』

			　体が牛くらいありそうな蝙蝠とか、翼が生えた大蛇みたいな奴とか。

			　目だけではなく、五感全てを使って警戒するのだ。

			　まあ肉体はないから五感ぽいものなのだが。

			　とは言え、夜だからと言って魔獣の強さが跳ね上がるようなこともなかった。むしろ闇に紛れて行動するということは、あまり強くないということだ。

			　発見するのに時間はかかっても、戦闘自体は一瞬でけりがつくことが多かった。

			『いいねいいね！　反響定位に気配察知！　便利スキルが大量だ！』

			　夜行性のモンスターは探査系のスキルが充実している。

			　特に有用なのが、件の巨大蝙蝠、ジャイアント・バットから手に入れた反響定位だ。音と魔力の跳ね返りで、周囲三〇メートル以内の地形や魔獣の位置を把握できるスキルだが、かなり詳細に周辺を探ることができた。

			『このまま魔石値を溜めて、ランクアップしちゃおうかね！』

			　はい、調子に乗ってました。

			　昼には見たこともない夜行性の魔獣たちを仕留めることに成功し、有頂天で周りが見えていなかった。ただひたすらに、獲物を追うことしか考えていませんでした。

			「ギャルルォォォォォ！」

			　近距離でいきなり巨大な咆哮が鳴り響いた。

			『え？』

			　音の発生源を見上げると、巨大な影が直上に迫っていた。パッと見、セスナ機くらいはあるだろう。

			『ばかな！　反響定位に反応はなかったぞ！』

			　少し前に使用した反響定位では、影も形もなかったはずだ。

			「ギャギャオォ！」

			『うおっと！』

			　巨大な影が俺の真横を超高速で通過して行く。

			　ギャリィッ！

			『ぬあっ！』

			　何かが俺の刀身とこすれ合い、甲高い金属音を響かせた。

			　その衝撃は凄まじく、キリモミしながら一〇メートル近く吹っ飛ばされる。

			　それだけではない。

			　ステータスを確認してみると、僅か一回の軽い接触で耐久値は３０も削られていた。

			『くそ！　不意打ちなんて卑怯だぞ！』

			　お前も不意打ちがメインだって？

			　俺はいいんだよ。だって剣だし。

			　何で剣なら良いのかって？

			　とにかく剣なら許される！　なにせ剣だしね！

			　でも相手にやられたらメチャクチャムカつくな！

			　俺は不意打ちでぶっ飛ばされながらも、何とか空中で姿勢を安定させることに成功する。

			　ただ、相手の姿を正確に捉えることができない。

			　速い！　その一言だ。

			　そして反響定位で存在を捉えられなかった理由が分かった。

			　影の主と接触してからまだ五秒と経過していないのに、すでにその距離は遥か遠くに離れている。奴が速すぎるのだ。

			　俺は反響定位を常時使用しているわけではなく、数分に一度使って周辺を調べているわけだ。だがあれ程の速度を持っている相手なら、有効範囲外である三〇メートル以上離れた場所から侵入してきて、俺にたどり着くまでに三秒とかからないだろう。

			「ギョオオォ！」

			『くそっ、また来やがる！』

			　突進してくる相手をギリギリで躱しながら、鑑定を試みる。

			


			　　名称：レッサー・ワイバーン

			　　種族：劣化亜竜・魔獣

			　　Lv：２１

			　　生命：２２３　魔力：９５　腕力：１２２　敏捷：１４２

			　　スキル：威嚇２、隠密２、火炎耐性３、気流操作３、毒耐性３、鱗硬化、嗅覚強化、吸収強化、視覚強化

			


			　強いな！

			　ドラゴンの劣化種であるワイバーンの、さらに劣化種のくせに、今まで見た魔獣で一番強い。スキルも格段に多いし。

			　回避に専念したおかげで直撃は免れたが、風圧だけで全身が揺さぶられた。凄まじい突風が俺を襲う。

			　この世界を舐めてたわ、俺。

			　全然苦戦したことがなかったし、ドラゴンくらい余裕なんじゃない？　とか思ってたよ。

			『ちくしょう！』

			　こちらよりも速く動ける、格上の相手。

			　無理ゲーじゃね？　いや、待てよ。諦めたらそこでゲームは終了なのだ。諦めるにはまだ早い。いざとなったら、地表スレスレに逃げればどうにかなるさ。多分。

			　その前に、チャレンジしよう。というか何もせずに逃げても逃げ切れそうにない。

			　テリトリー外に出たら諦めてくれるのかも分からないし。

			　こっちも反撃できることを見せつけて、少しでも隙を作らないと。

			　よし、とりあえず奴の突進に合わせてカウンターを試みよう。速度を逆に利用してやるのだ。

			　同時に逃走も試みる。生き残る事が優先だ。

			　ということで俺はレッサー・ワイバーンの突進を待った。

			　奴は高速過ぎるため、一度突進すると方向転換や姿勢制御に時間がかかるらしい。

			　大きく旋回しながらこちらに頭を向けようとしている。

			　連続で突進される心配がないのが唯一の救いか。

			『きやがった！』

			「グルギャオオォ！」

			　狙いは柔らかそうな腹部だ。突進をスレスレで下に躱し、一気に剣先を振り上げて、腹を切り裂く。上手くいくかわからないが、とりあえずやってみよう。

			　もしダメージを喰らったら、逃げの一手だ。

			　グングン近づいてくる巨体。

			　だが俺は意外に冷静でいられた。

			　確かに速いが、車やバイクよりも圧倒的に速いということはないし、動きも案外直線的だ。

			　これなら行けるかも？

			『そおい！』

			「グラァ！」

			　はい失敗しました。

			　確かに奴の突進は躱した。だが、思ったよりも大きく動いてしまったのだ。

			　自分では落ち着いているつもりだったけど、潜在意識では恐怖を感じていたのかも。

			　振り上げた剣先はレッサー・ワイバーンの腹を少し斬っただけだった。あの巨体じゃかすり傷だろう。

			　傷を与えられることが分かったのは良かったけどな。

			　あと、魔力が高いだけあって魔力吸収スキルで奪える魔力もそれなりに多い様だった。

			　これで少しはスキルが使いやすくなったな。

			「グルルルゥゥ！」

			『やばっ！　超怒ってない？』

			　ダメージはほとんど入っていないのに、怒りはマックスみたいだ。

			　ヤブヘビだったか？

			　旋回しながらもその憎々しげな眼は俺を睨んだまま固定されている。

			『ちょっとまずいかも？』

			　そして、再びの突進。

			　俺は奴を躱そうとして──やられた。

			『ぐぁ！』

			「ギャギャウウゥオォォォ！」

			『ちくしょう！　やりやがったな蜥蜴野郎！　でも、一発入れてやったぞ！』

			　先程の攻防で俺がカウンターを狙っていることを理解したのだろう。

			　レッサー・ワイバーンは俺との接触の直前、尻尾を下に振った遠心力でコースを上に変えるというアクロバットを披露してくれやがったのだ。俺は後ろ足の鉤爪の直撃をもろに受けてしまった。

			　だが俺もただやられた訳じゃない。

			　鉤爪で跳ね上げられた時、ちょうど目の前に来た奴の右目に思い切り突進してやった。

			　まあ、そのせいで負荷がかかり、刀身の先っぽが折れてしまったが。

			　奴の右目には俺の刀身の欠片が残ったままになっているだろう。

			　ざまあみやがれ！

			「ギィギイィアァァァァァァァッ！」

			　激痛に身をよじりながら、メチャクチャに飛び回っているな。

			『それよりも、俺、大丈夫か？』

			　刀身が三分の二くらいしか残ってないんだけど。見事にポッキリいっている。当然痛みとかはないけど、このままで平気なのだろうか。

			　飛行に問題はなさそうだ。元々念動と浮遊で飛んでるんだし、空気抵抗とかは関係ないのだろう。形が変わった程度で影響はなかった。

			　欠けた刀身の断面から魔力が漏れたりもしていない。

			　驚くほどに平気だった。

			　あとは自己修復のスキルがどの程度まで修復してくれるのかだな。さすがに、ずっと欠けたままは嫌なんだが……。

			　とか思っていたら、刀身の断面が僅かに輝き始めた。

			　そして、ほんの数ミリだが断面がウニョーンと盛り上がり始める。多分、修復が始まっているのだろう。

			　ふーっ。自己修復はちゃんと働いてくれそうだ。

			『くそ、この蜥蜴野郎！　よくもやってくれたな！』

			　自分の無事が確認できたら途端に怒りが湧いてきた。

			　白くて美しかった俺の刀身は見るも無残な姿だ。許さん。

			　奴もこっちを逃がすつもりがないようだった。

			　憎しみに歪んだ形相で、がむしゃらに飛びかかってきた。

			　理性もぶっ飛んでいるようで、ただただ俺を噛み砕くために延々と追ってくる。

			　怪我で動きが悪くなっているとはいえ、まだ俺よりは速い。

			『いいぜ、やってやるよ！』

			　肉を切らせて骨を断つ。

			　刀身が欠けた程度なら活動に制限がかからないことは分かった。なら、もっとやりようはある。

			　まずはやや速度を落として、奴から離れる進路を取った。

			　それを見て逃げようとしていると勘違いしたのだろう。

			　蜥蜴野郎は一直線に飛びかかってきた。

			　馬鹿め！　かかりおったわ！

			　俺は咄嗟に身をひるがえすと、奴の翼めがけて加速し、体当たりをした。

			　まっすぐ向かってきていた蜥蜴野郎は俺を躱しきることはできない。

			　互いに加速した両者は凄まじい勢いで衝突した。

			　


			　

			　


			　俺の刀身なんてほぼ全損だ。残っている刀身は一〇分の一程度だろう。

			　だが、その甲斐あってかレッサー・ワイバーンは左翼を根元から切り飛ばされ、地面へと落下していった。

			　俺の誘導によって高度は三〇メートルを超えている。さすがの亜竜種でもこの高さから落下してはただでは済まなかった。

			　地面に落下したレッサー・ワイバーンに近寄ると、首が変な方に曲がり口からは大量の血や吐しゃ物をまき散らしている。

			　未だに体がピクピクと痙攣しているが、絶命するのは時間の問題だろう。

			『ふー、何とか勝ったかー』

			　危なかった。

			　最初の一撃でもう少しダメージをもらっていたら、やられていたかもしれない。耐久値は残り２３。本当にギリギリだったな。

			『さて、倒したのはいいんだけど……。魔石どうしよう』

			　そう、俺の最大の目的である魔石だが、刀身の大半を失った俺では目の前に横たわる蜥蜴野郎から魔石を取り出すことが難しい。

			　どうにかならんもんか。

			　自己修復の遅さを見るに、完全回復までは結構時間がかかるだろう。多分一晩じゃ修復されない。

			　その間、他の飢えた魔獣たちがウヨウヨいるこの平原で、レッサー・ワイバーンの死骸が無事だとは思えなかった。

			『どうしよう……』

			　自己修復による回復は、折れた断面からボンドみたいなものがジワーッと染み出てくる様にも見える。

			『ぬぬぬぬ』

			　気合を込めてみる。これで押し出されて染み出る速度が上がったりしないかね。

			　うん、何を馬鹿なことやってるんだ俺は。

			　そんなことあるわけ──。

			『おやおや？』

			　なんと、刀身の輝きが増した気がする。これってもしかして……。

			『おおう』

			　刀身の修復速度が格段に上がったよ。マジですか。

			　なるほど。自動回復系のスキルであっても、自分の意思で使用すれば効力を高めることも可能ってことなのか。その分保有魔力が凄まじい速度で減っていく。一秒で１減る速度だ。だがその甲斐もあって、三分ほど経過した時点で刀身の完全修復は完了したのだった。魔力残量は１５。魔力吸収でレッサー・ワイバーンから魔力を吸ってなかったら足りてなかっただろう。まじでギリギリだったな。

			『色々と勉強になる闘いだったぜ』

			　そして、魔石までいただける。苦戦しただけの実入りはあっただろう。

			　一個で魔石値が２０ももらえたし。

			　レッサー・ワイバーンの魔石は首の根元にあった。ここなら戦闘中に狙えたかもな。

			『とりあえず、今日は茂みにでも隠れて休もう』

			


			　レッサー・ワイバーンを仕留めた次の日。

			　俺は上空まで上昇して台座を探してみた。

			　日中なら遠くまで見通せるし、見つけられると考えたのだ。

			　そして、かなり遠くに台座を発見する。凄まじく離れてしまっていたようだ。

			　台座に戻るつもりで逆に向かってしまっていたのだろう。

			『ぬうりゃー！』

			　ひたすらに台座に向かって飛ぶ。

			　途中で何度か魔獣に遭遇するが、全て一撃で魔石を貫き美味しくいただいた。

			　昨夜のワイバーン戦を経験した俺にとって、下位の魔獣なんて止まって見えるね。

			　改めて思うが、台座から離れれば離れる程、魔獣は強くなるらしい。

			　逆に台座に近寄る程、出現する魔獣のランクが下がる。

			　台座の周辺に流れる不思議な魔力が原因なのだろう。おそらくだが、結界のようなものが張ってあるのだ。

			　最近になって魔力の扱いにも慣れてきたおかげで、感じ取ることができるようになった。

			　誰が張ったのかは分からないけど。俺の製作者なのだろうかね？

			　全力で一直線に突き進んだおかげか、一時間もかからず台座にたどり着けてしまった。

			　やはり昼間の活動の方が効率がいい。

			　一晩留守にしただけなのに、懐かしくさえあった。結界の暖かい魔力が気持ちいいぜ。

			『うおーっ！　台座よ！　俺は帰ってきた！』

			　俺はとにもかくにも台座にダイブした。

			　スポ。

			　うーん、落ち着く。台座に収まると非常に落ち着くね。

			　やはり台座こそ我が家。台座こそ癒しの空間だ。

			『ふぅ。やっと一息つけたな～』

			　暫く雲を眺めて過ごす。

			　ああ、安らぐ。

			　さて、休憩もしたしお楽しみタイムだ。

			『ふっふっふっふ……はーっはっはっはっは！　俺はついに手に入れた！　俺は単なる剣をやめるぞ！　ジョ〇ョォ！』

			　はい、魔術のことです。

			　昨日のゴブリン殲滅戦において、俺はゴブリン・メイジから火魔術スキルを手に入れていた。

			　念願の魔術だ。

			『火魔術をセットして』

			　準備完了。

			　意識を集中する。

			　スキルの使用は何度も行ってきたし、使うのはどうにかなると思う。

			　いや、思っていた。

			『うんともすんとも言わないな』

			　魔術が発動する様子はおろか、失敗した感じもない。

			　ただ俺が唸って終わった。それだけだ。

			『なんでだ？　魔力不足？　いや、ゴブリン・メイジが俺より魔力を持っていたとは思えないが……。とりあえず、メイジのスキルを全部セットしてみよう』

			　鉱物学、指揮、杖術、戦杖術、火魔術、魔力上昇【小】、魔力操作をセットして、念じてみる。すると、いくつかのイメージが浮かび上がった。

			　ファイヤ・アロー、ファイヤ・シールド？

			　じゃあファイヤ・アローで。

			　魔術の華と言ったら攻撃魔術だろう！

			『なんか呪文のイメージが浮かんできたぞ』

			　脳内に浮かんだ呪文を読み上げてみる。

			　全てを読み上げると、俺の刀身から魔力が流れ出すのを感じることができた。

			『ファイヤ・アロー！』

			　シュオン。

			　俺の叫びに呼応するように、虚空に炎の矢が生み出された。

			『お、おおお？』

			　完成した炎の矢が、本物の矢の様に遠くに飛んでいく。

			　魔術成功だ！

			『はーっはっは！　成功だ！』

			　ファイヤ・アローは地面を少し焦がした程度の威力しかなかった。

			　あれなら自分で突進した方が一〇〇倍ましだろう。

			　でも違うのだ。自分で魔術を使ったというのが重要なのである。

			『じゃあ、次はこっちだ！　ファイヤ・シールド！』

			　小さい炎のバックラーが生み出される。

			『ふむ。どのくらいの強度があるのか』

			　バックラーに念動で石をぶつけてみた。

			　石の威力はそれ程でもない。野球のピッチャーが投げる球くらいの速さだ。

			　一発は防いでくれるようだった。

			　二発、三発とぶつける。

			『うーん、この程度か』

			　盾は三発目を防いで消滅した。弓矢は防げるだろうけど、剣や斧は不安な感じだな。

			　暫く魔術を撃って遊んだ。

			　どちらの術も魔力消費は５のようで、ランクアップした俺なら結構連発もできる。

			『ファイヤ・アロー！　ファイヤ・アロー！　ひゃっほーっ！』

			　俺が落ち着いたのは三〇分ほど経ってからだった。

			　灌木とかが火を上げているが、気のせいだろう。

			『ふう。そう言えば、スキルを検証しないとな』

			　魔術を使うために必要なスキルを確定させておこう。

			　まずは魔術に関係なさそうな、鉱物学、指揮を外す。

			　杖術、戦杖術、火魔術、魔力上昇【小】、魔力操作で魔術を使ってみた。

			『使えるな』

			　なら杖術、戦杖術も外しちゃおう。

			『ファイヤ・アロー！』

			　問題ないようだ。

			　次は魔力上昇【小】を外す。

			　やはり魔術は使えた。

			　今度は魔力操作を外す。

			　これで火魔術しかセットしていない状態だ。

			『使えん』

			　魔力操作を付け直す。

			『ファイヤ・アロー』

			　シュオン。

			　どうやら魔術を使うには魔力操作が必須の様だった。

			　今後はつけっぱなしにする必要があるな。

			　となると似た名前のもう一つのスキル、気力操作も気になるな。

			『魔力操作が魔術。なら、気力操作は何だ？』

			　気力操作を持っていたキングから手に入れたスキルは、威圧、剣技、剣術、指揮、士気高揚、盾術、挑発、投擲、覇気だ。

			　やはり剣術か？　いや、剣技っていう新スキルもあるな。これは何だ？

			　検証を続けると、やはり剣技と気力操作がセットだということが分かった。

			　剣技は気力を消費して使用することができる、戦士などが使う必殺技の様なものだ。

			　二連撃のダブル・スラッシュと、一撃必殺のヘビー・スラッシュという二種類の技があった。これも面白そうだ。

			『早速使ってみようかな』

			　この技能があればより強い魔獣とも戦える。狩りも捗るだろう。

			『ゴブリン狩りも一段落ついたし、少し遠出してみようかな？』

			


			　火魔術を身に付けてから四日。

			　俺は日々変わらず、殺戮の魔剣として魔獣に恐れられたり、襲われたりして過ごしていた。

			　魔石の吸収も進み、自己進化のランクは４に達している。

			　最近は魔石ごとの味の違いみたいな物も分かるようになってきた。いや、味なんかある訳ないんだが、魔獣によって魔力の質が明らかに違うのだ。その差が分かる様になってきたという事である。最近のお気に入りはゴブリンやオークなどの邪人の魔石だった。他の魔獣の魔石に比べると、吸収時の刺激の様な物が強く、満足感があるのだ。たまに食べるピリ辛料理が妙に美味しく思える感じだろうか。まあ、本当に極僅かであるのだが。

			　スキルも大量に手に入れた。それに熟練度も。

			　オークの亜種であるグルメオークの巣は特に美味しかったね。スキルでも、魔石吸収欲求を満たすという意味でも。

			　武器スキルも複数手に入れたし、最も使用頻度の高い剣技、剣術のレベルも３まで上がった。

			　剣術のスキルレベルを上げても、最初はあまり効果を実感できなかったが、レベルが３を超えるとその圧倒的な効果を理解することができた。

			　思う通りに剣、つまり自分を操れる感覚と言えば良いだろうか。相手の急所を点で正確に攻撃できるようになったのだ。

			　巨大な魔獣の攻撃を受け流したり、いなしたりすることも可能となり、剣の体を持つ俺にとっては攻防一体のスキルと言っても過言ではなかった。

			　その後、さらなる戦闘力の上昇を求め、スキルレベルアップボーナスでレベルをさらに上げてた。今は剣術、剣技共にレベル７だ。

			　グルメオーク・メイジたちからは土、風、水魔術も入手した。浄化魔術に補助魔術もゲットできたし。

			　種族特性なのか、ほとんどの個体が料理や解体を高レベルで持っており、共にレベル５まで上がっている。剣術の次にレベルが高いスキルが、全く使用機会のないスキルだっていうのは笑えるな。

			　それ以外にも様々な魔獣から多種多様なスキルを手に入れている。

			　石の様に硬い甲殻を持った蜘蛛、ストーン・スパイダーから手に入れた毒の牙の上位スキルである猛毒牙。

			　肉食の巨大モグラ、穴掘りモグラから手に入れた熱源感知。

			　ポイズンファング・ラットと同じで、それっぽい名前なのに麻痺スキルを持っていなかった麻痺爪猫からは気配遮断。

			　それらをはじめ、鳥系魔獣から入手した気流視覚などの感知系スキルや、げっ歯類タイプの小型魔獣が持っていた隠密系スキル等々。使いやすくて有用なスキルも多い。

			　平原の七割程度は制覇し、今や俺の庭みたいなものだ。

			『おりゃぁ！』

			　プルン。

			『ファイヤ・アロー！』

			　プルルー。

			　俺が今戦っているのは作品によって強さが全然違う、チート・オア・ザコこと、スライムさんだった。

			　この世界では、どちらかと言えば強敵よりだ。高い再生力に、物理に対する耐性。隠密性もある。

			　さらに粘体技と言う、ゼラチン質の肉体を操って戦うためのスキルまで持っていやがるのだ。肉体を触手状にして鞭みたいに攻撃したり、肉体の一部を切り離して礫の様に飛ばしたり、かなり厄介だ。

			　まあ、俺にとっては特に厄介なんだが。

			　なにせこいつら、体内に強力な酸性の部分がある。どうやら複数の層に分かれている様で、硬めの外層、捕えた獲物を溶かす酸性の中層、魔石を守っている毒性の深層。そんな感じである。

			　そして、酸性の部分が俺には非常に危険だ。触れるだけでダメージを受けるし。

			　覚えたての火魔術で焼くくらいしか手がなかった。

			　だが、スライムは結構大きい。一番小さくても一メートル。デカイ個体になると二メートルくらいあった。火魔術だけで倒しきるには、何十発も撃ち込まなくてはならないこともある。

			　考えた末に俺が編み出した戦法は、ダメージ覚悟でスライムを斬り裂き、開いた隙間から魔石に向かって火魔術をぶち込むという戦法だった。

			　スライムは攻撃を受けると、その方向に触手を伸ばして迎撃しようとする習性がある。俺へのダメージは増えるが、触手として消費された分だけ体が小さくなり、魔石への魔術はむしろ通りやすくなるのだ。

			　無駄に火魔術を撃ちまくるよりは、受けたダメージを回復する方が魔力の消費も少なくて済むしね。

			『これで全部か？』

			　それにしても数が多かったな。スライムの生息地だったらしい。倒しても倒しても地面の下から湧いて出てきたし。

			　この辺の魔獣に比べるとスライムはあまり強くないが、数で対抗していたんだろうな。

			『む？　何かくるな』

			　だが一息つく間もなく、俺は新たな魔獣の接近を感じ取っていた。

			　スライムの死骸にでも引き寄せられたのだろうか。

			「ボオオォ！」

			　足音を響かせて現れたのは、体長三メートルほどの亀だった。

			　まずは鑑定で情報を探ってみる。

			『キャノン・トータス？　言われてみると大砲みたいな筒が付いてるな』

			　巨大な甲羅の正面から、一メートルほどの長さの筒が突き出ている。あれが砲身なんだろう。

			　背面についている、細いパイプみたいな管は何だ？　改造バイクのデカマフラーみたいにも見える。

			「ボオォ！」

			　キュイーン！

			　亀の鳴き声に呼応するように、掃除機の吸気音にも似た甲高い音が鳴り響く。

			『なるほど、あの管から空気を吸い込んでるのか』

			　鳥型魔獣から奪った気流視覚を使ってみると、よく分かる。周辺の空気がキャノン・トータスの甲羅の管に向かって流れ込んでいた。

			　ボゥ！

			　そして、砲身から不可視の弾丸が放たれる。

			　まあ、気流視覚がある俺にとっては丸見えなんだけどね。余裕をもって弾丸を躱すことができた。

			『空気を圧縮して撃つのか！』

			　遠距離攻撃ができる敵は珍しいな。

			　だが、動きはかなり鈍い。

			「ボオオオッ！」

			『甘い！』

			　それに、一発一発溜めなくてはいけない上に、正面にしか撃つことができないようだ。

			　俺が全速力で背後に回ったら、ノロノロとした動きで反転しようとしているし。

			　ただ、甲羅はかなり堅そうだ。これに籠られると厄介だろうな。

			『だったらその前に倒す！』

			　俺は大きく高度を取ると、そのままキャノン・トータスの首に向かって勢いよく降下した。

			　姿が消えた俺を探してキョロキョロと周囲を見回しているな。首が丸見えである。

			　そしてキャノン・トータスの首を、降下してきた俺の刀身が一気に刎ね飛ばした。

			『よし！　狙い通り！』

			　勝利に喝采をあげる俺。

			　だがその喜びは僅かな時間しか続かなかった。

			『全く、少しは休ませてくれよ』

			　スライムの死骸がキャノン・トータスを呼び、キャノン・トータスの血が新たな魔獣を呼び寄せる。自然界であれば当たり前の流れなのだが、当事者としてはため息の一つもつきたくなる。

			　しかも、今度の魔獣は相当強そうだった。

			「グルルル」

			『うげ、めっちゃ威圧感があるな』

			　目の前に居たのは体長七～八メートル程の、巨大な赤い豹の魔獣だった。尻尾の先が松明みたいに燃えている。

			『鑑定っと』

			　魔獣の名前はフレア・レオパルド。

			　ステータスの値は過去見た魔獣の中でも最強だろう。特に敏捷値は、レッサー・ワイバーンの倍以上の３０５もあった。さらに火魔術も備えており、遠近どちらでも戦えるようだ。

			『厄介な』

			　だが、強いという事はそれだけ魔石値も多いという事だ。

			　こいつの魔石はどんな味だろうか？

			『お前の魔石も喰ってやる！』

			「グルルウォ！」

			


			　フレア・レオパルドとの激戦から二日経った。

			『よし、行くか』

			　これから向かうのは平原の外縁部。俺が勝手にエリア５と名付けた場所だ。

			　この俺的なエリア分けは、出現する魔獣の強さでなんとなく分けている。

			　平原では台座の結界の効果か、台座から離れる程魔獣が強くなる。

			　台座周辺の、ゴブリンなどの雑魚しか出現しない場所をエリア１とし、数字が増えれば増える程、魔獣が強くなっていくという考え方だ。

			　そしてこれから向かうエリア５は、一応の最大値という設定だった。

			　エリア５のさらに外側になると未知の領域だ。目視では平原が途切れ、急に森林地帯となってしまっている。

			　ただ、時折木々の合間に見え隠れする魔獣はエリア１や２で出現する雑魚ばかりで、エリア５よりも強い魔獣がいる様には思えなかった。

			　まあ、何故エリア５の魔獣がそちらへ進出して行かないのかという疑問はあるが。

			　それも到達してみれば分かるかもしれない。

			『雑魚の姿はないな』

			　平原では、エリアが進むにつれて魔獣の数は減っていく傾向があった。その代わり広いテリトリーを持つ大型の魔獣が増える。

			　昨日まで主戦場にしていたエリア４では、日に二〇匹ほどしか狩ることができなかった。

			　その分、平均魔石値が１５を超えるのでゴブリンを一〇〇匹狩るよりも圧倒的に多く魔石値を得られるのだが。

			　ちなみに現在の俺のステータスはこんな感じだ。

			


			　　名称：不明

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：３１４　保有魔力：１０００／１０００　耐久値：８００／８００

			　　自己進化〈ランク５・魔石値１３６６／１５００・メモリ・３４・ポイント３８〉

			　　スキル：鑑定６、攻撃力上昇【小】、高速自己修復、スキル共有、装備者回復上昇【小】、装備者ステータス上昇【小】、念動、念動上昇【小】、念話、保有魔力上昇【小】、魔獣知識、魔法使い、メモリ増加【小】

			


			　自己進化のランクアップによって手に入ったポイントを消費して、自己修復を高速自己修復にレベルアップさせ、念動上昇【小】、魔獣知識、メモリ増加【小】を新規に取得している。

			　メモリスキルに関してはその都度入れ替えているし、正直全部は把握し切れていない。中には使用できないスキルも多いし。

			『お、魔獣発見！』

			


			　　名称：ゴブリン

			　　種族：邪人

			　　Lv：３

			　　生命：１０　魔力：２　腕力：７　敏捷：８

			　　スキル：警戒１、毒耐性１、料理１

			　　説明：一〇万年前に滅ぼされた、邪神の欠片より生まれた邪人の一種。邪人以外に対する強い悪意と憎悪を持ち、相容れることは不可能。敏捷性と器用さに優れている。性格は粗暴で残忍。邪悪な存在であり、発見次第駆除することが推奨されている。魔石位置：胴体中央、鳩尾部。

			


			　エリア２も終わろうかという場所で、二匹で歩くゴブリンを発見する。巣を潰したと言っても絶滅させたわけでもなく、時折その姿を見ることができた。

			　ステータスの後ろについている説明文は、ポイントボーナスで取得した魔獣知識の効果だ。鑑定と同時に使用が可能なのである。

			　これのおかげで戦闘が大分楽になった。弱点と魔石の場所が明らかになっているので、初見の魔物でも一撃必殺が可能になったからだ。

			『見つけ次第駆除って……まじでゴキブリ扱いだな』

			　俺が思っていた以上に邪悪な感じだ。

			　まあ、人間からしたらってことなんだろうが。

			　俺ってば元人間だし、一応人間側のつもりだし。これからも経験値にさせてもらいましょう。

			　さて、もう一匹は……。

			　他のゴブリンとはちょいと違う外見だ。

			　角は倍の二〇センチくらいある上、不規則にねじれ曲がっている。肌も普通のゴブリンとは違い、墨を被ったかのように真っ黒だった。

			


			　　名称：イビル・ゴブリン

			　　種族：邪人

			　　Lv：２

			　　生命：３８　魔力：２１　腕力：２６　敏捷：１９

			　　スキル：剣術２、投擲１、登攀１、毒耐性１

			　　称号：邪神の下僕

			　　説明：不明

			


			　また出たよ。たまにゴブリンに交じっているイビル・ゴブリンだ。ゴブリンの巣にもいたんだが、あの時は「ちょっと変な外見をしてるなー」程度の認識だった。

			　外に出て鑑定してみて驚いたね。ゴブリン・キングには及ばないものの、普通のゴブリンよりは圧倒的に強いし。こいつだってLv２なのに、そのステータスはかなり高い。しかも称号持ちだ。

			　多分、エリート種ってことなんだろう。実際、他のゴブリンを率いていることも多いし。あと、説明が不明だ。これも謎なんだよね。鑑定のレベルをあげれば見えるのか、それとも最初から無いのかも分からない。

			　まあ普通のゴブリンの説明は駆除推奨ってなってるし、どっちも俺の経験値になってもらいましょう。

			　しかし本当に神がいる世界なんだな。自称神を名乗っているだけの超越者的な奴なのか、本当の神なのかは分からないが、できれば会いたくないもんだね。神とか宗教とか、色々面倒そうなイメージしかないし。

			『魔石置いてけー！』

			　そうやって魔獣を狩りつつ、移動する。

			『ヒャッホーイ！』

			　先日、俺は素晴らしい移動方法を思いついていた。

			


			　念動を最大火力で使用し、バビュンと飛び出す。

			　自由落下に任せて落ちる。

			　これを繰り返す。

			


			　念動カタパルトアタックを使用している時に思い付いたのだ。名付けて念動カタパルト移動法。

			　利点は、最初に使うだけで済むので魔力を節約できるということだ。

			　俺は念動カタパルト移動法を繰り返し、昼前にはエリア４に到着していた。

			　やはりエリア４にもなってくると魔獣は手強い。

			　一発で倒せることも減り、魔獣から攻撃を受けた時に耐久値が結構削られるのだ。

			　エリア１にいたゴブリンどもの攻撃では耐久値が全く減らないのに比べて、この辺の魔獣の攻撃が直撃すれば１００以上減ることもあった。気を抜いたら危険なのだ。

			


			　そして、俺はついにエリア５に到達する。

			『さて、エリア５の魔獣はどんな奴らかね？』

			　探査系スキルを複数使用して魔獣を探す。

			　先に相手の姿を見つけ先制攻撃を加えるのは、狩りにおいて非常に重要なことだ。

			　場合によってはノーダメージで倒せることもあるしね。

			『しっかし、魔獣が全然いないな』

			　一時間は探しているが、全く魔獣を発見できなかった。

			　もしかして魔獣はいないのか？

			　エリア５なんて名付けたけど、実際はエリア４が最大なのか？

			　とか思ってちょっと焦ってたら、エリアの端で発見できました。

			　大きな魔力反応。間違いなく魔獣だ。しかも、かつてない強大さである。

			『うひょー！　めちゃ強い魔力反応！』

			　今まで一番魔力が強かったのは、エリア４にいたフレア・レオパルドだったが、この反応はそれを上回る。

			『少し高度を上げよう』

			　地上から発見されない様に飛行高度を上昇させた。

			　よほど知覚系のスキルが強くなければ、俺を発見することは難しいだろう。

			『見つけた！　でも、あれ何だ？　水たまり？』

			　平原にポツンと、直径五メートルくらいの水たまりに見える何かがあった。

			　ただ、その水たまりから強い魔力が感じ取れる。

			　うーん。あの中にいるってことか？

			　近寄るべきか、どうするか。

			　一見すると、水たまりの中に生物らしき姿は見えない。

			『もう少し近寄って、鑑定してみようかな』

			　さすがに今の高さからだと鑑定が働かない。二〇メートルくらいには近づかないと。

			　そうして水たまりに近づいた時だった。

			　ブルルン。

			　水面が揺れた。

			　風？　いやそんな揺れ方じゃなかった。もっとこう、寒天的な？

			　ブルブルブルブルルルン。

			　水たまりがさらに震える。そして、爆発したのかと錯覚するほど勢いよくあふれ出した。

			　よく見ると、それは水なんかじゃない。

			『うげぇ！　巨大スライムだ！』

			　水たまりだと思っていたのは、ギュッと固まった巨大スライムだった。

			　俺の反応を感じ取り、戦闘態勢を取ったのだろう。

			　天に向かって立ち上る噴水の様に噴き出したスライムは、すぐにその勢いを弱める。

			　そして、今度は重力に引かれるかのような勢いで地面に降っていった。その光景はまるで瀑布だ。

			　降下の勢いで池のように広がっていたゼラチン質の体が収束しながら纏まり、巨大な丸い塊となる。その姿は、大きささえ気にしなければ他のスライムと変わらない。

			　それにしてもこれほど大きなスライムは初めて見た。

			　普通のスライムは精々一メートルくらいだ。大きくても二メートルは超えない。

			　それがこのスライムは一五メートルを超える巨体で、さらに超絶魔力。ちょっと圧倒されてしまう。

			『と、とりあえず鑑定しとこう』

			


			　　名称：グラトニー・スライムロード

			　　種族：粘精・魔獣 

			　　Lv：５８

			　　生命：６２０　魔力：８２２　腕力：５３９　敏捷：３０８

			　　スキル：回避３、回避上昇４、擬態６、吸収８、硬化８、瞬間再生７、状態異常耐性７、跳躍５、軟化８、粘体技７、粘体術８、物理攻撃耐性７、捕食９、魔力感知７、次元収納、気力操作、吸収強化、強酸粘体、消化強化、魔力操作

			　　説明：グラトニー・スライムの最上位種。周辺の生命体を捕食し、その成長は無限。時空魔術に近い能力を持ち、倒した敵を次元収納に仕舞って長期間保存して食べ続ける。餌が多い環境では竜を捕食するほどの強さに到達した個体も報告される。発見され次第、国による討伐隊が派遣されることが多い。魔石位置：本体中央部。

			


			　うわー。かなりヤバい魔獣じゃないか。無限に成長って……。

			　目の前のこいつはまだ若い個体なのか、説明文ほどヤバい個体じゃなさそうだが、危険な相手に変わりはない。

			　物理攻撃耐性に、強酸粘体か。

			　下手に突撃したら、捕まって溶かされるってことね。

			　粘体技のスキルレベルも、他のスライムは４程度だったのに、こいつは７だ。

			『直撃は死亡フラグな気がする』

			　さて、どうしようか。

			　魔術がいいか？　でも一番効きそうな火魔術でも、この巨体を削りきるのに何百発必要だ？　絶対に魔力が足りないだろう。

			　ニューン。

			　スライムロードが体を伸ばしてくるが、さすがに高度を上げた俺には届かない。

			　ただ魔力感知が高いので、はっきりと俺を餌だと認識しているようだった。

			　スキルでごり押しするか？

			　だが、ちまちま削っていても瞬間再生がある限りジリ貧だろうし。

			『でも俺が耐えられるか？』

			　奴に攻撃すると酸の体によって剣である俺もダメージを受ける。こいつは強酸粘体を持っているし、何度も無駄に攻撃をしたくはなかった。

			『って、うお！』

			　スライムロードの体がゆっくりとたわみ、表面が揺れる。そして、自らの体を散弾の様に飛ばしてきた。まさに高速で飛来する強酸の弾丸だ。

			『あっぶねー！』

			　回避スキルで何とか躱す。だが、今の攻撃は様子見だろう。

			　さらに激しい攻撃を躱しきれる自信はない。

			『いいぜ、短期決戦上等だ。必殺の一撃をお見舞いしてやるよ』

			　俺は火魔術をスライムロードに向けた放った。

			　やはり大した効果はない様だ。

			　だが、これでいい。

			『お前らの習性は分かってるんだぜ？』

			　俺は火魔術と、念動による投石。さらにはダメージ覚悟の突進により、間断なく攻撃を加え続けた。

			　次第にスライムロードの生み出す触手の数が増え、俺のダメージも蓄積されていく。さらに回復に回す魔力消費量も増えてきた。

			『ちっ。回復よりも受けるダメージの方が増えてきたな』

			　あぶな！

			　くぬっ！

			　ほりゃぁ！

			　増える触手の数に比例して、激しさを増すグラトニー・スライムロードの攻撃。

			　だが、これこそが俺の狙いだった。

			『進化しても、習性は変わらないな！』

			　わざと奴の触手攻撃を激化させ、その分魔石を覆う肉体を薄くさせたのだ。

			　俺は念動カタパルトを発動し、奴の魔石に向かって突進する。

			　言ってしまえば単なる突進。ただ、俺の全霊をかけた突進だった。

			　念動カタパルトに、投擲速度を上昇させてくれる風魔術ウィンド・シューターを組み合わせた超高速。そこに剣技スキルによる破壊力を組み合わせた、現在の俺が放つことができる最強の一撃だ。

			『この攻撃だけには、唯一名前を付けようと思っています。名付けて瞬天殺法！』

			　今はハイテンションだから思い付きのままに叫んだが、冷静になったら却下されるだろう。多分。

			　音が一瞬消えた。

			　ズドオオォォォォォォォォォッ!!

			　直後、平原に響き渡る轟音。

			　俺が剣じゃなかったら、耳がキーンとなって悶絶していただろう。

			　スライムロードは反撃することもできず、その巨体に大穴を開けられていた。もちろん魔石もきっちり消滅させている。

			　ブルブルブルブ──。

			　そして、スライムロードは動きを止めてデローッと地面に広がっていった。

			　謎の粘液が地面に撒かれているような、ちょっと怪しげな光景だ。

			『ふう、勝ったか……。しかし、結構ヤバかったな』

			　僅かな交錯で刀身を半分近く溶かされた。奴に取り込まれていたら一瞬で消滅させられていただろう。結果的に一撃必殺で片付けたのは正解だったということか。

			〈自己進化の効果が発動しました。自己進化ポイント３０獲得〉

			　なんと魔石値が１５０も獲得できていた。さすが最上位魔獣なだけあるな。

			


			　　名称：不明

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：３５２　保有魔力：１３００／１３００　耐久値：１１００／１１００

			　　入手スキル：擬態１、硬化１、瞬間再生１、軟化１、次元収納

			


			　さて、手に入れたスキルの検証もここでやっちゃうかな。

			　かなり有用そうなスキルがあるし。まずは小手調べだ。

			『うーん？』

			　周辺に紛れることができるという擬態を使ってみたが、あまり効果を実感できないな。自分では上手く擬態できているかどうかなんて分からんし。次に試した硬化スキルも、やっぱり効果が分からなかった。すでに硬いからな～。

			　ただ、瞬間再生は凄いな。魔力の消耗が激しいが、一瞬で刀身が再生したぞ。急いでいる時は瞬間再生、時間がある時は自己修復を使おう。

			　お次はちょっと面白そうな軟化スキルだ。

			『おおう。軟らかくなってるよ』

			　レベルが低いからあまり強くはないみたいだけど、確かに刀身が柔らかくなってる。

			　体を揺すってみると、刀身がミョンミョンと振動していた。面白い。

			　まあ、これもこれから試すスキルの前では前菜扱いだがな。

			『次元収納、発動』

			　いわゆるアイテムボックス能力だった。

			　目の前にあった石ころが、消え失せる。再発動して、今度は出すようにイメージすると、小石が虚空から湧き出た。

			　草や石を複数個仕舞ってみると、脳内に収納物の一覧が表示される。便利だ。

			『あとは容量だな』

			　少ないと正直がっかりなんだけど。

			　まずは色々入れてみて限界を探ってみよう。

			『手始めにこいつだな』

			　放置されていたグラトニー・スライムロードの残骸を収納してみる。

			　その質量はかなりのもので、二五メートルプール半分くらいの量はあると思う。

			　しかし、それも一瞬で収納できてしまった。

			『さすが上位魔獣のスキルだぜ』

			　上限はどれくらいか分からないが、これだけの容量があれば装備者には十分有用なスキルになると思う。

			　倒した魔獣を収納したり、食料を運搬したりね。財布代わりにもなるだろう。

			　ちなみに自己進化がランクアップすると、魔力や耐久値が全快する。そのおかげで今の俺は万全の状態だ。ただ、精神的な疲労までは軽減してくれない。

			『疲れたし、とりあえず今日は低エリアで狩りをしよっと』

			


			　スライムロードとの激戦を終えた翌日。今日も今日とて、エリア５の探索だ。

			　昨日は南エリアでスライムロードと戦ったので、今日は他を探索しようと考えていた。

			　スライムロードみたいな強敵が居るかもしれないし……。

			　そして東エリアで出会ったのが、全長二〇メートルを超える巨大な蛇の魔獣、ドッペル・スネイクだ。胴体の太さなんか、ドラム缶くらいあった。

			　こいつはその名の通り、分体創造というスキルを持っている。

			　姿を模した自分の分体を作れるというスキルだ。

			　激闘の末に倒した分体が幻の様に消えてしまった時はマジで驚いた。

			　しかもこのスキル、レベルが高いと本体の強さを超える分体を生み出せるようだ。

			　勢い込んで挑んだ本体が大した強さじゃなくて拍子抜けだった。

			　戦闘力的にはエリア４の魔獣以下だったのだ。いや、その巨体を生かして暴れればかなり強かったんだろうが……。狭い場所に隠れていたせいで力を生かすことができなかったらしい。地中に潜む本体を見つけてしまえば、あっと言う間にけりが付いたのだ。

			『ふっふっふ。これで攻撃力倍だぜ』

			　手に入れた分体創造スキルを早速使ってみたのだが……。

			「あれ？　剣の体じゃない……」

			『おいおい、生前の俺じゃん』

			　そう、分体創造で生み出された分体は人間だった頃の姿を模していたのだ。同時にドッペル・スネイクから手に入れた分割思考によって、剣と分体を同時に動かせる。

			「あれ？　これって、装備者とかいらないっていうオチか？」

			『まじ？　分体の強さは？』

			　このまま分体に自分を装備させれば良いんじゃ？　とか思ったが、そう上手くは行かなかった。

			　まず分体創造は制限時間があった。現在で五分。

			　しかも分体は超弱い。ステータスの平均が５という、ゴブリン以下の弱さだったのだ。

			　さらにスキルも弱い。分体も俺の持つスキルを使えるが、全てのスキルレベルが１だ。

			　これじゃあ、まともに使うことはできないだろう。

			　ちなみにその格好は全裸である。他の人がいないところで良かった。何度か試してみたが、結局はボロ布の様な物を巻きつけた姿にしかなれなかった。分体創造スキルのレベルが低いからか？

			　このスキルを使うとしたら、囮くらいだろう。でも、魔力消費も凄まじく、雑魚分体を生み出すのに５００以上もかかるしなー。

			　正直今のままだと完全に死にスキルになるだろう。

			　これ以外のスキルも、脱皮や熱源探知、鱗再生といった使えない物、もしくは持っているスキルしかなかった。

			　唯一利用価値が高そうなのが、王毒牙という毒の牙の上位スキルだ。すでに猛毒牙というスキルを持っているがそれよりもさらに上のスキルだった。

			『王毒牙は実戦で試すしかないな』

			　とりあえずドッペル・スネイクを収納しておこう。

			　この巨大蛇を収納しても次元収納はまだ満タンにはならない。想像以上の容量だな。

			


			　午後からは北エリアに向かう。

			　もちろん、道々で魔獣を狩りつつ、収納しつつだ。

			　南、東を攻略して分かったが、エリア５は広大な東西南北のエリアを、それぞれ一体のボスが支配しているようだった。

			　エリアボス的な感覚だろうか。

			　なぜなら強いと思える魔獣は、スライムロード、ドッペル・スネイクとしか出会わなかったのだ。他は、エリアボスの餌なのだろう。

			　ということで次は北のエリアボスということである。

			『エリアボスは強いスキルを持ってるからな。楽しみだ』

			　そこにいたのは、今までのエリアボスで一番小さい亀の魔獣だった。だがその魔力は他のエリアボスに勝るとも劣らない。

			　全長は五メートル程。黒光りする甲羅の後方から一〇本の管が突き出し、前面中央からは太い砲身が突き出している。鑑定で名前を調べてみた。

			『ブラスト・トータスね』

			　以前倒したキャノン・トータスの上位種の様だな。管から周囲の空気を吸収して砲身から圧縮して放つという能力も同様だ。

			「ゴォォォォォォォッ！」

			　だが、管の数が多い分、威力は間違いなく上だろう。

			　しかも遠距離砲撃系の魔獣だけあって、その探知能力も広範囲に及ぶようだ。

			　かなり離れているにもかかわらず、すでに俺を目標として砲身を固定しているのが分かる。

			「ゴッ！」

			　ボボゥ！

			　圧縮空気弾が連続で放たれる。

			『うお！』

			　まさか連続で放てるとは思わなかった。キャノン・トータスは一発一発溜めないと放てなかったのに、さすが上位種。

			　ボボボゥ！

			　再び高速で飛来する空気弾。

			『あらよっと！』

			　俺は回避する軌道を取ったのだが……。

			　ボボン！

			『ぬあっ！』

			　空気弾が突然爆ぜた。四方で同時に爆発した空気弾に押しつぶされる。凄まじいダメージだ。

			　余波でこの威力かよ！

			　しかも、遠隔で爆発可能？　すごい高性能じゃないか！

			　ボン！

			『ぐっ、やばいやばい！』

			　動きを封じられたところに、さらに空気弾の追い討ちがあった。

			　直撃で耐久値がガリガリ削られている。

			　さらに飛来する空気弾が見えた。

			　とりあえず脱出しないと。

			　俺は念動カタパルトで一気に降下して空気弾を回避した。

			　そのまま最高速度でジグザグに飛行し、空気弾の弾幕を躱し続ける。

			『調子に乗りやがって！』

			　俺は時折ダメージを貰いながらも、ジリジリと亀に近づいていく。

			『もらった！』

			　接近してしまえばこっちの物だ。

			　俺は刀身を亀の露出した首に突き立て──られなかった。

			『あっ！　逃げるな！』

			　普段のノロマな動きからは想像もできない速さで、亀は首と足をひっこめたのだ。

			　悔し紛れに甲羅を攻撃するが、少ししか切り裂けない。

			　何十回も攻撃すれば、甲羅も貫けるだろうが……。

			『でも、そんなこと許してもらえないよな！』

			　ボボボボボボボ！

			　首をひっこめた亀は、その場で高速で回転を始めた。まるでガ〇ラのように。

			　そして無差別に空気弾をばらまく。

			　意図しない攻撃だからこそ読むことも難しく、避けるのが難しい。

			　俺の周りで着弾し、大地を巻き上げる空気弾。

			　だが距離を取ったって、また空気弾の的になるだけだ。

			　感知系スキルでこっちの動きを把握しているようで、死角になっている甲羅の真上に移動しようとしても体を斜めに傾けて、空気弾を直上にもばらまき始める。

			『おっとぉ！　あぶな！』

			　上はダメ。

			　なら下だな。

			　地面の下までは攻撃できないだろう。

			　俺は亀の空気弾を躱しながら、ステータスをいじった。

			　ドッペル・スネイクから得た分割思考スキルのおかげで、回避行動を取りながらステータス操作も問題なくできている。

			　残しておいた自己進化ポイントを使用し土魔術を４まで上げた。

			　俺が思い返すのは、この土魔術スキルをゲットした相手。グルメオーク・メイジだ。奴も土魔術が４だった。

			『きたきた！』

			　目当ての術が使用可能となったぜ。

			　グルメオーク・メイジの使っていた穴を掘れる魔術だ。

			『──アース・ディガー！』

			　魔術で掘った穴に飛び込む。そして、俺はアース・ディガーを連続で使い続けた。

			　このまま亀の真下まで行ってやる。

			　奴の姿は見えないが、大まかな気配は感じ取れる。

			『アース・ウォール』

			　そして、亀の真下に到達した俺は、真上に向かって土魔術３のアース・ウォールを発動した。本来は足元の地面を盛り上がらせて壁にする呪文だが、今は亀の巨体を持ち上げるために使ってみた。

			　二メートルほどの土壁がブラスト・トータスの甲羅を持ち上げ、地面から僅かに浮かせている。

			「ゴッ？」

			『おりゃぁ！』

			　地面の感覚がなくなって混乱している亀。

			　そこに俺の体当たりが炸裂した。

			　ギキィン！

			　だが、ダメージを与えるのが目的ではない。

			『狙い通り！』

			　地面の下から亀の体をかち上げる様に突進したのは、亀のバランスを崩すためだった。アース・ウォールによって体が浮かされ踏ん張りがきかなくなった亀は、俺の突進によってゴロンと体をひっくり返されてしまった。その巨体が完全にひっくり返った状態である。

			　亀は尻尾を使って起き上がろうともがくが、起き上がれない。

			　くっくっく。その状態じゃ逃げられんだろう。

			　となると亀はひっこめていた首と足を完全に出し、甲羅を返そうと試みた。

			　だが俺がその隙を逃すはずがない。

			　スライムロードを倒した最速の一撃、念動カタパルトが亀の頭部に炸裂である。

			　所詮は亀。俺様の閃きには敵わなかったな。

			『勝利！』

			　とは言え結構危なかった。やはり、エリア５は侮れないぜ。

			　俺は亀の首部分に開いている穴から甲羅の内部に潜り込むと、心臓の横にある魔石を何とか吸収した。

			　もちろんブラスト・トータスも収納する。

			　なんと、それでも収納はいっぱいにはならなかった。

			『残りの魔力がもう少ないな。これは、一度戻ろう』

			　最後に残ったエリア５西部の探索は明日にお預けだ。

			　亀から得たスキルの検証もしたいしね。

			　その後、台座に戻ってスキルを試してみたが、使えそうなのは空気圧縮、空気弾発射の二つだけだった。まあその二つが有用なスキルだったからいいけどね。

			　空気弾発射は、周辺の空気を固めて弾丸として放てるスキルだ。ブラスト・トータスは、甲羅の中に空気を吸い込んで溜める機能と組み合わせて、連続発射を可能にしていたようだった。

			　俺の場合、気流操作や風魔術と併用すれば連射も可能そうだ。

			　空気圧縮は、空気を圧縮するという一見使えそうにないスキルだが、実は地味に面白いスキルである。

			　例えば、空気弾発射と組み合わせてより弾丸の強度を増したりもできるし、体の周辺に圧縮空気の壁を作れば盾としても使える。単体ではあまり強くなくても、複数のスキルと組み合わせて使える良いスキルと言えた。

			『ただな～、良いスキルが多いと嬉しいけど、使いこなすためにはもっと修練が必要そうだよな』

			　強いスキルほど、簡単には使いこなせないのである。

			


			　翌日の昼。

			　俺は最後のエリアボスと激戦を繰り広げていた。

			　その名前はタイラント・サーベルタイガー。

			　要はデカイ牙を持った虎なのだが、体高は四メートル、体長は一〇メートルを超える。

			　しかもその巨体でありながら、風の様に早く動き、空中跳躍を使って三次元の動きで襲い掛かってくる強敵だ。

			　振動を操るスキルを複数持っており、その攻撃力は凶悪の一言である。

			　しかも魔力で覆われた毛皮と硬い筋肉は俺の刃さえまともには通さなかった。

			　虎野郎の爪を掻い潜って脇腹に突進するが、僅かに切り裂いたにとどまる。

			「グルァアァァ！」

			『くっ！　退避～！』

			　身をよじって咬み付こうとするタイラント・サーベルタイガーの攻撃を何とか躱す。だが、凄まじい衝撃が俺の刀身を襲っていた。

			『奴のスキルか！』

			　掠っただけでこの威力とは！

			　直撃を受けたら、一発で粉々になるかもしれん。

			　奴は遠距離攻撃の手段がないようで、距離を離せば攻撃されないのが救いか。だが、凄まじく速い上、空中を駆けるスキルまで持っているので距離を取ることが難しいのだが。空高くに逃げても、執拗に追ってくるし。

			『ファイヤ・アロー！』

			「ガウ！」

			　俺が放った火の矢は奴の毛皮に阻まれ、表面をほんの少し焦がすに泊まる。

			　やっぱり大した効果はないか！

			　俺の斬撃でさえ勢いを付けなくてはダメージを与えられない相手だ、威力が格段に劣る魔術では碌な効果は上げられなかった。

			「グオオォ！」

			　とは言え、全く無視されているかと言えばそうではない。多少の不快感くらいは与えているんだろう。結果、タイラント・サーベルタイガーの怒りだけが増していくようだった。

			『このままじゃジリ貧だな』

			　こうなったら急所狙いで特攻をかけるか、有効なスキルをぶち込むか、どちらかだろう。

			　奴の突進を躱しながら、必死に通用しそうなスキルを探す。

			　そして、見つけた。

			『これだ！』

			　だが、これをそのまま使っただけで勝てるか？

			　俺は満を持すために、自己進化ポイントを使うことにした。

			〈自己進化ポイントを１５使用して、王毒牙を魔毒牙に進化させます〉

			　そう、俺が見つけたのは王毒牙スキルだ。

			　タイラント・サーベルタイガーは毒耐性のスキルを持っていない。王毒牙が効くはずだ。しかも、自己進化ポイントを消費して進化させたし。

			　これでダメなら逃げよう。

			　俺はそんなことを考えながら、刃をタイラント・サーベルタイガーに突き立てた。

			『どうだ？』

			　すぐに逃げながら、鑑定してみる。

			『よし、成功だ！』

			　タイラント・サーベルタイガーは狙い通り毒状態になっていた。凄まじい速さで生命力が減っていく。

			「ガガオオォォォ！」

			　タイラント・サーベルタイガーの攻撃が激しさを増す。だが、俺は毒がより速く回る様に、そして毒を継続させ続けるために、奴に攻撃をし続けた。

			


			　三時間後。

			『勝ったどぉ～っ！』

			　切っ先を天に向け、勝どきを上げた。

			　俺の下に横たわるのは、エリア５最後にして最強のボス、タイラント・サーベルタイガーだ。

			　毒に侵されてからがまたしぶとかった。生命力が半減してからの狂暴っぷりも半端なかったな。

			　正直、負けるかと思ったぜ。

			　危険を冒した成果はあったけどね。

			　まずはスキル。

			　新しく得た振動衝、振動牙というスキルが凄まじい。

			　振動衝は振動を伝道させ、内部から破壊する打撃スキルだ。

			　そして振動牙は、超振動で牙の切れ味を増幅させる、いわゆる超振動ブレードの様なスキルだった。斬撃の威力が爆発的に跳ね上がるので俺に相性の良いスキルである。

			　もう一つの成果は自己進化ランクの上昇だ。エリアボスの魔石はそれぞれ１５０を超える魔石値を持っていたので、エリア４での狩り成果と合わせて進化可能な魔石値がもう溜まってしまったのである。

			


			　　名称：不明

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：３９２　保有魔力：１６５０／１６５０　耐久値：１４５０／１４５０

			　　自己進化〈ランク７・魔石値２１０９／２８００・メモリ・４７・ポイント８２〉

			　　スキル：鑑定６、攻撃力上昇【小】、高速自己修復、スキル共有、装備者回復上昇【小】、装備者ステータス上昇【小】、念動、念動上昇【小】、念話、保有魔力上昇【小】、魔獣知識、魔法使い、メモリ増加【小】

			


			　しかも自己進化のおかげで全快だ。

			『さて、この後どうしようか』

			　予定では、戦闘後は台座に戻るつもりだったんだが……。

			　日はまだまだ高い。

			　そして目の前には謎の森。

			　エリア５を囲むように広がる森林地帯だ。

			　調査はまだ先になるだろうと思っていたが……。

			『どうしよっかな』

			　ノーダメージだし、時間もある。行ってみても良いのでは？

			『ここまで来たんだしな。何もせずに引き返してもな』

			　ということで、エリア外の探索が急遽決定した。

			　一応、いきなり突っ込んだりはせず、様子を窺って見た。

			　暗視や熱源探知を駆使する。

			『うーん、何もいないか……？』

			　動物は結構いるみたいなのだが、魔獣がほとんどいない。

			　ゴブリンくらいはいる様なんだが……。今更無理に追い回して倒す相手でもない。

			『魔獣は雑魚ばかりか』

			　エリア６的な感じで、勝ち目がないような神獣でもいるかもしれないと少々身構えていたのだ。

			　だが、これではエリア１と変わらない。

			　正直肩すかしな感じだった。

			『なーんか、期待して損したな～』

			　いつでも逃げられるように身構えていた自分がバカみたいだ。

			『もういいや。入っちゃおう』

			　念動カタパルトでバビュンと飛び出す。

			　眼下に広がるのは普通の森林だ。大きな魔獣の気配もない。

			『お、開けた場所発見』

			　森の途中に、木が生えていない原っぱのような場所が見えた。

			　念動で方向転換し、広場に向かって下降する。

			　そして──刺さった。

			『よし、着地成功！』

			　念動カタパルト移動法だと空中で体が斜めになり、柄から着地したり剣の腹から地面に激突してしまうこともある。

			　俺にはほとんどダメージがないのだが、それは俺的には着地失敗であった。

			　今回の様に上手く刀身から地面に刺さったら着地成功だ。なんとなく気分が良くなる。

			　着地直前に念動を使えば綺麗に着地するのは簡単である。でも、着地の成功失敗で遊んでいるため、大体は重力に任せて落下することが多かった。

			　数少ない、狩り以外の楽しみなのだ。

			　刀身から伝わってくる感触だと、どうやら粘土質の土壌なようだった。湿気を含んでネットリとした粘土の感触が刀身に伝わってくる。

			『じゃあ、もう一飛び……。あれ？』

			　体が動かないぞ。

			　粘土質の土が思った以上にしっかりと俺をくわえ込んでいるのか？

			　少々強めに念動を発動させてみる。

			『ば、馬鹿な……。念動が発動しない？』

			　正確には、発動と同時に強制終了してしまう。

			　こうなったら全力だ。

			　魔力を込められるだけ込めて、念動を使う。

			　ポス。

			　気の抜けるような軽い音。

			　そして、何も起きない。

			『くっ、無理か』

			　魔力が地面に吸収されていくのが分かった。

			　あれだけの量を込めた魔力も、ほとんど一瞬で消え去っている。

			『じゃあ、これでどうだ』

			　スキルを使用する。

			　振動牙で刀身を震わせて、地面と刀身の間に隙間を作る作戦だ。

			　だが振動牙も発動しない。

			　なら空気弾を刀身から撃ち出し、空気圧で自分ごと吹き飛ばすのは？

			　やはり発動せず。

			　火魔術で地面ごと自分をブッ飛ばす！

			　はい、発動しないね。

			『えー……。何でだよ～』

			　一回脱出をお休みして、周囲を観察してみた。

			　単なる森だ。それ以上でも、それ以下でもない。

			　だが、平原の魔獣が森に進出していかない理由は、間違いなくこの魔力吸収現象のせいだろう。高位の魔獣ほど生命活動に魔力が重要なのだし、下手にこの森に入ったら身動きが取れなくなるかもしれない。今の俺みたいに。

			『腹が減らないのが唯一の救いか……』

			


			　それから少し試してみたが、外に魔力を放出するタイプのスキルは全く発動できないようだった。

			　刀身の中から魔力を吸われるようなことはないので、変にスキルを連発しなければ活動不能になることはないだろう。

			　刀身内の魔力で制御されていると思われる俺の視覚に関しても、特に問題なさそうだった。

			　ただ、地面に刺さったまま数時間が経過し、あることに気づいた。

			『魔力が回復しないじゃん』

			　大気中の魔力が希薄なせいだろう。魔力が自動回復しなかった。

			　まだ半分以上残っているが、無駄に使うことはやめておいた方がよさそうだ。

			　やばい、もう俺にはここを自力で抜け出す術がない。

			　あー、何でこんなことに……。

			


			


			　あれから三日間が経過しました。依然、変化なし。

			　初日はスキルを見ながら脱出方法を探ったのだが、すぐに無理だという結論に達した。

			　なにせ魔力を外に放出できないということは、攻撃系はおろか魔術や念話も使えないということだ。

			　あとは偶然通りかかった他の生物が俺に興味を持って抜いてくれるのを待つか、奇跡的に天変地異が起きて、吹き飛ばされたりするのを待つしかない。

			　最高なのは人間が来て抜いてくれることだけどな。

			


			


			　刺さってから一〇日が経過しました。すいませんでした。現実を見てませんでした。もう人間じゃなくてもいいです。散々殺したゴブリンさんには謝ります。もう、経験値とか呼びませんから。お願い、誰か抜いてください。もし抜いてくれたら一生ついてきます。コボルトでもゾンビでも何でもいいです。お願いします。

			


			


			　一ヶ月経過。ああ、誰でもいいから拾ってくれ。頼むから！　俺ってば優良物件だよ？　なにせ魔剣的な何かだし。自分で考えて動く剣なんて、そう多くはないよ？　料理とかもできるし。スキルもあるし、本当だよ。なんなら、ポイント使ってレベル上げちゃうし。ほらほら、料理１０だって。

			〈料理が１０に達しました。ステータスおよび、料理スキルにボーナスが付きます〉

			〈自己進化ボーナスに、新たな項目が追加されました〉

			　解体も持ってるよ？　便利だよ？　これだってレベル上げちゃうし。ほーらレベル１０！

			〈解体が１０に達しました。ステータスおよび、解体スキルにボーナスが付きます〉

			　鑑定も持ってるよ。これもアップできちゃうからね。レベル１つ上げました。凄いでしょ？　戦闘力だって高いですよ。剣術も剣技も７だし。なんなら、魔術スキルも上げちゃうよ？　火魔術を１０にしました！　どうです？

			〈火魔術が１０に達しました。火炎魔術１がスキルに追加されます〉

			　だってさ！　さらに上があったんだね。お次はステータス上昇系だ！

			〈装備者ステータス上昇【中】を取得しました〉

			　これで俺を装備するだけでメチャクチャ強くなれますよ？　どうですか？　俺ってば、拾っておいて損はないでしょ？　あと、このスキルも────。

			


			


			「──……っ！」

			　ああ、人恋し過ぎて幻聴が聞こえてきた。もう末期かも。

			「お──！　……れを──っ！」

			　うん？　本当に幻聴か？

			　ガタガタガタガタ！

			　僅かな振動が、地面を通して伝わってきた。

			　何の音だろうか。

			「まだ──追って──」

			「ち……しょう！　なん──」

			　やっぱり人間の声だ！

			　やった、人間が来たんだ！

			　神様ありがとう！

			　おーい、俺はここだよ！　ほら、剣が刺さってますよ？　まるで伝説の剣みたいですよ？　だから引っこ抜いて！　プリーズ！

			　ガタガタガタガタ！

			　振動の正体は馬車の車輪だった。

			　一台の幌馬車が、森から姿を現す。

			　なんかスピード出し過ぎじゃない？　そんな速度でカーブしたら──。

			　そして、俺の目の前で馬車が横転した。

			　ガシャーン！

			　うわちゃー！　中の人平気か？　しかし何であんなに慌ててるんだ？　何かに追われてるみたいだけど。

			　今の俺は念話も使えないので、ただ見ているしかできない。

			　馬車に乗っている人たちの安否を気遣いながら見ていると、馬車から人が這い出してきた。

			　おお、無事だったみたいだな。

			　商人かな？　戦士には見えないし、一般人と言う感じでもない。頭に布を巻いて、仕立の悪くない服を着ている。少し薄汚れた感じの外套が、旅の長さを感じさせた。

			　さらにその部下っぽい小男が、数人の男女を伴って出てきた。

			　部下の男が伴っている男女の格好は、何というか……酷かった。

			　明らかに洗濯していないボロボロの布を、紐で胴体に縛りつけただけの着衣とも呼べない着衣。髪も薄汚れ、首には大きな首輪が嵌められている。

			『明らかに奴隷だな。この世界にも奴隷がいるのか』

			「おい、奴隷どもに荷物を持たせろ！」

			「へい、今やらせます！　おい、お前ら早くしろ！　荷物を持て！」

			「うう……」

			「ああ……」

			「さっさとしろウスノロ！」

			　うわ～。クズだ。人間のクズがいる。

			　小男が奴隷を鞭で叩いて、重い荷物を背負わせようとしている。

			　見ているだけで気分が悪くなってきたぞ。

			「急げ！　や、奴が来る！」

			　奴？　一体何に追われてるんだ？

			　そして、彼らが慌てている原因が姿を現した。

			「ひぃい！　来た！」

			「グルルル」

			　それは首を二つ持った、熊の魔獣であった。

		

	
		
			第二章　剣と少女は出会った

			


			　慌てふためく奴隷商人と奴隷。

			　後を追うように現れた、二つ首の熊。

			　奴隷商人の馬車が森で魔獣に襲われた。多分そんな図式なのだろう。

			　奴隷商人とその部下は、荷物の一部を急いで奴隷に背負わせる。

			　そしてそれ以外の奴隷に命令を下した。

			「奴隷ども、奴を足止めしろ！」

			　その隙に自分たちは逃げるつもりなのだろう。

			　奴隷たちは武器も持っていない。足止めというのは、死んで喰われて時間を稼げという意味だった。奴隷たちにだってそれは分かっているはずだ。

			　だが、背を見せて逃げようとしていた奴隷たちはピタッと足を止めると、一斉に熊に向かって駆け出す。

			「いやだ～！」

			「死にたくない！」

			　悲鳴をあげながら、熊の魔獣に殺されていく奴隷たち。

			　その様子を見て分かったが、彼らは奴隷商人の言葉に逆らうことができないらしい。魔術か何かで、縛られているんだろうか？　奴隷たちは同じような首輪を嵌めているが、それの効果だろう。微かに魔力を感じる。ここが魔力吸収地帯じゃなければ、もっとはっきり感じ取れるんだろうが……。

			　魔力吸収現象も体内には作用しないので、首輪の強制力にまでは干渉することはない。吸収現象がそこまで強力だったら、俺だって全魔力を吸収され尽くされているだろうしね。

			「グルッォォォ！」

			「ぎゃぁぁ！」

			　男奴隷が胴を薙ぎ払われ吹き飛ばされた。

			　たった一発、前足で払われただけで上半身と下半身がさよならをしていた。

			　下級魔獣とは言え、碌な装備もなく立ち向かえる相手ではない。奴隷たちは暴威の塊である魔獣を前にして、あまりにも無力だ。

			　このままいけば数分ももたずに奴隷は全滅だろう。

			　かわいそうだが俺にはどうにもできない。

			　声さえかけられないのだから。

			　クズ商人が逃げようとしているのも、ただ見送ることしかできない。

			　くそっ！　せめて、誰かが抜いてくれれば。

			「グオオオォォォォ！」

			「ぐあぁ！」

			　やった、熊の突進で奴隷商人の部下が吹き飛ばされたぞ。ざまあみろ！

			　どうにか奴隷たちだけを助けられないか？

			　そう思っていたら、人影がふらりと俺の前に立った。

			　奴隷の少女だ。

			　この少女は今死んだ部下に命令されていたんだろう。だが、奴が熊に殺されたことで、命令が解除され、自由に動けるようになったのだ。

			　顔は汚れで真っ黒だが、目鼻立ちは整っているな。

			　だが俺の視線は少女の顔でも、薄汚れた格好でも、ボサボサの髪でもなく、その上に釘づけであった。

			　


			　

			　


			　耳だ。猫耳だ！

			　少女の頭の上には、獣の耳がくっついていたのだ！　獣人だ。

			　モフミミ様や！

			　俺は現場の惨状も一瞬忘れ、感動してしまった。だって世界の宝、猫耳様だぞ？　感動せずにはいられない。

			　ああ、もう！　声がかけられないのがもどかしい！

			　少女よ。俺を抜くんだ。そして、その猫耳をモフらせてくれ！　いや、待てよ。剣の体でどうやってモフる？　念動か？　いやいや、俺には触覚があるんだし、刀身の腹側でそっとやれば──。

			　その内に、少女が俺に縋り付いた。そして、力を込める。

			　死ねと言われて、それでも生きようとしている。絶望的な状況で命を諦めていない。こんな娘に、使ってもらいたいものだ。

			『……っ』

			　少女がさらに力を込める。

			　そうだ！　俺を抜いてくれ！

			　だが俺は想像以上にがっちりと地面に刺さってしまっていたらしい。刀身に絡みつくような粘土質の土だったことが災いし、そう簡単には抜けそうもない。

			　見たところ一二、三歳くらいか。やせ細った体を見れば、碌な食事を与えられていないのが分かる。

			　そんな少女の非力な腕では、中々引き抜けない。

			　頑張れ！　頑張ってくれ！　っていうか、後ろ！

			　いつの間にか熊がのそのそと少女に近づいて来ていた。

			　他の奴隷は？　ダメか……。俺の視界には、無残に殺された、哀れな奴隷たちの遺体が映っていた。

			　残っているのは少女だけだ。

			『俺を抜け！』

			「声？」

			『お、俺の声が聞こえるのか？』

			「誰？」

			『剣だ。お前が抜こうとしてる剣だ』

			「……ビックリ」

			『びっくりしてる様には見えないが……』

			「してる」

			『それよりも、熊が来てるぞ！　早く俺を抜け！　少女よ！』

			　どうやらこの場所でも触れている状態だったら念話が可能らしい。そして、少女は無表情＆無口系キャラらしかった。俺は嫌いじゃないよ？

			　でも今は熊だ！

			　少女がウンウンと唸って力を込める。

			　ズズ。

			『ちょっと動いたぞ！』

			「うーん」

			『がんばれ！』

			　ズズズ。

			『もうちょっとだ！』

			「ぬぬ」

			　ズボッ！

			『抜けた！』

			「綺麗な剣」

			『ありがとよ！　でも、そんな場合じゃないから！』

			「そうだった」

			『戦えるか？』

			「少し」

			　少女のステータスを確認してみた。

			


			　　名称：なし　年齢：１２歳

			　　種族：獣人　黒猫族

			　　職業：なし

			　　状態：奴隷

			　　Lv：３

			　　生命：１９　魔力：１０　腕力：９　敏捷：１６

			　　スキル:剣術１、夜目、剥ぎ取り上手、方向感覚

			


			　本当に少しだな！　でも、大丈夫だ。

			『俺を装備しろ！』

			「もう装備してる」

			『もっと強く、装備するって念じろ！』

			「わかった」

			〈名無しが、装備者に登録されました〉

			　よし、これで俺の持っているスキル共有が、初めて生きるという訳だ。

			〈名無しが称号を複数獲得しました〉

			『え？　いきなり？』

			　鑑定は……できるな。

			　少女が獲得したのは、火術師、料理王、解体王、スキルコレクター、の四つだった。スキルレベルが１０だと、それに関する称号を得るみたいだ。それぞれがスキル効果上昇の恩恵があるな。スキルコレクターは熟練度の入手効率が上がるらしい。

			　まあ今は置いておこう。ここですぐに役立つものじゃないし。

			『戦え。戦えるはずだ』

			「ん」

			『奴を倒す。そう意識しろ。そして、自分の感覚を信じて剣を振るえ！』

			　あとは剣術スキルがどうにかしてくれるはずだ。

			　相手は下位の魔獣。

			　剣術７を得て、負けるはずがない。他にもステータス上昇効果もあるんだし。

			「……うん。わかった」

			『よし、いい子だ』

			「……いく！」

			　少女の身のこなしは、美しいの一言だった。練達の剣士の様な動きで熊に接近すると、突きの一撃で、正確に心臓を貫いた。豆腐を突いたみたいに、何の抵抗もない。

			「え？」

			『どうだ？　やれただろ？』

			「……剣のおかげ？」

			『おう。感謝しろよ？』

			「ん。感謝する」

			　少女がそう言って俺を地面に一旦置こうとしたので、大慌てで少女を止めた。

			『待った！　俺を地面に置かないでくれ！』

			「？」

			『ここの地面のせいで、何もできなくなっちまうんだ。だから、暫く俺を持っててくれよ』

			「うーん？」

			『ダメか？』

			「多分、取り上げられる」

			『奴隷商人か？』

			「うん」

			　それは嫌だ。せっかく見つけたモフミミ少女なのに。俺はこの娘に使ってもらいたい！

			　商人に取り上げられたら、好事家にでも売られてしまうかもしれないし。魔剣であることがばれて封印なんかされたら、ここよりももっと酷い地獄が待ってるだろう。

			『なあ、逃げられないのか？』

			「無理。この首輪のせいで、逆らえない」

			『やっぱり魔道具なのか？』

			「奴隷の首輪。これのせいでどんな命令にも逆らえない。奴らを何度か殺そうとしたけど、無理だった」

			『殺そうとって、奴隷商人をか？』

			「ん。殺して、逃げようとした」

			　おおう。俺が思っていた以上にハングリー＆デンジャー少女だった。だが、嫌いじゃない。

			『でも、首輪のせいで無理だったと』

			「ん」

			　少女と話していると、森の向こうから男が走って来るのが見えた。

			　奴隷商人だ。

			「生きてるのは一匹だけか！　しかも、ツボが割れてるじゃないか！　大損だぞ。くそ！」

			　奴隷や部下の死を悼む様子は全くない。むしろ、壊れた積み荷の方を嘆いている。いやー、清々しい程のクズだ。

			「……」

			「お前がツインヘッド・ベアを倒したのか？」

			「はい」

			「どうやって……。なんだその剣は？」

			「拾った」

			「おい、それをこっちによこせ」

			「……ん」

			「なんだその目は？　ふん！」

			「あう。ごめん、なさい」

			　マジか。男がいきなり少女を平手で叩いた。

			「ちっ、ケダモノが。陰気な目つきしやがって」

			「あぅっ」

			　また叩きやがった！　しかも手慣れた感じだ。

			　商人は蹲った少女から無理やり俺を取り上げる。

			「ほう。美しい剣じゃないか。今回の補填にはなるか？」

			　痛みで呻く少女などガン無視で、男は俺を鑑定し始めた。

			「おい、ケダモノ。使える品物を背負え。そうしたら、町まで出発だ」

			　奴隷の首輪のせいで、少女は男の言葉に逆らえない。痛むはずの体を引きずりながら、フラリと立ち上がった。

			　この男……ムカつくな。本気でムカつくな。むしろ、殺意が振り切れる寸前なんだが。

			　くそっ！　ここが魔力吸収地帯じゃなければ、こんな奴今すぐ殺ってやるのに！

			「くぺっ？」

			　とか思って念動を使って見たら、使えちゃいました。てへっ。

			　いや、どうも地面から離れてたら魔力吸収が少し弱まるみたいでした。

			　地面に刺さっている時は吸収されるまで一瞬だったが、今は一秒くらいは猶予がある。

			　奴隷商人をぶっ殺したいなーと思いながら思い切り念動を使ったら、勢いよく飛び出してしまったわけで。俺は完全に奴隷商人の顔に突き刺さり、頭蓋骨も叩き割り、脳漿ぶちまけさせていたわけで。

			　あれ？　やっちゃった？

			　うーん。相手がクズだったからか？　それとも、俺が剣だからか？　罪悪感とか、全然湧かんな。ゴブリンを初めて殺した時の方が、まだ良心の疼きがあった気がする。

			『えーと、これからどうしよう？』

			「ん？」

			『まずは状況の確認だ。落ち着け』

			「落ち着いてる」

			『君は落ち着き過ぎだ』

			　俺が思っていた以上にマイペース娘なようだ。これは大物になる予感だ。

			『君は俺の装備者になったわけだ』

			「なった」

			『一応、魔剣的な存在なんで、そこそこ強い……はずだ』

			「ん」

			『だから、俺としては今後とも君に使ってほしいわけだ。剣として。仕舞い込まれるのは勘弁したい。君は、俺を使うつもりがあるか？　つまり、俺を使って魔獣とかと戦うつもりはあるか？　ってことなんだが』

			　さすがに、この少女にそんな生活を強制はできない。

			　初めての装備者だし、この娘に使ってほしい気持ちもあるが、嫌だと言うなら諦める。

			「ある。とてもある」

			　即答だった。俺を天に掲げるようにしてギュッと握るその姿は、凛々しくさえあった。

			「私は、強くなる。絶対」

			　何か事情でもあるのか、非常にやる気の様だ。

			『何か目標があるのか？』

			「壁を突破する」

			『壁？　なんだそれ？』

			　話を聞くと、獣人というのは魔獣の様に進化をする種族らしい。

			　種族によって様々な条件があるが、進化を果たすと獣人内で尊敬され、敬われる。

			　ただ、大多数の獣人は進化できずに死んでいく。

			　進化するのはそれくらい大変だってことだ。

			　しかも少女の種族である黒猫族から、進化した者が過去において一人もおらず、獣人族の中でも下っ端扱いなのだとか。

			　少女の両親も何とか進化しようと無理を続け、冒険のさなか力尽きてしまった。その後、残された少女は奴隷商人に目を付けられ、捕えられてしまったという訳だ。

			　少女は両親の遺志を継ぎ、進化を果たすことを目標にしているという。

			『うんうん、ええ話や！　気に入った！　俺がお前を絶対に進化させてやる！』

			「本当？」

			『おう！　まずはビシバシ鍛えて、強くしてやろう。そして、ダンジョンに行ってLv上げて、進化だ！』

			「ありがとう」

			『良いってことよ！　装備者と剣って言ったら他人じゃないんだ！　えーと、そう言えば名前は？』

			　名前をまだ聞いていなかった。大事な装備者なのに。

			　ただ、少女の答えは半ば予想通りだった。

			「ない」

			『やっぱり名前がないのか？』

			「ない」

			　確かに氏名がなしになっていたが、本当にないとは。

			『なんで？』

			　親がいたんなら、名前がないということはないと思うが。

			「奴隷契約をすると、名前がなくなる」

			『うーん？　どういうことだ？』

			「新しい主人は名前を決めたい人もいる。だから、名前を消される」

			　なるほど。契約を利用して、名前を名乗ることを禁止されるってことかね。なんかユバ○バに名前を取られた千○みたいだな。

			「八歳の時に奴隷にされて、名前を消された」

			　という事は四年も奴隷として生活してなお、目標を成し遂げようという心を失わなかったことになる。きっと酷い生活を送ってきただろうに。ちょっと尊敬しちゃったぞ。

			『そうか……じゃあ、元の名前は？』

			「フラン」

			　昔飼ってた犬の名前だけど、まあいいか。俺的にも呼びやすいし。

			『うーん。じゃあ、君の名前はフランだ』

			「いいの？」

			『だめ？』

			「ううん。ダメじゃない。私はフラン」

			　実は嬉しいらしい。しっぽをピンと立ててコクコクと頷いている。

			　これで呼びやすくなった。

			　だが、次にフランから発せられた言葉に、俺は戸惑ってしまった。

			「あなたの名前は？」

			『え？　俺？』

			「そう」

			　転生してから誰とも会話してこなかったので気にならなかったが、そう言えば名前がなかったな。間抜けなことに全然気が付いてなかった。

			　生前の名前もまだ思い出せないし、ステータスを見ても名称は不明だ。

			　くそ！　もっと早く気にしてればかっこいい名前を考えてたのに！

			『えーと……』

			「ないの？」

			『はい』

			「じゃあ、私が付ける」

			　まあそれもいいかな。装備者だしね。

			　フランの好きな名前で呼んでもらえば、愛着も持ってもらえるだろう。

			　別に名前にこだわりもないし、好きに呼べばいいさ。

			「うーん……？」

			『ドキドキ』

			「ふむー……？」

			『ワクワク』

			「むむー……。決めた」

			『お！　そうか！　それで？　それで？』

			「師匠」

			『は？』

			「師匠」

			『なんで？』

			「私を鍛えてくれるって言った。だから師匠」

			『あー、他に候補はないの？　それ一択？』

			「ない。よろしく、師匠」

			〈名称が、師匠に設定されました〉

			　うわー！　アナウンスさんが降臨された！　嘘、師匠で決定？　まじで？

			「嫌？」

			　相変わらずの無表情なのだが、微妙に不安そうな顔をしている。ほんの少しだが。

			　そんな顔をされたら嫌とは言えないじゃないか！

			『嫌じゃないよ！　いい名前だなー！』

			「ん」

			　ということで、俺の名前は師匠に決定したのだった。なんか、剣の名前としてどうなのかと思うが、フランが気に入っているならいいや。そう、自分に言い聞かせた。

			『じゃあ、これからどうするか。そもそも、奴隷商人が死んだけど、契約はどうなってるんだ？　解除されたとか？』

			「されてない。首輪が外れてないから」

			　フランが首輪を指差す。

			　首輪をどうにかしないといけないようだ。

			『壊すのはダメ？』

			「ん。壊れたら、死ぬ」

			『え？　まじ？』

			「まじ」

			　おお、ヤバい。ちょっと切ってみようとか考えてたよ。

			『どうすれば契約を解除できる？』

			「契約書を破ればいい」

			『契約書か。こいつ持ってないかな？』

			「ん。探してみる」

			　フランが奴隷商人の死体を漁り始めた。

			　これでどこにもなかったらどうしよう。どこか別の場所に隠してたり。

			　だが、俺の不安は杞憂に終わったようだった。

			「あった」

			　フランが商人の懐から羊皮紙の束を取り出す。その内の一枚がフランの契約書だった。

			　この薄汚れた羊皮紙が、フランを奴隷に貶めている元凶か。

			　これさえどうにかすれば、フランが解放されるのだ。

			『破り捨てちまえ！　そんなもの！』

			「ん！」

			　フランは羊皮紙をガシッと掴むと、うーんと唸りながら力を込めた。

			　だが、全然破れない。

			　何度も何度も力を込めるのだが、フランの力では破けないようだった。

			「……だめ」

			『じゃあ、ぶった切ろう。契約書を地面に置いてみろ』

			「ん」

			　フランは俺を大上段に構えた。

			　そして、力いっぱい振り下ろす。

			『よっしゃ！　成功だ！』

			　契約書が真っ二つになった直後だった。

			　パキン！

			　奴隷の首輪が自然に外れる。

			「首輪、取れた」

			『おお！　体は大丈夫か？』

			「大丈夫。問題ない」

			　奴隷の首輪からはもう何の魔力も感じられない。本当に契約は解除されたようだ。

			「ありがと」

			　おおう。猫耳様のハニカミや！　眼福眼福。

			　しっかし、かわいいね。良く見たら美少女だし。これは成長したら周りが放っておかないだろう。

			　ダメだ。許しませんよ。フランと付き合うなら、俺を倒してからにするんだな！

			「これ」

			　俺が独りで燃えていたら、フランが何かを拾い上げた。

			　奴隷商人が持っていたズダ袋だ。

			『何か入ってるのか？』

			　中を見てみる。なるほど、色々入ってるね。

			　まずお金が数枚。この世界の通貨単位がよく分からないのでどれくらいの価値があるのかは分からないが、銀貨と銅貨みたいなので、超高額ということはないだろう。

			　あとは道具がいくつか。なんと魔道具らしい。

			　光を灯すトーチの魔道具。飲み水を生み出す小さい水差し。腕力を僅かに上昇させてくれる腕輪などらしい。

			　大した能力ではないが面白いな。実演してもらいたいが、この場所だと魔道具は起動しない。

			　俺もここは落ち着かないし、とりあえず魔力吸収地帯を離れてもらうことにした。

			『魔力吸収地帯がどこまで続いているか分からないが、まずは森から抜けよう』

			「わかった」

			　馬車からナイフや調理器具や服などの目ぼしい物をいただき、移動開始だ。もちろん熊は収納済みである。次元収納を一瞬発動させるだけで仕舞えた。

			　刀身を馬車の幌で包んでもらい、小男のズボンベルトでフランの背中に括り付けられる。

			　フランは小柄なのでもう少しで地面にこすられてしまいそうだな。気を付けるように頼んでおかないと。

			　ちなみに、フランはボロ布を巻きつけただけの格好から、馬車の中にあった粗末な服に着替えている。奴隷にしか見えなかったのが、浮浪児程度にはなったかな。

			『じゃあ、いくか』

			「ん」

			　俺を装備している効果でフランの身体能力はかなり強化されていて、フランはそのことに相当驚いているようだ。

			　その後、三〇分もかからず森を抜けられたことに、フランは目を白黒させていた。

			「すごい。師匠すごい」

			『はっはっは。そうだろう』

			「ん」

			『さて、これからどうしよう。何かあてはある？』

			「うーん。町がある」

			『この辺に？』

			「あっち」

			『あっちって……。正確な距離とか分からないか？』

			「さあ？」

			　どうやら奴隷商人たちの、東に進むという話を偶然聞いていたらしい。フランは方向感覚のスキルがあるので、進んできた方角くらいはなんとなく分かっている。その結果が、「あっち」というアバウトな回答に繋がる訳だ。

			『じゃあ、まずはそこ行くか』

			　なんかなし崩し的に、旅立ちの時だった。

			


			　町へ向かう道中で気が付いたのだが、鑑定をレベルアップさせた効果で、俺自身のステータス表示にも多少の変化があったようだ。

			　まずは魔力伝導率という謎の項目が増えた。

			　フランに聞いても知らないという。

			　魔力を伝導する効率？　何なんだろうな？

			　俺はＡになっているが、これが良いのか悪いのかも分からない。

			　次に、スキルの表示形式の変更だ。

			　スキルの種類ごとに、ソートできるようになっていた。これで多少は見やすくなった。

			　また、どうやら火魔術などのスキルをカンストさせたことがトリガーとなって、ボーナスに項目が追加されたらしい。

			　それはスキルスペリオル化という物だった。

			　レベル１０に達したスキルを、スペリオルスキルという特殊なスキルに改変するボーナスだ。その代わりそのスキルはセットスキルから除外され、フランと共有できない俺専用のスキルになってしまうらしいが。

			　自己進化ポイントを１０も使うので、慎重に選ばないとならないのだ。

			　道々、俺についてもフランに教えた。隠すつもりもないし。他の奴らにばれないように、口裏を合わせないといけないしね。

			　元人間であること、魔石を吸収して成長すること、スキル共有や、装備者のステータスを上昇させる能力、等々を教える。

			「魔石……」

			『おう。まあ、ランクアップしたばっかだから、先は長いけどな』

			「ん」

			『あ、おい。何すんだよ』

			「ん」

			　ガンガン。

			　途中で倒した牙ネズミの魔石を、俺の刀身に押し当ててくる。吸収させてくれようと言うのだろう。やり方はかなり乱暴だが。

			『待て待て！　切らないとダメだから！　刃に当ててくれ！』

			「こう？」

			『そうそう』

			「ほんとに吸収した」

			『こうやって強くなっていくという訳だ。素材は売ったりもできるだろうし、魔獣を積極的に狩っていくぞ』

			「ん。了解」

			　その後は念話の実験だ。フランに出会って初めて使ったスキルだからな。色々と分からないことも多かったのだ。

			　スキルを使うと、双方向で念話可能なエリアを生み出す様なイメージである。これをフランだけに繋がる様に狭めれば、糸電話の様に俺たちだけで会話ができた。また、エリアを周辺に広げれば、俺の声を複数の人間に同時に届けることが可能だろう。捕まえて来た兎を使って実験してみたが、フランに声が聞こえている状態で、兎も俺の念話に反応していた。

			　ただ、フランの念話は兎には聞こえていないらしい。俺の念話エリアにいるからと言って、俺以外の奴らが念話での会話をすることはできそうにないということだろう。あくまでも、俺と念話をするためのスキルってことだな。

			　ここまでの道中は問題なくやれている。

			　やはり平原が特殊な環境だったらしく、森の外に出る魔獣は大した強さではなかった。精々、エリア２相当だろう。

			　食事面に関しては俺にお任せだ。

			　正気を失っていた時に上げてしまっていた料理スキルが生きたね。念動を使えば問題なく調理器具を使えるし、食材を掴むこともできた。斬ったり剥いたりは、剣である俺にとっては朝飯前だ。火や水は魔術で簡単に出すことができる。

			　食材は次元収納に確保していた魔獣だった。料理スキルのおかげか、見ただけで魔獣が食用かどうか分かるようになったのだ。

			　フランも俺と同じスキルを持っているのだから料理ができるはずだが……。

			　料理は俺が担当しようと思う。これも保護者としての務めなのだ。

			　さらに念には念を入れて毒耐性スキルなども装備し、吸収強化、消化強化、捕食といった食事に関するスキルも装備している。捕食スキルは食べた物を取り込み、その力を得るというスキルだ。どの程度の効果があるかは分からないが、装備しておいて損はないだろう。

			　現在、フランのステータスはこんな感じになっている。ちなみに、スキルはセットスキルと被っていない物だけだ。

			


			　　名称：フラン　年齢：１２歳

			　　種族：獣人・黒猫族

			　　職業：なし

			　　Lv：３

			　　生命：３９　魔力：２５　腕力：２４　敏捷：４６

			　　スキル：剣術１、夜目、剥ぎ取り上手、方向感覚

			　　称号：解体王、スキルコレクター、火術師、料理王

			


			　ステータス的にはゴブリンより圧倒的に強かった。

			　エリア３の魔獣や、イビル・ゴブリンとタメを張るくらいだろうか。

			　ちょっと前に取得した装備者ステータス上昇【中】で各数値がアップしてる上、腕力上昇【小】などのスキルの効果も発揮されているからだが。

			　レベル３でこれはかなりチートだと思う。下位の魔獣を相手に戦うのなら問題はないだろう。

			　セットスキルは場合に応じて付け直すけど、剣術や火魔術、ステータス上昇系はレギュラー決定だろうな。セットスキルの入れ替えにも大分慣れて来た。今なら戦闘中でもスキルの入れ替えができる程だ。

			　問題は所持金である。

			　こちらの世界の金銭単位は、世界共通でゴルドと言うらしい。だが、奴隷商からいただいた硬貨は銀貨二枚、銅貨二四枚。合計で二二四ゴルドだった。これは宿に一泊できるかどうか微妙なラインらしい。

			　らしいと言うのはフランもそこまで世間の相場を分かっている訳ではなかったからだ。知識としてなんとなく知っているだけらしい。

			　まずはお金をゲットしないと。それで防具や探索必需品を揃えるのだ。

			　一応あてはある。俺が次元収納に仕舞っている魔獣の死骸だ。

			　フランによると魔獣から素材を取って売るのが冒険者の主な収入源らしい。収納内の素材を売ればいくらかの金にはなるだろう。

			　なので持ち込み前にきちんと解体して、売れそうな素材を選別するつもりだ。

			　ただ、高位の魔獣の素材をフランの様な少女が大量に持ち込んだら目立ってしまうかもしれないので、最初はあまり強くない魔獣の素材から売ろうとは思っている。

			　まあ、それもこれも町にたどり着けたらの話だが。

			『よし、できた』

			　現在、俺たちは野営の最中だ。フランは素材の解体中である。

			　ついさっき知ったが、装備者登録さえしてあれば離れていてもスキル共有が行われるようだった。ステータス上昇もバッチリ効果がある。なので多少離れていても、フランは解体スキルを使えていた。

			　フランはナイフを片手に、地面に横たわった魔獣の死体をせっせと解体している。

			　血の匂いで魔獣が寄ってこない様に、浄化魔術による消臭結界を展開中だ。これもフランが自分で張った。得たばかりの魔術スキルをすでに使いこなしてるみたいだな。

			　俺はフランの食事を準備中だ。奴隷商人の馬車から持ち出した鍋と食材と魔獣肉で、シチューを作った。道中に摘んできた薬草も使い、栄養も完璧だ。しかも、料理１０なので味も完璧──なはずだ。味見ができないのが本当に残念だぜ。

			　今後もこの分担が基本になるはずだ。

			　俺が調理や見張りを担当し、フランは解体を担当する。

			　魔石は俺がいただき、その他の部位はフランが売ったり、食べたりするのだ。

			『フラン、できたぞ』

			「ん」

			『水で手を洗えよ』

			「──アクア・クリエイト」

			　フランは自分で出した水で、パチャパチャと手を洗っている。魔力に関しては問題ない。

			　装備者であるフランは俺の保有魔力を利用できるので、水程度はいくらでも生み出せるのだ。

			『解体は終わったか？』

			「大体は。でも、あれだけ無理だった」

			『ああ、亀か』

			　フランの視線の先にはブラスト・トータスの死体がデンと鎮座している。解体スキルが１０でも、あの固い甲羅はただのナイフじゃ解体できなかったみたいだ。

			　まあ、仕方ないだろう。上位の魔獣だし。

			　昨日もタイラント・サーベルタイガーを解体できていなかった。主に道具の問題で。

			『今日も、俺の出番か』

			「おねがい」

			『おう、任せとけ。フランは飯食ってていいぞ』

			「ん。ありがと」

			　さて、フランが食べ終わる前にとっとと解体しちゃいますか。

			


			　フランと出会ってから三日目。

			　俺たちは町を目指して歩き続けていた。

			　俺は人目に付かない様に幌に包まれ、フランに背負われている。ふわふわ浮いてるところを目撃されたら言い訳できんしね。

			　


			　

			　


			『なあ、町って、簡単に入れるものなのか？』

			「ん？」

			『いや、通行料とか、身分証はいらないのか？』

			「知らない」

			　フルフルと首を振るフラン。可愛い──。

			　いやいや、そうじゃなかった。

			　フランは奴隷だったし、自分で手続きをして町に入ったことがなかったんだろう。だがそのせいで情報が全然ない。

			『人でもいれば情報を得られるかもしれないのに』

			　ここまでの三日で、人のいた痕跡さえ見つけられていなかった。

			　何故だ？　行商人や旅人はおろか、盗賊などもいない。

			「街道じゃないから」

			『え？　どういうこと？』

			「この辺は街道から外れてる」

			　奴隷商人は時間短縮のため、魔獣が多発するヤバイエリアを突っ切って移動していたらしい。

			　その挙句襲われて全滅したのだからご愁傷様である。

			　奴隷たちを巻き込まずに自分たちだけだったらよかったものを。

			『え？　街道とかあるのか？』

			　そりゃあ魔獣の出没する原野になんか、そうそう人がいるはずもない。

			『どこだ？』

			「歩いてればその内出ると思う」

			『だといいが』

			「大丈夫。多分」

			　ということで進み続けること四時間。

			　途中で兎などの動物を狩ったり、自己進化ポイントを何に使うか話し合ったりしながら、のんびりと進んだ。

			　スキルのレベルを上げたり、ステータス上昇スキルを取ったりとか色々と案は出たが、結局は鑑定遮断とメモリ増加【中】を取得することにした。

			　鑑定遮断はその名前の通り、相手の鑑定を防いでくれるスキルだ。フランが言うには、喋る剣というのは珍しいらしい。今後の面倒事を避けるためにも取得しておいた。

			　メモリ増加【中】は、セットできるスキルの数が増えるというお得なスキルだ。俺たちの強みの一つはスキルの多彩さだからね。セットできるスキルが増えるのは、単純に戦力の強化に繋がるのだ。これは取得しておかないと。

			　そうやってあれがいい、これがいいと話しながら進んでいた俺たちは、前方に待望の街道を発見していた。

			『やった、道だぞ！』

			　地面を削って草を抜いただけの、獣道よりはマシ程度の道だ。だが、長年の行き来で地面が踏み固められ、轍の跡がはっきりと残っている。それは紛れもなく、道だった。

			　フランの方向感覚を頼りに、町があると思われる方角へと歩を進める。

			「む、生き物の反応がある」

			『人じゃなさそうだな』

			　気配察知スキルで、相手の大きさや動きがなんとなく分かる。この気配は何度も感じたことがあるな。多分ゴブリンだ。

			「狩る？」

			『一応な。素材が売れるかもしれないし。魔石も吸収できるしな』

			「了解」

			　コクリと頷くと、フランが街道から外れて駆け出した。

			　すでに脚力上昇スキルなどを使いこなしており、木々の間を風の様に駆け抜ける。

			「いた」

			　ゴブリンたちは街道の脇に生える茂みの裏に身を隠していた。街道を通る者を待ち伏せしているのだろう。

			　その数は三匹。

			　フランは気配を消してゴブリンたちへ後ろから回り込んでいくと、音もなく背後から襲い掛かった。

			「ふっ」

			「ギ？」

			　背中から叩き斬られた一匹が、グラリと崩れ落ちる。

			「はっ！」

			　即座に返す刀で残った二匹を切り捨てる。スキルに慣れてきたおかげで、技の出が速くなったな。

			　ゴブリンたちは自分の身に何が起きたのか気づいてもいなかっただろう。

			　一匹目の死体が地面に倒れ伏す前に、戦いは終了したのだった。

			「師匠、あとはお願い」

			『おう、任せとけ』

			　魔石を吸収した後は、素材として利用できるらしいゴブリンの角を切り取る。フランがかなり昔にそんな話を聞いたことがあるらしい。

			　残った死体は次元収納に放り込んでおいた。街道近くに放置して大型の魔獣を呼び込んだらまずいからな。

			「師匠、あっちにもゴブリン」

			『まだいたか』

			「どうする？」

			『どうせ進行方向なんだし、やっておくか』

			「ん」

			　フランが再び駆け出す。しかしその先では思いもかけない光景が繰り広げられていた。

			「くそっ！　あっちいけゴブリンども！」

			「ギィギギ」

			「グルルア」

			　一台の馬車がゴブリンたちに襲われていたのだ。

			　ゴブリンの数は六匹、対して馬車に乗っているのは一人の様だ。

			『またゴブリンか』

			「助ける」

			『おう頑張れ』

			　再び気配を消して、背後からの奇襲だ。

			　剣技、トリプル・スラストで三匹を斬る。三連撃な分威力が弱い剣技だが、ゴブリン相手なら何の問題もない。

			「た、助かった！」

			「ギィイ！」

			「うるさい」

			　突然現れたフランに向けて威嚇の声を上げるゴブリンたち。だがフランは容赦なくザシュザシュッと斬りつける。

			　残った一匹が逃げようと背を向けるが、フランは俺を投げつけ、止めを刺すのだった。

			　投擲スキルのおかげできっちり腹を貫いている。逸れたらこっそり軌道修正をするつもりだったが、必要なかったな。

			「あ、ありがとう、お嬢ちゃん。助かったよ」

			「ん」

			「しかし強いな。一人なのか？」

			「……」

			「いや、話したくなければ、話さなくていいんだが」

			　単にフランが無口なだけなのだが、その態度を見て語りたくないのだと勘違いしたようだ。

			　実際、下手に情報を渡したくはないのでありがたい。俺はフランにこのまま勘違いさせておくように念話で指示した。

			（わかった）

			「なあ、もしよかったら、馬車に乗っていくかい？　アレッサへ向かっているんだろう？」

			　アレッサというのは俺たちが目指していた町のようだ。

			　しかしこの男、優男に見えて結構強かだな。

			　厚意で馬車に乗せてやろうと言いつつゴブリンから助けてもらった借りを相殺し、さらには護衛も手に入れる気だ。

			　俺たちも情報が欲しいので、彼の提案に乗ることにしたが。しかし命の借りはそんなに軽くはないんだぜ？

			　フランに言葉を指示する。

			「町まで護衛してあげてもいいけど？」

			「あ、うん。そうか」

			　ふふん。苦笑いしてるな。

			「知りたい情報と引き換えで、護衛料はタダでもいい」

			「はははは。面白いね。気に入った！　乗ってくれよ」

			「ん」

			「僕はランデル。君は？」

			「フラン」

			「じゃあ、道中よろしく頼むよ、フランさん」

			　馬車に乗る前にゴブリンの角を剥ぎ取ることも忘れない。

			　俺たちは早速男に聞いてみた。まあ、フランが聞くんだが。

			「ゴブリンの角は売れる？」

			「ゴブリンの角かー、すごく安いよ。一応魔力触媒になるけど、品質は最悪だしね」

			　なんとそうなのか。剥ぎ取りさせて損したな。

			　だがランデルはさらに語る。

			「でも、邪人は発見次第の駆除が推奨されてるから、冒険者ギルドに持っていけば報酬が出るはずだよ」

			　鑑定で見た説明にも駆除推奨って書いてあったな。

			　考えてみるとずいぶんと恣意的な説明だ。

			　なにせ、明らかにゴブリンと敵対してる側からの説明だったし。そもそも、あの説明は誰が書いてるんだ？　神様？　だとしたら、邪神を滅ぼした側の神様なんだろう。メチャクチャ偏った内容だった上、邪悪って明記してあったし。

			　ゴブリン側からしたら、彼らなりの正義があって、人間を邪悪だって思ってるのかもしれないけどね。

			　ま、だとしても文句はない。だって、散々ゴブリンを殺した後だったんだ。あの説明に実は善良で、顔が怖いだけの気のいい奴らです。とか書かれてたら、さすがに罪悪感を覚えただろう。邪悪って書かれてたからこそ、免罪符的に感じることができたのだ。むしろ、狩りが捗ったくらいだった。

			　それが、説明文を書いた奴の目的かもしれないが。俺を焚き付けて、敵対している陣営の邪人たちを狩らせるつもりなのかもしれない。

			　説明文を書いた奴は、やはり神様？　そう言えば、この世界に転生した時に聞こえた男性の声。あれが神様だったりして。だとすると結構いい人そうだったな。少なくとも、俺を騙して操ろうとしている風には聞こえなかった。いや、それが作戦なのか？　いやいや、でも…………。

			　あー止め止め。情報がない状態で闇雲に疑い出したらキリがない。まあ、今のところ害はないんだし、深く考えるのはやめておこう。

			「脅威度Ｇの魔獣とは言え、あの数のゴブリンを簡単に倒す手際は見事だったよ」

			「脅威度？」

			　初めて聞くな。話の流れからして魔獣の強さとかランクを表す言葉か？

			「知らないのかい？」

			　その後、ランデルが脅威度について説明してくれた。まあ、雑談以外にすることもないし、結構丁寧に教えてくれたよ。

			


			　　冒険者ランク

			　　Ｇ　駆け出し、仮免扱い。まだ本物の冒険者じゃない。

			　　Ｆ　新人、見習い。一応冒険者扱い。

			　　Ｅ　一応一人前。胸を張って冒険者を名乗ってよし。

			　　Ｄ　中堅。パーティリーダーもやるよ。

			　　Ｃ　そこそこのベテラン。一般人から見たら超人。

			　　Ｂ　冒険者でもトップクラス。小さいギルドだったらランクが一番上でもおかしくない。

			　　Ａ　英雄、国に数人しかいない。一般人も名前を知ってる。吟遊詩人が普通に歌うレベル。

			　　Ｓ　神話級。世界に八人のみ。王様も頭を下げ、各冒険者ギルドのギルマスに命令できる。

			


			　　魔獣の脅威度ランク

			　　Ｇ　雑魚、成人男性なら勝てる。ゴブリン、牙ネズミ。

			　　Ｆ　小規模商隊が全滅する。オオヒグマ、ウルフ五頭。

			　　Ｅ　村が全滅の危機。レッサーワイバーン、オーガ。

			　　Ｄ　町が全滅するレベル。レッサーヒュドラ、ブラスト・トータス。

			　　Ｃ　大都市が全滅。騎士団出動案件。タイラント・サーベルタイガー、下級悪魔。

			　　Ｂ　国が全滅。全軍出動の危機。上級悪魔、上級ドラゴン、王級巨人族。

			　　Ａ　大陸が全滅する脅威。悪魔王、王級ドラゴン、リッチ。

			　　Ｓ　世界規模の危機、神話級の魔獣。フェンリル、神級ドラゴン。

			


			　冒険者ランクは、自分のランクと同じ脅威度の魔獣に対して、パーティを組めば倒すことができるというのが目安らしい。もしくは、一つ下の脅威度の魔獣を単騎で倒すことができるレベルである。

			　ゴブリンは最下級だった。だが、群れている場合は脅威度が上がる場合もあるらしく、五匹でランクＦになるんだとか。

			　それを一人で退けたフランは、冒険者ランクＥ相当の力はあるってことだな。

			「しかし、こんな街道でゴブリンの群れに襲われるなんて、今までなかったんだけどな」

			「そうなの？」

			「ああ、この街道は冒険者が定期的に巡回してるし」

			　冒険者ね。ギルドもあるみたいだし、これぞファンタジーだよな。今からギルドに行くのが楽しみだ。

			「ゴブリン一、二匹なら、僕でも追い返せるんだよ」

			　ちなみに、ランデルのステータスはこんな感じだ。

			


			　　名称：ランデル　年齢：３９歳

			　　種族：人間

			　　職業：商人

			　　Lv：１３

			　　生命：３２　魔力：１５　腕力：２０　敏捷：２２

			　　スキル：運搬３、御者２、交渉２、算術５、商売６、槍術３、話術２

			　　装備：卑鉄の槍、牛革の胸当て、蜘蛛糸の外套

			


			　まあ、一対一でゴブリンには負けないだろうけど、囲まれたら厳しそうだ。むしろ、Lv４なのにランデルを超える、フランのステータスのチートっぷりが酷い。

			「どうも、ここ一ヶ月ぐらい、魔獣の動きが活発なんだよ」

			　一ヶ月前か。俺がエリア５の攻略をしてた頃だな。

			「なんで？」

			「魔狼の平原で何かがあったみたいだね」

			「魔狼の平原？」

			「知らないかい？　ここから東に行ったところにある、Ａ級魔境さ」

			「有名なの？」

			「もちろん。十大魔境には劣るけど、Ａ級だからね」

			　魔境というのは、ダンジョンなども含めた、魔獣の支配する領域を指すらしい。それぞれの危険度でＧ～Ｓにランク分けされており、Ａ級は上から二番目のランクだった。

			　Ａより上は、十大魔境と呼ばれるＳ級のヤバい場所しかないので、Ａ級でも十分危険な場所と言える。

			　そんな場所で狩りをしてたのか、俺。

			　そう言えばボスは強かったしな。

			　ただ気になることが一つ。

			「なんで魔狼の平原って言うの？」

			　あの平原に狼タイプの魔獣はほとんどいなかった。むしろ西のエリアボスは猫科だったし。

			　魔狼の平原と呼ばれる理由が分からなかった。

			「大昔、あの平原でフェンリルっていうＳ級の魔獣が死んだっていう伝説があってね。今でもフェンリルの魔力が平原の中心部に残っているそうだよ。そのせいで、中心に行けばいくほど魔獣が弱くなるっていう、面白い特性があるんだ」

			　なんと、結界だと思っていたのはフェンリルさんとやらの魔力でしたか。しかももうお亡くなりになってるとか。

			　あの結界が無ければもっと過酷な生活になっていただろうし、フェンリルさんにはぜひお礼を言いたい。

			　ただ、そんな場所に俺が刺さっていたのは何か関係があるのか？　気になるな。

			「平原の中心には、祭壇みたいなものがあるらしいけど、それがどういった由来の物か、分からないんだって。いろんな人が調べたけど、不明なままらしいよ」

			『え？　俺は？　剣が刺さってたとかいう情報はないのか？』

			「祭壇に、剣が刺さってたりは？」

			「剣？　さあ、聞いたことがないな」

			『うーむ。俺の由来が分かるかもしれないと思ったけど、そう簡単にはいかないか』

			　ランデルはそれ以上の情報を持っていなかった。残念だ。

			「魔狼の平原は、枯渇の森っていう、魔力を吸収する特殊な森に囲まれてるんだ」

			　あれには俺も苦労させられた。二度と入りたくない場所だ。

			「そのおかげで、魔狼の平原の魔獣たちが外に出て来ないんだけど、平原の影響が全くないわけじゃないんだよ。数年に一度、縄張り争いがあったりして、大型の魔獣同士の戦闘が起きるんだ」

			　なるほど、エリアボスの世代交代みたいなことかな？

			「その時に、枯渇の森や、その周辺に住む魔獣たちが怯えてとても攻撃的になる。強い魔獣たちの気配に怯えて逃げてきた魔獣が、街道に出没したりもするし。今回も、縄張り争いが起こったんじゃないかな？」

			　これ、完全に俺のせいだよな。なにせエリアボスを全狩りしたし。

			　その戦闘の余波がこの辺まで及んでしまったという訳か。てへぺろっ。

			　ランデルは街道を引き返すか迷ったが、戻ると運搬依頼の期限に間に合わないため、無理をして進んできたらしい。

			　はっはっは。すまなかったランデルさん。お詫びに、どうにかふんだくろうと計画していた護衛料はせびらないでおくからな。いや、まじでごめん。

			


			　ランデルの馬車に揺られること二時間。

			「お、アレッサの町が見えたぞ」

			　遥か彼方の丘の上に、壁の様なものが見えた。町を囲む防壁らしい。

			　見えたと言っても大分遠いけど。

			　さらに二時間ほど馬車に揺られて、ようやく全貌が見えて来た。

			　近くで見ると結構でかいな。

			　ランデルの説明によるとこの辺りでは一番大きい町らしい。住民の数は一万。

			　大きな冒険者ギルドがあるのもこの地域ではアレッサの町だけらしい。

			　そう言えば大事なことを聞いていないのを思い出した。

			「町の入場料は？」

			「ああ、三〇〇ゴルドだね」

			　やばい、足りない。

			　ゴブリンの角は冒険者ギルド以外だと安いらしいし、どうしようか。

			　ついでに他の相場も全部聞いてしまおう。それで必要経費を計算して、今後どうするかの計画を立てる。

			「宿屋は一泊いくら？　一番安くていい」

			「宿ね。最低ランクの宿で、二〇〇ゴルドくらいかな。もちろん素泊まりで」

			　定食の平均が五〇ゴルド。パンが一つ一〇ゴルド。安いナイフが三〇〇ゴルド。風呂屋は一回で二〇ゴルド。

			　大体そんな感じらしい。一ゴルド一〇円くらいの感覚か？

			　貨幣としては銅貨一枚一ゴルドで、銅貨→大銅貨→銀貨→大銀貨→金貨→大金貨と、一〇枚で一つ上の貨幣となる。ランデルも大金貨は見たことがないらしい。

			「ゴブリンの角をギルドに持っていくといくら？」

			「二本一組で二〇ゴルドだね。商人に売ったら一組五ゴルドくらいだと思うよ」

			　安！　ゴブリン安！　一日一〇匹以上狩らないと宿代も稼げないとは……。

			　しかしどうするか。今持っている八匹分の角を全部ランデルに売っても、三〇〇ゴルドに足りないんだけど。

			　平原で倒して次元収納に仕舞っておいた魔獣の素材を売るか？

			　そう思ったんだが、ランデルは買い取れないという。

			「僕が扱う商材は食品や武具が主だからね。ゴブリンの角みたいに、安くてどこにでもある様な物ならともかく、専門的な査定は無理なんだ」

			　まじか、どうしよう。安くてもいいから無理に引き取ってもらうとか？　でも、それは勿体ないよな……。

			　悩んでいると、俺の探知が新たな気配を捉えていた。

			　街道の先だ。

			　ランデルに速度を落とすように言うと、先行して偵察をする。

			　御馴染みのゴブリンたちが茂みに隠れていた。毎度の如く待ち伏せ中なのだろう。

			　フランの剣技と俺の魔術を駆使し、一瞬でけりをつける。

			　五匹のゴブリンたちから角を剥ぎつつ、一匹が持っていた剣に目を付けた。

			　木の棍棒は全く値段が付かないという話だったが、剣であれば多少は金になると思ったのだ。

			『ラッキーだったな。これをランデルが買い取ってくれれば、三〇〇ゴルド達成できるかもしれん』

			　戻ってランデルに聞いてみると、一〇〇ゴルドで買い取ってくれた。思ったより高かったな。

			「そんなに高く？」

			「青銅製だけど、状態が良いからね。きっと、冒険者などから奪ったばかりだったんだろう」

			　運が良かったな。これで町に入れる。

			　ゴブリンの角は売らずに、ギルドに提出するとしよう。

			　道中、さらに一匹魔獣を狩ってランデルに買い取ってもらった。

			　ブラック・バグという五〇センチくらいある黒いカナブンの魔獣だ。甲殻が初心者用の防具に使われるらしい。これなら価値が分かるという事で、二〇ゴルドで買い取ってもらった。

			　しかし魔獣って安いな。下級とは言え、防具の素材になる様な魔獣でも二〇ゴルドか。武器持ちのゴブリンを狙った方が美味しいかもしれない。やはりゴブリンっていうのは、俺に狩られる運命にあるんだな。

			


			「よう。ランデルじゃないか。無事戻ってこれたのか？」

			「ああ、道中何度か危なかったけどな」

			「そのお嬢ちゃんは？」

			「道中で拾ってね。彼女の入場手続きも頼むよ」

			「了解だ。ランデルの馬車が通りかかるなんて、運が良かったなぁ。ランデルは結構強いし、心強かっただろう？」

			　門番のおっちゃんの言葉に、ランデルが苦笑いしている。実際はフランが護衛としてランデルを守ってやったのだが。

			　あまり目立ちたくないので、ランデルには道中で拾った旅の少女という事にしてもらっている。

			「じゃあ、三〇〇ゴルドな。これが仮入場証。三日間有効だ。それを過ぎると、再入場にまた金がかかるから、気を付けてくれ」

			　これも聞いていた話だ。正式な住民証か、冒険者カードがあれば今後は無料になるらしい。

			　なので急いで冒険者カードを作らないといけなかった。

			「アレッサの町にようこそ」

			　冒険者ギルドへの加入は年齢制限などはないらしい。ただ、適性テストというのがあり、それに通らなければカードは発行してもらえないということだ。

			「じゃあ、僕は店へ戻るよ。フランさんは早速冒険者ギルドかい？」

			「ん」

			「僕の店は、西の大通り沿いにある。暇ができたら、ぜひ訪ねてくれよ」

			　それだけ言うと、ランデルは去って行った。

			　去り際にも何も聞かない。世間知らずなのに凄腕。そんなアンバランスな少女が、一人で街道を歩いていたのだ。訳ありなのは間違いない。なのに、最後までそのことには触れなかった。いい人である。

			　纏まったお金が手に入ったら訪ねてみよう。冒険者相手に商売をしているようなことを道中に言っていたし。

			『じゃあ、行くか』

			「ん」

			


			　俺たちはランデルに教えてもらった、冒険者ギルドへの道を歩いていた。

			　うーん、綺麗な町だな。中世ヨーロッパ的な町だ。

			　いいね、ファンタジー感が半端ない。

			　それにこの世界に来て、初めてこんなに大勢の人間を見た。それだけでも、テンションが上がってきてしまう。

			　さらに俺を興奮させるのが、人間の中に交じって歩く異種族の方々であった。

			　ケモミミケモシッポを生やした獣人のおっさんや、イメージをぶち壊すキョニューなエロフ──もといエルフのお姉さん。髭もじゃのドワーフや蟲っぽい羽を生やしたお兄さんなど、多種多様な種族が通りを歩いている。

			　そう言った人々に紛れて冒険者風の男たちの姿もチラホラと見かけることができた。

			　ステータスを確認してみるとさすがにフランよりも弱い奴はいないな。同じくらいの奴は結構いるが。

			　それにスキルのレベルと量は俺たちの方が圧倒している。

			　見かけた中で一番スキルレベルが高かった冒険者でも、剣術５が最高だった。俺の剣術７の異常さがよく分かるな。

			　スキルを使いこなせばステータス上で格上の相手にも勝つことが可能だ。それは、平原での戦いで、理解している。

			　むしろ多少のステータス差など、スキルの差の前では無意味と言える。

			　それで考えればフランが冒険者としてやっていくのは問題なさそうだ。

			　ただ、俺は違うことで落ち込まずにはいられなかった。

			　冒険者が装備していた武器の性能を見てしまったのだが──。

			


			　　名称：上質な鋼のロングソード

			　　攻撃力：３９８　保有魔力：５　耐久値：６００

			　　魔力伝導率・Ｆ

			　　スキル：なし

			


			　俺と同じロングソード。それでいて攻撃力が俺よりも勝っていたのだ。それ以外で勝っていると言っても何の慰めにもならない。剣として負けた気分である。

			　さらに追い打ちをかけるのはその素材だ。

			　上質な鋼。

			　つまり、ミスリルやオリハルコンと言った伝説上の金属ではなく、単なる鋼に負けたという事実。それが、俺を打ちのめしていた。

			　その後もことごとく高い攻撃力を誇る武器たちが、俺の目に飛び込んでくる。

			　五人に一人くらいはそんな武器を持っているのだ。

			　そして極め付けが目の前を歩く男の腰にぶら下がっていた。

			


			　　名称：ミスリル合金のダガー

			　　攻撃力：４２３　保有魔力：２０　耐久値：７００

			　　魔力伝導率・Ｄ＋

			　　スキル：なし

			


			『は、はははは……』

			　もう笑うしかない。

			　ああ、俺ってなまくらだったんだ。魔獣を倒していきがってました。

			　俺など所詮、話せるだけの装飾過多の剣にすぎなかったのだ。

			「どうしたの」

			『ああ、フラン。俺はもうダメだ』

			「う？」

			　俺はフランに説明した。

			　俺など、スキルがなければそこらへんの武器にも劣る駄剣なのだという事を。

			　きっと金持ちが金に飽かせてつくった成金ソードなのだ。

			　ナデナデ。

			　説明を終えた俺をフランがナデナデしてくれる。

			『フラン……』

			「ん」

			『俺なんかを慰めてくれるのか？』

			「師匠にはスキルがある」

			　ええ娘や！

			　そうだな。攻撃力は市販品の剣に劣る駄剣でも、スキルによるサポートは可能だ。

			　むしろそれしか価値がない。

			　決めたぞ！　スキル王に、俺はなる！

			　ただ、俺みたいななまくらじゃなくて、ちゃんとした剣を買ってやりたいね。

			　今は俺を使ってもらうしかないが、いつか強い剣を買ってやろう。

			　そのためにも冒険者ギルドに登録して、バリバリ金を稼がないとな！

			『よし、心配かけて悪かったな。もう大丈夫だ。冒険者ギルドに行こうぜ』

			「ん」

			　道中俺のせいで余計な時間を喰ってしまったが、ようやっとたどり着いたぞ冒険者ギルド。

			『でかいな』

			　その建物は周辺の施設と比べても、かなりの大きさだった。

			　それだけ冒険者の数も多いということなのだろう。

			『たのもう！』

			　気合を入れる。ま、誰にも聞こえないけどね。

			　中は思ったよりも清潔だった。

			　もっとこう、場末の酒場みたいな、威圧感たっぷりの内装を期待していたんだが。

			　少しだけお高いホテルのフロントみたいである。

			　まあ、あまりにも酷かったらギルドの評判にもかかわるだろうしな。

			　ただ、入ってきたのが一二歳の少女一人ということで、かなり注目を集めていた。

			　カウンターに向かう間も、周囲にいる冒険者たちの視線が付いてくる。

			「ここは冒険者ギルドですが……」

			「知ってる。登録がしたい」

			「あ、はい。お一人ですか？」

			「一人」

			　いくらこの世界でも、一二歳の少女が一人で冒険者登録に来るのは珍しいらしい。

			　これが武器防具も万全で、一二歳だけど幼い頃から鍛錬してます的な雰囲気があったり、狩人としてブイブイ言わせてますけど何か？　的な子供だったらまだましだったのだろう。

			　フランは防具も身に着けていない。

			　むしろボロボロの格好で、どう見ても逃亡奴隷にしか見えないだろう。

			　あまりにも場違い過ぎた。

			　立ち直った受付のおねーさんが説明をしてくれる。

			「登録は誰でもできる訳ではなく、テストがあります」

			「ん」

			「実戦形式のテストとなりますが、よろしいですか？」

			「いい」

			「本当によろしいのですか？　怪我をする場合もありますが」

			「平気」

			「何があっても、当ギルドは責任を負いませんが」

			「大丈夫」

			「そう、ですか……。分かりました、少々お待ちください」

			　フランがテストを受けることが分かったのだろう。冒険者たちがザワついている。

			　絡んでくる者はいないが、あまり歓迎されている雰囲気ではなかった。

			　こんな子供が冒険者になろうだなんて、舐められたもんだな的な雰囲気だ。

			　当然だよな。俺だって彼らの立場なら同じように感じていただろうし。

			『大丈夫か？　フラン』

			「ん？」

			『いや、分かってないならいい』

			　暫く待っていると受付嬢が戻ってきた。

			「お待たせしました。こちらへどうぞ」

			「ん」

			　案内されたのはギルドの裏手にある、四方を壁に囲まれた広いグラウンドだった。ギルドの訓練場らしい。

			　その訓練場に、厳つい男が立っている。

			　身長は二メートル以上あるだろう。しかも、黒くてトゲトゲのゴツイ全身鎧を着こみ、まるで世紀末覇王だ。脇に立てかけてある巨大な戦斧が、その威圧感をさらに倍増させていた。

			　背後からゴゴゴゴっていう効果音が聞こえてきそうだな。

			　普通の子供だったら目を合わせただけで泣き出すだろう。

			　魔獣の威圧感に慣れているはずの俺でさえちょっと驚いたからな。

			「お前が登録希望者か？」

			　うぉー。睨まれただけで、凄い威圧感。

			「ん」

			　しかし、フランに怯えた様子はない。いつも通りの態度だった。

			　うちの娘は大物だ！

			「俺が試験官のドナドロンドだ」

			　ドが多過ぎだろ。言いづらい。

			「試験内容は簡単だ。俺と戦ってもらう。あまりにも簡単に敗北するようでは、合格はやれん！」

			「わかった」

			「言っておくが、俺は手加減が苦手だ。本気で行くからな。怪我したくなければ、今すぐにでも立ち去れ！」

			　ドナドロンドが叫んだ瞬間、凄まじい圧力が俺たちにのしかかった。

			　明らかに威圧のスキルを使ってるよな？　戦いはもう始まってるってことか？

			『よし、いっちょやったるか！』

			「ん！」

			


			　俺たちは冒険者ギルドの訓練場で、ドナドロンドというおっさんと向かい合っている。

			　凄まじい威圧感だ。

			　俺が人間の体のままだったら、土下座して命乞いをしてるかもしれん。剣で良かった。

			　さて、どんな感じの奴なんだろう。

			


			　　名称：ドナドロンド　年齢：４６歳

			　　種族：鬼人

			　　職業：大戦士

			　　Lv：３８

			　　生命：２４６　魔力：１３３　腕力：１９８　敏捷：１３１

			　　スキル：威圧４、運搬３、回復速度上昇５、危機察知４、教導４、再生５、瞬発６、土魔術２、投擲４、毒耐性７、伐採３、斧技６、斧術７、咆哮３、起死回生、気力操作、筋肉鋼体、自動生命回復、腕力上昇【小】

			　　装備：重錬鋼の大斧、黒鉄王亀の全身鎧、暴牙虎のマント、石竜の靴、身代りの腕輪

			


			　うげぇ！　強いんですけど！　ステータスでは完敗だ。

			　このオヤジ、肉体の能力だけでレッサー・ワイバーンを上回るぞ。

			　しかもスキルも多彩で、高Lv。武具も高ランク。

			


			　　名称：重錬鋼の大斧

			　　攻撃力：６５０　保有魔力：３　耐久値：６５０

			　　魔力伝導率・Ｅ＋

			


			　攻撃力６５０？　ふざけんな！　悔しくなんてないんだからね！

			　種族も鬼人とかいうかっこいい種族だし。

			　試験官の肩書は伊達じゃないな。

			　ここまでに見た冒険者たちじゃ足元にも及ばない。

			　こいつが本気で来るって、まじ？　初心者の試験なんだろ？

			　普通の初心者だったら、何もできずに負けると思うが……。

			　まあいい、やるだけやってみよう。勝たなくても実力を見せればいいって言うしな。

			『フラン、準備はいいか？』

			「オッケー」

			「では、いくぞ！」

			　次の瞬間、ドナドロンドの姿が霞んだ。

			　そして、フランが咄嗟に横に飛ぶ。

			　ゴウ！

			　その巨体からは想像もできないスピードで近づいてきたドナドロンドが、斧を思い切り振り下ろしていたのだ。その巨斧が訓練場の地面を穿ち、土煙が舞い上がる。

			「ほう、避けたか！」

			『っぶなかったー！』

			　気づいた時には真横にいて、斧を振りかぶっていたのだ。地面の抉れ具合から見て威力も十分。

			「ぬん！」

			　さらに踏み込んで、斧を叩きつけてくる。

			　ドゴォン！

			　再び地面が抉れて土石が礫となって散乱した。

			　風圧でフランの前髪がなびく。

			　おいおい、今の一撃、ヤバくなかったか？　掠っただけでも。大怪我だ。

			　やり過ぎだろ！　こんな試験、合格する奴いるのか？

			『逃げてるだけじゃやばい。攻撃するぞ！』

			　様子見はしない。あのヤバい攻撃を喰らう前に、最高戦力を叩きつける。

			　殺す心配はないだろう。圧倒的に向こうが強いし、身代りの腕輪も装備している。

			　これは、即死に陥る攻撃を受けた時に、一度だけ身代りになってくれるというアイテムだった。

			「はっ！」

			「ほう、速いな！」

			　あっさり斧で受け止められた。

			　俺がこっそり使った補助魔術で腕力や敏捷を底上げしているが、それでも相手の方が強いし。

			　だがこれが本命ではないのだよ。

			　フランの連続攻撃を防いでいる内に、ドナドロンドの足元の地面が盛り上がると、触手の様に下半身に巻きつく。

			「ぬぅ！　無詠唱だと！」

			　ふふん。驚いてるな。まあ、フランに呪文を詠唱している素振りはなかったしね。

			　実は、俺が土魔術をこっそり詠唱して発動しているだけなんだが。

			　フランへ対処しなければならないドナドロンドは足元の魔術を避けることができなかった。

			　逆に、その場から飛びのくような素振りがあれば、フランの大技が炸裂するし。

			　足止めをされたドナドロンドだが、上半身の動きだけでフランの攻撃を受けていやがる。

			　だが、これは受けられんだろう。喰らいやがれ。

			「トライ・エクスプロージョン」

			「ぬおおぉ！」

			　レベル１０の火魔術が、ドナドロンドを飲み込んだ。

			　三方向で同時に起こる爆発は防ぎきるのが難しい上、視界も奪う。もちろん、フランが唱えたように見せかけてこの術の発動も俺だ。

			　という事は、フランは俺の詠唱中に剣技を溜めておけたということである。

			「ふぅぅぅ。ドラゴン・ファング！」

			　剣技７の突き技。しかも、振動牙の上乗せ付きだ。

			　爆風で身動きの取れないドナドロンドの巨体に、フランの小さな体が突進していく。

			　フランの放った技の正体に気づいたのだろう。

			　ドナドロンドは目を見開き、驚愕の表情を浮かべていた。

			「こんな少女が……！　魔術と剣技の連続攻撃だと！」

			　身動きのできないドナドロンドは躱せない。

			「終わり」

			「ぐがあぁっ！」

			　俺がドナドロンドの脇腹を貫き、さらにその巨体を吹き飛ばした。

			　ドォン！

			　総重量が二〇〇キロはありそうだったが、一〇メートル近く吹き飛ばされ、訓練場の壁に半ばめり込む形で埋まっている。

			　魔獣にしか使ったことがなかったけど、人相手に使うとこうなるのね。

			　しかしやり過ぎたか？　死んでいないとは思うが。

			「……ごふ……っ」

			　良かった、生きてた。

			　ドナドロンドは口から大量の血を吐きながらも、意識は保っているようだった。

			　フランがゆっくりと近づいていく。

			　回復魔術でも使ってやるのか？

			　そして、何をするかと思って見てたら、フランは俺をドナドロンドの眼前に突き付けた。

			「合格？」

			　うん、冷静な判断だ。

			　俺ってば試験だってことをすっかり忘れてたよ。

			「……かは、は。合格だ」

			「そう」

			　こいつまだ動けるのかよ。どんだけ頑丈なんだ。脇腹貫かれてるんだぞ。

			　だが俺の驚きを余所に、ドナドロンドは壁から抜け出し、いきなり笑い出した。

			　すでに脇の傷はふさがり始めているようだ。

			　どうやらかなり手加減をしてくれてたみたいだな。こいつが本気だったら、こっちの反撃なんて物ともせずに斧でぶった切られていただろうし。まあ、試験なんだし当たり前か。

			「はははははは！　俺にここまでダメージを与えた新人は初めてだぞ」

			　まじで化け物級の頑丈さだ。こいつを殺しきれる奴なんかいるのか？

			「ドナドロンドさん！」

			　轟音を聞いたのだろう。受付嬢が駆け込んできた。

			「あまり無茶なことはしないで──。え？」

			　ああ、なるほど。このオヤジが、初心者相手にハッチャけたと思ったわけか。

			　まあ、フランが教官をブッ飛ばした音だとは思わんよな。

			「え？　ええ？」

			　受付嬢は血まみれのドナドロンドを見て、本気で驚いているようだった。

			


			　試験終了後、フランはドナドロンドによって冒険者ギルドの最上階へと連れてこられていた。

			　中で待っていたのはヒョロッとした金髪の優男だ。

			「はっはっは、負けたぜ！」

			「ドナドロンド君、笑いごとではないのですがね」

			　耳を見ればエルフだという事がわかった。一見すると弱そうだが……。

			


			　　名称：クリムト　年齢：１３６歳

			　　種族：ウッドエルフ

			　　職業：大精霊使い

			　　Lv：６７

			　　生命：１８０　魔力：６１６　腕力：８７　敏捷：１５８

			　　スキル：詠唱短縮７、鑑定５、弓術３、採取５、樹木魔術７、精霊魔術８、大地魔術６、調合５、土魔術１０、毒耐性３、麻痺耐性４、水魔術５、薬草知識７、料理４、魔力操作、森の子供

			　　ユニークスキル：精霊の恩寵

			　　称号：ギルドマスター、アレッサの守護神、樹木術師、土術師

			　　装備：老神桜樹の杖、分体創蛇の鱗服、若風竜翼の外套、月兎の跳靴、身代りの腕輪

			


			　ドナドロンドを超える実力者だった。魔術スキルがやば過ぎだな。

			　それに精霊魔術とかレアそうだし。さすがギルマスだ。

			　


			　

			　


			「まずは名前を聞かせてもらいましょう」

			「フラン」

			「年齢は？」

			「一二歳」

			　フランの言葉にドナドロンドが唸り声を上げた。

			「何？　本当に見た目通りだというのか！」

			　ああそういうことか。

			　フランの実力を見て、実は凄い高齢の長命種だと思ったんだろう。じゃないとこの外見で、この実力は考えられないもんな。

			「ドナドロンド君」

			「あ、すいません」

			　ギルマスに窘められて首をすくめるドナドロンド。全然可愛くないな。

			　しかし、試験前と態度が全然違う。

			　あの時は完全にフンヌー！　な感じの人だと思ったが、今は気の良いおっちゃんにしか見えない。

			「しかし、彼の気持ちもわかります。僅か一二歳で中級剣技を使いこなし、１０の火魔術を無詠唱で発動させる？　何の冗談です」

			　ギルマスが眉間に皺を寄せている。その眼は、フランの底までを見透かそうとするかの様に鋭い。

			「しかも、鑑定遮断スキルまで持っていますね？」

			　そういえばこの人は鑑定を持ってたな。

			　それでフランの言葉に嘘がないか、見ようとしたのだろう。

			　だが俺は鑑定遮断を持っている。

			　こんな時のために自己進化ポイントを消費して取得していた甲斐があったという物だ。

			　このスキルの良いところは、俺を装備しているフランにもその効果が与えられるということだ。

			　そのせいで変に疑われているみたいだけど。

			「言葉通り一二歳の少女だとして、どこからやってきたのですか？」

			「秘密」

			「……それで済むと？」

			「黙秘」

			「……はぁ。厄介な」

			　うーん、ちょっと心配になってきたぞ。

			　フランに探りを入れさせよう。

			「合格？　不合格？」

			「ドナドロンド君と渡り合う様な猛者を、不合格にするわけにはいかないでしょう」

			「じゃあ、ギルドカードを頂戴」

			「分かっています。今用意させますよ。この書類に必要事項を記入してください。文字が書けないのであれば、代筆させますが？」

			「平気」

			　フランは両親の教育が良かったのと、奴隷として付加価値を付けるために、読み書きの勉強をさせられていた。

			「腕のいい冒険者は大歓迎だぜ！　ねぇ、ギルドマスター」

			「はぁ。そうですね。精霊も騒いでいませんし」

			「精霊？」

			「キョロキョロしても、精霊使いにしか見えませんよ」

			「精霊が、何を教える？」

			「精霊は感情に敏感ですからね。邪心や悪意を抱いている者を、判別してくれるんです」

			　精霊って便利だな。俺もぜひ使ってみたいぞ。

			　問題は、魔獣で精霊魔術を使う奴がいるかなんだが。

			「魔獣とかも精霊魔術を使う？」

			「邪悪な心を糧とする精霊もいますので、魔獣でも稀に使う個体がいますね。残念なことに」

			　ほほう。それは朗報。探してみる価値はあるな。

			「ギルドマスター、準備ができました」

			「そうですか、では行きましょう」

			　ギルマス自ら案内してくれたのは、カウンターの横にある小さな部屋だった。

			　部屋の中には祭壇の様なものがあり、そこには水晶玉が安置してある。

			「これに触れてください。すぐに済みますので」

			「ん」

			　ギルマスの言う通り一瞬で済んだ。

			　どうやらフランの魔力を登録したらしい。

			　横で受付嬢が対になる水晶玉をいじっている。

			　そこにカードを押し当てて、完成なようだ。

			「あとは職業の選択ですね」

			「職業？」

			「ええ。人によって、適性が違うけど、選んだ職業によって、色々な恩恵があるわ」

			　そう言えばランデルは商人だったな。ドナドロンドが大戦士で、ギルマスが大精霊使いか。大って付いてるだけで妙に強そうだ。

			「フラン様の選べる職業は……えっ？」

			「どうしましたかネル君？」

			「いえ、適性職業が、ちょっと凄いんですけど」

			「ほう？」

			　俺たちもギルマスの後ろから画面を覗いてみる。

			　戦士、剣士、拳士、魔剣士、瞬剣士、魔術師、火炎術師、白術師、召喚術師、魔獣使い、隠密師、薬師、解体師、料理人。

			　多いな。

			　どうやら今セットしている、つまりフランが使用できるスキルに左右されているようだ。

			　俺は槍術や槍技も持っているが、セットしていないのでそれっぽい職業はないし。

			　料理人や解体師とかいう職業もあるのか。

			「これは……」

			　ギルマスさえも絶句している。

			　もしかして不味ったかな？

			「はあ、今更です。ドナドロンド君との戦闘の様子を聞けば、魔剣士や魔術師は予想していましたし」

			　お、大丈夫そうだ。

			　多分向こうも驚き慣れたんだろう。

			「では、どうされますか？」

			『おススメを聞いてみろよ』

			「どれがいい？」

			「そうですね。アドバイスするなら、魔剣士、瞬剣士、火炎術師は中級職なので、珍しいですね。恩恵も強いですし。魔法と剣を併用するなら魔剣士、剣重視なら瞬剣士、魔術重視なら火炎術師でしょう」

			　なるほど。どうするか……。

			『フランはどれがいい？』

			（魔剣士かっこいい）

			『じゃあ、魔剣士にしとくか』

			　実際、魔剣士の効果はかなり有用だしな。

			


			　　魔剣士：中級職。剣系技と、魔術一種類を、レベル６以上で取得している場合に転職可能。

			　　効果：Lvアップ時に、腕力、魔力が上昇しやすくなる。また、剣系技、魔術の熟練度入手効率が上昇し、剣系技、魔術の威力が上昇。

			


			　ただ一つ聞いておかないといけないことがある。

			「職業は、変更できる？」

			「ええ。ギルドに来ていただければ、いつでも。ただ、セットしてある職業の効果しかないので。魔剣士にした後に瞬剣士に変更すると、ステータスが多少変動しますよ。特に高位の職業から下位に変更すると、ほとんどの能力が下がることになりますね。職業固有のスキルなども使用できなくなりますし」

			　まあ、それは予想してたから構わない。

			　後でも変更できるならとりあえず魔剣士でいいか。

			「じゃあ、魔剣士」

			「では、これでギルドカードができました」

			　見た目はただの青銅色のカードだな。

			　フランの名前と、登録したアレッサギルドの名前、職業、Ｇという冒険者ランクの記載がある。

			「ギルドカードは身分証明書となり、再発行は五〇〇〇ゴルドかかります。本人の魔力が登録されており本人しか使えないですが、なくさない様に気を付けることをお薦めします」

			　その後、ギルマスから注意点やギルドの利用法などの説明を聞かされる。

			　普通は受付嬢の仕事の様だが、完全に目を付けられたようだ。

			　全てギルマス自ら引き受けてくれた。

			　まとめると以下の様なものだ。

			　ギルドの依頼は、冒険者ランクに応じた依頼しか受けられない。具体的には、上下一つ差のランクの依頼まで。

			　ある程度依頼をこなすと、ランクアップ試験が受けられる。

			　カードの色はランクＧ、Ｆが青銅、Ｅ、Ｄが黒、Ｃ、Ｂが銀、Ａが金、Ｓが白金、となっている。

			　素材の買い取りなどは、ランク関係なし。

			　年会費などはかからないが、一定期間ランクに応じた依頼を受けないと、降格や除名の処分がある。

			　冒険者ギルドを裏切る様な行為をすると最悪粛清されるので、注意するように。

			　また、冒険者同士のいざこざにギルドは関知しないので、気を付けること。

			　最後の忠告は、フランのための物だろう。まあ、絡まれフラグは立ちまくっているしな。

			「これで君は冒険者となったわけです」

			「ん」

			「他に聞きたいことなどはありますか？」

			　聞きたいことというか、お願いしたいことはあるな。

			「試験内容は、公表されるの？」

			「いえ。冒険者の能力に関することにも繋がりますので、むやみに触れ回るようなことはありませんが」

			「ならいい」

			「目立ちたくありませんか？」

			「悪目立ちはしたくない」

			「ならば、お約束しましょう。私とドナドロンド君、そして受付にいたネル君の三人が、このことを口外することはありません。まあ、その方がこちらとしても都合が良い。一応、これでもドナドロンド君は有事の際に前線で冒険者をまとめる立場なのでね。舐められる要素は少ない方がいい」

			「俺は納得いかん。だが、お嬢ちゃんが内緒にしたいと言うのであれば、了解した」

			「ただ、貴女の実力であれば、すぐに注目を浴びることになると思いますがね……」

			　うーむ。反論できん。

			　まあ、一応上手くいったのかね？

			


			　ギルドカードを受け取った後、俺たちは受付でネルさんに声をかけられていた。

			「早速依頼を受けますか？」

			　その言葉で思い出したよ。素材を売らないと、宿にも泊まれないということを。

			　ギルドカードを発行してもらいに来たら、色々あり過ぎて忘れてた。

			「ゴブリンの角が少しある」

			「ああ、それでしたら、依頼報告カウンターで受け付けをしております。こちらへどうぞ」

			　冒険者となったフランに、ネルさんが丁寧に対応してくれる。

			　さすが冒険者ギルドの顔である受付嬢。しっかりと教育が行き届いているな。

			「買い取ってほしい素材もある」

			「でしたら、素材買取カウンターへお持ちください。まずは、ゴブリンの角の精算をさせていただきますね」

			「ん」

			「八組で一六〇ゴルドですね。ご確認ください」

			　ぶっちゃけ、まだ宿代に足りない。最低の宿でも三〇〇ゴルドだ。それに、できればもう少しましな宿に泊まらせてやりたいしな。

			　俺たちは素材買取カウンターへ移動する。

			「素材は解体済みですか？　あまり大きかったり未解体の場合は、カウンター横のスペースに持ってきていただきたいのですが。それよりも大きい場合は、特別室を使います」

			　ネルさんが説明してくれる。

			　どうしよう。このゴブリンの値段や、町への道中でランデルに買い取ってもらったブラック・バグなんかを見るに、下級の魔獣は安いんだよな。

			　なら、中級以上の素材も一緒に売るか。

			　となると、少し大きい物もあるな。

			「ちょっと大きい」

			「では、そちらの買取スペースにお願いします。それで、今は宿などに置いてあるのですか？　高価な素材などは、慎重に管理された方が良いですよ」

			　ああ、一見すると何も持ってないように見えるな。それはそうか。

			　ただ道々の鑑定でアイテム袋を腰に下げている人間は結構いたし、空間収納が伝説級の能力という事はなさそうだ。ここで取り出しても大丈夫だろう。

			「今出す」

			　出すのは俺だけどな。これはスキル共有の欠点の一つだった。次元収納スキルをフランも使えるが、それはフランの収納だ。俺の収納の中身まで共有されるわけではなく、俺が仕舞った物をフランが取り出すことはできなかった。

			　フランが自分で取り出した風を装い、素材を買取スペースに出していく。

			　まずは少しだけある下級の素材を全部出しちゃおう。

			　フランが倒した記念すべき初の獲物、ツインヘッド・ベアの毛皮と爪。内臓も薬になるので売れるようだが、今は容器にも入れずに次元収納に突っ込んであるだけだ。ここで出すと色々酷いことになるので、今日はやめておこう。あとはポイズンファング・ラットの毛皮と毒牙が二匹分だ。

			「これは、どうされたんですか？」

			「町に来る途中で倒した」

			「解体も、ご自分で？」

			「そう」

			　周りで野次馬していた冒険者たちが少しざわついた。

			　チラッと見てみると、何か笑ってるな。

			　うーん、下級の素材をもったいぶって出すなってことか？

			　なら次はもう少しましなのを出そう。

			　平原なら、エリア２と３の間くらいに出る魔獣の素材だ。

			　ジャイアント・バットの翼膜に毒牙、共鳴骨。

			　クラッシュ・ボアの牙と毛皮、頭骨。

			　ロック・バイソンの甲殻と角。

			　それ程強い魔物じゃないが、これだけ売れば数日分の宿代と、安い防具を買う資金くらいは手に入るだろう。

			　タイラント・サーベルタイガーやドッペル・スネイクの素材を出せば目標は達成できるだろうが、それはやめておいた。

			　フランの武具を作るのに使えるかもしれないということと、目立ち過ぎる可能性があるからだ。

			　と言うのもギルマスの装備していた分体創蛇の鱗服はドッペル・スネイク、ドナドロンドの暴牙虎のマントはタイラント・サーベルタイガーの素材を使った装備だった。

			　つまりは上位の冒険者が身に着けるレベルのモンスターということだ。

			　それをここで売ったら騒ぎになってしまうのは確実だろう。

			　ネルさんが何やら難しい顔をしている。

			　さすがに、幼いフランが売るにはこの魔獣たちは強かったか？　下級冒険者だと倒すのに苦労するランクの魔獣たちだしなぁ。

			　でも下級の魔獣の素材なんか大した稼ぎにはならないだろうし。ここでそれなりに資金を手に入れなければならないしな。目立つことは一回で終わらせた方が良いだろう。

			　となると、中級、下級魔獣の素材は全部売っちゃうか？

			『なあ、どう思う？』

			（一回で済ませた方がいいと思う）

			『だよな！　じゃあ、他のも出しちゃおう』

			　俺はさらに、ストーン・スパイダーの糸袋、毒牙、甲殻。穴掘りモグラの爪と毛皮。麻痺爪猫の毛皮と爪を、買取スペースに並べた。

			　肉はフランの食事に回すので売らないでおく。

			「これで全部」

			「……はっ。わ、分かりました。今鑑定をいたしますので、少々お待ちください」

			　ネルさんは素材の鑑定と目利きまでできるのか。凄い多才だな。

			　他の受付嬢も呼ばれて、三人で素材をチェックしている。

			　鑑定は一〇分ほどで終了した。

			「お待たせいたしました」

			「ん」

			「全て合わせて、一九万五千ゴルドでの買い取りとなります。いかがですか？」

			　は？　一九万五千？　まじでか！　いや、高過ぎないか？　三万ゴルドくらいになれば御の字だと思ってたのに。

			「すごい高い？」

			「いえいえ、適正価格ですよ。なにせ、脅威度Ｆの魔獣の素材が含まれていますし。また、素材の状態が非常に良かったので、割増しとなっております」

			　素材の状態なんて気にしてなかったな。

			　でも、そうだよな。傷だらけの毛皮と、綺麗な毛皮の値段が同じはずがない。

			「例えば、ツインヘッド・ベアの毛皮は、普通は六千ゴルドでの買い取りです。しかしフラン様の持ち込まれた毛皮は、傷一つない上に、解体も完璧で、全身が揃っています。なので、買い取りは一万八千ゴルドとなります」

			　三倍かよ。すげー。他の素材もそうだとすると、この値段も納得なのか？

			　まあもらえる物はもらっておこう。

			「こちらが代金です。ご確認ください」

			「ん」

			　フランが即座に次元収納に仕舞い込む。

			　落としたら大変だからね。最高のスリ対策でもあるし。

			「じゃ」

			　そして、フランが受付カウンターに背を向けた時だった。

			「ちょっと待てや、ゴラァ！」

			　素材を売った代金を受け取ってギルドを出ようとしたフランの前に、一人の冒険者が立ちはだかっていた。

			「ん」

			「ま、待てガキ！」

			　フランは男を無視して横を通り抜けようとする。

			　まさか、これだけ派手に立ちはだかって完全に無視されるとは思わなかったのだろう。男は少し慌てた様子で、再度フランの行く手をふさぐ。

			　だがフランはやはり止まらない。

			「ん」

			「待てって言ってんだろうが！　聞いてんのか！」

			「邪魔」

			「いいから、止まりやがれ！」

			　すげー。清々しいまでのテンプレ展開。

			　だが、入り口を塞がれてしまったな。

			『フラン。仕方ないからちょっと話を聞いてみよう』

			「ん？　わかった」

			「分かったならいいんだよ」

			　モブさんはフランの返事を勘違いしてニヤリと笑った。

			　見れば見る程、モブキャラだな。

			　デザイン優先の、自分に刺さりそうな棘の生えた鉄の肩当て。絶対に匂いを嗅ぎたくない黒ずんだ革鎧。背中には刃の欠けた戦斧。山賊のコスプレにしか見えない厳つい禿げ頭。

			　しかも、ぞろぞろ出てきた四人の仲間まで、似た様な格好をしている。

			　さすがにこれだけいるとウンザリするな。

			「おい！」

			「なんですか」

			　受付に向かってがなり声を上げるモブ君に、ネルさんは呆れ気味に返事をする。

			「依え怙こ贔ひい屓きしてんじゃねーよ！」

			「はあ？　贔屓？」

			「そうだよ！　俺たちがツインヘッド・ベアを売った時、全部合わせて二〇〇〇ゴルドにもならなかったじゃねーか！」

			　その言葉を聞いたネルさんは、はぁと深いため息をつく。

			「ああ、思い出しましたよ。全身傷だらけな上に、首が片方潰れた汚いツインヘッド・ベアを解体もせずに持ち込んだパーティですね？」

			「なんだその言い方は！　同じツインヘッド・ベアだろうが！」

			「同じではありません。貴方方の持ってきた物に関しては、全ての素材が最低評価でした」

			「ああ？　評価？」

			「全く、これだから傭兵崩れの脳筋は嫌なのよね。初心者のくせに戦闘力はまあまあだから、つけあがるし。冒険者の流儀を欠片も分かっていないし。死ねばいいのに」

			　おおう。ネルさん、小声で言ってますが俺には聞こえてますよ。

			　今後できるだけネルさんには逆らわないでおこう。笑顔で死ねばいいのにって言われることを想像したら、剣なのにブルリと震えてしまったぜ。

			「あなた方は、ツインヘッド・ベアを数人で囲んで、滅多刺しにして仕留めましたね？」

			「おう。餌でおびき寄せて五人で同時に襲い掛かってな。脅威度Ｆは初心者には難しいとか忠告するからどんなもんかと思ったが、楽勝だったぜ。あんなのに苦戦するなんざ、他の冒険者どもは腰抜けばかりだな」

			　あー。もう分かっちゃった。難しいの意味をはき違えてるんだろう。

			　倒すのが難しいのか、綺麗に倒すのが難しいのか、その差だ。

			　そしてこのモブたちは、適当に倒して持ってくればそれで金になると、短絡的に考えているんだろう。

			　スキルチートの俺が言う事じゃないが、解体舐めんな！

			　綺麗に皮を剥いだり、素材ごとに磨いたり、難しいんだぞ！

			　しかも結構重労働だし。フランだって中々苦労して解体してるんだ。

			　それを解体もせずに持ち込めば嫌がられるだろう。

			「いいですか。まずは毛皮ですが、あれだけボロボロでしたら装飾品などには使えません。せいぜい、下級防具の素材になる程度でしょう。頭部は剥製などに加工されますが、それも一つ不足し、残っている方も傷だらけ。爪も欠けていて、価値が最低。薬になるはずの内臓類も傷ついて痛んでいて、使い物になりませんでした。倒してから持ち込まれるまでに時間が経っていたのでしょう。肉も傷んで食用にもできませんでした。つまり、ほとんどがゴミ同然だったという事です。粗大ごみを持ち込んで、お金になる訳がないでしょう？　ああそれと、解体していなかったのでこちらで解体しましたよね？　その解体料と、腐っていた内臓などの処分料金が査定額から引かれていたはずです。確か、合計で一六〇〇ゴルドでしたか？　むしろ、高過ぎたくらいですね」

			　まくしたてるネルさんに、男たちは全く口が挟めない。ただ呆然と、ネルさんのマシンガントークを聞いていた。

			　聞いてみたら納得だ。

			　ただ、こいつらは納得できていないようだった。いや、理解できていないようだった。まあ理解したところで引き下がる様なタイプではないだろう。

			「ゴチャゴチャうるせえ！　適当なこと抜かして、煙に巻く気だろうが、そうはいかねーぞ！　俺らから不当に安く買いたたいた分を、今すぐよこしやがれ！」

			「そうだそうだ！」

			　これは酷いな。

			　自分の理屈が絶対で他人の正論には耳を貸さない、典型的な輩タイプだ。自分の意見が聞き入れられるまで、なんやかんや騒ぎ立てるだろう。

			　最初から不愉快な奴らだったが、段々ムカついてきたぞ。

			「不当ではありません」

			「不当だ！　不当に決まってる！」

			「はぁ。こちらに文句を付ける前に、狩りの腕前を磨いたらいかがですか？　ただ敵と戦えばいい傭兵と違って、冒険者は色々と大変なんです。見たところ、あなた方に冒険者は無理そうですが」

			「はあ？　冒険者なんざ、戦場に出る勇気もねー腰抜けどもだろうが！　そいつらにできて、俺たちにできねーわけがねーだろ！」

			　こいつらにムカついてるのは、俺たちだけじゃないんだろう。周辺の冒険者たちの視線もかなり険しい物がある。冒険者を馬鹿にする発言もあったし。

			　本当に脳みそ入ってるのか？　冒険者ギルドの中で冒険者を馬鹿にするような発言をするなんて。

			　それにネルさんみたいな美人受付が、人気者でない訳がない。そんなネルさんにイチャモン付けて絡んでるんだから、冒険者からの怒りが向くのは当然だろう。

			　こいつら死んだんじゃないか？

			　そもそもステータスからしてロビーにいる他の冒険者には及ばない。

			


			　　名称：ダムン　年齢：２７歳

			　　種族：獣人・赤犬族

			　　職業：戦士

			　　状態：激高

			　　Lv：１３

			　　生命：４８　魔力：２０　腕力：３３　敏捷：２３

			　　スキル：運搬１、剣術１、窃盗２、恫喝１、斧術２

			　　称号：戦場の敗残者

			　　装備：粗鉄の戦斧、粗鉄の胸当て、破れた鹿革の鎧、力の腕輪【偽】

			


			　雑魚だな。一番強い奴でこれだ。俺なら五秒で倒せる。

			　どうするか悩んでたら、モブたちの矛先がこっちに向いた。

			　ネルさんがどうにもならないと馬鹿なりに察したのだろう。

			「大体、こんなガキがこれだけ大量の魔獣の素材を持ち込むのがおかしいだろうが！」

			「だから？」

			「不正な手段で手に入れたに決まってる！」

			「ですから、だから？　この方が不正な手段で素材を手に入れたとして、貴方たちには何の関係もないでしょう？」

			「……ある！　あるんだ！　こいつが、俺たちの手に入れるはずだった金を、不当に横取りしたんだからな！」

			　うわぁ。もはや意味不明だ。どういう思考をしたらそうなる？　キチ○イがここにいるぞー！

			　さすがに付き合いきれないな。

			「彼女は、これらの素材を手に入れるだけの実力を持っています。少なくとも、ツインヘッド・ベアを綺麗に仕留めて、丁寧に解体するだけの実力をね」

			「はっ！　信じられるか！　お前、黒猫族だな？」

			「ん」

			「黒猫族っていうのはな、獣人の中でも特に雑魚で有名なんだ。そんな雑魚種族の小娘が、魔獣を仕留める事なんて無理に決まってるだろうが！　何か裏があるに決まってるんだよ！」

			「そうだそうだ」

			「クソガキ。今回は慰謝料払えばそれで見逃してやる。さっき受け取った金を出しな」

			「へへへ。ギルドは、冒険者同士の争いには首を突っ込まねーんだろ？　助けは入らないぜ？」

			「なっ……」

			　あまりの言動に、ネルさんが固まった。

			　そりゃそうだろ。

			　冒険者同士のいざこざに、ギルドは口を挟まない。

			　だがそれは、何でも見逃すっていう意味じゃない。多少の揉め事なら無視するのだろうが、犯罪は別だ。そんなの当たり前だが。

			　こいつらを脳筋って言ったら、脳筋に悪いな。馬鹿というレベルではなかった。頭の中に、スライムでも詰まってるんじゃないのか？

			「おい、なんだよその眼は」

			「……」

			　フランが男を見上げる。

			　いつもは無表情なフラン。だが、その眼には明らかな怒りが浮かんでいた。

			　


			　

			　


			「雑魚の黒猫族が、赤犬族の俺様に逆らうのか？」

			「そうだそうだ。カス猫族が、調子に乗るな！」

			「獣人の恥さらし一族め！　有り金全部で、許してやるぜ？」

			　最低の恥さらしの癖に、言いたい放題言ってくれるな。

			　俺より怒っているフランがいなければ、とっくに突進してたね。

			　ブチ。

			　堪忍袋の緒が切れる音が、俺には確かに聞こえたぞ。

			　フランの目標は父母の遺志を継ぎ、黒猫族の地位を上げることだ。こいつらの暴言に、耐え切れなかったのだろう。

			「うるさい」

			「なに？」

			「ワンワンうるさい。この犬公」

			　言った！　言いましたよフランさん！　良くやりました！　あとで美味しいもん食べさせてやるからな。

			「貴様！　ぶち殺すぞ！」

			　テンプレ台詞も、いい加減に聞き飽きたな。

			「雑魚には無理」

			「雑魚っていうのは俺のことか？」

			「雑魚はてめーら黒猫族どもだろうが！」

			「五秒以内に消えれば、見逃す。もしくは、千回まわってワンと言え。この駄犬」

			「この！　犯しまくったあとに、奴隷商人に売り飛ばしてやるからな！　もう許さねーぞ！」

			　恐喝、幼女暴行、人身売買。

			　こいつら終わったな。すぐに憲兵が飛んできて、こいつらを捕縛するだろう。すでに何人かの冒険者がギルドの外に出て行ったし。

			　まあその前に俺たちが終わらせるんだが。

			「口が臭い、喋るな」

			「このガキ！」

			　男は背負っていた戦斧を抜き、フランに突き付けた。仲間も剣や槍を構えて、脅すようにがなり声を上げている。

			　武器を抜いたな？　はい、正当防衛成立！

			「ぶっ殺す！」

			　無理だよ。なにせもう動けんからな。

			「あ？　い、あ、あああああぁぁぁぁぁ！　俺の足がっ！　ひいぃぁぁぁっ！」

			　男の体が支えを失い、横倒しになる。その両足は、膝から先がなかった。

			　フランは剣も抜いていない。使ったのはオーラ・ブレードという６の剣技である。

			　魔力で作った刃を一瞬だけ繰り出すという技だ。威力は低いが、魔力の込め方次第では不可視にできるうえ、今回の様に振動牙と組み合わせたりもできるので奇襲や暗殺にはもってこいの技と言えよう。

			　すでにここまで使いこなすなんて！　フラン、恐ろしい娘！

			　男は自分の足から流れ出た血溜まりで、芋虫の様にモゾモゾともがいている。

			「あひぃい、あひぃぃぃぃぃ」

			　キモッ！　気持ち悪過ぎる。

			「このガ……ががが、ああぁぁ？」

			「ひっ……いだぁぁ！」

			　さらに二人が、フランの放った振動弾によって足をへし折られ、地面に転がった。さらに顔面に振動弾の追い討ちだ。威力は抑えているが鼻は潰れ、前歯は全損。目も逝ったかもしれない。

			　残った二人は事態が呑み込めていないのだろう。一応、何かヤバいことが起きているのは分かっているのか、逃げ腰でフランを睨んでいる。

			　ただ、まだフランが小娘という侮りが消えていないようだ。逃げ出すには至っていなかった。

			『その判断の遅さが、命取りだ』

			　後始末が面倒だから、フランに殺す気はないけどね。

			　フランがトンと床を蹴る。次の瞬間には男たちの目の前だ。

			　そのまま幌に包まれたままの俺を思い切り振り抜き、返す刀で顔面を殴打する。

			　ガン！　ガン！

			　一応峰打ちだ。

			　いや、剣の腹で叩いているから腹打ちか？　まあ両足と顔面は粉砕骨折コースだが。多分低レベルの魔法やポーションじゃ完治せんだろう。

			　最後の一人には、振り向きざまに拳闘技の蹴り技、オーラ・キックを叩きこんだ。振動衝付きで。

			　逃げ出そうとしていたようだが遅過ぎたな。膝が砕け、筋肉は内部でズタズタだろう。膝をついたところで、目の前に降りて来た顔面に振動衝付きの肘を叩きこんで、終わりだ。

			　シーン。

			　冒険者たちのざわめきが一切消え、男たちの助けを求める耳障りな悲鳴だけがギルド内に響いていた。

			「ねえ？」

			「は、はいっ！」

			「行っていい？」

			「あ……はい。ご利用ありがとうございました。またのお越しをお待ちしております」

			　おお、ネルさん良い笑顔だ。スカッとしたんだろう。こっそりと親指を立てて、グッジョブと言ってくれている。

			「さて、あんたたちは、このまま兵士に引き渡すからね」

			「ああ、あのクソガキも捕まえろよ！　い、いきなり攻撃してきやがったんだ！」

			「はぁ？　寝言は寝て言いなさい。このクズども。あの子はどう見ても正当防衛じゃない。ねぇ？」

			「お、おう。そうだそうだ！」

			「完全に正当防衛だ」

			　やった。ネルさんと冒険者たちが証言してくれたら安心だぜ。

			「いでー！　いでーよ！　回復してくれ！」

			「その前に、あんたが汚した床の掃除代をもらうわ。血って落ちにくいのよね。そうね、大負けに負けて、一万ゴルドにしておいてあげる。それを払ったら、回復してあげてもいいわ」

			　回復するとは明言してない！　ネルさんぱねーっす。

			　そんなネルさんの鬼発言を聞きながら、俺たちはギルドを後にしたのだった。

			　それにしても結構時間を取られたな。もう日が傾き始めている。

			『とりあえず宿を探すか。町まで来て、野宿は嫌だろ？』

			「ん」

			


			　ギルドを出て一時間後。俺たちはトボトボと通りを歩いていた。

			『まさか、宿泊を断られるとは思わなかったな』

			「ん」

			『ギルドカード持ってても、子供だけじゃ泊められない、か』

			　宿の女将さんにはそう言って断られたが、明らかにフランの身なりを気にしていた。

			　ボロボロの布服とサンダルしかはいておらず、どう見ても貧民か逃亡奴隷の少女。

			　まあ、厄介ごとの臭いしかしないよな。

			　浄化の魔術で綺麗にしているから清潔なんだけど、そんなこと分からないだろうし。

			『先に装備を買って、身なりを整えよう』

			「？」

			　分かってないな。俺が選んでやるから、大船に乗った気持ちでドーンと任せとけ。

			　冒険者ギルドのすぐそばにある広場へ向かう。

			　そこに冒険者用の店が軒を連ねていると聞いたのだ。

			　広場には沢山の店と露店があり、多くの冒険者で賑わっていた。

			　武器鍛冶、防具鍛冶、裁縫屋、薬屋、錬金屋、酒場、料理屋等々、多種多様だ。

			　物価の勉強にもなる。

			　鉄製のナイフが二〇〇〇ゴルド、五級ライフポーションが一万ゴルド、四級毒消しポーションが二万ゴルド。

			　五級は最低ランクのポーションらしいけど、結構な値段だ。まあ深い傷なんかでも一瞬で治るらしいし。地球にそんな薬があったらもっと高いだろうから、高過ぎるとは思わないが。

			　並んでいる商品は見たこともない物ばかりで、妙にワクワクしてくる。

			『おもしれー』

			「うん」

			『お！　フランもそう思うか？』

			「珍しい物たくさん。凄い」

			『そうかそうか』

			　フランが目を輝かせているのが分かった。表情にはあまり出さないけど、フランも楽しんでいるようで良かったね。

			　さて、目的の店は何処だ？

			　実は道を尋ねた時、耳寄りな情報を得ていた。

			　有名な鍛冶師がアレッサに滞在しているというのだ。

			　今は店舗を借りて鍛冶屋を開いているらしい。

			　その鍛冶師にフランの防具を作ってもらいたい。金銭面でも条件面でも無理かもしれないが、頼んでみるのはタダだし。

			『さて、どこだろうかね』

			　見た感じ鍛冶屋や防具屋はあるけど、そんな凄そうな店なんかないな。

			　それだけ凄い鍛冶師の店なら、人だかりができていてすぐに分かるんじゃないかと思ってたんだが。

			『もしかして、今日はもう店じまいしちゃったのかね？』

			　人気があり過ぎれば、そういうこともあるかもしれない。

			「そこのお嬢ちゃん。見てかないかね？」

			「う？」

			「そうそう、お主だ」

			　すわ、ナンパか！　と身構えたが、声をかけてきたのはドワーフの爺さんだった。

			　でも亀の仙人の様なエロジジイという可能性もあるのでまだ安心はしないぞ。

			　変な真似しようとしたら落ちたふりして足元に突き刺さってビビらせてやる。

			「防具を探しておると見受けるが、どうだ？」

			「なんで分かる？」

			「わしぐらいになりゃ、見れば分かるのさ」

			「……」

			「そう警戒しなさんな。なーに簡単なことだ。お前さんの足捌きを見るに、かなりの凄腕だと分かる。なのに身なりはお粗末だ。そして視線はいくつかある鍛冶屋や防具屋に向いていた。つまり、防具を探しに来たんじゃないのかね？」

			　この爺さんただ物じゃないな！　一体誰だ？

			


			　　名称：ガルス　年齢：８２歳

			　　種族：ドワーフ

			　　職業：魔法鍛冶師

			　　Lv：３３

			　　生命：１６０　魔力：１７３　腕力：１２２　敏捷：４６

			　　スキル：解体２、火炎耐性７、鍛冶１０、鍛冶魔術９、鑑定７、採掘３、裁縫５、槌技２、槌術７、毒耐性２、皮革６、火魔術６、不眠不休６、魔法鍛冶７、目利き８、火神の加護、気力操作

			　　エクストラスキル：神眼

			　　称号：放浪の鍛冶師、クランゼル王国名誉鍛冶師、鍛冶王

			　　装備：魔鋼の鍛冶槌、火蜥蜴の革服、鳳凰樹のサンダル、体力回復の腕輪

			


			　スキルもステータスも称号も、全部が凄まじい。この爺さんが噂の凄い鍛冶師だったのか。

			　だったら、さっきの鋭い観察眼もありなのかね？

			　まあ、いいや。向こうから声をかけてきてくれたんだ。ラッキーだと思っておこう。

			「すごい」

			「わはははは。これでも長生きしとるんでな。どうだ、わしの店を見ていかんか？」

			「ぜひ」

			「では、こっちだ」

			　ガルスに案内されて広場の隅にある店へと向かう。

			　その間、周辺から凄まじい数の視線が飛んできた。

			　こちらを値踏みするような、かなり粘着質な視線だ。

			『え？　なんか、全員こっち見てるんだけど』

			「敵？」

			『いや、そうじゃないが……』

			　特に凄いのは商人風の男たちからの視線だ。

			　フランが敵の気配と勘違いしてしまうほど、鋭い視線をこっちへ向けている。

			　一体どうしたんだ？

			「ああ、気にするな。がめつい商人どもに、武具を売れと迫られてな。力ずくで追い返してやったんだ。それ以来、わしの店で商品を買った者に転売するようにしつこく迫っている様なんだ」

			　いやいや、それって困るんだけど。

			「なーに、帰りは裏口から帰してやるから安心しろ。それよりも、どんな物を探してる？」

			　全然安心できないが、今は考えても仕方ない。

			　それよりも凄腕鍛冶師に声をかけてもらったこの幸運を絶対に生かさねば。

			「私には、売ってくれるの？」

			「わしは、わしの武具を使ってくれる冒険者にしか売らん。お前さんは合格だ」

			　爺さんは冒険者のためには非常に安く武器を売っているんだとか。

			　そうやって国中を回っているらしい。

			　頑固職人ね。嫌いじゃないぜ。

			『先に剣を見せてもらおうぜ』

			「まずは剣が欲しい」

			「はあ？　お前さん、立派な剣を背負ってるじゃねーか。インテリジェンス・ウェポンなんて、初めて見たぜ？」

			　馬鹿な！　なんでばれてるんだ？

			　鑑定？　いや、俺は鑑定遮断を持っている。ばれるはずがない。

			「……インテリジェンス・ウェポン？」

			　小首を傾げて聞き返すフラン。

			　いい演技だぞ！　そのまま誤魔化せ！

			「ああ、いや。別にどーこーしようって訳じゃない。確認しただけだ。わしの目は少々特別製でな。鑑定遮断スキルがあっても、少しは見れちまうのさ。特に武具に関してはな」

			　そんな能力があったのか！　そう言えば鑑定以外に目利きと、神眼スキルを持ってたな。あれの効力か？

			「ま、分かるのは攻撃力と魔力伝導率Ａって部分、インテリジェンス・ウェポンていうことだけだがな。どうだい、剣さんよ？」

			『だったら、わかるだろう？　この娘──フランには、きちんとした剣を使わせてやりたい』

			「おお？　念話ってやつか？　本当に知性があるとはな！　すげーすげー！」

			『ガキみたいだな』

			「時折師匠もあーなる」

			『え、うそ？』

			「本当」

			『あー、まあ。誰だって興味あることを前にしたら、童心に戻るものなんだよ』

			「ん」

			　はしゃぐガルス爺さんを見る。

			「うおー、まじでインテリジェンス！」

			『あれと同じか』

			　今後は、少し自重しよう。

			「おっと、すまねーな。ちっとばかし興奮しちまった。それよりも、お前さんの性能を見るに、わしの剣なんざ必要なさそうだが」

			『いやいや。俺の性能を見たんだろ？　爺さんの剣の方が、強いじゃねーか。そこの剣とかさ』

			　町中で見かけた上質の鋼製の武器は、この爺さんが作ったもので間違いないようだ。

			　店の中には良く似た武器が至るところに置いてある。

			　どれも俺と同じくらい、もしくはそれ以上に強いし。

			　俺はそんな武器たちを見ながら、血を吐く想いで言い返した。

			　なんで自分のなまくら加減をわざわざ口にしなきゃいかんのだ。

			「そりゃあ、単純に攻撃力だけ見りゃそうだがよ。ああ、そうか。もしかして、魔力伝導率のことが良く分かってねーのか？　自分のことなのによー」

			『魔力伝導率？　そういや、そんな項目もあったな』

			「やっぱり分かってねーのか。勿体ねー」

			『それって、重要なことなのか？』

			「重要どころじゃねーよ！　剣を評価する際に、特に重要視される部分だ！」

			　なんと！　知らなかったぜ。

			「驚き」

			『もっと詳しくプリーズ』

			「おう。魔力伝導率は、いわば魔力を武器に纏わせた際の効率を示す項目だ。これによって武器の性能は、大きく変わると言っていい」

			『ふむふむ』

			「例えば、この剣だが」

			　ガルスが手に取ったのは、壁にかけてあった短剣だ。鋼鉄製で魔力伝導率はＥとなっている。

			「魔力伝導率Ｅは、伝導効率が五パーセント程度だな。例えば一〇〇の魔力を込めれば、攻撃力を五上げることができる」

			　さらにガルスの説明は続く。

			　次にガルスが取り上げたのは、ミスリル製の短剣だ。

			　魔力伝導率はＣ－。効率は七〇パーセントだという。つまり一〇〇の魔力を込めたら、七〇も攻撃力がアップするってことだ。

			　それは確かに重要だな。ちょっとの性能差なら簡単に覆る。

			「伝導率が高い程効率もいいし、魔力を長時間留めておける。つまり、効果時間も長いってことだな」

			『ちなみに、ミスリルの伝導率Ｃ－は、結構高いのか？』

			「あたりめーよ。ミスリルは伝導効率に特に優れた金属だからな。市販されてる武器でＣ－以上の伝導率を持つ武器は無いと言っても過言じゃねー。あっても、伝導率を上げることを優先したせいで基本攻撃力が低い。お話にならねー品がほとんどだな」

			「じゃあ、Ａは凄い」

			「おう。Ａの武器なんか完全に魔剣だ。伝導効率二〇〇パーセント。はっきり言ってわしの武器とは比べ物にならねえ」

			　二〇〇パーセントってことは、魔力を一〇〇込めたら、二〇〇も攻撃力がアップするってことか？

			　メチャクチャ強いじゃないか！　俺の時代が来たんじゃね？

			『込められる魔力に、上限はあるのだろうか？』

			「素材によるな。お前さんの素材は……よく分からんな。ハルモリウムをベースに、魔鋼系の素材を混ぜてるようだが……」

			　ガルスが、フランから手渡された俺の刀身をコンコン叩いて、確かめる。

			「オリハルコンに劣ることはないだろうから、一〇〇〇程度は問題ないと思うぜ。まあ、そんな膨大な魔力、個人で運用できねーだろうがな。なにせ、王都の宮廷魔術師でも魔力は五〇〇がやっとだ！」

			　がはははと笑うガルスを尻目に、内心で冷や汗をかく。

			　俺、一〇〇〇は行けちゃいます。つまり、攻撃力二〇〇〇アップ？

			　実は今までも、苦戦しそうな相手を一撃で倒せることがあったりして、少し変だなーとは思っていたのだ。

			　偶然急所に入ったり、念動での加速のお蔭だと思ってたのだが……。

			　多分無意識に魔力を纏わせていたんだと思う。

			「効果時間はどのくらい？」

			「まあ、素材にもよるが、伝導率Ｅで五分。あとは一ランク上がるごとに、二分ずつ長くなっていく感じだな」

			『じゃあ、Ａだと……』

			「三〇分くらいだな」

			「結構長い」

			『短期決戦には十分か』

			「ん」

			『じゃあ、俺はなまくら剣じゃないのか？』

			「お前さんがなまくらだったら、この世の中の剣のほとんどがなまくらになっちまうわな」

			『そうか、そうなのか……。うおーっ！　よかったー！』

			　本当に良かった。目があったら涙が出てるくらい嬉しい。

			　俺ってば、身も心も剣になっちゃったんだな。他の剣よりも強くて喜ぶようになるとは思ってなかったぜ。まあ、嫌な気分じゃないが。

			「魔剣としても最高峰。神剣に足を突っ込んでるかもな」

			「魔剣？　神剣？」

			「おう。お前さんを作ったのは、神級鍛冶師かい？」

			『いや、よく分からん。その辺の記憶がないんだよ』

			「そうなのか……」

			『何か知ってるのか？　知ってたら教えてほしいんだが』

			　自分のルーツが分からないというのは、なんとなく気持ちが悪い。

			　分かるものなら、知りたいよね。

			「鍛冶師にはランクがある。鍛冶師、上級鍛冶師、魔法鍛冶師、神級鍛冶師ってな具合だ。他にも派生する職業もあるから全部じゃねーがな。そんな中で、間違いなく頂点に君臨するのが神級鍛冶師だ。過去、五人しか確認されていない伝説の鍛冶師たちだな」

			「伝説の五人。かっこいい」

			「わしら鍛冶師からしても、憧れの存在よ。神剣を鍛えられるのは、神級鍛冶師だけだ」

			『俺を作ったのは、神級鍛冶師だと？』

			「だと思うが、どうかな……。お前さん、神剣というには、弱過ぎるんだよな。でも、魔剣にしちゃ強過ぎる。ちょうど中間くらいなんだよな」

			『なんだそれ。じゃあ、凄腕の魔法鍛冶師が作ったかもしれないんだな？』

			「ま、その可能性もあるな」

			『神剣ていうのは、どのくらい強いんだ？』

			　ここまで言われちゃ興味がある。

			　自分よりも強い剣っていうのがどれほどの物なのか。

			「神剣は天を裂き、地を割ると言われるほどの超絶兵器だ。実際、過去の戦争で使用された神剣により、僅か数十分で一万人の命が失われた記録もある」

			『それって、剣なのか？』

			「神級鍛冶師が作った武器が、名目上神剣と呼ばれるんだ。中には剣の形をしてない奴もあるらしい」

			「らしい？」

			「わしも、実際に見たことがあるのは炎剣イグニスだけだからな」

			『ほほう。そのイグニスさんとやらはどれくらい強かったんだ？』

			「当時のわしは、まだ鑑定スキルが低くてな、全部は分からなかったが」

			


			　　名称：炎剣・イグニス 

			　　攻撃力：１８００

			　　魔力伝導率・ＳＳ

			　　スキル：火炎魔術付与、神炎付与、不明

			


			「ってな具合だ」

			『ああ、そう。対抗心なんか持ってすいませんでした。俺なんかが神剣様であるわけないな』

			「そう言うな。お前さんも、十分良い剣だぜ？」

			『こんな駄剣を慰めてくれるのか？　いい奴だな爺さん！』

			「いいってことよ。お前さんみてーな、面白い武器に会えて、こっちも嬉しいんだからよ！」

			『ガルス爺さん！』

			「剣よ！」

			　そんな俺たちを尻目に、飽きたフランは店内を物色している。

			「ん。この胸当てはいいもの」

			


			　一〇分後。

			「がはははは。嬢ちゃんを放っておいてすまなかったな！」

			「いい」

			『フランの武器は俺でいいや。ただ、鞘だけ作ってもらいたいんだが、いいか？』

			「おう、最高の鞘を作らせてもらうぜ！」

			『あまり多くは払えんのだが……。防具も欲しいし』

			「そうだな～。予算はどのくらいを考えてる？」

			『宿代と薬代も残すと、一五万ゴルドくらいかな～』

			　安い防具なら問題なく買えるだろうけど、ガルスは超有名な魔法鍛冶師だ。

			　むしろ一五万で買えるようなレベルの防具を取り扱っているかどうかだよな。

			「そうか。いいぜ、お前たちのことは気に入ったからな。その値段で、防具一式と鞘を売ってやる」

			『いいのか？　助かるが』

			「いいってことよ。じゃあ、防具はどうする？　わしは鍛冶師だが、革製品も作ってる。金属系でも革系でも、どっちでも用意できるぜ」

			『うーん。どうする？』

			「軽い方がいい」

			「じゃあ、革だな。重要部分に鋼を使って強度を上げたタイプがお薦めだ」

			「じゃあ、それで」

			「頭はどうする？」

			「ない方がいい。視界も悪くなるから」

			「じゃあ、獣人用の耳輪にしとくか。穴を開けなくても良いタイプがある」

			「ん」

			「じゃあ、ちょっと待ってな」

			　ガルス爺さんが倉庫から色々と持ち出してくる。

			「ほれ、ちょっと着て見ろ」

			　爺さんが持ってきた防具は、炎角牛のドレスアーマー、麻痺爪猫の手袋、毒劣飛竜のブーツ、ミスリルの耳輪・猫族用の四つだった。防御力も悪くないし、効果がかなり良い。火炎耐性付与、衝撃耐性付与、麻痺耐性付与、毒耐性付与、魔術耐性付与の効果まであるし。

			　ギルマスたちの装備に比べたら大分弱いが、街中の冒険者たちに比べたら少し強いくらいだろう。

			　白と黒を基調に色が統一されており、予想以上にフランに似合っている。ドレスアーマーは一見すると白いワンピースと黒いニーソックスのセットにしか見えないが、胸部などは金属と皮で補強されているし、素材のおかげで防御力もばっちりだ。

			　さらに、防御力はないが仕立の良い布服も二着つけてくれた。

			『こんなに強いのを、いいのか？』

			「いいってことよ。強い冒険者は、強い武具を装備しとけ。何より魔剣に比べてわしの装備が劣るなんて言われたら悔しいじゃねーか。まあ、赤字にはなってねーから心配するな」

			『フラン、良かったな』

			「ありがとう」

			「だったら、今後も顔を出してくれよ。インテリジェンス・ウェポンを解析する機会なんて、そうそうないからよ」

			『変なことするなよ？』

			「大丈夫だって。鑑定と目利きをするだけだからよ」

			『まあ、それくらいお安い御用だけど』

			「あと、素材の持ち込みも歓迎だぜ？　材料持ち込みなら、安く作ってやれるしな」

			　その言葉に、次元収納の中に仕舞ってある強い魔獣素材を思い出した。

			　ギルドに売るのは目立つからやめたけど、ガルス爺さんに渡して防具を作ってもらえば目立たずに済むんじゃないか？

			「素材、ある」

			『そうだよな。爺さんに渡して防具を作ってもらえば、目立たず処分できるんだよな』

			「ほう。そこまで言うからには、相当なもんなんだろ？」

			『雑魚魔獣ではないな。脅威度Ｄ、Ｃだし』

			　脅威度Ｃと言うのは、国が動いても可笑しくないレベルである。町のそばに出現すれば騎士団の出動が有り得る。

			　冒険者ならランクＢの高位冒険者が挑む難易度だ。

			『空き部屋はあるか？』

			「おう、そっちの部屋が空いてるぜ。持ってくるか？」

			「もう持ってる」

			「アイテム袋も持ってるのか？　でも、どこに……」

			　フランの姿を見てもどこにもアイテム袋なんか持ってない。

			　服と剣とサンダルしか身に着けてないんだからな。

			『俺の能力だよ』

			「ほほう。面白いな。剣にアイテムボックス能力ね……。その発想はなかったぜ」

			　何やらブツブツと呟く爺さんを置いて、俺は空き部屋に移動した。

			　元々は倉庫なのだろう。土間になっており、天井も高くて申し分ない広さだ。

			『じゃあ、出すぞ』

			　タイラント・サーベルタイガーの毛皮と牙と爪。ドッペル・スネイクの毒牙と鱗。ブラスト・トータスの甲羅と皮。素材だけで部屋がいっぱいになってしまった。

			　グラトニー・スライムロードの素材は出さないで、口頭で伝えるだけにしておいた。ここで出したら、部屋中が粘液まみれになっちゃうからな。後で樽か何かを用意してもらおう。

			「こりゃ……！　お、お前さんたちが仕留めたのか？　Ｃ、Ｄランクの高位素材だぞ？」

			『まあね』

			「一人で？」

			『正確には、俺だけだ。念動でぴゅーと飛べるんでな』

			「はははははは！　凄まじいなおい。その能力の多彩さは何だよ」

			『基礎能力が低い分、多芸じゃなきゃやってられないんだよ』

			「いいぜ、これだけあれば。かなりの防具が作れる。それこそ、下位ランクの冒険者じゃ手が出ないようなレベルの装備がな」

			　さすが強い魔獣の素材だけあるぜ。

			「ただ、これだけの革素材、わしだけじゃ扱いきれんな。奴と奴にも協力させよう。あとは、あいつにも──」

			『あの、爺さん？』

			「おっと、すまなかったな。久々の面白そうな仕事に、興奮しちまってな。全く、お前さんらはわしを何回驚かせれば気が済むんだ！」

			　と言いつつ、その顔には満面の笑みが浮かんでいる。

			「じゃあ、作ってもらえる？」

			「当たり前よ！」

			『ただ、爺さんクラスの職人にオーダーメイドとなると結構いくだろ？』

			「そうさな……基本素材を持ち込みでも、普通だったら、三〇〇万ゴルドは下らないだろうな」

			『まじかよ。絶対無理だ』

			「この素材、全部わしに預けてくれるってことで、いいのか？」

			『ああ、いいよ』

			「だったら、話は簡単だ。お嬢ちゃんの装備を作るのにこの素材は多過ぎる。余った分はわしが買い取るぞ。それで、代金は相殺ってことで、どうだ？」

			『それは、本気で助かる』

			「じゃあ、商談成立だな」

			「いつできる？」

			「一ヶ月はかかるぞ」

			『思ったよりもかかるな』

			「何言ってる。十分早い方だぞ！　まあ、これだけの素材だ。半端な仕事はしたくねーしな。足りない素材の仕入れもあるから、それくらいはかかっちまうだろうな」

			『仕方ないか。フランもそれでいいよな？』

			「ん。楽しみにしてる」

			「おう。任せとけ！」

			　その後、ガルス爺さんが用意した鉄製の樽にスライムロードの粘体を千切って入れた。これも、色々な用途があるらしい。

			「あと、魔石が見当たらないが、ないのか？」

			「ない」

			「そうか。そりゃ残念だ」

			『魔石も防具に使えるのか？』

			「おう。製作時に混ぜ込むのよ。例えば、このドッペル・スネイクの牙だが、防具に使えば毒耐性【中】は確実に付く。武器にすれば、猛毒効果が見込めるだろう。だがドッペル・スネイクの魔石と組み合わせれば、毒耐性【大】、王毒効果は確実に付く。他の魔石でも多少の効果はあるが、やはり素材の主の魔石が親和性が高くて一番だな」

			　魔石にそんな使い道があったとは。残念だが魔石はもう吸収しちゃったしな。今後、スキルを全部持っている魔石を手に入れたら、少し残しておいてみようかな。収納しておけば、吸収はいつでもできるし。

			『今後は、気を付けるよ』

			「おう、そうするといいぜ」

			『じゃ、今日はここいらでお暇するかな』

			「ばいばい」

			『色々騒がしくしてすまなかったな』

			「はっはっは。出来上がりを楽しみにしてろよ！　お前さんの鞘は、三日後に取りにきな」

			『分かった』

			　素材の処理もできたし、強い防具の発注もできた。いやー、いい出会いに感謝だな。

			『フランも似合ってるぜ。どっからどう見ても、駆け出し冒険者だ』

			「ありがと」

			『あとは……。肌着とか、必要か？』

			「別にいらない」

			『そ、そうか？』

			　本人がいらないって言ってるんだから、いいかな？

			　いや、ダメだ。確かに肌着や下着なんか、俺にはハードルが高過ぎる。

			　でもここで逃げたら、ずっと逃げ続けるぞ！

			　そして、フランは女の子らしさを失っていってしまうに違いない。

			　ここは、攻めるんだ！

			『だめだ。し、下着を買いに行くぞ！』

			


			　ガルス爺さんの店を出て一〇分後。

			『ここだ』

			「ひらひらがいっぱい」

			　ショーウィンドウにはフランが言う様な、ひらひらが沢山付いた女性用の服が飾られている。

			『婦人服の専門店だからな』

			　ちょっとどころじゃなくドキドキする。いや、心臓はないけどさ。

			　男だったら誰だって同じだろう。

			　それにこういったお店に入るのは、生前から合わせても初めてだし。

			「いらっしゃい」

			「ん」

			「あん？　冒険者かい？」

			　お店の奥から出てきたのは、ヤンキーっぽい感じのお姉さんだった。

			　真っ青なショートカットとか、ファンタジーを通り越してサイバーパンクだ。

			「で？　何をお求めで？　下着に肌着。普段着から勝負服まで、なんでも揃ってるぜ？」

			（何を買う？）

			『俺の言う通りに言えよ』

			（わかった）

			　ここは大体の物を伝えてお任せにしちゃおう。

			「下着を五日分。簡単に洗濯できる物が良い」

			「ふむふむ」

			「あと、鎧の下にも着こめる服と肌着が欲しい」

			「それも五日分で良いかい？」

			「ん」

			「下着はそこが一番小さいサイズになってる。どんな奴がお好みだい？」

			「適当でいい」

			「あんたみたいに可愛い女の子がそれじゃダメだ！」

			　なんでもこのお姉さんは元冒険者らしい。冒険中にも穿ける丈夫な下着に可愛い物が少ないことが不満だったので、自分で作ることにしてしまったそうだ。

			　今ではこの店の店主と組んで、女性冒険者向けの商品を色々と販売しているらしい。

			「あんたみたいに、黒髪黒目黒耳の色白美人なら、こういったやつもいいかもしれないね」

			　な、何だと？　クロのショーツ？　しかも、魅惑の尻尾穴付き？

			　けしからん。実にけしからんよ！　だがそこが良い！

			「このシリーズは獣人用にちゃんと穴が開いてるんだぜ？　どうだ？」

			　うーん。でも、フランにはちょっと大人過ぎないか？

			　アダルティーさとかフェロモンとか、フランにはまだ早いのですよ。もっとこう、可愛めの奴がいいな。

			　俺のそんな思いが通じたのか、お姉さんが他の商品を紹介してくれる。

			「他にも、こういうのとかもあるんだぜ？」

			　それは見紛う事なき縞々パンツ。しかも白と水色のストライプ系！

			「あとはこんなのとか」

			　くっ。やるな！　一見、クリーム色の地味なパンツなのに、小さくフリルとリボンがあしらわれていやがる！

			　次々と繰り出される魅惑のパンツたち。それでいて伸縮性がある上、丈夫でムレないんだとか。

			　


			　

			　


			「こっちは尻尾穴を開けるサービスもやってるぜ？」

			「じゃあ、それとそれで」

			「よしよし。他はどうする？」

			　何か必要なものはあるか？　女の子っぽいもの……洗顔フォームとか？　いやそうか、洗面道具だ。

			「洗顔系の道具？　もあれば」

			「あるぜ。うちはその辺もばっちり抑えているからな」

			「じゃあ、それで」

			「あいよ」

			　どうやらブラジャーは置いてないみたいだ。田舎だからなのか、文明レベル的に存在していないのか。

			　フランは小ぶりというか、断崖というか、まあツルペタ属性なので、当分は必要なさそうだけどね。

			「じゃあ、五日分の下着と肌着。後は通気性の良い素材のシャツとショートパンツ。丈が長い物はいるか？」

			「いる。二つは長いので」

			「了解。あとは、洗顔用の石鹸に、タオルだ」

			　石鹸があるのか。地球にあったものと同じなのか？

			「これは、錬金術で作った洗顔専用の石鹸で、肌がツルツルになるって評判なんだ。無臭で、冒険者の女性御用達なんだぜ？」

			　へえ。それはいいな。狩り場でフローラルな香りをさせていたら、あっと言う間に魔獣に発見されちゃうだろうし。匂いがないのは助かる。

			　俺たちは衣類や日用品を勧められるままに購入した。

			　これだけ一気に買い込む客は珍しいのか、最後までお姉さんはニコニコだ。

			　店を出る時も入り口まで見送ってくれた。

			「毎度あり！」

			　フランに洗濯の仕方を教えないとな。下手したら着た切り雀になりかねんからね。

			　俺がやれって？

			　いやいや、それは色々危険過ぎる。ここは自分でやってもらいましょう。

			　成長したフランに汚物を見るような目で見られたら死にたくなるだろうしな。

			


			　それから三〇分後。

			　俺たちは一軒の宿屋の前に立っていた。服屋のお姉さんにお薦めの宿を聞いたら、ここを教えてくれたのだ。女性冒険者が多く利用しているらしい。

			　外見は小奇麗で悪くはなさそうだ。

			　中に入ってみる。

			　店内も掃除が行き届いており、可愛い植木鉢なんかがさり気なく置かれている。

			　念動で部屋の隅をこすってみるが埃もない。うん、いい宿そうだ。

			「師匠、小姑」

			『な！』

			　酷い！　貴女のためなのよ！　フランちゃん！

			「いらっしゃいませ」

			　カウンターにいたのは、若い女性だった。二〇歳を超えたくらいか。

			「部屋空いてる？」

			「お一人様ですか？」

			「ん、一人」

			「保護者の人とか、いないかな？」

			　やはり、子供一人じゃダメか？

			『フラン、ギルドカードを出してみろよ』

			「ん。これ」

			「え？　本物？」

			「ん」

			　少しの間、ギルドカードを見ていた女性だったが、本物だと理解したようだ。

			「まあ、身元がはっきりしてるならいいか。素泊まりで三〇〇ゴルド。二食付きで四〇〇ゴルドとなっています。あと、うちは個室しかないんですが。どうされます？」

			『今日は食事付きにしとこうか』

			「食事付きで一泊」

			「わかりました。では、こちらがお部屋の鍵になります。貴重品の管理は、お気を付けくださいね」

			「ん」

			　その後、こまごました生活用品についての値段説明をされたがスルーだ。

			　ランタンもお湯も、魔術や道具で何とかなるし。歯ブラシがあるのには驚いたが、それも浄化魔術でどうにかなる。

			「食事は食堂でこちらの引換札をお渡しください。うちは食堂もやっているので、時間はいつでも構いませんよ」

			　二枚の引換札を渡される。食堂の営業中ならいつでも食事ができるとは、良いシステムだな。

			　ただ、魔獣肉はまだまだ大量にあるし、そちらを食べた方が食費も浮くんだよな。次からは素泊まりにして、食事は俺が用意する形にした方がいいだろうか。

			　料理を大量に作って次元収納に入れておけば、いつでも熱々を食べさせてやれるし。

			　問題はその料理をどこで作るかだな。

			　単なる丸焼きやスープだけじゃ飽きるだろうし、色々な料理を準備するとなると、ちゃんとした調理器具が必要なのだ。

			　階段を上って、教えられた二階の部屋に向かう。

			　鍵の番号は二〇四だな。おお、角部屋じゃないか。

			「ここ？」

			『悪くない部屋じゃないか』

			　清潔に保たれた部屋に、ベッドと机一式、サイドチェストもある。衣装ダンスも備え付けられており、快適に過ごせそうだ。しかも武具用の壁掛けまであった。

			　この宿、侮れんな。

			「師匠、ここであってる？」

			『合ってるぞ？　どうした？』

			「こんな凄い部屋？」

			　ああ、そういう事か。

			　四年も奴隷として生きてきたフランにとって、この程度の部屋でも信じられないくらい豪華なんだろう。

			　不憫な子や！　絶対に幸せにしてやるからな！　まずは安心させてやろう。

			『いや、そんな凄くないぞ。普通だ』

			「まじで？」

			『まじまじ。これからも、このくらいの部屋にはいくらでも泊まれるからな』

			「うおー」

			　フランが両拳を雄々しく天に突き上げ、雄叫びを上げる。

			「師匠についてきて良かった」

			『そうかそうか』

			「もはや人生勝ち組」

			『そこまで！』

			「私の時代」

			　うん、メチャクチャ嬉し過ぎて、テンションが上がっているらしい。

			　表情からは分かりづらいが。

			　気に入ったなら良かった。

			


			　暫く宿でまったりしてしまったが、買い物はまだ終わっていなかったことを思い出した。

			『なあ、日が落ちる前に買い出しに行こうぜ？』

			「何買う？」

			『調味料とか、調理器具だよ。野宿の時に最低限美味しい物を食いたいだろ？』

			「ん」

			『そのためにも、調味料は必要だ』

			「それは重要。最優先事項」

			『じゃあ、雑貨屋に行こうぜ。宿の人に聞けば、場所くらい教えてくれるだろ』

			「分かった」

			『一応、鍵かけとけよ。何も置いてないけど』

			「ん」

			　宿のお姉さんに聞いたらオススメの店を教えてくれた。

			　通りに出てすぐの場所にあるらしい。

			『ここだな』

			　看板には「雑貨屋サーベルタイガー」とある。

			「さーべるたいがー？」

			『全然、雑貨屋っぽくないな』

			「でも、ここしかない」

			　フランの言う通り、この辺にはここしか雑貨屋はない。

			　仕方ない。覚悟を決めて入ろう。

			　カランカラン。

			「いらっしゃいませー」

			　中はいたって普通の雑貨屋だった。主人がマッチョのオッサンじゃなければ。

			　文字にすれば単なる「いらっしゃいませー」だが、音にしたら超絶野太い。全部の文字に濁点を振らないと表現できない男臭さだった。

			「雑貨屋？」

			「そうなんですよ。よく勘違いされるんですけど、紛れもなく雑貨屋ですよ」

			　そりゃあ、勘違いするだろう。サーベルタイガーだし。店員はこんな場所よりもダンジョンに置いておく方が違和感のない、ムキムキマッチョメンだし。

			　しかも動きを見ればわかる。堅気じゃないな。

			　鑑定してみよう。

			


			　　名称：ルーファス　年齢：４１歳

			　　種族：人間

			　　職業：商人

			　　Lv：３０

			　　生命：１８８　魔力：７３　腕力：１５０　敏捷：７７

			　　スキル：運搬３、解体４、採取２、算術１、商売２、戦槌技４、戦槌術６、追跡２、氷雪耐性２、料理１、気力操作、ジャイアントキラー

			　　称号：ジャイアントスレイヤー

			　　装備：商売人の前掛け、算術のイヤリング

			


			　どう見ても商人のステータスじゃなかった。中級冒険者。それも前衛のスキル構成だ。

			　申し訳程度の商売と算術が、違和感バリバリである。

			「冒険者？」

			「元ね。昔から店を開くのが夢だったんだ。ようやっと資金が貯まってね。三年前に冒険者を引退してこの店を開いたんだ」

			「なんでこの名前？　かわいくない」

			　フランさん、もっとオブラートに包んで！

			「ははは、よく訊かれるよ。実は、お店を開く時に何か目玉になるものがあった方がいいと思ってね。あれを飾ることにしたんだ」

			　店主が指差すのは、店の奥の壁にかけられたサーベルタイガーの頭の剥製だ。今にも吠えそうなくらい迫力ある表情をしている。

			「かっこいい」

			「そうだろ？　でも女性には不評なんだよね。あんなにかっこいいのに」

			　この店、大丈夫か？　宿のお姉さんの紹介じゃなかったら速攻で逃げてるぞ。

			　フランたちが会話している間に店を見渡してみたが、品ぞろえは結構良かったけどね。調味料だけではなく、日用雑貨なども充実している。

			「おっと、買い物の邪魔をしちゃったね。ごゆっくりどうぞ」

			『じゃあ、買う物を指示するぞ』

			「ん」

			　塩、香草類はもちろん、砂糖やスパイス類といった高価な物も欲しい。あとは、皿やスプーンなどの食器類も買っとこう。

			　それにしても不用心過ぎないか？　日本と違ってこの世界は治安が悪い。強盗だってあるだろう。

			　なのにこの店は日本と同じように店内に商品を陳列して、客が選べるシステムを取っている。万引きし放題なんじゃ……？

			　いや、違うか。元冒険者の店主が素人の万引きを見逃すはずがない。防犯に自信がある故の陳列スタイルなのだろう。

			　最終的には三〇〇〇ゴルド程の買い物をして店を出た。

			　上客だと思われたのだろう。また来てくれという店主の熱烈な見送りを受けた。

			『残金は、あと四万ゴルドくらいか』

			「次は何買う？」

			『本当はポーションが欲しいんだが……』

			　あまり高いポーションは買えそうもない。

			「回復魔術がある」

			『でも、レベルが低いだろ？　あれだと、気休め程度にしかならないんだよ』

			「レベル上げれば？」

			『それも考えたんだがな』

			　残りの自己進化ポイントは２７だ。スキルレベルを一つ上げるのに２必要だから、レベル１のスキルでも、１０にすることが可能ということだ。もっと上げても良いが、ポイントを使い切るのはちょっと不安だしね。

			『いくつか上げたいスキルがあるんだよ』

			「なに？」

			　例えば剣技だ。

			　冒険者ギルドでの試験の後、ギルマスがドラゴン・ファングを中級剣技と言っていた。レベル７の剣技が中級。つまり、剣技も魔術の様に１０にしたら先があるのではないか？

			　それが俺の予想だった。

			「うん。私もそう思う」

			『だろ？』

			　剣技レベルの上限は剣術レベルに依存するので、剣技をカンストさせるためには、剣術をカンストさせる必要がある。なのでポイントを相当使うのがネックかな？

			　次の候補が分体創造だ。今のままだと全く使えないスキルだが、レベルを上げたらどうだろうか？　ドッペル・スネイクみたいに戦闘に使うこともできるんじゃなかろうか？　それに、諸々の手続きや買い物の時も、俺の分体が保護者のふりをすれば面倒が省けることも多いだろう。

			　宿に泊まるのだって、こんなに苦労することもなかったはずだ。

			「それは良い」

			『だろ？』

			　あとは瞬間再生や状態異常耐性、物理攻撃耐性などの、死ににくくなる系のスキルだな。地味だが、窮地では圧倒的に頼りになるだろう。しかもこの三つは、普通では取得条件が厳しい上位スキルらしい。

			　まだLvの低いフランでは、中級以上の魔獣の攻撃を一撃もらっただけでアウトだし。Lvが高くなるまでは慎重過ぎるくらいで良いと思う。

			「盲点だった」

			『瞬間再生とか、上げておいて損はないと思うんだ』

			　そこに回復魔術が加われば、相乗効果も得られそうだ。

			　そう考えると瞬間再生でも良い気がするが、回復魔術は他人に使えるというのが大きい。

			　半端に上げるよりは一つを集中的に上げたいところなんだが。

			『まあ、どれも良いスキルだしな』

			　宿に帰ってから相談を重ねた結果、俺たちは回復魔術を上げることにした。状態異常の回復などもできて便利だと考えたからだ。それに、フランが傷付いても俺が回復させてやれるのが大きい。

			　またその結果、治癒魔術１が発生していた。

			　火魔術に対する火炎魔術の様に、回復魔術の上に位置する魔術だ。

			　治癒魔術１で覚えられたのはリジェネ・ヒールとグレーター・ヒールと言う術だった。リジェネ・ヒールは普通のヒールに、継続して傷を癒す効果が組み合わさった術らしい。グレーター・ヒールは単純に回復量の増したヒールで、僅かな部位欠損なら治してしまうほどの回復術だった。どっちも非常に有用な術である。

			　ついでに回復魔術師という称号も得ていた。これも火魔術師と同じようなものだろう。

			『これで回復手段も万端だな』

			「ん」

			『じゃあ、明日はどうする？　冒険者ギルドで依頼を探してみるか？　金はまだあるから、何日間はダラダラしててもいいけど』

			「依頼を探す」

			『いいのか？　町の外に出ることになるけど』

			「いい」

			『じゃあ、明日はギルドにいくか』

			「うん。冒険者の仕事楽しみ」

			『おう。暫くはフランのLvを上げないとな』

			「その後は？」

			『フランはどうしたい？　何だってできるんだぜ？』

			「何でもできる……」

			『何かしたいことはあるか？』

			「うん……？」

			『はははは。じっくり考えればいいさ。時間はたっぷりあるんだし』

			「うん。そうする」

		

	
		
			第三章　冒険者ギルドとお約束

			


			　宿で迎えた初めての朝。

			　もちろん、知らない天井と呟くのはお約束だろう。

			　まあ俺は眠らないから、寝起きとかないけどね。

			　朝にあまり強くないフランを起こして着替えさせる。

			　浄化魔術で体を綺麗にしてやり、魔術の水で顔を洗ってやる。

			　フランの髪型は、先端にクシュッとしたクセが僅かに付いた、サイドが少し長めのショートカットだ。クセ毛故に朝の髪型が凄いので、水で寝ぐせを直すのも忘れない。

			「おはよ」

			『よく眠れたか？』

			「ばっちり」

			　その後は食堂に向かい朝食だ。

			「はいよ。朝定食お待たせ！」

			　フランの前に木製のランチプレートがドンと置かれる。

			　載っているのは硬い黒パンと卵焼き、ソーセージ二本、茹でたニンジンだ。これに具の少ないスープが付く。

			『どうだ？』

			「美味しい」

			　奴隷だったフランは、大概のものは美味しく感じるようだ。モリモリ食べていく。

			　よしよし。沢山食ってデカくなれよ。

			（でも、師匠のが作った料理の方がずっと美味しい）

			　昨日の夕食の時にも同じこと言ってたな。

			『はは、嬉しいこと言ってくれるね』

			（本当にそう。師匠の料理が食べたい）

			　料理スキルカンストしてるしな。今この町一番の料理上手が剣の俺という、不可思議な状況だ。

			　前世の記憶のおかげか、スキルレベルが同じでもフランより俺の方が料理の幅などが広いようだし。

			　料理王の称号まであるのに、だ。

			　まあ、どれだけレベルが高くても、この世界に存在しない料理は作れないということだろう。

			　これは本当に料理の大量作成と、大量保存を考える必要があるかもしれない。

			『依頼を受けて町の外に出れば、昼は俺が作ってやるから』

			「楽しみ。早く外行こう」

			『じゃあ、依頼を探しに行かないとな』

			「ん」

			　ということで冒険者ギルドにやってきた。

			「こんちわ」

			「こんにちは。依頼を探しに来たんですか？」

			「ん」

			「依頼ボードはそちらです。Ｇランク冒険者が受けられる依頼は、一番左のＧ、Ｆランク依頼だけですので、ご注意を」

			　まずＧランク依頼から見てみる。

			　Ｇランク冒険者の数が少ない上、早朝ということもあり、ボードの前には誰もいない。

			『薬草採取、イノシシ狩り、屋敷の草むしりに、道路のゴミ拾い？』

			「しょぼい」

			『そうだな。報酬も安いし』

			　Ｆランク依頼はどうだろうか。

			『ちっとはましだが……』

			　ゴブリン五匹の討伐、牙ネズミ駆除、森でのキノコ採集。

			　やはりしょぼいことに変わりはない。でも、それ以上の依頼を受けられないんじゃ仕方ない。

			　フランのLvが低いのは確かだし。フランのLvが上がるまでは雑魚を狩ってようか。

			「じゃあ、これ」

			『薬草採取ね。まあ、初めてなんだし、いいんじゃないか？』

			　ヒール草という、五級ポーションの材料になる薬草だ。

			　これなら森の中に沢山生えていた。

			「これ」

			「はい。じゃあ、こちらの依頼ですね。確認しました」

			「ん」

			「ヒール草の形などは分かりますか。分からないのであれば、資料がありますが」

			「大丈夫」

			「そうですか。最初は依頼を五つ達成されれば、ＧからＦへランクアップとなりますので、頑張ってください」

			「ん。ありがとう」

			「はい」

			　昨日あんな騒ぎがあったのに、受付嬢のネルさんからの好感度は高そうだ。良かった良かった。

			『よーし。行くか！』

			「ん」

			　門はギルドカードを見せるとあっさり通過できた。門番の男性はフランを覚えていたようで、冒険者だと言うと凄まじく驚いていた。

			『どっち行く？』

			「ん……あっち」

			『その心は？』

			「勘」

			　いい答えだ。どうせ急ぐ依頼じゃないし。好きに行動すればいいのだ。

			『途中でヒール草以外の薬草とかも拾っておこうぜ。そうすれば、戻ってすぐに達成できる依頼があるだろうし』

			「師匠天才」

			『はっはっは。もっと褒めてくれてもいいんだぜ？』

			「師匠すごい天才」

			　俺たちはのんびりと森の中を進んで行った。

			　すでにヒール草は規定分採取できている。

			　そのほかの薬草や、キノコ、木の実なんかも大量だ。

			　採取、薬草学、料理のスキルで有用な草かどうかを見分けることができる。

			　それに加え危機察知も有効だった。効果は分かっても利用方法までは詳しく分からない毒素材などでも、その危険さの度合いを感じることができる。つまり、毒素材として利用価値がありそうかどうか分かるのだ。

			　次元収納のお蔭でいくらでも持つことができる。気になった物は片っ端から採取しているのだった。

			「師匠」

			『おう』

			　フランが唐突に足を止めた。

			　だが、俺も驚かない。俺にも感じ取れているからな。

			『ゴブリンか。数は一〇匹以上いるな』

			「ん」

			『しかし、この辺は本当にゴブリンが多いんだな』

			　フランはすでに俺の柄に手をかけ、臨戦態勢だ。俺も止めはしない。

			　ゴブリンの群れだったら、安全に狩れるちょうどいい経験値だし。

			　普通の初心者にはお勧めしないけどな。

			『冒険者が囲まれてるか？』

			「あそこ」

			『冒険者が三人。ゴブリンは……』

			「一三匹」

			『しかも、上位種までいるじゃないか』

			　ゴブリン・ソルジャー、ゴブリン・シーフ、ゴブリン・アーチャーが群れを率いているようだ。

			　対して冒険者たちはまだ駆け出しに見える。安物の武具に身を包み、自分たちを包囲するゴブリンの群れを青い顔で睨みつけていた。

			『戦士一人、弓兵一人、魔術師一人か。バランスのいい構成だけど、あれだけ接近されたら中々やばいだろうな』

			　しかも全員がそれなりにダメージを受けている。魔術師にいたっては、大怪我を負っているようだ。

			「助ける」

			『分かった』

			「魔術で削って、割って入る」

			　俺たちは二人同時に土魔術を詠唱する。

			　俺の詠唱するストーン・バレットは、小さい石の礫を散弾の様に放つ威力の低い魔術だ。ただ、通

			　常の五倍以上の魔力を込めて発動させる俺の魔術は、礫の一つ一つが強力な弾丸の様な威力を持っており、

			　さらに敵が固まっていれば複数体を巻き込むこともできる。

			　これは魔法使いスキルを持つ俺だからこそできる荒業らしい。共有化できないスキルなので、フランは普通にしか魔術を使えないのが残念だ。

			　火魔術を使えば一発で片が付くんだが、森で火は怖いからな。

			「ストーン・アロー」

			『ストーン・バレット！』

			　フランの魔術が一匹、俺の魔術が五匹で、計六匹を速攻撃破である。うち一匹は、ゴブリン・シーフだった。

			〈フランのLvが、４に上がりました〉

			　ここでLvアップが来た。雑魚のゴブリンとは言えさすが上位種ってことか。

			　何事が起きたのかわからずに、双方ともに混乱している。その間にフランはゴブリンたちに急接近していた。

			『残り七匹』

			「ふっ」

			　すれ違いざまに二匹を叩き斬り、冒険者たちとゴブリンの間に滑り込む。

			　無論、俺だってちゃんと仕事をしているぞ。冒険者たちにとって最も厄介であろう、ゴブリン・アーチャーをストーン・アローで始末したのだ。

			「え？　なんで子供？」

			「強っ！」

			　冒険者たちが驚いている。

			　一部のゴブリンたちは驚きから回復し、ソルジャーを先頭に襲い掛かってきた。

			「ギャギャオウ！」

			　ほほう。強いと理解した相手に躊躇なく全員で襲い掛かるとは。

			　ゴブリンながら良い判断だ。

			『ま、無駄だけどな！　ストーン・バレット！』

			　俺は戦闘中にも常に詠唱を続けていた。なにせ息継ぎも必要ないからな。

			　すでに、ストーン・バレットの詠唱が終わっていたのだ。

			　右の二匹が石礫を喰らって、血反吐を吐き散らし命を落とす。

			　左から来ていた二匹もフランの敵ではない。

			「遅い」

			　ダブル・スラッシュが放たれ、最後の二匹も一瞬で切り捨てられたのだった。

			　僅か二〇秒ほどで事態が一変し、冒険者たちが間抜けな面で呆けている。

			　このまま間抜け面を眺めていたい気もするが、さすがに怪我人を放っておくのはまずいな。

			『早速、回復魔術が役に立つぜ』

			　ステータスを確認すると、単に生命力が減っているだけだ。

			　肉体の欠損も状態異常もない。

			『普通にヒールでいいぞ』

			「──癒しの光、サークル・ヒール」

			　回復魔術７の呪文、範囲回復魔法サークル・ヒールだった。

			　無事な二人も多少のダメージがあったのでついでに回復してやったんだろう。

			　優しい娘やで、ホンマに！

			「こんな小さい子が、サークル・ヒールだと？」

			「うぇ！　それって、中級魔術じゃない！」

			　驚いてるな。戦士の男の言葉に、弓兵の女性が目を見開いている。

			「しかも、あれって魔剣？」

			　おお、俺に気づいたか。

			　まあ、他の剣とは一線を画す高貴な姿をしてるし、見る奴が見れば気づいちゃうよな。いやー、困ったね。

			「そ、それよりもユースタス！　大丈夫か！」

			「平気なの？」

			「あれ？　怪我が治ってる？」

			　怪我をしていた魔術師も、問題ないようだ。

			　これでフランにおかしな言いがかり付けてきたり、丸め込んで利用しようとしたりして来たら、ちょーっと怒っちゃうかもしれんぞ？

			「大丈夫？」

			「あ、ああ。助かったよ」

			「ありがとう。ほら、あんたも！」

			「え？　あ、ありがとう？」

			　うむ、まずはお礼。基本だな。

			　どうやら、先日の馬鹿どもとは違うようだ。

			「あなたは、その……冒険者なの？」

			「ん」

			「えっと、名前を伺ってもよろしいですか？」

			「フラン」

			　その言葉に冒険者たちが目線を交わし合う。

			（知ってるか？）

			（知らない。こんな目立つ子がいたら、知らない訳がない）

			（だよな）

			（俺も知らない）

			　多分、こんな感じだろう。

			「俺はクラール。彼女がリリー、彼がユースタスです」

			　礼儀正しく自己紹介をしてくれた。

			　でも、フランはもう彼らに興味がないようだ。

			「そう。じゃ」

			　というか早くLvアップしたステータスを確認したいらしい。

			『いいのか？　謝礼くらいはもらえるかもしれないぞ？』

			（不憫）

			　まあ、そうか。こいつら見るからに駆け出しだ。大した謝礼は期待できないもんな。というか、無理やりむしり取ることになりそうだ。

			　だがさっさと去ろうとするフランを引き留めたのは、リーダー格の戦士、クラールだった。

			「ま、待ってください」

			「う？」

			「このゴブリンは、仕留めた貴女のものです」

			「は？　このお嬢ちゃんがゴブリンどもを仕留めた？　何言ってんだ」

			「いいからあんたは黙ってなさい！」

			「命を助けてもらって、その上施しまで受ける訳にはいきません」

			　良い心がけだ。

			　ここで断ると、逆に印象が悪いかもしれない。

			『上位種の素材くらいは、もらっといていいんじゃないか？』

			「わかった。上位種だけもらう」

			「え？　上位種が交じってたのか！」

			　おいおい、それすら分かってなかったのか？

			　確かに、見た目じゃ分かりづらいが、体も角も少し大きいのに。

			「ん」

			　フランは驚く三人を放置して、マイペースに剥ぎ取りをする。

			　ソルジャー、シーフ、アーチャーと進むにつれ、冒険者たちの顔が凄いことになっていくな。

			　フランは角と魔石を腰に下げていた袋に仕舞う。

			　この袋はダミーだけどね。袋に仕舞うふりして、次元収納に仕舞うという訳だ。

			「上位種が、三匹だって？」

			「これって、ヤバいんじゃない？　ギルドに知らせないと……」

			「いやいや、待てって。本当に上位種なのか？」

			「多分本当よ。あの三匹、明らかに体が大きいし」

			　俺たちの想像以上の慌てようだな。

			　どうやら何か問題が発生したみたいだ。

			「どうしたの？」

			「いや、上位種が同時に三匹も出現したんなら、冒険者ギルドに報告しないと！」

			「なんで？」

			「何でって、知らないの？」

			「ん？」

			「上位種がいるってことは、キングもいるかもしれない」

			　冒険者たちの説明をまとめると、こうだ。

			　ゴブリンの群れはキングがいると統率力が格段に上がり、戦闘力が増す。

			　これは俺も知ってるぞ。

			　より多くの魔獣が狩れる上、死亡個体も減り、上位種に進化する個体が増える。

			　するとさらに戦闘力が増し、より群れが大きくなっていくという、最悪の循環が生まれるのだ。

			　そして、群れがある程度大きくなるとクイーンが生まれてしまう。平原にクイーンがいなかったのは、周辺に強い魔獣がいて群れが一定以上に大きくなれなかったからだろう。

			　重要なのは、キングとクイーンの間に生まれる子供は全てホブゴブリンになるということである。

			　そしてホブゴブリンと普通のゴブリンの間に生まれる子供も、全てがホブゴブリンになってしまう。

			　ホブゴブリンの脅威度は個体でＦ。ゴブリンよりも一つ上のランクだ。キングに率いられる群れは、単なるゴブリンの群れであっても脅威度Ｄ以上になるらしい。ということは、普通に考えればキングに率いられたホブゴブリンの群れは脅威度Ｃは確実だ。

			「そうなったら、手が付けられなくなる。魔獣災害の発生だ」

			「どれだけの村が消えることになるか、想像もつかないわ」

			　なるほど。この辺の冒険者にとっては死活問題だろう。

			　俺にとっては美味しい餌の群れにしか思わんが、今のフランにとっても脅威になる。

			　ならば早めに潰しておく方がいい。

			「俺たちはすぐに冒険者ギルドに向かって報告します」

			　そう言って、上位種の死体をそれぞれが担ぎ上げる。

			　素材はなくても、死体があれば証拠になるからだ。

			「ん」

			「それじゃあ、失礼します」

			「今日は本当にありがとうね」

			「なんか助けられたみたいだな。ありがとうよ！」

			　結果的にゴブリンの素材も手に入ったし、前途有望な若者を助けたしで、悪くない成果だったな。

			『じゃあ、魔石を吸収しちゃうか』

			　駆け出しパーティから離れた場所で、魔石を取り出して吸収する。

			　スキルは持ってる物ばかりだったけど、こういう小さいことの積み重ねが大事だからな。

			　ありがたくいただきました。

			「ねえ、ステータス、見て？」

			『はいはい、今見るぞー』

			「ん」

			


			　　名称：フラン　年齢：１２歳

			　　種族：獣人・黒猫族

			　　職業：魔剣士

			　　Lv：４

			　　生命：４１　魔力：２９　腕力：２８　敏捷：４９

			


			　結構ステータス値が上昇してるな。特に、腕力と魔力は、Lv１アップしただけで４も上昇している。魔剣士の効果だ。俺は上昇の値をフランに教えてやる。

			「いい感じ」

			『そうだな。このまま頑張ってLvアップしようぜ』

			「おー」

			　無表情で拳を突き上げるフランもかわいいな～。

			　よし、俺も気合入れて獲物を探そう！

			


			　初心者パーティと別れてから一時間。

			　俺たちはゴブリンの群れと交戦していた。

			「ダブル・スラッシュ！」

			「ギャハゲ！」

			「シュギョー！」

			　袈裟切りからの斬り上げを高速で繰り出す剣技が、二匹のゴブリンを切り捨てる。

			〈フランのLvが、９に上がりました〉

			「また上がった」

			『はいはい。確認はあとでな』

			　俺の放つ魔術がゴブリンを貫き、フランの剣技が真っ二つにする。

			　それでも全然減らないな。

			　最初は経験値を得るために数匹のゴブリンを探しては狩る、と言うことを繰り返していたのだ。だが、段々と周辺のゴブリンが増えていき、仕舞には一〇〇匹を超える群れとなっていた。

			　俺たちだって、ここまでの数と戦うつもりはなかったのだ。ただ、ちょっと調子に乗ったというか、経験値のために欲をかいてしまったというか、ちょっとばかし深追いし過ぎてしまった。

			　巣が近いのか、短い時間に急激に数が増えてしまったのも、囲まれた原因の一つだろう。中には複数の上位種がおり、統率も取れている。

			『またくるぞ！』

			「ん！」

			　ヒュヒュヒュヒュヒュン！

			　木々の隙間を縫ってフランに襲い掛かったのは、無数の礫つぶてだった。石だけではなく木片なども交じっている。

			　周囲を囲むゴブリンたちが一斉に投擲したのだ。

			　四方八方から襲いくる礫は、到底躱しきることなどできはしない。

			「師匠！」

			『ああ任せろ。ファイヤ・ウォール！』

			　炎のドームがフランの体を覆い隠し、礫から身を守る。

			　だが奴らの攻撃はこれで終わりではなかった。

			『来るぞ！』

			「ん！」

			　フランが俺を構える。

			　炎の壁が消え去った時──。

			「ゴルラァ！」

			「ギョギョガ！」

			「ギャルー！」

			　一〇匹のゴブリンが一斉にフランに襲い掛かってきていた。

			　二匹は早く跳び掛かり過ぎたのだろう。ファイヤ・ウォールに激突し、炎に包まれてのたうち回っている。

			「ヘビー・スラッシュ！」

			　ゴブリンたちの攻撃を躱し、すれ違いざまに俺を叩きこむ。

			　そうやって五匹を葬った直後だった。

			「ギャハッ！」

			「くぅ……」

			「ギシハァ！」

			「あぅ！」

			　ゴブリンたちの武器を捌ききれず、フランの小さい体から真っ赤な血が舞った。

			　剣が肩口を切り裂き、槍が背中を抉っている。

			　だがフランは激痛をこらえ、怯まずに剣を振るう。

			　痛覚鈍化をセットすることを提案したいが、あれは感覚系が鈍るため、逆に足を引っ張る可能性もあるしな。

			「くぁぁっ！」

			　普段は大人しいフランが雄叫びをあげ、ゴブリンに切り掛かる。

			　これで、さらに一〇匹撃破だ。

			　こんな攻防を数度繰り返し、フランの周辺には四〇匹近いゴブリンの死骸が転がっている。

			　それでもフランを包囲するゴブリンの数は減ったように思えなかった。

			『ミドル・ヒール！』

			「はぁはぁ……」

			『おい、フラン！　大丈夫か？』

			「……大丈夫っ」

			『もう逃げよう。経験値はもっと効率よく稼ぐ方法がいくらでもあるさ』

			　俺たちは舐めていたんだろう。

			　ゴブリンも、戦いも。

			　俺のこの体は痛みも疲れもないし、破壊されてもすぐに修復される。

			　良い意味でも悪い意味でも、強い魔獣以外に苦戦したことはなかった。

			　そのせいで、俺には危機感が足りていなかったのだ。口ではフランに、危険だとか、まだ早いとか言っていたが、心の底では俺さえいればどうにかなると思ってたんだろう。

			　その挙句が、ゴブリンに対する苦戦だ。

			　だが今更後悔しても遅い。

			　回復魔術には生命力自動回復や、瀕死に陥った時に傷を癒してくれる術など、死にづらくなる術がある。このまま戦い続けてもいつかは勝利できるだろう。

			　だが、それまでにどれだけの痛みを受け、どれだけの血を流すことか。

			　まだそういった覚悟をフランは得ていないだろう。

			　戦いに恐怖を覚えたり、トラウマになってしまう前に一度退かせるべきだ。

			『また来るぞ！　今ならまだ逃げられる！』

			　浮遊と空中跳躍を駆使すれば、空を移動して逃げることができる。

			　ゴブリンたちの壁も簡単に突破できるだろう。

			「逃げない」

			『な、なに言ってんだ！　これ以上痛い思いしたって、無駄なだけだろ！　ちょっとデカイ魔獣を狩ればもっと経験値だって稼げる！』

			　意地になっているのか？

			「無駄じゃない」

			　フランは短く呟くと、俺を構える。

			　その顔には強い決意が浮かんでいた。

			「師匠がいれば、死なない。死なずに、痛みを知れる。戦いに慣れることができる。そして、経験も積める」

			『フラン……』

			「強くなるために、もっとギリギリの戦いが必要だと思ってた。ここは、ちょうどいい戦場」

			　そう言ってフランは獰猛な笑みを浮かべた。

			　うん、俺ってばフランを舐めてた。フランはとっくに覚悟を持っていたみたいだ。

			　覚悟を持っていなかったのは、俺だけだった。

			　フランを傷つける覚悟が足りていなかった。

			　俺が強くしてやるだって？　確かに俺が主導でレベリングすれば、Lvは上がるだろう。

			　でもそれは本当の強さなのか？

			　経験と精神力。傷と痛みに堪え、実戦の中でそれらを得なければ、Lvだけ上げても意味がないんじゃないか？

			　フランはそれをしっかり分かっていたんだろう。

			「師匠は援護を」

			　凄いぞ。俺みたいに日本でぬくぬく育ってきた温室育ちとは、覚悟が違う。

			　いいだろう。俺も覚悟を決めたぞ。覚悟完了だ！　もう躊躇わない。甘っちょろい愛護精神も捨てよう。

			　ここにいるのは、俺が庇護しなければ何もできない、弱い子猫ではない。牙を研ぐ猛獣の子供だ。

			『回復は任せろ！』

			「ん！　いく！」

			　フランが走り出す。そのままゴブリンの群れに突っ込んだ。

			　


			　

			　


			「はぁぁぁぁ！」

			「ギョギャォー！」

			　そして、思うままに剣を振るう。

			　腕力の全てを込めて振るわれた剣が、鎧兜ごとゴブリンを唐竹割に叩き斬る。

			　速さの限りを尽くして突き出された剣は、ゴブリンに僅かな反応さえ許さず、その心臓を貫き通す。

			　全ての技を試すが如く縦横無尽に繰り出される剣戟が、周囲のゴブリンを刻んでいく。

			　ただ敵を倒すのではなく、自分の限界を知り、経験値を積むための戦いだ。

			　もっと強く、もっと速く。そしてもっと巧く。

			　フランの脳裏に描かれているであろう理想の自分に一歩でも近づくため、幾度も剣を振るい、ゴブリンを切り倒していく。

			　時には手痛い反撃を受けることもあった。

			　痛みのせいで僅かに動きを止めてしまった隙を突かれて、ゴブリンの槍が左腕を貫通し、短剣が足を抉る。

			　決死の覚悟で組み付いてきたゴブリンから噛み付かれることも、斬られたゴブリンの内臓をぶつけられることもあった。

			　しかし、フランが怯むことはない。

			　その全てがフランの血肉となり、糧となっていくのだから。

			　二度と同じ攻撃を喰らわない様、斬りつけられても、石をぶつけられても、絶対に動きを止めない。何をされても目を背けず、油断しない。

			　共に戦う俺の目から見ても、フランの覚悟は瞠目に値した。

			　俺はフランが実戦経験を積むためのサポートに徹する。

			　フランが気の済むまでその力を振るえるように。

			　そうして見守っていると、フランの変化に気づいてきた。

			「はっ！　らぁ！」

			　今の動き、ちょっと凄くないか？　剣技は発動してないのに、トリプル・スラストと同じくらい早かった。

			　今のもそうだ。ダブル・スラッシュ並み──いや、ダブル・スラッシュを超える動きだった。

			　フランは剣術を使いこなしていると思っていたのだが……。

			　実は全く使いこなせていなかったらしい。

			　いや、それは無理もないのか？

			　ある日、高レベルの剣術を突然得て、肉体や脳があっさりと順応するはずもない。これまでは雑魚とばかり、しかも一瞬で終わる様な戦闘しかしてこなかったので、問題にならなかったのだろう。

			　それがギリギリの実戦の中で、スキルと肉体が一致してきたのだ。

			　今までは鋭いと感心していた剣筋は、単に速いだけの物だった。多彩に思えていた攻撃も、実は読みやすい単調な攻撃だった。

			　だが今は違う。

			　ゴブリンの攻撃を捌く回数が増え、攻撃の正確さが凄まじい勢いで増していく。

			　攻撃や動きの引き出しが増え、全ての動きから無駄が削ぎ落とされていく。

			　まさに剣身一体。

			　フランの精神と肉体と技量が、短い間に著しい成長を見せていた。

			


			　二時間後。

			「はぁ……はぁ……」

			『フラン、よくやったな！』

			「ん……！」

			　ゴブリンの死体が散乱し、血と体液が大地を覆い尽くす。まさに地獄の様な惨状。

			　その中心に、俺を杖代わりにしてフランが辛うじて立っていた。

			　回復魔術のおかげで傷はない。

			　だが体力の消耗は激しく、肩で大きく息をしていた。

			　全身に自分の血と返り血、泥や埃をこびりつかせ、綺麗な部分などない程だ。

			　買ったばかりの防具も赤黒く変色してしまっている。特にドレスアーマーは損傷が酷く、修復が必要だろう。

			　俺がもっと積極的に攻撃をしていればここまで苦戦しなかったはずだ。

			　だがこれは必要な苦戦だった。

			　数値の上ではLvが８上がっただけだが、それ以上にフランは成長している。

			　なにせ途中からはゴブリンを仕留める際に必ず魔石を叩き割れるくらいになったからな。乱戦の中で、激しく動く相手の急所だけを正確に狙える域に達したってことだ。

			『──スタミナ・ヒール』

			　体力を回復する魔術を重ね掛けしてやる。だが精神的疲労までは取れない。

			『少し休め、周辺の警戒はしておくから』

			　俺は素材の確保と、魔石の吸収をしちゃおうかね。

			「手伝う」

			『あ、おい。大丈夫か？』

			「さっさと済ませて、ここを離れる」

			『そうだな……。キングは結局いなかったし。増援が来る前に済ませちゃった方がいいか』

			「ん」

			『じゃあ、武具と角を頼む。俺は魔石を重点的に吸収するから』

			「わかった」

			


			　三〇分後。

			『あらかた回収したな』

			「大量」

			『おう。魔石値が一気に２００近く貯まったからな』

			　上位種が多数いたとはいえ、雑魚のゴブリンも一〇〇匹以上は確実にいただろう。

			『しかし、魔獣が全然寄ってこなかったな』

			「ん。楽ちん」

			　これだけ血の匂いが充満していて、魔獣が感じ取らないことはないと思うのだが。

			　そばに寄ってくると、急に方向転換して去って行ってしまうのだ。

			　知能が低くても、この惨状を目の当たりにすれば恐怖を覚えるのだろうか。

			　フランが言う通り回収が楽に済んで良かったけどな。

			『新しいスキルもいくつかあるぞ。しかも、面白そうな奴ばかりだ』

			　今回の戦いで得た物で一番大きいのはもちろんフランの成長だ。

			　ただ、それ以外にも色々手に入った。物理的にね。

			　折れたり錆びたりした物を除いても、鉄製、青銅製の武器が五〇本。

			　防具も僅かにある。まあ、臭いし汚いしで、防具のほとんどは捨てることになったけどな。

			　魔力を帯びたアイテムも少しあったのは大きい収穫だ。

			　詳しいことはあとで調べよう。

			　それと新しいスキルはこんな感じだ。

			　詠唱短縮、軽業、蹴脚技、蹴脚術、死霊魔術、毒吸収、毒魔術、斧技、不動心。

			　ホブゴブリン・ダークメイジ、ホブゴブリン・ネクロマンサー、ホブゴブリン・グラップラー、ホブゴブリン・グラディエーターという四種から得たスキルだ。

			　まあ、問題もあったのだが。

			『ホブゴブリンがいたな』

			「ん」

			　新スキルを提供してくれた四匹はホブゴブリンだった。

			　そのステータスは以前に倒したゴブリン・キング並みだったな。

			　ということは、すでにゴブリン・クイーンが生まれていて、繁殖が始まっているという事か？

			『なあ、ゴブリンって、成長が早いのか？』

			「うん。一〇日くらいで、大人になるらしい」

			『まじで昆虫並みだな。だとすると、ヤバいんじゃないか？』

			　ホブゴブリンの大繁殖の可能性有りか。

			『冒険者ギルドに報告に戻った方がいいな。俺たちだけで狩りたいところだが、放っておいたら大きな被害が出るかもしれん』

			「ん」

			　とりあえず、ホブゴブリンの死体だけ回収しようとしたのだが──。

			　俺は人が近づいてくる気配を感じ取っていた。

			『フラン！』

			「ん」

			　浮いているところを見られたらまずいからな、大慌てでフランの前に戻る。フランは慌てず、俺の柄を掴んで背に戻した。

			　暫くすると、木々の向こうから大勢の冒険者が駆けてくるのが見えた。

			　先頭はドワーフかね。樽に手足が生えた様な体型からは想像もできないくらい速い。数時間前に助けた、駆け出したちの姿もある。

			「あそこだ！」

			「おい、これ全部ゴブリンか？」

			「なんだこの惨状は……！」

			『手間が省けたな』

			　クラールたちがゴブリンについての報告を行い、人員が派遣されてきたのだろう。

			「お嬢ちゃん！　大丈夫か！」

			「怪我は？」

			「大丈夫」

			「これは……全部お嬢ちゃんが？」

			「ん」

			　フランが頷くと、一〇人の冒険者たちは一様に驚きの表情を浮かべる。

			「この数を……一人で、だと？」

			「それが本当なら、ランクＥ……。いや、狭い巣穴ではなく、大軍を一度に相手にするのはランクＤ冒険者並みだぞ」

			「え！　ランクＤ？」

			「まじで？」

			　なんか勝手に盛り上がっているな。

			　確か冒険者のランクは、モンスターの脅威度に合わせて決められるんだったか？

			　同じランクの魔獣を十分に準備した上で、パーティを組んで相手にして死なないで対処できるレベル。それと、一つ下のランクの魔獣だったら単独で相手にできるレベル、だったかな。

			　つまりランクＥの冒険者なら、同ランクの冒険者四～六人でパーティを組んで、脅威度Ｅの魔獣一匹を狩れるレベルだ。そしてランクＦの魔獣なら一人で討伐できなくてはいけない。

			『え～と、ゴブリンは一匹でＧ、一〇匹でＦ、一〇〇匹でＥだよな』

			　一人で一〇〇匹のゴブリンを倒したフランは、低く見積もってもランクＤの実力があるってことか。しかも今回は一〇〇匹超えで、上位種を多数含む上、相手に有利な森林で同時に相手にした。それが、冒険者からの評価をやや上げているらしい。

			　リーダーらしきドワーフの男性が仲間に説明してやっている。

			　うんうん。フランが褒められてるのを聞くのは気持ちがいいな。もっと褒めていいんだぞ？

			　フランはそう言った評価はあまり気にならないようだが。

			　ドワーフの言葉を遮って、ホブゴブリンの死体を目の前にドサッと置いた。

			「これ」

			「これは、ホブゴブリンか？」

			「あっちにも」

			「しかも、四匹？」

			「すでに巣穴の外にホブゴブリンが出ている段階か！」

			　どうやら結構ギリギリの事態らしい。

			　このまま放置しておけば一〇日以内にゴブリンスタンピード、つまりゴブリンの侵攻が起きるという事だ。

			「おっとすまない。自己紹介がまだだったな。俺はエレベント。アレッサのＤ級冒険者だ。名前を伺ってもよろしいか？」

			「フラン」

			「旅の方かな？　ここでゴブリンを食い止めてくれたこと、感謝する」

			「ん？　私はアレッサの冒険者」

			「む？　いや、俺はアレッサに一〇年以上いるが、お嬢さんを見た記憶がないが……」

			　これだけ小さくて美少女で、しかも強いフランを見逃すわけがないという表情だな。

			　エレベントのパーティメンバーらしき三人の男たちも頷いている。

			　もう一つの獣人たちで構成されたパーティも同様の反応だ。

			「登録したのは昨日」

			「は？」

			「うそ！　じゃあ、ランクは？」

			「Ｇ」

			「はぁぁ？　これだけ強くて、Ｇ？　何の冗談だ！」

			「いえ、必ずしもランクと強さは一致しません。エルフなどの中には、森の中で長年修行して人間界に出てきて冒険者登録をした結果、ランクＧなのに実際はＤ相当という者もいますから」

			「な、なるほど」

			「そうだよな～」

			「もう、フランさんたら人が悪いんだから！」

			　ああ、結局そういう結論なんだな。

			　見た目は幼くても、成長の遅い長命種族なら実は一〇数年修行をしてきましたという設定が成り立つからな。

			『こいつら、勝手に納得したけど、訂正しなくていいのか？　きっと、フランのことを、若作りだけど実は年増って思ってるぞ』

			（別にいい）

			　清々しい程自己評価が気にならないらしい。残念。こいつらが驚く面が見たかったのに。

			　まあ説明するのも面倒だし、いいか。

			「と、とにかく、クイーンのいる巣穴は、俺たちだけじゃ手に負えない。一旦ギルドに戻ろう！」

			「そうだな。悪いんだが、フランさんにも一緒に来てほしいんだがね」

			「分かった」

			「助かる。じゃあ、戻ろう。事態は一刻を争うからな」

			「おう！」

			


			　　名称：フラン　年齢：１２歳

			　　種族：獣人・黒猫族

			　　職業：魔剣士

			　　Lv：１２

			　　生命：１１３　魔力：６６　腕力：８９　敏捷：９１

			　　称号：解体王、回復術師、スキルコレクター、火術師、料理王

			　〈ＮＥＷ〉百戦錬磨、ゴブリンキラー、殺戮者

			


			　フランのステータスはこんな感じだ。ステータスの上がりがメチャクチャいい。さらに、称号が三つも！

			


			　　百戦錬磨：一戦で、同格以上の敵を単騎で一〇〇体以上退けた者に与えられる称号。

			　　効果：生命４０上昇、腕力２０上昇、スキル・不退転を獲得。

			　　ゴブリンキラー：同一戦場内において、ゴブリンを一〇〇匹以上葬った者に与えられる称号。

			　　効果：スキル・ゴブリンキラー獲得。

			　　殺戮者：同一戦場内において、単騎で一〇〇の命を刈り取った者に与えられる称号。

			　　効果：敏捷１０上昇。スキル・精神安定を獲得。

			


			　　スキル

			　　不退転：逆境において、恐怖無効、回復速度上昇【大】を得る。

			　　ゴブリンキラー：ゴブリンに対して、ダメージ上昇。

			　　精神安定：殺傷に対しての、精神的ハードルの低下。その後の精神の安定効果。

			


			　いいなぁ称号。俺も欲しいぜ。剣の体のせいなのか、俺は称号を得られないみたいだからな。

			　それにしても百戦錬磨だけが凄まじい。獲得条件が難しいだけあり、これだけでも微チートなんじゃ？　っていう効果だ。

			　あと重要なことに気づいたな。

			　今更だが、フランが独自に得たスキルは俺のセットスキルに含まれない。

			　フランが覚えたスキルが俺と被っていれば、そのスキルはセットスキルから外すこともできるし、その分色々と付け替えることができるだろう。

			　冒険者と共に町へと向かう道すがら、フランにステータスを教えてやる。

			（百戦錬磨？　激レア！）

			『そうなのか？』

			（英雄の称号！）

			　あのフランが興奮気味だ。それだけ嬉しいんだろう。

			「なあ、お嬢ちゃん、パーティは組んでないのか？」

			「パーティ？」

			「おう。もし誰とも組んでないなら、俺たちと組まんか？」

			　なんとエレベントからの勧誘だ。その眼は本気っぽい。

			「ちょっと待った。俺たちだって、狙ってたんだ」

			「抜け駆けはいけません。優秀な冒険者は、どのパーティだって欲しがっているんですよ」

			　しかもその言葉を聞いた他の二パーティも声をかけてきたではないか。

			　なんかフランのことが認められたみたいで嬉しいな。

			『だってよ？　どうする？』

			（私のパーティは師匠だけ）

			『俺のことを隠して、他のパーティに加わることも可能だぞ？』

			（いい。師匠がいる）

			『そうか』

			　まあ俺の能力を見られるわけにはいかないからな。

			　パーティを組むのは難しいだろう。

			　今はね。

			


			　ゴブリンの群れとの交戦後、俺たちは速やかにアレッサへと戻ってきた。

			　本当は防具の修復に行きたかったが、ギルドへと連れていかれる。

			　エチケットとして浄化魔術で汚れを落とすが、酷い格好に変わりはない。

			　冒険者は誰も気にしていないみたいだが。

			「エレベントさん、どうでしたか？」

			「おう。ギルマスに報告がある」

			「お待ちください。確認してまいります」

			　エレベントのシリアスな顔を見て、事態の悪さを悟ったのだろう。

			　ネルさんが慌てて奥に引っ込んだ。

			　数分後。ネルさんが俺たちを呼びに来る。

			「ギルドマスターがお呼びです。こちらへ」

			　ギルマスの執務室に入ると、ギルマスとドナドロンドのコンビがいた。

			「報告を聞きましょう」

			「ああ。クラールたちと共に、現場に向かったんだが、そこでフランさんに出会ってな」

			「すでに、戦闘は終了した後でした」

			「そうですか。では、フランさんにお聞きしたいんですが……」

			　ギルマスが軽くため息をつく。フランの無口っぷりを分かっているからだろう。

			　どうやって話をさせるか思案している顔だ。まあここは俺がフォローしてやるか。

			　結構切迫した事態みたいだしな。

			「報告をしていただいても？」

			『フラン、角を出してやれよ』

			「ん。コレ」

			　フランは道具袋に偽装した次元収納から、ホブゴブリンの角を取り出した。

			「これは……ホブゴブリンの角？」

			　ギルマスは鑑定を使いそれが何であるのか理解すると、厳しい表情で取り上げる。

			「ゴブリンに、ホブゴブリンが交じっていたのか！　ゴブリンどもの総数は？　ホブゴブリンは何匹だった？」

			　ドナドロンドも、角を手に取って驚愕している。

			「たくさん」

			「あーっと、もう少し詳しくだな」

			『一三〇匹くらいだ』

			「一三〇匹くらい」

			『ホブゴブリンが四、上位種が二〇くらい』

			「ホブゴブリンが四、上位種が二〇」

			「馬鹿な！」

			　ドナドロンドが思わず立ち上がる。

			「完全にゴブリンスタンピードの前兆じゃないか！」

			「落ち着きなさい、ドナドロンド君」

			「す、すいません」

			「さて、フランさんに質問です。ゴブリンたちはどうしましたか？　撤退したのですか？」

			「全部倒した」

			「なるほど、撤退しなかったと」

			「ん。最後まで向かってきた」

			「それはまずいですね」

			　何がまずいのか？

			　ギルマスが言うには、フランが倒したゴブリンたちは口減らしのために巣の外に追い出された様なものらしい。

			　繁殖が進み、巣で賄いきれなくなった下級ゴブリンたちが、キングの命令で溢れ出したのだ。

			　なので死ぬ覚悟で巣の脅威になりそうなフランに向かってきたのだろう。

			　そこに、ホブゴブリンや上位種が交じっているという事は、巣の中はすでにホブゴブリンだけで固められていると思っていいらしい。

			「今回のゴブリンスタンピードは規模が大きそうだな」

			「冒険者たちに緊急招集をかけましょう」

			「今日明日で準備を行い、明後日には巣の殲滅を試みる。そう言った流れですかね？」

			「ええ。まずはシーフ系冒険者に巣の位置を探らせましょう。特別依頼を出します」

			「では、俺はポーション類を確保するか」

			　慌ただしくなってきたな。

			　ネルさん以外の受付嬢なんかも呼ばれて、色々指示が出されている。

			「では、エレベントさん。貴方にはもう一働きしていただきたいのですが、よろしいですか？」

			「現場への道案内ですかい？」

			「はい。シーフ系の冒険者を連れて戻ってほしいのです」

			「わかりやした。アレッサの一大事だ。俺も全力を尽くしましょう」

			　エレベントの言葉に他の冒険者たちも力強く頷いている。

			　フランも付いていきたそうな顔だが、許しませんよ。

			　防具の修復もしないといけないし、今日は休ませる。それだけは譲れん。

			「フランさんは……今日はお休みください。その防具では、無理はさせられませんしね」

			「……ん」

			　フランは無念そうに頷く。グッジョブギルマス！

			　エレベントたちはさらに詳細の確認を行うらしい。

			「じゃあ、帰る」

			「ああ、待ってください。お帰りの前に受付によって行ってください、Ｆへのランクアップの申請をしておきますので」

			「まだ、依頼を五つ達成してない」

			「ゴブリンの大軍を一人で殲滅するような冒険者を、Ｇのままにしておけるわけがないでしょう。それにＧランクでは今回の討伐依頼に参加できませんからね。こちらの都合でもあります」

			「がははは。強い冒険者は一人でも多い方がいいからな」

			「突然の依頼ですからね。どれだけの冒険者が集まるか分からないのです。確実に戦力に数えられる人間は貴重ですから」

			「明日にでも討伐戦への参加依頼が告知されるだろうから、その依頼を受けてくれ」

			「ん。必ず受ける」

			「助かります」

			「じゃ」

			　ギルマスの言葉通り、受付ではランクアップ手続きをしてくれた。

			　特に問題もなく、あっさりとしたものだ。時間も数十秒くらいだろう。

			　ただ、ギルドカードにはＦの文字がある。

			「あがった！」

			　嬉しいらしい。他人の評価はどうでもいいが、こういう目に見えて分かるランクとかは気になるみたいだな。Lvとかもそうだ。

			　まあ自分の強さの目安にもなるしね。

			『よし、参戦も決まったし。防具の修復に行こう。ただ、今の手持ちで足りるかね？』

			「武器を売る」

			『ギルドで売れるか？』

			　聞いてみると、ギルドでは素材や採取物の買い取りしかしていないということだった。

			『じゃあ、ガルスのところに持っていくか』

			　問題はこんな出来の悪い武器を、ガルスレベルの鍛冶屋が引き取ってくれるかどうかだ。

			『いや、待てよ。もう一人、商人の知り合いがいたじゃないか！』

			「ん？」

			『おいおい。まあ、影薄かったけどな。ランデルだよ』

			「ああ」

			　その、そう言えばそんなのもいたな的反応やめれ。まあ俺も人のこと言えんけど。

			『西の大通り沿いにあるって話だ』

			「探す」

			　大きいアレッサの町でランデルの店を発見できるか心配だったが、探してすぐに発見できた。

			　通りの入り口付近にあったし。店の前にランデルがいたからな。

			「おや、フランさん！　もしかして、僕の店をお探しだったり？」

			「ん。売りに来た」

			「それは嬉しいな！　ささ、入ってくれよ」

			　ランデルが店に招き入れてくれる。

			『何というか、非常にごちゃごちゃしてるな』

			　狭い店内に所狭しと商品が陳列されている。

			　ハチミツと毒薬が一緒に並んでたり、日用雑貨と武器が並べてあったりと、統一性がなかった。

			「汚い」

			『おおう。せっかくオブラートに包んで言ったのに！』

			　ランデルを見ると、苦笑している。

			「はは。良く言われるんだ。売れそうなものを、片っ端から並べてるだけなんだけどね」

			　だとしても手広過ぎじゃないか？　俺が口出すことじゃないしいいんだけどさ。一般人は近寄りがたいだろう。

			「これ、買い取って」

			「うわ。アイテム袋を持ってたんだね！」

			「一応」

			　次から次へと取り出される武器に、ランデルは若干引いている。

			「それにしても、これは……。凄い量だね」

			「まだある。同じくらい」

			「ええ？　ちょっと待って。悪いんだけど床に置いてくれるかい？」

			「分かった」

			「そのアイテム袋、こんなに入るなんてかなり高級な奴なんだね。僕のは凄く小さくて使い辛いから羨ましいよ」

			　さすがプロなだけあって、世間話しながらも武具を査定していく。その眼は鋭く、商人の顔だ。

			「うーん、あまり状態は良くないね」

			「ゴブリンが落とした」

			「ああ、そういう出所の物だったんだ。いくつか鋼鉄製の武器もあったから、多少はマシだけど……。合計で一万三千ゴルドかな？」

			（いい？）

			『一つ平均二〇〇ゴルド強ね……。状態から考えたら良いところなんじゃないか？』

			「分かった。それでいい」

			「では、こちらをどうぞ」

			「ん」

			　受け取った金は全て次元収納に仕舞い込む。

			　取り出すのも簡単なので、良い財布代わりだ。

			「ありがとうございました。またよろしくね」

			　面白い商品が沢山あるし、また来ることもあるだろう。その時には何か買わせてもらうさ。

			　金も手に入ったし、次はガルス爺さんの店だな。

			　俺たちは急いで爺さんの店のある広場へと向かった。

			「商人沢山いるね」

			　相変わらず、広場には商人がたむろしていた。雰囲気も悪いし、他の店に怒られないのか？

			　俺たちは先日も利用した裏口から、店に入った。

			『こんちゃー』

			「おお、お前らか！　どうした？　まだ鞘はできてないんだが」

			「ん、今日は違う」

			『防具を直してほしいんだが……』

			　そうして振り向いたガルスの第一声が「な、なんじゃこりゃ～」だった。

			「おいおい。たった一日でここまで……。一体どうした？」

			「ゴブリンと戦った」

			「ゴブリン？」

			『正確には。ゴブリンの大軍だ。一〇〇匹超えのな』

			「ホブゴブリンもいたよ」

			「はぁ？　それは、一大事じゃねーか！　スタンピードが起きるぞ！」

			『すでに冒険者ギルドには報告済みだ』

			「そうか。しかし、よく無事だったな」

			「師匠のお蔭」

			「師匠？」

			『俺の名前だよ』

			　そう言えば、ガルスには俺の名前を教えてなかったかも。ただ、嫌な予感がする。

			「はぁ？　なんでそんな変な──」

			『良い名前だろ!?　フランが考えてくれたんだ！　ガルスも良いと思うよな？』

			　気づけ、ガルスよ！

			「お、おお。いい名前じゃな。本当に」

			『だろ？　そうだろ？』

			「最高の名前じゃ！　名剣に相応しいな！」

			　ふー。危なかったぜ。気配で伝わったのか、ガルスはフランをチラチラ見つつ、俺の名前をほめちぎる。不自然なくらいに。

			「そ、そう言えば、防具の修復だったか？」

			『そうなんだよ！　直るか？　明後日には、ゴブリン討伐に行かなきゃならないんだが』

			「それは問題ないぜ。直すのはすぐ済むからな」

			「いくらかかる？」

			　フランは気づかなかったらしい。よかった。

			「そうだな……一万ゴルドってとこか」

			『結構安いな』

			「まあ、魔水晶の代金だからな」

			『魔水晶？』

			「魔石と違って、地面から採掘される水晶の一種だ。魔力を蓄えていて、儀式の触媒に使えるんだ」

			『初めて聞いたな』

			「直すのは鍛冶魔術のリペアを使うんだが、その際に触媒として魔水晶が必要になる」

			『じゃあ、魔術で直すのか？』

			「おう。どうせなら見ていくか？」

			『いいのか？』

			　という事で、ガルス爺さんの修復を見せてもらうことにした。

			　防具を作業台の上に置く。そこには魔法陣が描かれているみたいだ。爺さんは台座のようなところに黄色い魔水晶を置く。

			　あとは、ちょっと詠唱の長い魔術を使うのと変わらないな。

			「──リペア！」

			　ガルスの力ある声に応える様に、魔法陣が光輝く。

			　そして光が収まった後には、傷と汚れがきれいさっぱりに消えた新品の様な防具が置かれていた。

			「すごい」

			『ああ。新品同然じゃないか』

			「そこまで都合のよい術じゃないぞ。同じ防具に何度も使うと、効力が落ちていくからな。今回は小さい魔水晶で済んだが、次はもう少し大きい奴を使わなきゃならん。料金も三万くらいはかかるだろうな」

			　そうなると買い直した方が安い場合もあるってことか。

			　その時の手持ちと相談だな。

			「ありがとう」

			「良いってことよ。ホブゴブリンどもとの戦いで、頑張ってもらわなきゃいかんからな！」

			「任せて」

			『俺たちが、キングもクイーンも倒してやるからよ！』

			「ん。私たちの獲物」

			「はははは。頼もしいな！」

			


			　ゴブリンの大軍を殲滅した日の夜。

			　俺は宿にいた。

			『月が綺麗だな』

			　夜空には半分に欠けた銀の大月と、大月に従うように二つの小月が浮かんでいる。

			　銀の大月は満ち欠けをするのだが、六つの小月は満ち欠けをしない。その代わり、数が増減するのだ。天に昇る数が一つずつ増えていき、最後には六つとなる。そして、次の日にはまたゼロから増えていくと言うサイクルを七日間で繰り返すのである。

			　幻想的な月々の姿は、何度見ても飽きがこなかった。

			『おっと、気を抜くといつまでも見ちゃうな。新しく手に入れたスキルの確認をするか』

			　フランは風呂に行っている。その間、手持ち無沙汰なので、暇つぶしにスキルを確認しようと思い立ったわけだ。時間は有効的に使わんとね。

			　風呂と言えば、フランが風呂好きだと知った時にはメチャクチャ驚いた。だって猫だぞ？

			　思わず『ね、猫なのに？』って聞き返しちまった。

			　どうやら猫が風呂嫌いと言うのはこっちの世界では常識ではないらしい。

			　そもそも、フランは猫を見たことがなかった。黒猫族なのに。

			　希少な生物で、王都の貴族が飼ってるそうだ。奴隷商人に狙われる黒猫族よりも余程良い暮らしをしてそうだな。

			　ちなみに宿は昨日泊まった宿ではなく、ギルドで紹介してもらった一ランク上の宿に変えた。

			　一泊六〇〇ゴルドと割高だが、大浴場があり、料理も量があって美味いらしい。

			　それはさておきゴブリン戦で得た新しいスキルはこんな感じだ。

			　詠唱短縮、軽業、蹴脚技、蹴脚術、死霊魔術、毒吸収、毒魔術、斧技、不動心。

			　残念ながら、蹴脚技、蹴脚術、斧技は俺には使えないから今は除外。不動心は戦闘時に冷静になる効果らしいから、ここじゃ試せない。

			　そうだな……まずは軽業から行ってみるか。ジャンプやバランスにボーナスが入るらしい。一応、部屋の中を飛び回ってみたが、俺ではあまり効果を実感できなかった。残念。

			　フランには、適したスキルだと思うんだけどな。

			　さて、次は魔術の検証だな。

			　まずは毒魔術だ。

			　レベル１で使える魔術はポイズン・アローにポイズン・クリエイトか。

			　うーん、レベル１じゃ、弱毒効果しかないみたいだな。強い相手には意味がなさそうだ。普通の人に使っても精々腹を下すくらいの微妙な毒だろう。

			　毒吸収スキルでクリエイトで作った毒を吸ってみたが良く分からん。生命を回復できるらしいけど、俺にはそもそも生命力がないから効果がないし。

			　毒吸収があれば、毒の霧なんかが発生してる場所で空気清浄機能の付いた剣として活躍できそうかね。

			　あと、詠唱短縮も試した。レベル１だとほとんど効果は感じられんが、一秒くらいは短くなってるかも？　ギリギリの戦闘では効果が高いだろう。それにスキルレベルを上げていけば、効果は凄まじいことになるという予感はあるな。

			　残っているスキルは大本命の死霊魔術だ。

			『色々やれそうな魔術ではあるんだよな』

			　その死霊魔術だが、レベル１だと、クリエイト・レッサーゾンビ、サーチ・アンデッドの二つだな。

			　とりあえずゴブリンの死体を出す。

			　浄化魔術の結界で血などが床に付かない様にして、配慮は万全だ。

			『──クリエイト・レッサーゾンビ！』

			「アアォォゥァァ」

			『うわぁ……』

			　自分で作っておいてなんだが、気持ち悪！

			　なんか、死体の時よりもグロさが増してないか？　俺、鼻がなくて良かった。クリ○ンの気持ちが良くわかったぜ。

			『待機だ』

			「アアゥ」

			『命令は聞くのか』

			　その場で直立している。ずっとユラユラ揺れているけどな。

			　次いでサーチ・アンデッドを使う。

			　気配察知の様に、目の前のゾンビの気配を感じ取ることができた。

			　さて両方試したわけだけど……。

			　こいつどうしよう。

			　あ、そう言えば眷属召喚はどうなってる？　うわ、レッサー・ゴブリン・ゾンビがいるよ。これって消せないのか？

			『……すまん』

			「ア──」

			　俺は一言謝ってゾンビを叩き切った。ダンジョンとかのゾンビが同じなのかは分からんけど、魔石はないみたいだな。

			　動かなくなったゾンビを、浄化魔術のアンデッド・リターンで消滅させる。眷属召喚からはゾンビが消えていた。

			『うん、成仏しろよ』

			　これからは死霊魔術を無暗に使うのはやめよう。

			　お前の死は無駄にしないからな、ゴブリンゾンビ！　いや、もう死んでるんだった。

			『……気を取り直して、次行くか』

			　ゴブリンから奪ったマジックアイテムのチェックだ。

			『七つか。どれどれ、効果はどんなもんかね？』

			　武器が二つ。鋼鉄製のナイフと槌だ。どちらも攻撃力が僅かに上昇する術がかけられているな。

			　ナイフは剥ぎ取りに使えるだろう。槌は暫く次元収納の肥やしだな。

			　次に装飾品類が一つ。腕力を上げる代わりに、魔力を下げる微妙な効果だった。

			『腕力５上昇、魔力８低下って……。まあ、脳筋系の奴なら使えるか？』

			　フランにはいらんな。魔術も使うし。

			　等価交換ならまだ考える余地があったのに。

			　防具は三つだ。鉄製の鎧には錆防止、牛革の鎧にはサイズ調整、魔樹製の兜には衝撃耐性が付いている。

			　どれも、肝心の防御力が低いので使うことはないかな？　ガルス爺さんの店で手に入れた防具の方が遥かに高性能だ。

			　最後の一つはアイテム袋だった。ただ、アイテム袋としては使えないけどな。

			『使用者登録があるって話だったか？』

			　俺の装備者登録みたいなものか。登録者以外には単なる袋でしかないらしい。

			　中には投擲用の石や木の実などが入っており、ゴブリンは小物入れとして利用していたようだ。

			『登録者を上書き……。契約魔術とかどうだろうか？』

			　試してみよう。

			『──契約！』

			　ダメだった。ただ、無意味だったと言うよりも、より強い契約に弾かれた感じがする。上書きは可能だと見た。どうやら、７でもスキルレベルが低いらしい。

			『うーん。何が入ってるか分からないアイテム袋を開けるために、スキルを上げるのもな～』

			　これも暫くは保留だな。

			『残金は……』

			　今日の成果としては、ゴブリンの角が一〇九匹分。上位種の角が二〇匹分。ちなみに、上位種の角は一匹分で一〇〇ゴルドになった。

			　薬草採取の依頼達成料が一〇〇ゴルド。

			　フランに一万ゴルドを渡してあるので、俺の所持金は三万七千ゴルド程だった。

			『明後日用にマナポーションは買っておこうか？　そう考えると、無駄遣いはできん』

			　むしろ足りるかね？

			『そうだ、採取した謎素材も大量にあるんだった』

			　これも仕分けしとこう。

			　ポイゾナス草が一〇個、光茸が一〇個、麻痺消し草が一〇個、劇毒草が一〇個、ヒール草が一〇個。それぞれ、五つ採取してほしいという依頼があったので、合計で一〇回は依頼達成できる計算だ。予定外にＦランクになってしまったので、もうＧランク依頼ではランクアップできないが。

			　ランクＦ依頼は、劇毒草が五個の採取だけなので、ランクアップにはあと一八回は依頼を達成しないといけないな。

			　ダンジョンは入場者にランク制限をかけているところも多いらしいので、冒険者ランクはもう少し上げておきたい。

			　それと、謎の劇物が三〇個程。いや、鑑定があるので名前や毒物だと言うことは分かる。だが、クエストの納品物でもなく、何か用途があるのかどうかさえ分からない。そういう意味での謎だった。

			『ランデルの店にでも持っていってみるか』

			　ホブゴブリンの情報も事前に集めておきたいし、明日は色々忙しくなるぞぉ。

		

	
		
			第四章　初めてのダンジョン

			


			　ホブゴブリン討伐遠征当日。

			　俺たちはガルス爺さんの鍛冶屋に来ていた。

			　頼んでおいた鞘を受け取るためだ。

			「よお、待ってたぜ。こいつを持っていってくれや」

			『おお、これが俺の鞘か！』

			　ガルス爺さんから手渡されたのは、黒く染めた革製の、シックな色合いの鞘だった。

			　地味だが仕立が良いおかげでみすぼらしくは見えない。

			「ん、師匠」

			『おう。では早速……』

			　フランが眼前に掲げ持つ鞘に、いそいそと収まる。

			　スポ。

			『おー……』

			　めっちゃ落ち着く。

			　台座にハマってる時と同じくらい。

			　むしろ台座が鞘っぽくて落ち着けたってことかもしれない。

			　


			　

			　


			『あー……』

			　熱い風呂に浸かった時の様な、極楽ボイスが出てしまった。

			　しかし本当にいいね。

			　剣に鞘収納欲求があったとは、自分のことながら知らなかったぜ。

			　しかもガルス爺さんの腕が良いおかげか、絶妙に体にフィットする。それがまた布団に包まれているかのような安らぎを与えてくれるのだ。

			　もうずっと鞘に収まってたい。それくらい落ち着けた。

			『ガルス爺さん。最高だ。さすがだぜ』

			「がはは。気に入ってくれたようで何よりだ」

			「師匠、嬉しそう」

			『おう、これはいい鞘だ～』

			「しかも単なる鞘じゃないんだぜ？」

			　ガルスがいたずら小僧の様な笑みを浮かべて、鞘に手を添える。

			「ただの鞘じゃ芸がないと思ってな、少々鞘に細工をしておいた」

			『なに？　本当かロン・ベ○ク！』

			「ロン・〇ルク？　誰だ？」

			『すまん、ちょっと興奮し過ぎた』

			　鞘に細工？　一見、何もないけど。

			「ここに金具があるだろ？」

			「ある」

			「これをこうして外すと──」

			　パカッ。

			「鞘が縦に割れた」

			「おう。念動を使えば嬢ちゃんの手を借りなくても、簡単に鞘から出れるって寸法よ」

			『へぇ。こりゃいいな。鞘を元に戻すのも簡単だし』

			　念動で押さえて金具を留めれば、あっと言う間に元通りの鞘だ。

			「便利」

			「だろ！　強度と両立するのに苦労したんだぜ？」

			　鍛冶師なのに革製品も一級品とは。さすがに最高レベルの鍛冶屋なだけあるな。

			『じゃあ、ありがたくもらっていくぜ？』

			「おう。頑張ってこいよ。何か良い素材でも見つけたら持ってこい！　まあ、新しくできたばかりのダンジョンだし、期待はできんだろうがな」

			「ダンジョンが急にできるの？」

			「ああそうだ。知らんのか？」

			　フランが小首を傾げる。俺もダンジョンの成り立ちとか全然知らないな。

			「混沌の神が人類に課す試練として、様々な場所に時折出現するんだが」

			『知らないな』

			「混沌の神？　邪神とは違うの？」

			「それも知らんのか。では、わしが説明してやろう」

			　そう言ってガルス爺さんは、神話から説明してくれた。

			「簡単に言うと、この世界は八十八柱の神様が作ったのじゃ。その中でも特に力の強い十柱の神様がいた」

			　まず最初に、太陽の神、銀月の神、大海の神、大地の神、火焔の神、風雨の神、森樹の神、獣蟲の神が、世界を作り、生命を作っていった。

			　そして冥界の神が輪廻の輪を作り上げ、世界の理が構築された。

			　七八柱の子供神たちは、親神たちの作った世界に様々な物をもたらし、世界をより大きくしていった。

			「子供の神様？」

			「おう。有名なところだと、鍛冶の神や剣の神、闇の神や料理の神などだな」

			　そして最後に、混沌の神はその名の通りに混沌を世界に振りまいた。

			　ただガルス爺さんが言うには、それは世界の停滞を防ぐための、必要悪としての困難。試練だったらしい。

			　それは俺たちにもよく分かる。困難を乗り越えればその分成長できるからな。

			　ゴブリンと戦ってフランが成長できたみたいに。混沌の神は善神てことか。まあ、名前からは想像もできんが。

			「邪神は？」

			「邪神は、元々は戦の神だった。だがその力に溺れて世界を支配しようとし、他の神々と争いになって倒されてしまったのだ。あまりの恨みのせいでバラバラに分かたれた遺骸には呪いが宿り、そこから邪人が生まれると言われてるな」

			「なるほど」

			「ダンジョンは混沌の神が作り出した試練の一つと言われている。ダンジョンマスターという混沌の神の眷属がいて、世界に混沌を与えるために活動してるらしいのう」

			　ダンジョンマスターか。やっぱりそういう奴らがいるんだな。魔石は持っているだろうか？

			　スキルを沢山持ってる可能性は高いと思うんだが。

			「研究段階だが、ダンジョンは最初にコアという宝珠が生み出されるらしい。そしてコアができた時に一番近くにいた生物が取り込まれて、ダンジョンマスターになるんだ」

			「弱いのも強いのもいそう」

			「ああ。ダンジョンマスターによって、ダンジョンの難易度や方向性はがらっと変わる。知能が低い動物がダンジョンマスターだと、難易度は低い傾向にあるらしいな」

			「変なダンジョンマスターもいる？」

			「ドラゴンやオーク、ウルフにコカトリス。命さえあれば、どんな者でもダンジョンマスターになる可能性がある」

			「人も？」

			「もちろん。過去に何度か、人類種のダンジョンマスターも確認されているぞ」

			　人の作ったダンジョンか。厄介そうだな。

			「正直、神の試練とか言われても、迷惑の方が多いんじゃがな」

			　死んじゃう人もいるから、それはしょうがないよな。俺たちみたいに、戦いを求めてる人は少ないだろう。

			「そりゃあ、ダンジョンには希少な魔獣もおるし、冒険者にとっては飯の種になっているが」

			　ダンジョンは、悪いことだけじゃないってことか。ダンジョンで一攫千金を達成した奴らも居るだろうし、冒険者にとっては宝の山だろうな。

			「宝箱とかもあって、そこには強い武器や、魔法のアイテムも入っている」

			　きっと想像もできない凄まじい魔道具なんかが眠ってるんだろう。なんかワクワクしてきた！

			「だが、強力過ぎるダンジョンアイテムが戦争をもたらすこともあれば、わしら鍛冶師の仕事を奪うこともある」

			　結局ガルスの愚痴か！

			「今回のダンジョンから出るアイテムで、そこまで心配することもなかろうがな。アイテムの強さはダンジョンの古さに比例するからな」

			「ん」

			　さて、大分時間を使ってしまった。

			　俺たちは冒険者ギルドへと急いだ。ギルドで作戦などについていくつかの説明があり、それからゴブリンの巣へ向かうらしい。

			「おはようネル」

			「あら、フランちゃん。おはよう！」

			　フランが受付に声をかけると、ネルさんがにこやかに挨拶を返してくれる。

			　おいおい、いつの間に親しくなったんだ？　そう思ってフランに聞いたら、どうやら宿が同じだったらしい。風呂場で一緒になって、意気投合した様だった。ネルさんが話し続けて、フランが無言で相槌を打つ様が想像できるな。まあ人付き合いの苦手そうなフランが人と仲良くなるのは嬉しいことなんだけどね。

			「フランちゃん、頑張ってね」

			「ん。任せて」

			「怪我もしないように気を付けて。ドナドロンドさんはいるけど、他の高位冒険者が不在なせいで、普段なら駆り出さない様な低位冒険者が多いし」

			「高位冒険者？」

			「ええ。ランクＡからランクＣまでの冒険者の多くが、魔狼の平原の臨時調査に向かってしまっているのよ。本来だったらその人たちに任せておけば問題ない案件なのに……。特にランクＡの冒険者は次元が違うわ。下手したら彼女一人で片が付くくらいに」

			「彼女？　女の人なの？」

			「そうよ。ランクＡ冒険者アマンダ。アレッサギルドのエースね」

			　それは興味あるな。ランクＡってだけでも十分凄いのに、女性だとは。一度会ってみたいぜ。

			「それに、騎士団への応援要請は無視されたし」

			「無視？」

			「そう。無視！」

			「騎士団なのに？」

			「本当に何のためにいるんだか意味わからないわ！」

			　どうも俺の持つ清廉潔白なイメージの騎士団ではないみたいだな。

			「あそこの副団長が最悪なのよ。偉い貴族の息子でね。横暴でケチで嫌味で、貴族の嫌な部分だけを集めたみたいな奴なの。そいつが冒険者嫌いみたいで。今回の話だって、騎士団長には無断で握りつぶしててもおかしくはないわね」

			　ネルさんはその貴族野郎に対して相当な鬱憤が溜まっているらしい。殺気さえ感じさせる表情で、何やら恨み言を呟いている。だが、フランがいることに気づいたのか、すぐに乾いた笑いを上げた。

			「オ、オホホホホ。やだ、私としたことが。今の発言はなかったことにしておいて？」

			「ん。わかった」

			「ありがとう。でも、フランちゃんもそいつには気を付けてね。今回の討伐戦の最中は平気だと思うけど、今後も無関係でいられるかは分からないんだし」

			「ん」

			


			　ネルさんと雑談をしながら待っていると、冒険者の数はどんどん増えていく。

			『冒険者って、こんなにいたんだな』

			　ギルドの中には冒険者が五〇人以上いるだろう。

			　これだけの人数の冒険者が集まっている光景を初めて見た。

			「でもあまり強くない」

			『ドナドロンドが一番強いか』

			　ドナドロンドはランクＣだが、初心者を鍛える教官としても有名らしい。

			　他にもランクＣの冒険者は何人かいるが、ドナドロンドがリーダー役をすることに皆異論はないようだった。

			「おい、なんで子供が交じってる！」

			　ただ、フランに対しては異論があるみたいだな。まあピリピリした冒険者たちの中に、少女が交じってたら目立つ。遊びじゃねー的にイラつく奴もいるだろう。

			「剣なんか背負って、何のつもりだ」

			　フランに声をかけてきたのは「お前も子供だろ！」って言いたくなるくらいの外見をした、細身の少年だった。着ている鎧なんかまだまだ綺麗で駆け出し感丸出しだ。

			　Ｇランクの冒険者は参加できないらしいので、Ｆランク以上のはずだが……。

			　見た感じゴブリンにだって勝てそうもない。

			　ステータスではゴブリンより僅かに強いが、本当に微妙な差だ。

			　多分、戦闘系ではなく町中での配達や、荷物運びの依頼でランクアップした口だろう。

			　剣術１とか、今まで見た冒険者の中ではダントツに弱いな。

			　こんなのまで召集するなんて本当に人手が足りていないのだろう。

			「ゴブリン退治にいく」

			「アレッサを守るための大事な戦いなんだぞ。お前みたいな子供、足手まといだ！　大体な、ランクＦ以上の冒険者しか参加できないんだぞ。子供は帰れ！」

			　すっごい不愉快そうな顔をしているな。

			　フランはマイペースに少年をガン無視して、ボーっと立っているけど。

			「おい、聞いてるのか？」

			「ん？」

			「ちっ。ほらこっち来い、ここは子供の遊び場じゃないんだ。冒険者ごっこは向こうでやれ」

			　多分この少年はホブゴブリン軍団との戦闘を前に不安なんだろう。確実に格が上の相手だしな。

			　で、妙に精神が昂っているところに恰好の攻撃相手がいたので、不安を感じていることを隠すために絡んできたと。

			　周りにいる冒険者たちの反応は様々だ。

			　面白がって見ている者、我関せずと無視する者、少年も含めてうるさそうに見ている者。

			　はたから見たら子供同士が場違いに騒いでいる様にしか見えないしな。

			「ん」

			「くそっ、ちょこまか動くな！」

			　自分の手をヒョイヒョイと躱すフランに、苛立ったように怒鳴る少年。

			　そろそろ怒られそうだから止めようかな。そう思っていたのだが、周辺の冒険者たちは積極的に絡んでこようとしなかった。

			　いや、中には怒っている者や、怒鳴ろうとしている者もいたが、その周りの冒険者たちに止められている。

			「おい、やめとけ！」

			「なんでだよ──」

			「あれが噂の──」

			「まじで──」

			　ギルドでの出来事と、ゴブリンを倒したことが一部の冒険者に広まっているらしい。

			　ただ、どんな場所にも情報の重要性が分かっておらず、周りの話に耳を貸さない奴というのはいる。

			　この少年然り、威圧的に怒鳴りつけてきた冒険者然りだ。

			「おい、クソガキども！　さっきからうるせーんだよ！　邪魔だから失せろ！　荷物持ちは間に合ってる！」

			「お、俺は荷物持ちじゃない！　歴としたＦランクの冒険者だ！」

			「なりたてのランクＦなんざ、ランクＧとかわんねえーよ！」

			「それでも俺はランクＦだ。参加する資格はある！」

			「あたしもランクＦ」

			「はぁ？」

			　青年が驚いたように、フランを見下ろした。

			　正式な冒険者だとは思ってもみなかったんだろう。

			「ぎゃはははははっ。お前らがＦランク？　お前らみたいな雑魚ガキがＦなら、俺はＳランクだぜ！」

			「おいおい。本当にこいつらがＦランクだっていうのか？　冒険者っていうのはずいぶん簡単にランクが上がるんだな」

			「まあ、所詮は遺跡漁りどもだからな」

			　冒険者を馬鹿にしていると言うのは分かるが、遺跡漁りって侮辱の言葉なのか？

			　傭兵に対する戦場のハイエナ的な言葉なのだろうかね？

			「次の仕事までの繋ぎにと思って登録してみたが、どうやら高ランクになるのは楽勝そうだな！」

			　こいつらも元傭兵か。

			　聞いた話によると、隣国で戦があったが思ったよりも早く終結し、仕事にあぶれた傭兵が大量に生まれてしまったらしい。

			　ステータスを見たけど全然大したことがない。

			　これでどうしてこんなに威張れるのかね？

			「へっへっへ。お前、いいもの持ってるじゃねーか」

			「おっ？　ずいぶん上等そうな剣だな」

			「ちょっとよこせよ」

			　俺に目を付けるとはお目が高いね。

			　まあ、奪おうと手を伸ばしてくるのは減点だが。

			　主に危機管理能力不足の面で。

			　フランに絡んでいた少年は悪寒でも感じたのか、鳥肌を立てて飛びのいている。良い反応だ。

			　フランの放った殺気を感じ取ったんだろう。

			　対して、傭兵崩れたちは下卑た面で伸ばす手を止めようとはしていない。

			「ん──」

			「お前ら、そこまでだ！」

			　フランが動こうとした直前だった。ドナドロンドが傭兵たちとフランの間に割り込んできた。

			　そして男たちをどやしつける。

			「全く、馬鹿どもが！　出発前にいらん騒ぎを起こすな！」

			「いや、俺たちは別に……」

			　さすがにドナドロンドから発せられる威圧感は感じ取れたらしい。顔が引きつっている。

			「言い訳はきかない。全て見ていたからな。ゴブリン退治で精々働け！　それでチャラにしてやる」

			　その間に男たちへの興味を失ったフランは、殺気を霧散させるとその場を立ち去る。

			　これ以上目立たない方が良いと判断した俺の指示だ。

			　後ろでは少年冒険者がフランに文句をつけている。

			「あいつ、ドナドロンド教官に助けてもらっておいて、礼の一つもないのかよ！」

			「がははは。当たり前だ、俺はお嬢ちゃんを助けたわけじゃないからな！」

			「は？」

			「全く、出発前に戦力を減らされちゃ敵わんからな」

			「はい？」

			　ドナドロンドの奴、フランをどんだけ危険だと思ってるんだ。

			　いくらフランだって、大事な作戦の前に戦力を減らすような真似はしないさ。多分ね。

			　それに、やり過ぎたって回復魔術でどうにかなるし。

			『少しは後遺症が残るかもしれんけどな』

			「ん？」

			『なんでもない。ゴブリン退治を頑張ろうぜってことだよ』

			「ん。もちろん」

			　その後、ドナドロンドによって冒険者が整列させられる。

			　いや、整列と言っても、ドナドロンドを囲む様に集められただけだが。

			　ダンジョン攻略に関して説明があるらしい。

			　最初は役割分担や作戦について話があった。

			　次が、ダンジョンそのものについての説明だ。

			「ダンジョンが初めての者も多いと思う。ここで、ダンジョンについて基本的なことを説明させてもらうぞ！　知っている者も、復習の意味で聞いてほしい」

			　俺たちもそうだが、ここには下級の冒険者が多い。

			　ほとんどの者がダンジョン未経験者の様だった。

			　ダンジョンについての説明が聞けるのはありがたいな。

			　まあ、要約すると、再利用できるからダンジョンコアを破壊するなと言う話だった。

			　ダンジョンの核はダンジョンコアだ。これを破壊すると、ダンジョンが死ぬ。生きているモンスターがダンジョンマスターを含めて全て消滅してしまうらしい。コアは高密度のバリアに守られているので、生半可な攻撃じゃ破壊できないらしいけどね。

			　そのダンジョンコアと繋がっているのが、ダンジョンマスターだ。マスターが死ぬとコアは休眠状態になり活動を停止する。それ以外はダンジョンコア破壊時と同じで、魔獣は消滅してしまうらしい。

			　この休眠状態と言うのがキモで、休眠中のコアは魔力を注ぐと人間でも限定的に利用できるらしいのだ。ダンジョンマスターが生前に生み出したことのあるもの限定だが、ダンジョン内にアイテムや魔獣を発生させることも可能なんだとか。それ故、ダンジョンは莫大な富をもたらすことも多く、できればコアを破壊せず、マスターを倒してダンジョンの管理権を手に入れたいというのが冒険者ギルドの意向であった。

			「だが、現在は非常事態だ。最悪、コアの破壊も許可されている。最も重要なことは、ダンジョンの攻略だということは忘れないでほしい」

			


			　冒険者たちが意気揚々と出発してから二時間後。

			「ゴブリンどもだ！」

			　見張りの叫び声が上がる。

			　今は運んできた資材を使って、ダンジョンの前に簡易的な拠点を構築している最中だったはずだ。

			　ダンジョンの入り口からゴブリンが出現したようだな。

			　俺たちは周辺の見回りに出されていたので駆けつけるのが遅れてしまった。

			「師匠、あれ」

			『拠点の構築が終わってないじゃないか。完璧に乱戦だぞ』

			　冒険者たちとホブゴブリンたちが入り乱れて戦っている。

			　あれだと範囲系の火魔術を叩きこむこともできん。

			　冒険者側はドナドロンドを中心に応戦しているようだ。

			「いく」

			『おう。ダンジョン突入前にある程度は減らしておかんとな。冒険者が全滅したりしたら寝覚めが悪いし』

			「師匠は寝ない」

			『比喩だよ、比喩！』

			　フランが俺を抜き放つと駆け出した。

			　まずはピンチに陥っている駆け出しどもの救援だな。

			　フランは走る足を止めず、当たるを幸いに薙ぎ倒していく。

			　まあ背後からの奇襲だし、ほぼ一撃だ。

			「弱い」

			『ホブゴブリンと言っても、一匹ずつは大して強くないからな』

			　とりあえず今倒した個体のステータスはこんな感じだった。

			


			　　名称：ホブゴブリン・ソードマン

			　　種族：邪人

			　　Lv：８

			　　生命：６９　魔力：２８　腕力：３９　敏捷：２５

			　　スキル：威圧１、回避１、剣技１、剣術３、指揮１、瞬発２、連携２、気力操作

			


			　以前闘ったゴブリン・キングよりやや弱いステータスだ。ただ、こいつらは連携スキルも持っているし、集団だと厄介だろう。

			　出発前にフランに絡んできた傭兵崩れたちは、もう倒れて動かなくなっている。

			　功を焦って前に出過ぎたようだ。全身滅多刺しで、もう助からないことは見ればわかる。

			　連携が上手い相手に、策もなく突っ込めばああなるだろう。

			　フランは見向きもしないが。下手したら顔も忘れてるかもね。

			「はっ！」

			『入れ食いだな！』

			　俺はフランに振るわれながら、周辺にオーラ・ブレードの不可視攻撃を放ち、目立たぬようにホブゴブリンを削っていく。

			　フランに助けられた冒険者たちは、口々に礼を言ってくる。

			　半分ぐらいは困惑の声だが。

			「あ、ありがとう！」

			「まじであんな可愛い娘が、こんな強いなんて」

			「え？　だれだ？」

			　お、さっきの少年もいるな。

			「う、嘘だろ！」

			　無理をせず堅実に戦っていた。フランの姿に驚き過ぎて一瞬ピンチに陥ったけどね。先輩に助けられている。

			　他のＣ、Ｄランク冒険者は洞窟の入り口を抑えるために必死で、拠点付近に強い冒険者は少ない。なのでホブゴブリンたちの注目は、無双をするフランへと自然に向いていた。

			「大漁」

			『向こうから寄ってくるしな。他の冒険者たちの助けになっているからいいが』

			　ここでは魔石の吸収を控えている。

			　フランが倒したホブゴブリンから魔石がなくなっていると分かったら、色々面倒そうだからね。

			　なので、鑑定で確認してどうしても欲しいスキルを持っているホブゴブリンだけ魔石を吸収することにしている。そのくらいならばれないだろうし。

			『そろそろいいか？　さっさとダンジョンに入っちまおう』

			「ん」

			　ダンジョン内なら人目を気にせず魔石を吸収できるし、死体を収納しちまえば証拠も隠滅できる。

			　ダンジョンに向かうフラン。

			　入り口付近では人とホブゴブリンが押し合いをしていた。

			「情報通り、洞窟型」

			　ダンジョンには、迷宮型や洞窟型、自然型など色々な種類がある。

			　洞窟型はできたばかりのダンジョンに多く見られ、罠などがほとんどない代わりに蟻の巣の様に複雑な造りの物が多いらしい。

			　使い魔を放って探査できる術師がダンジョンを調べた結果、内部に罠の類はないとのことだった。大量のゴブリンが往来するのに罠は邪魔だしな。

			　特殊空間の類もないという話だ。

			　特殊空間というのは、転移封じや回復封じ、魔力吸収などの特殊な効果のあるフィールドのことで、気づかずに入り込むと全滅の危険さえある。それらを探知する方法があるらしく、特殊空間がないことは確定だそうだ。

			　俺たちにとっては朗報だ。罠を気にせずただひたすら戦ってればいいんだからな。

			『行こうぜ！』

			「ん」

			『ひゃほーっ！』

			　洞窟の入り口を固める冒険者たちの肉壁を、フランは天を駆けて越えていく。

			　それを見たドナドロンドが驚いているな。

			　目を丸くしてフランを見上げている。

			　おいおい、もしフランがスカートだったらギルティだぜ？

			「あれは、空中跳躍？　天騎士の固有スキルのはずだぞ！」

			　あれ？　ちょっとマズったかな？

			『天騎士？　名前からすると、結構上位っぽい感じだが』

			　天騎士ってどれくらい上位の職業なんだろうか。なにせ天だしね。強そうだ。それによっては、空中跳躍の使用を、人前で控えなくてはいけないかもしれない。

			「師匠、今更」

			『む……。それもそうか？』

			　まあ、フランの言葉も一理ある。というか今後も似た様なことはあるだろうし、隠すだけ無駄か。だったら開き直って使っちまったほうがいい。

			「それよりも今はゴブリン」

			『おっと、そうだったな』

			「師匠は魔術を。着地したら私が追い討ち」

			『わかった』

			　フランが浮遊も使い、一際高く跳躍する。

			　それに合わせて、俺はトライ・エクスプロージョンを発動した。

			　ドドドォン！

			　入り口付近にひしめいていたホブゴブリンをまとめて吹き飛ばす。

			　ドナドロンドには目くらましくらいの効果しかなかったけど、ホブゴブリン相手なら必殺の威力だ。

			　そして、着地したフランがすかさず追い打ちをかけた。

			「ソニック・ウェイブ！」

			　剣技５のソニック・ウェイブ。前方に衝撃波を放つ剣技だが、ホブゴブリンたちをまとめて倒すには良い技だ。

			「チャンス」

			　ゴブリンが減った洞窟の入り口に、フランがサッと駆け込んだ。

			「あ、待て！　ダンジョンに突入するのは、ランクＤ以上の冒険者だけだ！」

			　無論知っている。

			　なので誰にも邪魔させない様に抜け駆けをしたのだ。

			　ドナドロンドたちはまだホブゴブリンと戦っているし。

			「くそっ！　お嬢ちゃんを追うぞ！」

			「そうっすね。自業自得とは言え、あんな小さい少女を見殺しにするのは目覚めが悪い」

			「馬鹿！　そうじゃねーよ！」

			「は？」

			「あの嬢ちゃん放っておいたら、美味しいところ全部持っていかれちまうぞ！」

			「まさか、あんな少女が？」

			「さっきの空中跳躍に魔術を見ただろうが！　あの嬢ちゃんに関しては外見は無視しろ。子供の皮をかぶった凄腕冒険者だと思え！」

			　今回の掃討戦終了後にギルドが回収した素材に関しては、換金後にギルドがマージンを抜き、あとは等分して冒険者に分配される。

			　だが、戦闘中に自分で仕留めて、自分のアイテム袋に収納した分に関しては、所有権が認められることになっていた。

			　つまり倒せば倒すほど実入りが上がるということだ。冒険者たちのやる気をアップさせるための措置だろう。

			　まあ、場合によっては抜け駆けや仲違いを引き起こすと思うがね。俺たちが勝手にダンジョンに突入したみたいに。

			「師匠」

			『こりゃ……経験値の群れだな！』

			　ダンジョンの中はホブゴブリンの寿司詰め状態だ。

			「お願い」

			『おう！　フレア・ブラスト！』

			　火炎魔術１のフレア・ブラスト。

			　炎を収束させた熱線を放つ魔術だ。範囲はさほど広くないが、威力は火魔術を大きく超える。

			　キュイン──ボボォン！

			　熱線がゴブリンたちを貫き、爆風が残った奴らも薙ぎ倒す。

			　洞窟の様な狭い場所にぶっ放せば、その威力は絶大だった。

			　フランはホブゴブリンたちの群れに突入し、さらに突き進む。

			『有り金はたいて転移の羽も買ったし、行けるところまで行っちまおうぜ！』

			


			「はぁぁ！」

			「グギャーッ！」

			『ファイヤ・ジャベリン！』

			　俺が発動の早い魔術をばらまき、接近するホブゴブリンの数を削る。そしてフランが魔術を抜けて近づいてきたホブゴブリンを始末する。自分たちのことながら、良い連携だ。

			　死体を全て収納するような真似はしない。

			　後に来る奴らの取り分も残しておかないと、必要以上に恨みを買うかもしれんし。それに収納の限界も分からないしな。いざと言う時に収納できませんでした、は嫌だし。

			　ただ、魔石を吸収した死体は全部収納だ。

			　戦闘中に鑑定を使ってステータスをチェックし、ささっとスキルを確認して有用なスキルを持っていたら魔石を斬り、魔石を吸収すると同時にその死体を証拠隠滅のために収納する。

			　持っていなければそれ以外の部位を斬って倒す。

			　時折、漆黒の肌をしたイビル・ホブゴブリンが交ざっていることもあるので、そいつらは優先的に倒していた。スキルはホブゴブリンと変わらないのだが、魔石値が倍近いのだ。まあ、ボーナス的な相手である。

			　相手を選別して倒すのは、咄嗟の判断力が問われる作業だ。

			　そんなことを繰り返していたら分割思考の使い方が異常に上手くなっていた。

			　今では魔術の二重詠唱も可能だ。

			　魔術の詠唱はそれなりに集中力が必要なので、これまでは分割思考スキルがあっても同時に二つの詠唱は無理だったのだが。やはり使用が難しいスキルは訓練して使いこなせるようにならないと、本当の能力は発揮できないらしい。

			『はははは、ファイヤ・ジャベリン！』

			　一〇本近い炎の槍が、ホブゴブリンの群れに降り注ぐ。

			「師匠凄い」

			『フランにだってその内できるようになるさ』

			「頭痛くなる。キーン」

			　分割思考を使い過ぎると頭痛に襲われるようだ。まあ、普通に考えれば脳を酷使するスキルだしね。

			『それは、俺には分からない感覚だからな～』

			　俺は痛みを感じないからな。当然頭痛なんかないし。

			　分割思考は俺の方が相性が良いようだ。

			　魔法使いスキルもあるしな。

			「戦いながらの下級魔術の詠唱を目指す」

			『俺の次の目標は、違う魔術を同時詠唱だな』

			「がんばって」

			『おう。まかせとけ』

			　幸いここは練習相手に困らんからね。

			　そうやってフラン無双をしながら、ダンジョンを突き進んだ。

			　一応反響定位で地形を調べているが、１だとそこまで詳しくは調べられない。

			　なので気配察知、振動感知、熱源探知などでホブゴブリンの数が多い方向を割り出し、進んでいた。

			「師匠、階段がある」

			『二層目があったか』

			　階段を下りてみたが、二層も一層とほとんど変わらない作りだ。ホブゴブリンの密集具合が上がったくらいかね？

			　いいぞ、さらにスキルが集まるからな。

			「良い練習相手」

			　そこからのフランはさらに無双状態だった。

			　もはやフランの目にはホブゴブリンが経験値にしか見えていないのかも？

			　いつの間にかホブゴブリンどもが、フランの姿を見ただけで逃げ出すようになっている。

			　情報が広まったんだろうか。だが、フランは逃げるホブゴブリンたちを追い、背中からバッサリだ。

			　どれくらい進んだだろうか。一層だったら踏破してしまうほどの距離は歩いたと思う。

			『この先、少し開けてるな』

			「ん。気配もたくさん」

			『ついにボスか？』

			　慎重に近づいて行くと、そこは広間の様になっていた。

			　一応タイルらしきものが床に張られ、ここまでの洞窟とは様相が違っている。こっそりと広間を覗いてみた。

			『デカイのがいるな』

			　広間にひしめき合う五〇匹近いホブゴブリンたちの中央に、一際大きな二匹のゴブリンがいた。

			　ゴブリン・キングとクイーンだ。

			　魔狼の平原で倒したゴブリン・キングを思い出すな。巣に侵入されたらとりあえずボスの周りに集まるのはゴブリンの習性なんだろうか。

			　キングもだが、クイーンは今回の討伐戦において重要な目標の一つだからな。ここで確実に仕留めたい。

			　キングとクイーンはさすがに他のホブゴブリンとは違っている。ステータスも強いし、スキルも豊富だ。

			　だが、それだけである。平原で言えば、エリア３の魔獣程度の強さだろう。

			　油断さえしなければ負ける相手じゃない。

			『いくぜ、フラン』

			「ん！」

			『まずは先制攻撃だ』

			　気づかれる前に、できるだけ魔術を叩き込む。

			『フレア・ブラスト！』

			「フレア・ブラスト」

			『もういっちょフレア・ブラスト！』

			　キングとクイーンへの道を切り開く様に、魔術を同じ個所に集中してぶつけた。そして、右往左往するホブゴブリンの間にフランが踊り込む。

			『このままキングとクイーンを倒す！』

			　そう意気込んでいたんだが……。

			『ありゃ？』

			「死んでる？」

			　ホブゴブリンの群れを蹴散らして到達した広間の中心部では、黒焦げになったキングとクイーンが倒れていた。牽制のつもりで放った魔術が直撃したらしい。

			『えー。俺たちの勝ちか？』

			　周囲を見回すと、ホブゴブリンたちが大慌てで逃げ散っていくのが分かった。

			　本当にこれで終わりらしい。

			『これって依頼完了なのか？』

			　だが洞窟はまだ先が続いている。

			『ここが終わりじゃないのか？』

			「先がある」

			『ダンジョンマスターがいるんだろうかね？』

			　さっきのキングやクイーンはダンジョンマスターではなかったらしい。

			　ドナドロンドの説明にあったような、魔獣の消滅が起きないしな。

			「いくとこまでいく」

			『よし、行ったるか！』

			


			　その後、俺たちは二階層目を突き進んだ。

			　そして、扉を発見する。

			　結構凝った作りの、三メートル近い大きさの鉄製の装飾扉だ。

			「大きいドア」

			『いよいよボスか？』

			　入ろうとするものを拒絶するような、重厚感と威圧感を放っている。

			　この先に何もないってことはないだろう。

			『一応転移の羽を準備しておくぞ』

			「ん」

			　ギギギィィ。

			　俺の念動に押された扉は、軋んだ音を立ててゆっくりと開く。

			　その先には、少し広めの空間が存在していた。

			　中には何もいない？

			　いや、小さい魔獣の気配がある。蟲系の魔獣か？

			『気を抜くなよ？』

			「もちろん」

			　バタン！

			　おおう！　いきなり扉が閉まってしまった。

			　あれか？　定番のボスを倒さなきゃ出られない系の罠か？

			『罠はないっていう話だったんだが』

			「閉じ込められた？」

			『フラン、落ち着けよ』

			「大丈夫。全部倒せばいい。やることは変わらない。問題なし」

			　肝が据わってらっしゃる。

			　ブブブブブゥゥ。

			「？」

			『おいでなすったぞ』

			　部屋に湧き出したのは、青い甲殻を持った虫型の魔獣だった。角の生えた、ソフトボールサイズのテントウムシだ。裏側はダイオウグソクムシチックで、非常に気持ち悪かった。

			


			　　名称：アーミービートル・リーダー

			　　種族：妖蟲・魔獣

			　　Lv：５

			　　生命：８　魔力：１８　腕力：４　敏捷：２２

			　　スキル：風魔術１、眷属召喚５、指揮１、連携１、酸の牙

			


			　　名称：アーミービートル

			　　種族：妖蟲・魔獣

			　　Lv：２

			　　生命：６　魔力：５　腕力：３　敏捷：２０

			　　スキル：硬化１、酸の牙

			


			　　名称：アーミービートル・メディック

			　　種族：妖蟲・魔獣

			　　Lv：４

			　　生命：１０　魔力：１０　腕力：１　敏捷：２０

			　　スキル：回復魔術２、酸の牙

			


			　　名称：アーミービートル・シューター

			　　種族：妖蟲・魔獣

			　　Lv：４

			　　生命：３　魔力：１１　腕力：２　敏捷：２０

			　　スキル：風魔術３、酸の牙

			


			　雑魚だが、数が多い。百匹は優に超えているだろう。

			　しかもリーダーは眷属召喚を持っている。さっさと全滅させないと、雪だるま式に増えていくぞ。

			「面白そう」

			　フランは順調にバトルジャンキーの道を歩み始めているようだった。

			　気色悪い蟲の大軍に突っ込むと、喜々として戦い始めた。

			　俺は念動を使って虫たちの動きを封じてアシストだ。

			　このくらい小さければ最小限の念動でも動きを封じることができる。もっと大きいと、念動を使うよりも普通に魔術でも放って倒した方が遥かに消費が少なくて済むからな。

			「しっ！　はぁぁ！」

			　俺が動きを止め、フランが魔石をひたすら貫く。

			　一応珍しい魔獣らしいので素材も半分くらいは収納しておこう。

			　最も厄介なのはシューターの風魔術だが、威力が非常に弱い上、魔力が低いせいで数発撃ったら放てなくなる。気が散る程度のものでしかなかった。

			　リーダーたちが次々と配下を召喚していくが、むしろご褒美だ。風魔術や硬化、眷属召喚に連携がレベルアップしていく上、どんどん魔石値も溜まっていく。

			


			　三〇分後。

			　扉の外に人の気配があった。

			「くそ！　開かないぞ！」

			　ドナドロンドたちが到着したらしい。

			『仕方ない。終わらせよう』

			「ボーナスステージ……」

			『まあまあ、残念なのは俺も同じだ』

			「ん……」

			　殲滅を開始だ。

			　火魔術と広範囲剣技を連発する。

			　あっと言う間だった。五分もかからず、残っていた二〇〇匹程を殲滅できてしまった。

			　いつの間にか風魔術がレベル７まで上がっているな。それだけの魔石を吸収したという事だろう。

			　ガシャン。

			『あれ？　あっちが開いたな』

			　ドナドロンドたちがガンガン叩いている入り口の扉は相変わらず閉まったままだった。

			　そして反対側の壁に隠されていた、もう一つの扉が開いた。

			「凄く強い魔力」

			『この魔力の強さ……、Ｃ級魔獣並み……。いや、それ以上だな』

			　今まで出会った中で最も魔力が強かったのはグラトニー・スライムロードだ。

			　だが、扉の向こうから発せられる魔力はそれを超える。

			『まさか、できたばかりのダンジョンに、こんな魔力を持つ奴がいるなんて……』

			「腕が鳴る」

			『まて、今回の敵は本当にヤバイ。準備をしっかりするぞ』

			　一定時間、傷を回復し続けてくれるリジェネレーションに、一定時間状態異常に対する抵抗力を上げてくれるオール・レジスト。それ以外にもステータス上昇や、感覚強化など、出来る限りの補助魔術をかけていく。

			『よし、行くぞ』

			「ん！」

			


			　扉の向こうは今までの洞窟とは違い、石壁に囲まれた人工的な部屋だった。

			「よぉよぉ！　初めての客だ！　歓迎するぜ！」

			　うーん、ガラの悪いニイチャンが宙に浮いている。

			　肌がタールみたいに黒くて、蝙蝠みたいな翼が生えていて、角があって、非常に威圧感のある姿をしていた。

			　ただ、そのチンピラっぽい態度が全てを台無しにしている。怖さ半減だな。

			　まずは鑑定だ。

			


			　　名称名：デーモン

			　　種族：悪魔・魔獣

			　　Lv：３０

			　　生命：１９００　魔力：２４０９　腕力：７２０　敏捷：６７５

			　　スキル：穴掘り３、暗黒魔術４、威圧４、運搬２、恐慌４、剣技５、剣術５、状態異常耐性７、土魔術７、登攀１、毒魔術７、魔力障壁６、闇魔術１０、料理１、暗黒強化、暗黒無効、暗視、自動魔力回復、支配無効、皮膚硬化、魔力上昇【小】、腕力上昇【小】

			　　エクストラスキル：スキルテイカー６

			　　称号：悪魔伯爵

			　　装備：魔影鋼の長剣

			　　説明：ダンジョンマスターによってのみ召喚される、ダンジョン固有種。混沌の神の眷属であり、その戦闘力は非常に高い。召喚時、元となる個体にダンジョンマスターが個々に能力を付与するため、その能力は千差万別。魔石位置：心臓。

			


			『悪魔ね……』

			　強過ぎる。１０００を超えるステータス値なんか、初めて見たぞ。

			


			　　暗黒魔術：闇魔術の上位魔術。闇と影、毒と死を司る。

			　　恐慌：自身を目視している対象に、精神状態異常〈恐慌〉を与える。

			　　魔力障壁：魔力を消費し、物理、魔術、双方に耐性のある障壁を展開する。

			　　スキルテイカー：条件の合う、対象のスキルを収奪する。

			


			　うわ、スキルも厄介な物が揃ってる。

			『フラン、ヤバイ相手だ。気を抜いたら瞬殺されるぞ！』

			「ん！」

			　ゴブリンやアーミービートルたちから魔力を吸収しまくったおかげで、俺の魔力はほぼ満タンだ。スキルも魔術も使い放題である。

			　だがそれでも、目の前の相手に勝てるとは言い切れなかった。

			　それくらい圧倒的だ。

			　いつでも逃げられるよう、転移の羽は常に準備しておかないとな。

			「はっはぁ！　やる気じゃねーか！　いいねぇ！　俺はガキだからと言って容赦しねーぜ？　なにせダンジョンを抜けてきたってことだしなぁ！」

			「おい悪魔！　何やってる！　さっさとそいつを片付けろ！」

			　うん？　よく見ると、部屋の向こうにゴブリンがいるな。

			　普通のゴブリンと違い、流暢に言葉を操っているが……。

			


			　　名称：レアゴブリン

			　　種族：邪人

			　　Lv：１１

			　　生命：２５　魔力：１３１　腕力：１２　敏捷：１３

			　　スキル：穴掘り２、眷属召喚５、棍棒術２、心話２、調教２、覇気１

			　　称号：ダンジョンマスター

			　　装備：樫の棍棒、革のローブ、身代りの腕輪

			


			　雑魚いが、ダンジョンマスターに間違いないらしい。

			　じゃあ、壁の窪みで輝いているのがダンジョンコアか？

			　ここがダンジョンの最奥ということなんだろう。

			　しかし本当に雑魚だな。こいつが悪魔を使役しているのか？

			　ゴブリンや、アーミービートルは分かる。こいつの配下に相応しいだろう。

			　だがあの悪魔は強過ぎじゃね？　ダンジョンマスターの特殊能力か？

			　悪魔使役の能力とかあったら面白そうだったのに。スキルにその手のものは確認できない。

			　もう一つ残念なのは、ダンジョンを操る様なスキルがないことだ。

			　多分ダンジョンコアを通してダンジョンメイキングを行うんだろう。なのでダンジョンマスターのスキル自体にはそれ系のスキルが何もない。

			「うるせえ！　侵入者はきちんと始末してやるから、黙ってろ！」

			「くそっ。モンスターガチャにＧＰゴッデスポイント全部つぎ込んで激レア悪魔を引いたとこまでは最高だったのに！　なんで言う事を聞かないんだ！　しかも術師型の癖に近接戦闘をやりたがるしよ！」

			　すげー説明臭い台詞だったけど、おかげで全部わかった。

			　悪魔には支配無効のスキルがある。そのせいでダンジョンマスターの支配さえ受け付けないらしい。

			「この部屋まで到達する奴がいるなんて！　我が精鋭たちはどうした！」

			「やられたんじゃね？　所詮はゴブリンどもだし」

			「人間の様な下等生物に、至高の生物たるゴブリン兵団が負けるわけないだろう！」

			「あーはいはい。そうだな」

			「とにかく、お前は奴を叩き潰せ！」

			「言われなくとも。中々歯ごたえのありそうな相手だしよ」

			　悪魔はそう言って、剣を引き抜いた。

			「じゃあ、あいつがうるせーから、行くぜ？」

			　悪魔がそのまま突っ込んでくる。

			「おらぁ！」

			「はぁ！」

			　ギィィン！　ガキィ！

			「ははぁ！　良い剣だ！　こいつとまともに打ち合えるとはな！」

			


			　　名称：魔影鋼の長剣

			　　攻撃力：５６１＋４５０　保有魔力：５６　耐久値：１０００

			　　魔力伝導率・Ｃ＋

			　　スキル：影戻り

			


			　魔力伝導率が高いな。すでに魔力を纏わせているらしく、その攻撃力は一〇〇〇を超えていた。しかもスキル影戻りによって、投げたりしても手元に戻る。

			　こっちも五〇〇程消費して攻撃力を上げているので打ち合えていた。下手したら最初の攻防で俺がへし折れてたかもしれない。恐ろしい相手だ。

			「剣の腕はそっちが上か！　じゃあ、これならどうだ？」

			「あ……？」

			　奴の姿が一瞬で見えなくなったと思ったら、突然背後から現れやがった。

			「あぅ！」

			　やばい！

			　フランの左腕が完全に切断されていた。

			　大量の血が噴き出し、一気に生命力が減少する。

			『何が起きたっ……！』

			　念動で斬り飛ばされたフランの左腕を引き寄せると、断面同士を押し合わせた。

			　そのまま大慌ててグレーター・ヒールを唱える。

			　部位欠損程度は治してしまう治癒魔術１だ。切断面の再接合程度は楽勝である。

			「お？　念動スキルでも持ってるのか？　しかも、そのレベルの回復魔術を使うとは面白いな！　魔剣士か？」

			　悪魔は笑っているが、こちらはそれどころではない。

			『今のは。何だ？』

			　悪魔の姿が突然消え、背後から斬りつけられた。

			『フラン！　大丈夫か？』

			「だい、じょぶ！」

			「おらおら！」

			　悪魔の姿が再び消える。そして、背中から斬りつけてくる悪魔。

			「ん！」

			　背後に気を張っていたおかげで、今度はギリギリ受けることができた。

			「もう受けるかよ！　良い反射神経だな！」

			　やはりだ。どう見ても消えている。

			　瞬間移動？　奴のスキルにその手の能力はなかったはずだ。

			　となると魔術か？　闇魔術か、暗黒魔術だろうか……？

			「おうら！」

			「はっ」

			　やはりそうだ。

			　悪魔が転移した時、奴の影から魔力が流れ出た。そしてフランの影から奴が湧き出る。

			　影を利用した転移魔術だ。

			　タネさえわかれば対処可能だ。

			　なにせ湧き出る先が分かっているのだから。

			「ひゃはー──がっ！」

			「調子に乗り過ぎ！」

			「かはは、やるねぇ！　もうカラクリに気づいたか？」

			　ちっ。余裕だな。

			　奴の脇腹を斬り裂いた今の一撃は、振動牙に魔毒牙も発動しているんだが。

			「あ？　毒か？　俺の状態異常耐性をぶち抜いて毒を与えてくるとは……やるな！」

			　はいはい、またそれかよ！　バトルジャンキーめ！

			　毒による生命力の減り方は微々たるものだな。やはり耐性の高い相手には大した効果は見込めないか。

			『フラン、直接攻撃は急所狙いでいくぞ』

			「ん」

			　俺たちに有利なところは、相手がまだこっちを舐めていること。そして俺の存在が知られていないこと。

			　なので俺は大っぴらに攻撃はしない。こっそりと補助に徹するのだ。

			「はぁぁぁぁ！」

			「ひゃはは！」

			　再びの激しい剣戟。

			　そんな中、二人の周辺で何かが輝いた。

			　直後、光の中からホブゴブリンが現れる。その数は四匹だ。

			「いけ、我が眷属たちよ！　侵入者を殺せ！」

			　ダンジョンマスターの仕業だった。

			　ここでホブゴブリンとは……。場違い過ぎて逆に恐ろしいぜ。

			　案の定、呼び出されたホブゴブリンたちは、フランと悪魔のあまりにも激しく、あまりにも速過ぎる戦闘に全く手出しをすることができずにマゴマゴしていた。

			「何をしている、さっさとやれ！」

			　ダンジョンマスターの命令に、意を決したホブゴブリンが戦闘の輪に近づき……。

			「邪魔だ！」

			　悪魔の剣で両断された。

			　さらにもう一匹、フランの剣で切り捨てられる。

			「な、なにをするのだ！　味方だぞ！」

			「こんなくそ雑魚ども、邪魔なだけなんだよ！　せっかく楽しくなってきたってのによぉ。消えろ！」

			　哀れ、残ったホブゴブリンたちも悪魔の放った黒い光弾に吹き飛ばされ、天に召されたのだった。

			　怒りと屈辱にプルプル震えるダンジョンマスターが、少し哀れに思えてきたな。

			　そんな哀れなダンジョンマスターを余所に、フランたちの戦いはより激しさを増していった。

			　広間には、打ち合わされる剣の音だけがギンギンと響き続けている。

			　剣の腕ではフランが勝るが、悪魔は多少の傷など無視して剣を振ってくるし、力と速さでは圧倒的に負けている。そのせいで妙な膠着状態が生まれていた。

			　だが、この攻防はフランが圧倒的に不利だ。なにせ一発でもまともに食らえば、それで瀕死に追い込まれるからな。

			「楽しいな！　おい！　だが、このままじゃらちが明かねーのも確かだ！」

			　そう叫んだ悪魔が俺を大きく弾くと、フランから僅かに距離を取った。

			　何をしてくる気だ？

			「そろそろ決着を付けよーか！　まずは、お前から戦う力を奪ってやる」

			「？」

			『やばい、奴のエクストラスキルだ！』

			「ひゃははは。喰らえ、スキルテイカー！」

			　悪魔が叫びながら、その手を突き出した。

			『くっ。やられた！』

			　名前からして相手のスキルを奪うスキルだろう。悪魔が全然使ってこないから、接触型、もしくは発動に時間がかかるか、難しい発動条件があるのだと勝手に考えていた。

			　単に出し惜しみしてただけか！　しかも、接触せずとも発動可能だとは！

			　あれだけ自信満々で叫んでいるんだし発動条件は満たしているだろう。

			　フランの戦闘力を奪うと言っていたか？

			　だとすると、剣術や剣技を盗られたか？

			　せっかくここまでスキルを育てたのに！　また育て直しだ！

			　それ以上に、この場で剣術を奪われたら戦えなくなる！

			『場合によっちゃ、転移の羽を使うぞ！』

			「ん！」

			　どんな些細な異変も見逃さない様、俺たちは最大限の集中力を発揮して警戒をしていたが、悪魔は手を突き出した格好のまま動かない。

			　フランにも、何かが起きた様子はない。

			『……』

			「……」

			　あれ？

			『……フラン、大丈夫か？』

			「ん？」

			「ちっ！　失敗か！」

			　良かった。何故か失敗したらしい。

			　確実に奪えるわけじゃないのか？

			　それに俺たちは少し特殊だしな。

			　フランの使っているスキルは俺、つまりは装備している武器の特殊能力の範疇と言える。フランに対して収奪系のスキルを使っても、その装備品からスキルを奪えるわけではないのかもしれない。

			「くそがっ！　奪えねーもんは仕方がねえ。なら、こいつを喰らいな！　ダークネス・ボルテッカー！」

			　悪魔は開き直った様子で暗黒魔術をぶっ放してきた。

			　巨大な暗黒の渦が、ドリルの様に地面を削りながらフランに迫る。

			　魔術を使い出したか。

			　奴のステータスを見るに、本来は遠距離砲撃型だろうし。

			「はっ！」

			　だがフランには当たらない。

			「おら！　もういっちょう！」

			「ほっ」

			「ちっ！」

			　攻撃の威力は高くとも、その攻撃は単調だ。

			　ゴブリンの群れ相手に決死の修行を行う前のフランみたいに。

			　悪魔は確かに強いが、戦闘経験が浅いようだ。ダンジョンマスターに生み出されたばかりなのだろうしな。

			「ダークネス・スピア！」

			『ファイヤ・ウォール！』

			「ダークネス・ブラスター！」

			「甘い」

			「ちょろちょろとっ！」

			　暗黒魔術なのだから、もっと搦め手の嫌らしい魔術もあるだろう。それを使われた方が数倍嫌なんだけどね。

			　一撃必殺の攻撃魔術ばかりだ。

			　それでもこの勝負はフランが不利だった。

			　なにせ地力が違い過ぎる。

			　こっちの攻撃は決定打にならず、奴の攻撃は必殺なのだから。

			　次第にフランの口数も減ってきた。余裕がなくなってきているのだろう。

			　ここは逃げるべきか？

			　ただ、まだ大した成果をあげていないんだよな。

			　内部で暴れることによってゴブリンたちを巣に引き付け、町に向かわせないようにするという目的は達成できていると思う。

			　まあ、本来はＣ、Ｄランク冒険者の仕事ではあるが。

			　あとはこの悪魔だ。こいつさえどうにかすれば、このダンジョンは攻略したも同然だろう。

			　俺たちが脱出することになったとしても、その後にこいつと戦うであろうドナドロンドたちのために、もう少し削っておきたい。

			「ブラック・ボム！」

			「む」

			「うわぁ！」

			　業を煮やした悪魔が、広範囲魔法をばらまき始めた。

			　これはヤバイ。巻き込まれかけたダンジョンマスターが悲鳴を上げているし。狭い空間で助かっていた。

			　もっと広い空間だったら、さらに広範囲の上級魔術で殲滅されていたかもしれない。

			　ここじゃあダンジョンマスターも巻き込んじゃうからな。

			『いや、まてよ』

			　閃いてしまったかもしれない。

			『奴はダンジョンの魔獣だ』

			　ドナドロンドの説明を思い出せ。

			　ダンジョンコアについてや、ダンジョンマスターについて、色々説明されたはずだ。

			　今ここで重要なのは、ダンジョンマスターが消滅すれば、コア破壊時と同様に生きている魔獣は消滅してしまうということである。

			　ということは……。

			『あのゴブリンを倒せば、この悪魔も消えるってことだ』

			「──ファイヤ・アロー」

			「あっ、てめっ！　卑怯だぞ！」

			　フランが放った魔術を見て、悪魔は慌てた様子で転移を行い、ダンジョンマスターを庇った。

			　やはり俺の推測は間違っていないようだな。

			　ダンジョンマスターは身代りの腕輪を装備しているが、今の状況では蘇りからの即死という、最悪の流れが待っている。悪魔はダンジョンマスターを庇わない訳にはいかない。

			　支配を受けていないとはいえ、ダンジョンモンスターという括りから外れたわけではないのだ。

			「ニヤリ」

			「このガキ、調子乗りやがって！」

			『ファイヤ・ジャベリン！』

			「まじかよ、無詠唱持ちか？」

			　いいえ、俺がこっそり魔術を使っているだけです。

			「ファイヤ・アロー」

			『トライ・エクスプロージョン』

			「ファイヤ・アロー」

			『フレア・ブラスト！』

			　ボン、バン、ドゴォン！

			　断続的に放たれる魔術が、悪魔を包みこむ。

			「くっ」

			「ひぃぃぃ！」

			　爆炎に掠っただけでも、ダンジョンマスターは死にかねないからな。

			　悪魔の野郎はダンジョンマスターの前から動くことさえできず、サンドバッグ状態だ。

			「この馬鹿野郎！　だから、俺の戦闘場所は前の広場にしとけと言ったのに！」

			「う、ううう、うるさい！　お前がいなかったら、この部屋の防衛戦力がなくなるだろ！」

			　ダンジョンマスターが馬鹿で助かった。

			　ジリジリと悪魔の生命力が減っていく。ただ、予想以上に奴の魔法防御力は高かった。

			　このままだとこっちの魔力が尽きる方が早いぞ。

			『フラン、作戦変更だ』

			「分かった」

			　俺が二重詠唱で攻撃魔法を途切れさせないようにし、フランは覚えたばかりの風魔術を詠唱する。

			　風魔術４のソニック・シューター。早い話が投擲時に風の力を借りて速度を上げる術だな。あと、軌道を多少操れる。

			「いく」

			『おう、いつでもいいぞ』

			「はっ！」

			　フランがタイミングを計り、俺を投擲した。

			『ヒャッハー！』

			　ソニック・シューターの効果もあり、俺は凄まじい速度で弧を描きながら突き進む。魔族の右側を迂回し、ダンジョンマスターに向かう軌道である。

			「器用な真似を！　風魔術か？　でも、させねーよ！」

			　フランがダンジョンマスターを魔術で狙っているため、悪魔は下手にその場を動けない。

			　それでも悪魔は右腕を伸ばし、俺を叩き落とそうとした。

			　相当速いはずなのだが、悪魔には完璧に視えているらしい。

			　悪魔の拳が、俺をはたき落と──さない。

			「なにぃ！　がはっ！」

			　俺は直前に風魔術で軌道を変えると、溜めていた念動を一気に解き放ったのだ。久々の念動カタパルトアタックである。

			　俺はがら空きになった悪魔の胴体へ突進した。

			　もちろん残った魔力のほとんどを刀身に伝導させてある。

			　これが最後の一撃のつもりだ。失敗したら転移の羽で逃げるしかなかったが──。

			「ばか……な……！」

			『何とか通用したか……』

			　さしもの悪魔も、この状況で念動カタパルトを防ぐことはできなかった。悪魔の障壁をぶち抜いて、俺の切っ先がその胸に深々と埋まっている。

			　しかも冷や汗ものなことに、空いていた左腕が剣と体の間に差し込まれていた。いつの間に！

			　伝導させる魔力をケチっていたら、左腕を貫けずピンチだったかもしれん。

			　やはり侮れんな悪魔。

			「くおぉ……」

			　俺は魔石を完璧に断ち割っていた。魔石が俺の刀身に吸収される。

			「がぁぁぁぁっ……──」

			　魔石を吸収された悪魔は断末魔の叫びをあげると、そのまま倒れ伏した。

			〈自己進化の効果が発動しました。自己進化ポイント４０獲得〉

			　よし！　さすが悪魔の魔石だ。ここまでの戦闘で魔石値が２６９９／２８００となっていたのだが、現在は３１９９／３６００だ。実に、５００もの魔石値を稼げてしまった。

			「ま、まさか、悪魔が……？」

			　茫然自失のダンジョンマスター。圧倒的強者であったはずの悪魔が、フランの様な少女にやられてしまったわけだし、しょうがないのかもしれないが。

			　だが、敵の前でそんな無防備に立ち尽くしていいのか？

			「はっ！」

			「ぎゃぁぁぁ！」

			　当然隙を見逃さず、フランの振るったオーラ・ブレードがダンジョンマスターの右腕を斬り飛ばした。

			　身代りの腕輪と共に、右腕が床に転がる。

			　そして、痛みと恐怖に泣き喚くダンジョンマスターの首を、フランの無慈悲な一撃が斬り裂いた。

			　ダンジョンマスターであっても、所詮はゴブリン。フランが全力で放ったオーラ・ブレードの一撃に耐えられるはずもなかった。

			　先程まで強い光を放っていたダンジョンコアが、急激にその光を失っていく。

			　だが、それだけだった。

			『……何も起きないな』

			「師匠、勝ったの？」

			『そのハズなんだが……』

			　ダンジョンマスターを倒したんだし、もっと何かしら変化があっても良さそうなものだが。地震くらいは覚悟してたのに、本当に何もない。

			　ダンジョンマスターを倒したよな？

			　まあ、外に出てみたら分かるか。魔獣が消滅してるはずだからな。

			『あ、悪魔の死体は大丈夫か？』

			　大慌てで確認してみたが、悪魔の体に変化はない。良かった。砂みたいになって消滅しないかと心配していたが、ちゃんと素材──もとい死体が残った。

			　死体は収納しない。勿体ないけど、悪魔の死体はギルドに渡そうと思う。先走ってしまった負い目もあるし。

			　それにこっそり収納したとしても、隠しておくことは難しいだろう。それはダンジョンコアのシステムに関係していた。

			　休眠状態のコアは人間でも利用できる。コアに触れた者は、ダンジョンマスターが以前に生み出した物のリストが見れるんだとか。つまりここのダンジョンコアを再利用する時に、リストに悪魔の名前も出てしまうということだ。

			　うん、こっそり悪魔の素材をいただいたとしても、絶対にばれる。そして凄まじい嫉妬と恨みを買うだろう。

			　なので悪魔の死体はギルドに任せることにした。

			　そのためには少々偽装工作をしないとな。エクスプロージョンで心臓周辺を吹き飛ばし、胸に大きな穴を開ける。

			　これで「魔石はフランの攻撃で粉々に砕けて消滅してしまい、死体しか残っていません」という言い訳ができる。と思う。

			　魔石だけはいただきましたと言い張ることもできるが、それだと少々フランの取り分が多過ぎるだろう。やはり他の冒険者から恨みを買いそうだ。

			　まあ信じない奴も多いだろうけど、そこは仕方ないな。無い物は無いんだし。

			　剣はいただいておいた。これなら、出所を誤魔化して売れるかもしれない。最悪、鋳つぶして素材にしてしまえそうだしね。ついでに、斬り飛ばしたダンジョンマスターの腕から身代りの腕輪も回収しておこう。今後役立ちそうだからな。

			　身代りの腕輪、ゲットだぜ。

			「勝利」

			　フランが拳を突き上げ、勝利のポーズをしている。ちょっとばかり卑怯な戦法だったが、格上に勝利したことが嬉しいみたいだな。

			　


			　

			　


			〈フランのLvが上昇しました──〉

			〈フランのLvが──〉

			〈フランの──〉

			〈フラン──〉

			　フランのLvが８も上昇したぞ！

			　悪魔は俺が倒したようなものだし、フランに経験値が入るか心配だったが、装備品である俺が倒せばそれはフランが倒したことになるようだ。剣を投擲して悪魔を倒したっていう扱いなのかね？

			　今回はダンジョンマスターの無能さのおかげで勝利した様なものだし、まさに棚ボタだな。

			　これでダンジョンに突入してからLvが１３も上がった。

			　ゴゴゴ。

			　お、どうやら扉の封印が解除されたらしい。

			「おい！　お嬢ちゃんいるのか？」

			「こ、こりゃあ、悪魔じゃねーか！」

			「ま、まじかよ！」

			


			　ダンジョンを攻略した俺たちは、町への帰途に就いていた。

			　冒険者たちの顔には深い疲労と、それ以上の喜びが浮かんでいる。

			　冒険者に一〇名程の死者が出ていたが、今回の規模の魔獣災害でその程度の被害で済んだことはむしろ幸運らしい。

			　俺たちがさっさとダンジョンを攻略して魔獣を消滅させたおかげだと、冒険者たちから感謝された。

			　悪魔の死体を独り占めしなかったことも、好意的に受け止められている要因だろう。

			　というか、それがデカイ。

			　悪魔の素材は同ランクの魔獣の素材よりも相当高いらしい。なにせダンジョンにしかいない固有種だしね。

			　取得できる経験値も段違いで、脅威度Ｂの魔獣の中では上位という話だった。

			　悪魔は美味しい相手のようだ。逆にこっちがやられてしまう危険が非常に大きいわけだが。

			　あと、ドナドロンドには一人で突っ走ったことをメチャクチャ怒られた。小一時間くらいは説教を喰らっていたな。

			　世紀末覇者が獣人の少女を説教する図とか、犯罪的を通り越して喜劇的だった。

			　笑ったらフランが拗ねるから、何とか堪えたけどね。

			　出発前に絡んできた少年のとりなしが無かったら、もっと長かっただろう。

			　フランに絡んできた傭兵たちは死んだが、自分がそうならなかったのはフランのおかげだと、弁護してくれたのだ。

			『あいつ……良い奴だよな』

			（いい声で言っても誤魔化されない）

			『やっぱり？』

			（師匠は怒られなかった。ずるい）

			『まあまあ』

			（私だけ怒られた）

			『悪かったって』

			（じゃあ、お肉）

			『分かった』

			（焼肉）

			『いいだろう』

			（ステーキと串焼きも）

			『オーキードーキー』

			　ここのところ俺の地球料理を食べ続けてきたせいか、フランが食いしん坊キャラになってきた気がする。

			　まあ、それで機嫌を直してくれるならいくらでも作っちゃうけどね。

			　悪魔という格上の相手を倒した記念でもあるし。食べたいものを好きなだけ食わせてやろう。

			　おっと、町にたどり着く前に、戦果の確認でもしておくか。

			　ちなみに悪魔を倒す直前はこうだった。

			


			　　攻撃力：３９２　保有魔力：１６５０／１６５０　耐久値：１４５０／１４５０

			　　スキル：自己進化〈ランク７・魔石値２６９９／２８００・メモリ・６２・ポイント９〉

			


			　それが、こうだ。

			


			　　名称：師匠

			　　装備者：フラン

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：４３４　保有魔力：２０５０／２０５０　耐久値：１８５０／１８５０

			　　魔力伝導率・Ａ

			　　自己進化〈ランク８・魔石値３１９９／３６００・メモリ・７０・ポイント４９〉

			　　スキル：鑑定７、高速自己修復、念動、念動上昇【小】、念話、攻撃力上昇【小】、装備者ステータス上昇【中】、装備者回復上昇【小】、保有魔力上昇【小】、メモリ増加【中】、鑑定遮断、魔獣知識、スキル共有、魔法使い

			


			　スキルのレベルアップも多かった。ホブゴブリンもアーミービートルも、スキルレベルがそこそこ高かったからな。熟練度も得まくりで、ガンガンスキルレベルが上がってくれた。数時間前まではレベル１だった風魔術がレベル７に達しているからな。一日でレベルが６も上がるとは俺も驚きだ。

			　すでに７だった剣技は８、剣術は９となり、状態異常耐性は３、土魔術は５にアップしている。他にも多くのスキルのレベルが上がっていた。

			　ダンジョン内で新たに入手したスキルも多い。特に有用そうなのは、暗黒魔術１、魔力障壁１、闇魔術２、罠感知１、暗黒強化、暗黒無効、自動魔力回復、支配無効あたりだろう。特に自動魔力回復は、付けているだけで魔力が回復していく。効果は微々たるものだが、リスクなく魔力の回復ができるのは非常にありがたかった。

			　これらに加えてエクストラスキルのスキルテイカー１までゲットしているのだ。

			　自己進化ポイントが４０も入手できたのに、やりたいことが多過ぎて少なくさえ感じてしまう。

			　剣技、剣術のレベル上げに、魔術のレベル上げ。暗黒強化を手に入れたからには、暗黒魔術を上げるか？　眷属召喚が有用なら、レベルを上げてみたい気もするし。以前に諦めた瞬間再生、状態異常耐性。さらに今回手に入れたスキルテイカーも候補に入るだろう。ここにスキルスペリオル化も入ってくるのだから、悩みは尽きない。

			　しかもフランはLvが２５に達している。

			　悪魔戦では奴を倒しただけで８も上がっているし。

			　普通はパーティに分散されるであろう膨大な経験値がフラン一人に集中してるわけだしね。

			


			　　名称：フラン　年齢：１２歳

			　　種族：獣人・黒猫族

			　　職業：魔剣士

			　　状態：契約

			　　Lv：：２５

			　　生命：１９３　魔力：１２７　腕力：１４０　敏捷：１４６

			　　スキル：ゴブリンキラー、精神安定、剥ぎ取り上手、不退転、方向感覚、夜目

			　〈ＮＥＷ〉インセクトキラー、デーモンキラー

			　　称号：百戦錬磨、解体王、回復術師、ゴブリンキラー、殺戮者、スキルコレクター、火術師、料理王

			　〈ＮＥＷ〉インセクトキラー、超大物喰い、ダンジョン攻略者、デーモンキラー

			


			　　インセクトキラー：同一戦場内において、蟲系魔獣を３００匹以上葬った者に与えられる称号。スキル・インセクトキラー獲得。

			　　超大物喰い：圧倒的強者に単身で挑み、打ち勝った者に与えられる称号。生命２０上昇、全ステータス５上昇、成長の速度が僅かに上昇する。

			　　ダンジョン攻略者：ダンジョンマスター殺害、もしくはダンジョンコア破壊で与えられる称号。ダンジョン内において、生命、魔力の自動回復速度が上昇。

			　　デーモンキラー：デーモンを葬った者に与えられる称号。スキル・デーモンキラー獲得。

			


			　超大物喰い？　またまた来たよチート称号。百戦錬磨並みの強力な称号だ。おかげで、フランのステータスがおかしいことになっている。

			　もうドナドロンドと正面からやり合えるだろう。フラン！　恐ろしい子！

			　いや、俺のせいなんだけどね。

			　フランは向上心もあるし、天狗になることはないだろうけど、今後さらに危険な場所を求める可能性がある。俺ももっと気を引き締めてフランをサポートしないとな！

			　そのためにも、スキルのレベルアップは急務である。

			『なあ、フランはどのスキルのレベルを上げたい？』

			（剣技と剣術）

			『だよな』

			　今回感じたが、魔術は格上に効きづらい。だが剣であれば不利な局面も逆転できるチャンスがある。高い魔力伝導率と、魔力保有量を誇る俺であればこそだが。

			『とりあえず、剣技と剣術を上げちゃう？』

			「ん」

			『よし、やっちゃうか』

			　はい、やっちゃいました。

			　自己進化ポイントを６消費して、剣技１０、剣術１０に。

			〈剣技が１０に達しました。剣聖技１がスキルに追加されます〉

			〈剣術が１０に達しました。剣聖術１がスキルに追加されます〉

			〈剣術、剣技が１０に達しました。属性剣１がスキルに追加されます〉

			　剣聖技、剣聖術は分かるが、属性剣？

			　どうやら剣に魔術の属性を一定時間付与することができるらしい。

			　使ってみないといまいち分からんな。

			　さて、後はどうする？

			　やはり気になるのはスキルテイカーだ。

			


			　　スキルテイカー１：対象の持つ、レア度１以下、かつレベル１のスキルを一つ選択し、五〇パーセントの確率で奪う。同一対象には一度のみ使用可能。スキル再使用には一日必要。射程はスキルレベル×一メートル。

			


			　スキルのレア度ね。鑑定のレベルが足りていないのか、今までレア度が表示されたことはないが。

			　これがあれば、よりスキルの収集が捗るだろう。

			　それに、相手のスキルを封じることができたら戦闘もより楽になる。何より今まで手出しのできなかった魔石のない相手──つまり人類種からもスキルを得ることができる。

			　問題は同一の対象には一度しか使えないことだ。失敗したらそいつからは一生スキルを奪えないってことだからな。

			　成功率五〇パーセントか……。安定して奪えないのは少し怖いな。戦術に組み込むにも微妙な成功率だし。

			　どうしようか。いや、俺としてはもう完全に乗り気なんだが。

			　フランはどうだろう。

			『なあ、スキルテイカーなんだが──』

			　俺は、一通りのことをフランに説明した。

			（いいと思う）

			『そうか？』

			（エクストラスキルだし。きっと凄い強い）

			『よしよし、じゃあ、レベルアップさせよう』

			　お言葉に甘えまくってしまおう。

			　とりあえず２にしてみた。

			


			　　スキルテイカー２：対象の持つ、レア度２以下、かつ２以下のスキルを一つ選択し、六〇パーセントの確率で奪う。同一対象に一度のみ使用可能。スキル再使用には二日必要。射程はスキルレベル×一メートル。

			


			　なんと、２で六〇パーセント？　よ、よし、もっと上げよう！

			　エクストラスキルをレベルアップさせるには、１レベルにつき３ポイント必要らしい。残り自己進化ポイントが１６まで減ってしまったが、後悔していない。

			


			　　スキルテイカー１０：対象の持つ、レア度１０以下、かつレベル１０以下のスキルを一つ選択し、一〇〇パーセントの確率で奪う。同一対象に一度のみ使用可能。スキル再使用には一八日必要。射程はスキルレベル×一メートル。

			


			　再使用には一八日も待たなきゃいけないのか。使う場合をよく考えないとな。まあ、俺たちの場合、俺とフランの二回チャンスがある。普通よりは、気軽に使えるだろう。

			　あと調べなくてはいけないのが、レア度１０がどの程度なのかってことだ。

			　鑑定のレベルを上げるか？　もしエクストラスキルやユニークスキルも奪えるのであれば、有り得ないくらい強い。はっきり言ってチートだ。

			　早速使いたい。

			　ただ、周りには味方ばかり。山賊でも出ないかな？

			　冒険者の集団に向かってくる山賊なんて、居る訳ないけど。

			　結局何もないままギルドまでたどり着いてしまった。

			　ギルドはお祭り騒ぎだな。

			　勝利した喜びと、支払われる報酬で皆の顔も明るい。

			「嬢ちゃんはちょっとこっちへ来てくれ」

			「ん」

			　フランがドナドロンドに連れられて、ギルドマスターの部屋に向かう。

			　だが、周辺の冒険者は驚いていなかった。

			　フランが最大の功労者だと理解しているからだ。

			　色々な噂を聞いてフランの実力に懐疑的だった冒険者たちも、今日の活躍で分かったのだろう。

			「いいな、きっとボーナスだぜ」

			「仕方ない、大金星だったんだ」

			「俺も命を救われた」

			「どうやったらあの年であれだけ強くなれるんだ？」

			「化け物だよ。化け物」

			「うちのパーティに入ってくれないかな」

			「はぁはぁ、フランちゃんカワイイ」

			　好意五割、嫉妬四割、嫌悪一割ってところか。

			　ていうか最後の奴、ちょっと怖いぞ！

			「やあ、フランさん。お待ちしていました」

			「ん」

			「まずは、お礼を。あなたのおかげで、被害が少なく済みました。あの程度のダンジョンに悪魔がいたとは……。まともに攻略していれば、死者はもっと増えていたでしょう」

			　軽い礼から入るが、その眼は笑っていない。

			　この人はドナドロンドと違って油断できないんだよね。未だにこっちを疑っている感じだ。

			「正直、一人で抜け駆けされると困りますが、今回はそのおかげで助かりましたし、命令を聞かなかったことは不問としましょう」

			　様々なことを天秤にかけた結果、とりあえずお咎めなしとなったらしい。

			「貴女が倒したという悪魔の死体を見ました」

			　ドナドロンドが見せたんだな。

			「はっきり言って、あれは脅威度Ｂの個体でした。それを、貴方一人で倒したのですか？」

			「ん」

			「それが本当であるなら、貴女はランクＡ相当の実力があるということになってしまうのですがね」

			　評価されるのは嬉しいが、下手にランクＡ認定とかされて危険な依頼を割り振られるようになっても困る。

			「運が良かった」

			「ほう？　どういう意味です？」

			　なので、ここは本当のことを言っておくことにした。

			「なるほど、ダンジョンマスターを狙って牽制し、不意を突いて倒したと……」

			「ダンジョンマスターが馬鹿だった」

			「それでも、瞬殺されなかっただけでも十分おかしいんですがね。それにあの悪魔の死体ですが……」

			「？」

			「致命傷となった心臓への攻撃。強靭な魔力障壁を貫いて、悪魔を倒すことができる者がどれほどいるとお思いですか？」

			「さあ？」

			「はぁ……。それはまあ、いいでしょう。では、本題なんですが」

			　やっぱり、何か言われるか。

			「悪魔の魔石はどうされました？」

			「消滅した」

			「……あれだけの個体です。魔石は凄まじく有用だ。国が欲するレベルです」

			「ん」

			「本当にないのですか？」

			「もうこの世に存在していない」

			　俺が吸収しちまったからな。

			「はぁ。分かりました。信じましょう」

			　嘘は言ってないんだし、一応誤魔化せたかな？

			　と、安心したその時だった。

			「待ちたまえ！　それで見逃すつもりかね！」

			　部屋の扉をバーンと勢いよく開けて、誰かが乱入してきたのだった。

			　ギルドマスターの部屋に乱入してきたのは、銀の鎧を着こんだ贅肉ダルダルの不健康そうな男だった。

			　誰だ？　見たことがないぞ。

			　それに気配も全く感じられなかったが……。ああ装備のおかげか。

			


			　　名称：オーギュスト・アルサンド　年齢：２９歳

			　　種族：人間

			　　職業：戦士

			　　状態：平常

			　　Lv：：３０

			　　生命：１０８　魔力：９９　腕力：５２　敏捷：４５

			　　スキル：演技１、歌唱１、騎乗１、欺瞞１、宮廷作法４、剣術１、算術１、社交２、毒耐性１、毒知識２、薬草学２

			　　ユニークスキル：虚言の理５

			　　称号：子爵、アレッサ騎士団副長

			　　装備：ミスリルのロングソード、銀鉄の全身鎧、赤獅子のマント、気配遮断の指輪

			


			　なんか、アンバランスだな。

			　Lvは３０あるのに、それに比べてステータス値は低い。ランクＥ冒険者くらいか。

			　それにスキルがお粗末過ぎる。

			　社交とかがあるのは貴族だからだろう。

			　でも剣術１とか、騎士の割に低過ぎないか？　しかも肩書は副長なのに。

			「見逃すつもりかとは、どういうことですか？　オーギュスト殿」

			「言葉通りの意味だ。悪魔の魔石だぞ？　それ程の物を、その小娘が独占するなど、許される訳がなかろう！」

			「何を言われるかと思えば。今回の討伐において、自ら倒した魔獣の素材は、その者自身が獲得する権利を有しております。悪魔を倒した彼女が、魔石を得るのは正当な権利。むしろ、素材においてはギルドに還元しており、こちらとしては咎める理由が一切ありません」

			「世迷言を。ホブゴブリン程度の素材であれば、いくらでもくれてやる。だが、悪魔の素材のような高ランク素材を下級冒険者如きに渡すなど、断じて許さん」

			　結局、思ったよりも凄い素材が取れちゃったから、今更あげるのが惜しくなったってことか？

			「その小娘、独断専行をしたそうではないか。命令違反の罪があろう！　そのような者に、正当な報酬とやらを受け取る権利があるかね？」

			「ふぅ。命令違反を罪に問わなくてはならないのであれば、ほとんどの冒険者が対象になってしまいます。ああいう場で、独断専行する冒険者が出ないことの方が珍しいのですよ。むしろ、命令や規則に違反したことのない冒険者が居るのであれば、お目にかかりたいものです」

			「所詮は底辺の者どもということか」

			「まあ、お行儀のよい騎士団の方々と違い、荒っぽい人種が揃っておりますので」

			　ギルマスの目、全然笑ってねー。殺気さえ感じられるぞ。

			　むしろそれに全く気づかないこのデブ貴族に感心するわ。面の皮が厚過ぎて、鈍感になっちまってるのかね？

			「ふん。一つ良いことを教えてやろう。その小娘は嘘をついているぞ？」

			　ギクッ。

			　こいつのユニークスキルか？

			


			　　虚言の理：対象の言葉の嘘を見破る。自身の嘘を、他者から見破られにくくする。自身の嘘を、他者に信じ込ませやすくなる。

			


			　詐欺師か独裁者、教祖あたりにうってつけのスキルだ。

			　というか、これだけのユニークスキルを持っていて地方騎士団の副長？　ファンタジー小説の嫌われ者的ポジション？　スケールちっさ！

			　やりようによっては、どデカイことができそうなスキルなのに……。

			　どれだけ優れたスキルでも使い手次第っていう見本だな。

			　俺たちはメチャクチャ追い詰められているわけだが。

			　だが、次の言葉は俺の想定外の言葉であった。

			「魔石は消滅したなどと言っているが、それは嘘だ。どこかに隠し持っているに違いない」

			　うん？　いや、そこは嘘ついてないぜ？　消滅したっていうのは本当だし。

			「……たとえそうだとしても、魔石の所有権は彼女が有します」

			「いや、こういった場で虚偽の申告をしたことは、許されん。他にも、何か隠しているやも知れんぞ？」

			「本当に消滅した」

			「また嘘だぞ？」

			　何を言っているんだ？

			　虚言の理があるんだから、嘘じゃないって分かっているはずなのに。

			　いや、そうか。こいつが虚言の理を持っていることは有名なんだろう。

			　だからこそこいつが嘘をついていると言えば、嘘つきにされてしまう。

			　それを利用してフランを嵌めようとしているのだ。

			「ん？」

			『フラン、暫く喋るな』

			（分かった）

			　さて、どうしてくれようか。

			「ここは、公の場ではありません。彼女にはあくまでも私的に話を聞いております。そこで多少冗談を言ったところで、咎める法などないと思いますが？」

			　貴族憎しの一念か。妙に庇ってくれるな。いや、ありがたいんだけどね。頑張れギルマス。

			「貴族の私に虚をついたのだ。どんな場であれ、それは罪だ」

			「もう一度言いますが、冗談を言った程度で罪になるとは、知りませんでしたな」

			「とにかく！　この娘は信用ならん。聞けば、出身地すら分からぬそうではないか！　他国の間諜かもしれん。全ての持ち物を騎士団に供出せよ。荷を検めさせてもらう。そうすれば、本日の無礼は不問にしてやる」

			　はあ？　こいつ何言ってるんだ？　供出だ？　体のいいカツアゲじゃないか。従うとでも思ってるのか？

			「何を言っておられる！」

			「そも、貴様ら冒険者ギルドは、我が騎士団を無視してゴブリンの討伐を行ったな？　どうせ、我ら精鋭騎士団に利益を奪われることを嫌ったのであろう。卑しい冒険者に相応しい行いだな。悪魔の素材を引き渡せば、それも不問にしてやる」

			「はぁ？　我らは騎士団の方へも連絡を入れましたよ。討伐を行う日時も、きっちり伝えたはずです」

			「ふん、嘘を言うな！　とにかく、今回得た利益の半分、悪魔素材の全て、その小娘の荷をよこせ」

			「利益の半分？　悪魔の素材全て？　何もしていない騎士団に、それを渡す理由がありませんが」

			「我らを無視しておいて、何を言うか！　貴様ら冒険者どもが目先の欲に目がくらみ、町の守りを蔑ろにした挙句、ゴブリンどもの巣へ向かっている間、我らが町の治安を守っておったのだ！」

			「くっ。尻込みして誰も参加したがらなかったから、こっちの要請を無視しただけのくせに」

			「何か言ったかね？」

			「いいえ、なにも」

			　そういうことね。

			　ホブゴブリンに恐れをなした騎士団は、討伐への参加要請をあえて無視した。

			　だが、冒険者ギルドだけで行った討伐が、思ったよりも少ない被害で凄まじい利益を生んでしまったので、今更ながらにその利益を欲しくなったのだろう。

			　卑しいのはどっちなんだよ。

			「おい、手始めにその剣からよこせ。相当の業物の様だが。どこで盗んできたのだ？　正直に申せ」

			　クソデブ貴族野郎が近づいてきた。

			（斬る？）

			『まて、もう少し様子を見よう』

			　俺だって、本音はぶった斬りたいけど。

			「騎士団からギルドへ、命令権はありません。それでも、貴方は我らに命令するというのですね？　冒険者が命がけで得た利益の大半をよこせと？」

			「当然の権利である」

			　この野郎、言い切りやがった。

			　そしてギルドマスターから凄まじいまでの殺気が噴き出す。

			　うわあ、これだけ怒っていて、よく手を出さずに我慢できるな。

			　それどころか表面上はニッコリ笑っているし。ちょっと尊敬したぞギルマス。

			「まずは契約書にサインをしてもらおう。ほれ、ここに貴様の名を入れれば、素材の引き渡しが受理される」

			「それは騎士団としての総意ですか？　団長もご存じなのですよね？」

			「……当たり前だ」

			「では、問い合わせますがよろしいですか？」

			「む？　そんなこと、する必要なかろう」

			「それを決めるのはこちらです」

			　なんか、風向き変わったぞ。

			「問い合わせることに、何か問題でも？」

			「ふざけるな！　我が嘘をついてるとでもいうのか！　ふ、不愉快だ。今日はこれで帰る！」

			　うわぁ。完璧に図星を突いた感じだ。焦っているのが丸分かりである。

			　ポイント稼ぎか、着服して利益を貪るためか、ともかく団長っていう奴に無断で来てるのは確かなんだろうな。

			『よし、こいつで試してみよう』

			　何をって？　スキルテイカーだ。

			　都合よくユニークスキルを持っているし。

			（私もやってみたい）

			『おう。まずは俺が試してみよう』

			　対象はもちろんユニークスキルである。しかしこのスキルって、鑑定がないと初見の相手には使いどころが難しいな。

			　あの悪魔は鑑定を持ってなかったが。ガチャで引いた的なことを言ってたけど、スキル構成が微妙に変だったのはそのせいなのか？　初期スキルがランダムだったとかね。

			　もしくはダンジョンマスターが鑑定を付けるのを忘れたとか？　うん、有り得そうだ。

			「また来る！」

			　おっと、カモが帰っちまう。

			『いくぞ。スキルテイカー！』

			　──上手くいった。このスキル、エフェクトがないのが凶悪だよな。

			　こっそりスキルを盗めてしまう。

			　虚言の理５が手に入った。ユニークスキルは奪えてしまうらしい。

			　このスキルの真のヤバさは、スキルレベルをそのままに奪えてしまうところだろう。

			　高レベルのスキルを奪えばいきなり熟練者だ。

			　欠点はセットスキルではなく、あくまでも俺のスキルとして登録されてしまうため、フランと共有できないところだろうか。

			　逆も然りだ。場合によって、どちらが使うか選ばないといけないな。

			「スキルテイカー」

			　フランが俺に続いて小さい声で呟いた。これも当然成功だ。

			　一番レベルが高い宮廷作法４を奪っている。

			　くくく。大事なスキルが無くなったことに気づいて、慌てふためくがいいわ！

			（師匠、やった）

			『おう。大成功だ』

			（もう斬る？）

			『斬らんで良い斬らんで良い。何でそんなに斬りたがる？』

			（あいつ嫌い）

			　段々うちの子が危険になっていく気がする。

			　手に入れた宮廷作法の効果でお淑やかになったりはせんかね？　いや、無理だろうな。

			「ふぅ。申し訳ありませんでした」

			「あれは誰？」

			「大貴族のボンボンであり、アレッサ騎士団の副長でもある人物です。地位を金で買った俗物でありますが、家柄が良いため、扱いづらいのですよ。一年程前に赴任してきて以来、ことあるごとに身分を振りかざすので、町中で嫌われていますね。まあ、ギルドに対してこれほど馬鹿な行動に出るのは初めてですが」

			「騎士団に文句言う」

			「無理ですよ。大抵のことは、親が握りつぶしてしまいますから。だからこそ、あそこまで馬鹿に育ったんでしょうが。それに、虚言の理と言う嘘を見破るスキルを持っており、無下にも扱えぬのです」

			「雑魚でも、副長？　お金があればいい？」

			「そこは国に言ってやってください。それに雑魚は雑魚なんですが、Lvはそこそこなのですよ。貴族にはよくいますが、強い騎士とパーティを組ませて、魔物を狩らせてLvだけを上げるのです」

			　リアルなパワーレベリングってことか。

			　だから戦闘系スキルは成長してない訳ね。

			　戦闘経験はないくせに、見かけ上はLv３０の騎士という訳だ。

			「次来たら、ブッ飛ばす」

			「できれば止めていただきたいですね。大丈夫です。副長はあの通りの馬鹿ですが、団長は話が分かる方ですので。話を通せば暫く大人しくなりますよ」

			「なら、いい」

			「お願いします。あなたから手を出したなんてことになれば、被害は我々にまで及ぶので」

			　結局自分たちのためかい！

			　まあこの人の場合、馴れ合いよりはギブアンドテイクの方が信用できそうだけどな。

			「改めて、悪魔素材の提供、ありがとうございます。おかげで、当ギルドも非常に潤いました」

			「ん」

			「で、本当に魔石はお持ちではないのですか？」

			　ギルマスお前もか！

			「冗談です」

			「危なかった」

			「何がです？」

			「手が出そうになった」

			「はははは。それは怖い。では、くれぐれも奴には気を付けてください。嘘看破のスキルを悪用して、他者を陥れるようなことも平気でやってくる男です」

			「だいじょぶ」

			「そうですか。貴女がそう言うのであれば、構いませんが……」

			「もう良い？」

			「ええ、ありがとうございました。あ、ちょっと待ってください」

			「ん？」

			「受付でランクアップして行ってください。すでに書類は通っていますので」

			「また？」

			「ええ。また、貴方がとんでもない成果を上げてくださいましたので。悪魔単独撃破の冒険者を、ランクＦと名乗らせるなんて、できませんからね。とりあえず、ランクＤに上がってもらいます」

			「Ｅじゃない？」

			「本来であれば、Ｃに上げたかったんですが。さすがに、他の支部の承認が得られませんでした」

			　そりゃそうだ。冒険者になりたての小娘が、単独でランクＢ悪魔を撃破した？　どこの冒険小説だ。

			　むしろＤに上がっただけでも儲けもんだろう。

			「分かった。受付に行く」

			「よろしくお願いいたします。そこで報酬も支払いますので。ボーナスも弾んでいますよ」

			「ん」

			　受付でランクアップの話をしていたら、他の冒険者たちが騒がしい。

			　どうやらこのギルドで最速の昇級らしい。

			　実質、登録から三日だからな。

			　冒険者たちの話だと、ランクアップするかしないかで賭けをしていたらしい。飛び級という事で超大穴になったようだ。

			　むしろそっちの騒ぎの方がデカイ。

			「はっは！　嬢ちゃんのおかげで大儲けだ！」

			「くそっ！　俺は大損だぞ！」

			「わはははは」

			「どうだ、一杯おごるぞ？」

			「馬鹿、こんな小さい子が、酒を飲めるか！」

			「いただく」

			「おっ！　そうか？」

			「じゃあ、リンゴジュースでもおごってやるか！」

			　という事で、フランの冒険者ランクはＤに上がったのだった。

			　ランクＤか。もう立派な中堅冒険者だ。

			　今日のことで考えたが、どこかで冒険者たちに俺のことを明かしてしまったほうが良いだろうか？　今後、似た様なこともあるかもしれない。

			　ランクＤの冒険者なら少し変わった魔剣を持っていてもおかしくないと思うし。

			　魔石を吸収して、強くなる剣。それくらいのことは明かす方が、フランもやりやすいだろう。

			　ただ、インテリジェンス・ウェポンという事はどうかな……。今度ガルス爺さんに相談してみるか。

			　まあ、悪魔の魔石に関してはフランがこっそり持っていると思っている奴がほとんどだろうし、問題ないだろ。「隠し持っている」が「剣で吸収しちゃった」に変わるだけだ。

			　そう考えると、悪魔素材をギルドに還元しておいてよかったかもな。

			　そのおかげで皆にボーナスが出たらしいし。

			　あとは今日の酒は奢っておくか。こういう小さな積み重ねが大事だしね。

			「やっぱり今日は私のおごり」

			「何言ってんだ！　こんな小さい子に奢らせられるか！」

			「良い。ボーナスが出たし」

			「おおう。太っ腹！」

			「太ってない」

			「ガッハッハ、面白れえ嬢ちゃんじゃねーか！」

			「よっしゃー、負け分飲んで取り返すか！」

			「わはははは！」

			　結局一〇万ゴルドも飲みやがんの……。

		

	
		
			エピローグ

			


			　フランは寝たか。

			　酒は飲んでないはずだけど……。今日は激戦だったからな。

			　悪魔は強かった。本気で負けるかと思った。

			　悪魔だけじゃない。数ヶ月前は単なる会社員だった俺が、魔獣を相手に戦ってるんだぞ？　信じられるか？

			　自分で言って改めて気づいたが、俺がこの世界に転生してもう数ヶ月か……。

			　あっと言う間だったな。そんな短い間に、どれだけの魔獣と戦ったことか。

			　ゴブリンに始まり、レッサー・ワイバーンやスライム、タイラント・サーベルタイガーにホブゴブリン。

			　もし人間のままだったら、最初のゴブリンに殺されていただろうな。

			　剣に転生したことに最初は戸惑うばかりだったが、今じゃ悪くないと思い始めている。

			　地球じゃ絶対に手にすることができない、物語の中だけに存在する魔法や超能力。

			　その力を振るう自分。

			　そして、フランとの出会い。

			　出会ってからまだ五日しか経ってないとは信じられないぜ。

			　それくらい濃密で、印象深い五日間だったってことだな。

			　フランを奴隷から解放して、枯渇の森を踏破し、冒険者になり、様々な人々と出会い、ゴブリンの群れ相手に決死の修行をして、ホブゴブリンがひしめくダンジョンを踏破。最後に悪魔とダンジョンマスターと死闘を繰り広げた。

			　うん、濃密とかいうレベルじゃなかったな。

			　どんだけイベントをこなすんだって話だ。

			　だが、これだけ充実している五日間もなかった。

			　剣なのに生きてる実感と言うのも変かもしれないが、生涯においてこの五日間程それを感じることができたことはなかっただろう。

			「ん……」

			『フラン？』

			　寝返りをうっただけか。

			　俺は念動でフランの毛布をそっと直してやった。

			　可愛い寝顔だ。

			　いや、俺はロリコンじゃないぞ？

			　もちろんフランは美少女だが。

			　少しクセのついた黒髪も、白い肌も、モフモフの猫耳も、全てが愛らしい。

			　だが、そういうことではないのだ。

			　そうではなく、もっと保護者としての愛情だ。これが父親的な感情なのか、剣としての装備者に対する好意なのかは自分でも分からないけどな。

			　スヤスヤと眠るフランを見ていると、無条件で守ってやりたいと思える。

			　たった五日。

			　それだけで、もうフランと離れることなど考えられなくなっている。

			　今、地球に戻してやると言われても、俺は確実に拒否するだろう。

			　それだけの物を異世界に転生してからの数ヶ月で、そしてフランとの五日間で得た。

			『異世界か……』

			　宿の窓から夜空を見上げる。

			　巨大な銀の三日月を囲む様に、四つの月が輝いている。

			　この光景を見る度に、異世界に来たのだということを思い知らされた。この世界こそが、今の俺の現実なのだと。

			　そして、改めて決意するのだ。

			『フランと共に、この世界で前に進み続けてみせる』

		

	
		
			あとがき

			


			　こんにちは、棚架ユウと申します。

			　初めましての方も、ネット連載時からお付き合いいただいている方も、この本を手に取ってくださりありがとうございます。

			　ネットですでにお買い上げの方は、友人知人にオススメしてください。

			　本屋さんで立ち読み中だと言う方。今すぐレジに持って行きましょう。全てはそれからなのです！

			　この小説は、ＷＥＢ小説投稿サイト『小説家になろう』様にて投稿していた作品を改稿したものです。

			　書き始めた当初はまさか書籍化するなどとは思いもよりませんでした。

			　冗談で友人などに「書籍化したらサインしてやるよ」などと言っていましたよ。

			　いえ、サイト名が小説家になろうですからね。意識はしていました。

			　小説家と言うのは昔からの夢でしたし、そのために努力をしていたこともあります。

			　実際、手が届きかけていたこともあります。まあ、結局上手くはいきませんでしたが。

			　そんな時に出会ったのが小説家になろうでした。

			　ここなら書籍化せずとも色々な人に自分の作品を読んでもらえるし、感想なども貰えそう。書籍化は無理だろうけど、腕を磨くにはちょうどいいんじゃないか？

			　初投稿時はその程度の軽い感じでした。

			　最初の頃は全然読者さんが増えず、完全に趣味の範疇でしたし。

			　自分の書いた小説を読んでもらい、感想に一喜一憂する。そして、貶されては落ち込む。

			　それがいつの間にか読者さんの数が少しずつ増え、ランキングなどで上位に掲載されるようになり、ようやく「もしかして……」と思うようになりました。

			　そして念願の書籍化です。

			「俺の職業は小説家だぜ！」と言うほどの自信はまだありませんが、今後も作品を書き続けて行こうかと思う程度の自信は付きました。

			　今では小説家になろう様に投稿して本当に良かったと思っています。

			　最後に感謝の言葉を。

			　こんな私の拙い作品を評価してくださり、賞をくださったマイクロマガジン社様と、根気強く改稿にお付き合いくださった編集のＩさん。最早足を向けては寝れません。

			　最強に可愛いイラストを描いてくださったるろお様。フランが可愛すぎて著者悶絶です。

			　書籍化へと至るきっかけを与えて下さった小説家になろう様。

			　苦しい時に応援してくださった地元の友人や職場の同僚たち。

			　また、出版に係わってくださった全ての皆様。

			　そして、この小説をネット投稿時から応援し続けて下さった読者の皆様。

			　心の底から感謝しております。

			　では、また二巻でお会いしましょう。

			　最後まで読んでくださりありがとうございました。

		

	



			ＧＣノベルズ

			転生したら剣でした　１

			



			著者　棚たな架かユウ

			イラスト　るろお

			装丁　マイクロハウス

			発行　株式会社マイクロマガジン社



			〒１０４-００４１　東京都中央区新富１-３-７ヨドコウビル


			　編集部　ＴＥＬ ０３-３５５１-９５６３／ＦＡＸ ０３-３２９７-０１８０

			　販売部　ＴＥＬ ０３-３２０６-１６４１／ＦＡＸ ０３-３５５１-１２０８

			　ＵＲＬ　http://micromagazine.net/



			


			著作権　©2016 Tanaka Yuu

			


			当ファイルは、ＧＣノベルズ『転生したら剣でした　１』（２０１６年８月６日　初版発行）に基づいて作成しております。




			本書に関するアンケートにご協力ください。

			ＵＲＬ　http://micromagazine.net/me/

			※一部対応していない機種もありますが、スマートフォンにも対応しています。

			※サイトへのアクセス、登録・メール送信時の際にかかる通信費はご負担ください。

			


			本書は小説投稿サイト「小説家になろう」(http://syosetu.com/)に掲載されていたものを、加筆の上書籍化したものです。

			この物語はフィクションであり、実在の人物、団体、地名などとは一切関係ありません。

			


			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

		

	

















OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
0000000,
_z....m...e.s.ei






OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017.jpg
( ERRRRRRH(

"0
=
ﬁ
=
i
&0
o
=
wn
g
2
o
B
>
=
=
g
3
o
=
-
o
=
=
<
S
2
=

2
-
2
<=
=
=
=
@
i
w
=
=z
=i
&
e
«®
g
£
=
=
"l
W ~
)
i
=]
g
@n






OEBPS/Images/embed0016.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
,,,,,,

% p

'





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		プロローグ


		第一章　大草原のぼっちな剣


		第二章　剣と少女は出会った


		第三章　冒険者ギルドとお約束


		第四章　初めてのダンジョン


		エピローグ


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000.jpg
NG

R

Yuu Tanaka

BERHEHERERE,

PL—E5— A ALEBLET BT 574~ B Fo

B DA EBRD T — LET BRFED R,
ME—D BIRZIGESRFE L EICEAI N EHTT SR,

Rz

5%

I,/U
BOHEL TREPURAZENIZNTT,





OEBPS/Images/embed0005.jpg
CONTENTS

F—E
KEFEDITSH 54
11

FE
FED iz -7
111

g==

BRET IR HR
231

FEME
VIHTHDEVDav
251

Ivua—~

359

HEhx

362

“I became the sword by transmigrating™
Volume 1
Story by Yuu Tanaka, Hlusration by Llo





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
\

O3 €

(ECH






OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
AR |

FILRIYRI—






